
様式
ようしき

１（開催
かいさい

概要
がいよう

） 

平
へい

成
せい

１８年
ね ん

度
ど

第
だい

１回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共生
きょうせい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 
 

会議名
かいぎめい

 平成
へいせい

１８年度
ね ん ど

第
だい

１回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
かいぎ

 

開催
かいさい

年月日
ねんがっぴ

 
へいせい

平成１８年
ねん

６月
がつ

２３日
にち

（金
きん

） 

開催
かいさい

場所
ば し ょ

 区
く

役所
やくしょ

８階
かい

 特別
とくべつ

会議室
かいぎしつ

 

開催
かいさい

時間
じ か ん

 
ごご

午後２時
じ

００分
ふんかいかい

開会～４時
じ

０５分
ふんへいかい

閉会 

出欠
しゅっけつ

状 況
じょうきょう

 委員
いいん

現在数
げんざいすう

  １４名
めい

 

出席
しゅっせき

委員数
いいんすう

  １３名
めい

 

欠席
けっせき いいんすう

委員数   １名
めい

 

 華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 
せき

関 
けつしん

潔沁 
さとう

佐藤 
えいこ

英子 

 
すずき

鈴木 キャロリーン 李
い

 寿
す

源
うぉん

 許
ほ

 政
じょん

道
ど

（前
ぜん

委員
い い ん

） 

出席者
しゅっせきしゃ

 
きむら

木村 
しげる

茂  
よしだ

吉田 
ただし

忠司 
さわだ

沢田 明
あきら

 

（
けいしょうりゃく

敬称略 ） 
みやざき

宮崎 黎子
れいこ

 
いしばし

石橋 穠治
じょうじ

 
さかた

坂田
くみん

区民
ぶちょう

部長 

 
かめむら

亀村
くみん

区民
かちょう

課長   

事務局
じむきょく

 区民部
くみんぶ

 区民課
くみんか

 多文化
たぶんか

共生
きょうせい

 

 出席
しゅっせき

職員
しょくいん

  中村
なかむら

 鈴木
すずき

 柳
りゅう

 平松
ひらまつ

 達本
たつもと

 

会議
か い ぎ

次第
し だ い

 １ 
いしょくじょう

委嘱状の
こうふ

交付 

２ 
すいしん

推進
かいぎ

会議の
うんえい

運営について 

① 
すいしん

推進
かいぎ

会議
せっち

設置
ようこう

要綱（
しりょう

資料１） 

② 
じこ

自己
しょうかい

紹介 

③ 
ぎちょう

議長・
ふく

副
ぎちょう

議長の
せんにん

選任 

④ 
こんねんど

今年度の
かいぎ

会議
よてい

予定（資料
しりょう

２） 

⑤ 
すいしん

推進
かいぎ

会議の
しんぎ

審議
ないよう

内容 

・ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例の
せいてい

制定 
じょうれい

条例
げんあん

原案（資料
しりょう

３） 

３ その他
た

 

はじめに 

 

 
かいかい

開会のあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  ただいまより、第
だい

１回
かい たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催する。委
い

員
いん

は１４名
めい

のう

ち
ほんじつ

本日、欠席
けっせき

が１名
めい

だが、
いいん

委員の
はんすう

半数
いじょう

以上の
しゅっせき

出席があるので
かいぎ

会議を
つづ

続ける。 

まず、
くみん

区民
ぶちょう

部長より
かいかい

開会のあいさつをお
ねが

願いしたい。 

・  
さいきん

最近、「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生」という
ことば

言葉をやっと
みみ

耳にするようになった。
むかし

昔、フ

ランスは
いみん

移民に
かん

関して
かんよう

寛容だったが、
しつぎょう

失業
もんだい

問題や
しゅうきょう

宗教 とからんだテロなど

の
えいきょう

影響で
どうか

同化
せいさく

政策を
と

取り、さまざまな
きせい

規制をするようになって、
わかもの

若者たちが
ぼうどう

暴動を
お

起こした。足立区
あだちく

は
がいこくじん

外国人登録者数
とうろくしゃすう

が
ぜんこく

全国の外国人
がいこくじん

登録
とうろく じちたい

自治体ベース

では４番
ばん

目
め

で、
ぶつりてき

物理的、
せいどてき

制度的、
しんりてき

心理的にいろいろな
かべ

壁を
と

取り
のぞ

除いていこう

ということで、昨年
さくねん

「多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

」を
さくてい

策定した。
がいこくじん

外国人
もんだい

問題に
かん

関し

ては、
じゅうみん

住民
とうひょう

投票や
ちほう

地方
さんせいけん

参政権の
もんだい

問題などを
むし

無視するわけにはいかない。この
けいかく

計画の
なか

中の
じゅうてん

重点
しさく

施策として、１.
がいこくじん

外国人が足立区
あだちく

に
いけん

意見を
い

言えるように
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催する ２．
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例をつくる ３.
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
きのう

機能をもった施設
しせつ

の
けんとう

検討 ４．ボランティアなどとの
きょうどう

協働の
すいしん

推進 の４点
てん

を
あ

挙げた。この
かいぎ

会議では、
じゅうてん

重点
しさく

施策の２番
ばん

目
め いこう

以降のものをまと 



 
じむきょく

事務局 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
じむきょく

事務局 

 

 
いいん

委員 
じむきょく

事務局 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

め
あ

上げていきたいと
かんが

考えているので、よろしくお
ねが

願いしたい。 

・ （
はいふ

配布
しりょう

資料の
かくにん

確認） 

・  では、
いいん

委員の
しょうかい

紹介をするので、
かんたん

簡単にプロフィールなどをお
ねが

願いしたい。 

・  
いぜん

以前、
きほん

基本
こうそう

構想
さくてい

策定の
さい

際に、
がいこくじん

外国人グループとして
さんか

参加し
ぎろん

議論させてもら

った。
さくねん

昨年も、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画
さくてい

策定
こんだんかい

懇談会のメンバーとして
さんか

参加した。 

・  １４年前
ねんまえ

、
にほん

日本に
き

来て
せんじゅ

千住に
す

住んでいる。 

・  ブラジルで
う

生まれ、１４年前
ねんまえ

に
にほん

日本に
き

来た。足立区
あだちく

のほか
さいたまけん

埼玉県のほうで

も
かつどう

活動しており、
がいこくじん

外国人
そうだん

相談もしている。 

・  １７年前
ねんまえ

に
にほん

日本に
き

来た。 

・  
う

生まれも
そだ

育ちも足立区
あだちく

である。
いけん

意見の
ちが

違いもあるが、人
にん

間
げん

違
ちが

うのが
とう

当たり
まえ

前

であり、外国人
がいこくじん

の住
す

みやすい
まち

町になればと
おも

思う。 

・  
せいかつ

生活
そうだん

相談を
う

受けたり、
がっこう

学校や
しょうぼう

消防、
しょうこうかい

商工会などネットワークや
じもと

地元のコミ

ュニティに
ちから

力を
い

入れて
かつどう

活動している。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生とは、お互
たが

いが
ふか

深く
りかい

理解し
あ

合うことだと
おも

思う。 

・  
がいこくじん

外国人
しえん

支援のＮＰＯを立
た

ち
あ

上げたばかりである。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生は
こ

子どもの
ころ

頃

からの
きょういく

教育が
たいせつ

大切なのではないかと
おも

思う。
にほんご

日本語ボランティア
きょうしつ

教室もやって

いるが、
せいと

生徒もボランティアも（
にほんご

日本語ボランティア
きょうしつ

教室を）
とつぜん

突然やめてし

まったりと、
うんえい

運営がたいへんに
むずか

難しい。 

・  
くない

区内には
ちょうかい

町会・
じちかい

自治会が
やく

約４２０あるが、（
ちょうかい

町会・
じちかい

自治会に）
かにゅう

加入してい

ない
がいこくじん

外国人が
おお

多く、（
ちょうかい

町会・
じちかい

自治会にも）
はい

入りづらい
めん

面もあると
おも

思うのでこ

れからは
がいこくじん

外国人ともコミュニケーションをとっていきたい。 

・  
くない

区内に７２の
しょうがっこう

小学校がある
なか

中で、わが小学校
しょうがっこう

が
いちばん

一番、
がいこくせき

外国籍の
じどう

児童が
おお

多

い。ここで
まな

学んだことを（学校
がっこう

に）
い

生かしていきたい。 

・  
さくねん

昨年の
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画
さくてい

策定
こんだんかい

懇談会に
さんか

参加した。
やくしょ

役所の
しごと

仕事は
おそ

遅いと
おも

思

っていたが、
けいかく

計画にある
しさく

施策の
ぐたいか

具体化がさっそく
はじ

始まったのがうれしい。 

・  
にほんご

日本語ボランティアグループを
はじ

始めて１年半
ねんはん

になる。どんな
ひと

人でも
う

受け
い

入

れるようにしていて、
はい

入れ
か

替わりも
はげ

激しいが、
みな

皆、いろいろな
かんきょう

環境の
なや

悩みを
も

持

ちながら
べんきょう

勉強している。
さくねん

昨年、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画
さくてい

策定
こんだんかい

懇談会に
さんか

参加した。

この
かいぎ

会議でも
みな

皆さんで
ちえ

知恵を
だ

出し合
あ

っていければと
おも

思う。 

・  
ぎり

義理の
はは

母は
むかし

昔、ブラジルから
もど

戻ってきて、私
わたし

の
むすめ

娘も
げんざい

現在
がいこく

外国に
す

住んでい

る。この
かいぎ

会議では皆
みな

さんと
いっぽ

一歩
いっぽ

一歩（
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を）
すす

進めていきたい。 

・  この
けいかく

計画に
の

載っていることを、
ちゃくじつ

着実に
すす

進めていきたいと
かんが

考えている。 

・  まず、
ぎだい

議題に
はい

入る
まえ

前に、この
かいぎ

会議の
ぎちょう

議長と
ふく

副
ぎちょう

議長を
き

決めたい。
りっこうほ

立候補はい

かがか。ないようなら、
けいかく

計画
さくてい

策定
こんだんかい

懇談会のメンバーであった華
か

さんに
ぎちょう

議長を、
ふく

副
ぎちょう

議長には宮崎
みやざき

さんにお
ねが

願いしたいが、
みな

皆さんいかがか。 

・  （「
さんせい

賛成」の声
こえ

あり） 

・  議長
ぎちょう

を華さんに、副
ふく

議長
ぎちょう

を宮崎
みやざき

さんにお願
ねが

いする。これからの議事
ぎ じ

進行
しんこう

を

議長
ぎちょう

にお任
まか

せする。 

・  それでは、議事
ぎ じ

に移
うつ

る。事
じ

務
む

局
きょく

から配布
は い ふ

資料
しりょう

について説明
せつめい

をお願
ねが

いしたい。 

・  （資料
しりょう

１「足立区
あだちく

多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
かいぎ

設置
せっち

要綱
ようこう

」、資料
しりょう

２「年間
ねんかん

予定表
よていひょう

」

の説明
せつめい

。資料
しりょう

３「足立区
あだちく

多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

条例
じょうれい

」(
げんあん

原案)
ぜんぶん

全文
よ

読み上
あ

げ） 



 

 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
じむきょく

事務局 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
じむきょく

事務局 

 
いいん

委員 

 
じむきょく

事務局 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
いいん

委員 

 

 

 

区民
く み ん

部長
ぶちょう

 

 

 

 
いいん

委員 

区民
く み ん

部長
ぶちょう

 

 

 

 

 
いいん

委員 

じょうれい

条例はこれをたたき
だい

台とし、
いいん

委員の
みな

皆さんからご
いけん

意見やご
しつもん

質問をいただき

たい。 

・  この
じょうれい

条例については、すぐ
けってい

決定するわけではないと
おも

思うので、たくさんの
いけん

意見
を

をいただき、議
ぎ

論
ろん

をしたい。
がいこくじん

外国人との
きょうせい

共生に
かん

関することで（
くみん

区民
とう

等に）
ぎむか

義務化させるような、
きょうせいりょく

強制力 のある
じょうれい

条例をつくりたいと
かんが

考えている。 

・  第
だい

３条
じょう

の（３）に「
こくさいてき

国際的
きょうちょう

協調 のもとに
おこ

行なわなければならないこと」

とあり、
わたし

私にとっては
なに

何か
とっしゅつかん

突出感があるが、これはどういうことか。 

・  
じんけん

人権
きやく

規約なども
ちいき

地域
しゃかい

社会の
く

区において
むし

無視してはいけないものであり、
こくれん

国連が
かめい

加盟
かっこく

各国に
ひじゅん

批准するようにと
い

言っているものだと思
おも

う。 

・  「
こくさいてき

国際的
きやく

規約にのっとり」ときちんと
か

書いたほうがいいのではないか。 

・  
ひょうげん

表現を
くふう

工夫する。
はなし

話は
か

変わるがこの
じょうれい

条例では
ばっそく

罰則
きてい

規定は
かんが

考えていない。 

・  第
だい

２条
じょう

の
くみん

区民の
ていぎ

定義については、
ぜい

税を
はら

払っているかどうかなどは
かんけい

関係な

く、
くない

区内に
ざいじゅう

在住、
ざいきん

在勤、または
ざいがく

在学するすべての
ひと

人を
さ

指す。
じょうれい

条例では、
ひろ

広く

すべ
て

ての
ひと

人を
くみん

区民としてとらえていこうという
かんが

考えである。 

・  第
だい

１０条
じょう

に（この
かいぎ

会議が）これからやるべきことが
か

書いてある。これを
げんあん

原案

のたたき台
だい

として
つく

作っていってほしい。 

・  
しつもん

質問だが、
おな

同じような
じょうれい

条例を
つく

作っている
じちたい

自治体はあるのか。 

・  
みやぎけん

宮城県が
けんとう

検討しているが
いま

今は
ちゅうだん

中断していると
き

聞いている。他
た

の
じちたい

自治体とも
じょうほう

情報
こうかん

交換をしながら
つく

作っていきたいと
かんが

考えている。 

・  第
だい

１７条
じょう

 
がっこう

学校
きょういく

教育の
なか

中で
じっさい

実際に
と

取り
く

組みがあるのかどうか。
く

区として
かんが

考えていることがあるのなら
はや

早めに
で

出していただきたい。 

・  この
じょうれい

条例
げんあん

原案は
だんじょ

男女
きょうどう

共同
さんかく

参画
すいしん

推進
じょうれい

条例を
さんこう

参考にしたので、
せんしんれい

先進例とし

て、
がっこう

学校で
だんじょ

男女
びょうどう

平等の
きょういく

教育はどんなことに
と

取り
く

組んでいるか
おし

教えてほしい。 

・  
さいきん

最近では
だんじょ

男女
こんごう

混合で
せいれつ

整列したり、
だんじょ

男女
こんごう

混合の
めいぼ

名簿を
しよう

使用したりしている。
こくさい

国際
りかい

理解
きょういく

教育や
じんけん

人権
きょういく

教育については、すでに
と

取り
く

組んでいる。 

・  
けいかくしょ

計画書の６ページから７ページにかけて
きょういく

教育のことについて
きさい

記載がある。 

・  
がっこう

学校
きょういく

教育についてだが、
わたし

私 が
かつどう

活動している
にほんご

日本語ボランティア
きょうしつ

教室に

小中
しょうちゅうがくせい

学生が
き

来たことがあったが、
さいきん

最近は
ふしんしゃ

不審者がいたり、
かえ

帰り
みち

道に
じけん

事件が
お

起

きたりと
ぶっそう

物騒なので
やかん

夜間は
みあ

見合わせることにした。このように
がっこう

学校で
にほんご

日本語

を
まな

学ぶ
じかん

時間、
てきおう

適応
きょういく

教育の
じかん

時間は
た

足りないと
おも

思う。 

・  
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例について、
きょう

今日ここで、
じょうれいあん

条例案を
かた

固めるのではない。
こんご

今後の
よてい

予定としては、
じかい

次回
いこう

以降、
みな

皆さんで
ぎろん

議論をし、３回目
か い め

に
しゅうせいあん

修正案を
だ

出し、

その後
ご

、ホームページなどでパブリックコメントを
おこな

行い、
ひろ

広く
くみん

区民から
いけん

意見

をいただき、その
けっか

結果で第
だい

４回目
か い め

に
じょうれいあん

条例案を
かた

固めていきたいと
かんが

考えている。 

・  
かくにん

確認したいのだが、この
かいぎ

会議は
じょうれい

条例をつくるためにあるのか。 

・  
さくねん

昨年
さくてい

策定した「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画」の
じゅうてん

重点
しさく

施策の
なか

中で、
がいこくじん

外国人
かいぎ

会議を
ひら

開

き、
つぎ

次に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例を
つく

作るということがまず
だいいち

第一にあり、
つぎ

次に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
きのう

機能を
けんとう

検討するということを
か

書いた。しかし、この
かいぎ

会議は
じょうれい

条例のことだけではなく、
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人との
きょうせい

共生に
かん

関するさまざまなことに

ついて
ぎろん

議論をしていきたいと
かんが

考えている。 

・  
はなし

話は
か

変わるが、せっかく民団
みんだん

と
そうれん

総連の
かた

方が
どうせき

同席されているのでお
はなし

話を
き

聞き



 

 
いいん

委員 

 

 

 

 
いいん

委員 
いいん

委員 
いいん

委員 

 
いいん

委員 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

議
ぎ

長
ちょう

 

 
へいかい

閉会のあいさつ 

たい。５月
がつ

１７日
にち

に、民団
みんだん

と
そうれん

総連が
れきしてき

歴史的な
わかい

和解をしたとの
ほうどう

報道があった。

さしつかえないところで、
いけん

意見
こうかん

交換をしたいがいかがか。 

・  ２月
がつ

２４日
か

に民団
みんだん

の
だんちょう

団長が
せんきょ

選挙で
き

決まった。（
だんちょう

団長の）
こうやく

公約は民団
みんだん

・
そうれん

総連、
ざいにち

在日（
かんこく

韓国
・

・
ちょうせんじん

朝鮮人）をひとつにしていくというものだ。
りょう

両
だんたい

団体は６０年間
ねんかん

にわたって（
わかい

和解の）
ていあん

提案は
なんど

何度もあり、どちらが
さき

先にアプローチしたなど

と言
い

われているが
こんかい

今回が
はじ

初めてではない。
にほん

日本の
しんぶん

新聞に
で

出ている報道
ほうどう

の 

８０％は
じじつ

事実に
もと

基づいた
きじ

記事だと
おも

思う。 

・  （民団
みんだん

と
そうれん

総連は）
じかん

時間をかけて
あゆ

歩み
よ

寄っていければいいと
おも

思う。 

・  民団
みんだん

と
そうれん

総連は
かいごう

会合などをするのか。 

・  （
いま

今の
あだち

足立
しぶ

支部のメンバーは）
ちょうせん

朝鮮
がっこう

学校では
みないっしょ

皆一緒に
べんきょう

勉強をした。
かお

顔を
み

見

れば
みな

皆わかる。イデオロギーで
べつ

別になったが、
てき

敵・
みかた

味方という
いしき

意識はない。 

・  
かんこくせき

韓国籍は民団
みんだん

、
ちょうせん

朝鮮
せき

籍は
そうれん

総連しか入
はい

れないのか。 

・  
ざいにち

在日
かんこく

韓国・
ちょうせんじん

朝鮮人は
やく

約９５％が
みなみ

南の
しゅっしん

出身であり、韓国
かんこく たいしかん

大使館に
ざいがい

在外
こくみん

国民
とうろく

登録をするか、その他
た

の
ひと

人でも民団
みんだん

の
しゅし

趣旨に
さんどう

賛同した
ひと

人なら民団
みんだん

に
はい

入ること

ができる。 

・  
そうれん

総連は
みんぞく

民族を
と

問わないので、
にほん

日本に
きか

帰化した
ひと

人でも
はい

入ることができる。 

・  
そしき

組織を
うつ

移った
ひと

人がいろいろといじめられたと
き

聞いたことがあるが、
いま

今はど

うなのか。 

・  
いま

今はそういったことはないと思う。 

・  では
ほか

他にご
いけん

意見はないか。なければ、そろそろ（
しゅうりょう

終了 ）の
じかん

時間なので、
しゅさいしゃ

主催者

を
だいひょう

代表して
くみん

区民
ぶちょう

部長に
ほんじつ

本日の
へいかい

閉会のあいさつをしていただく。 

・  
いま

今の
ほんね

本音を
だ

出し
あ

合い、足立区
あだちく

が
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
じょうれい

条例を
つく

作れば
ぜんこく

全国で
はじ

初めてに

なり、
ぜんこく

全国のモデルになると
おも

思うので、ぜひ
こんご

今後も
まえむ

前向きに
ぎろん

議論をお
ねが

願いし

たい。 

(
いじょう

以上) 

 
 



様式
ようしき

１（開催
かいさい

概要
がいよう

） 

平
へい

成
せい

１８年
ね ん

度
ど

第
だい

２回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共生
きょうせい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 

 
会議名
かいぎめい

 平成
へいせい

１８年度
ね ん ど

第
だい

２回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
かいぎ

 

開催
かいさい

年月日
ねんがっぴ

 
へいせい

平成１８年
ねん

９月
がつ

５日
にち

（火
か

） 

開催
かいさい

場所
ば し ょ

 区
く

役所
やくしょ

８階
かい

 特別
とくべつ

会議室
かいぎしつ

 

開催
かいさい

時間
じ か ん

 午
ご

前
ぜん

１０時
じ

００分
ふんかいかい

開会～１１時
じ

５０分
ふんへいかい

閉会 

出欠
しゅっけつ

状 況
じょうきょう

 委員
いいん

現在数
げんざいすう

  １４名
めい

 

出席
しゅっせき

委員数
いいんすう

  １３名
めい

 

欠席
けっせき いいんすう

委員数   １名
めい

 

 華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 
せき

関 
けつしん

潔沁 
さとう

佐藤 
えいこ

英子 

 
すずき

鈴木 キャロリーン 
やまかわ

山川 クリシュマ 李
い

 寿
す

源
うぉん

 

出席者
しゅっせきしゃ

 金
きむ

 珍英
ぢにょん

 
きむら

木村 
しげる

茂  
よしだ

吉田 
ただし

忠司 

（
けいしょうりゃく

敬称略 ） 
さわだ

沢田 明
あきら

 
みやざき

宮崎 黎子
れいこ

 
いしばし

石橋 穠治
じょうじ

  

 
さかた

坂田
くみん

区民
ぶちょう

部長 （
ひびや

日比谷
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長）  

事務局
じむきょく

 
くみんぶ

区民部 
くみんか

区民課 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生 

 出席
しゅっせきしょくいん

職員  
なかむら

中村 
すずき

鈴木 柳
りゅう

 
たつもと

達本 

会議
か い ぎ

次第
し だ い

 １ 
いしょくじょう

委嘱状の
こうふ

交付（
ぜんかい

前回
けっせきしゃ

欠席者、
しん

新
いいん

委員） 

２ 
じこ

自己
しょうかい

紹介  

３ 「足立区
あだちく こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画について」（
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長） 

４ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例（
あん

案）について 

５ 
じょうほう

情報
ていきょう

提供（
がいこくじん

外国人
しさく

施策を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向についてほか） 

６ その他
た

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

 

 

委
い

員
いん

 

 

 

委
い

員
いん

 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長 

 

 

 

 

・  ただいまより、
へいせい

平成１８年
ねん

度
ど

第
だい

２回
かい

足
あ

立
だち

区
く たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催す

る。はじめに
ていそくすう

定足数の
かくにん

確認をしたい。委
い

員
いん

１４名
めい

のうち、
ほんじつ

本日は
くみん

区民
かちょう

課長が
しょよう

所用で
けっせき

欠席だが、
いいん

委員の
はんすう

半数
いじょう

以上の
しゅっせき

出席があるので
かいぎ

会議を
つづ

続けたい。
ぎじ

議事に
はい

入

る
まえ

前に、
そうれん

総連
あだち

足立
しぶ

支部から
いいん

委員の
へんこう

変更の
もう

申し
で

出があり、
ぜんかい

前回、都合
つ ご う

で
けっせき

欠席し

た
かた

方とあわせて、ごあいさつも
か

兼ねて
じこ

自己
しょうかい

紹介をお
ねが

願いしたい。 

・  
そうれん

総連
あだち

足立
しぶ

支部
どうほう

同胞
そうごう

総合
そうだん

相談センターで
ふくしょちょう

副所長をしている。この
そうだん

相談センタ

ーは
ざいにち

在日を
たいしょう

対象に、
せいかつじょう

生活上のさまざまなトラブルに
と

取り
く

組んでいく
かつどう

活動をし

ている。 

・  ネパールから
にほん

日本に
き

来て１２年
ねん

になる。
いま

今でもなかなか
な

慣れないことが
おお

多

いが、いろいろ
おそ

教わりながら
せいかつ

生活している。
ぜんかい

前回は
しごと

仕事で
さんか

参加できなかった

が、これからはできるだけこの
かいぎ

会議に
さんか

参加していきたい。 

・  それでは、
ぎじ

議事
しだい

次第に
したが

従って
すす

進めていきたい。まず、１番
ばん

目
め

の
ぎだい

議題は、今
こん

回
かい

のオブザーバーとして
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長より「足立区
あだちく こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画について」、
せつめい

説明をお
ねが

願いしたい。 

・  
しりょう

資料に
もと

基づいて
せつめい

説明する。
こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画は
さくねん

昨年に
くに

国で
せいりつ

成立し、
こんねんど

今年度は全国
ぜんこく

の都道
とどう ふけん

府県・
しく

市区
ちょうそん

町村においても地
ち

域
いき

特
とく

性
せい

に従
したが

って
さくてい

策定する
よてい

予定である。
ことし

今年３月
がつ

に
とうきょうと

東京都は、
だいきぼ

大規模テロ
とう

等を
ふく

含め、あらゆる
きんきゅう

緊急
じたい

事態を
そうてい

想定して、

この
こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画を
にほんご

日本語、
えいご

英語、
ちゅうごくご

中国語、ハングルの４か
こくご

国語で
さくせい

作成した。 
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危機
かんり

管理
かちょう

課長 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 

 
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

 
じむきょく

事務局 

議
ぎ

長
ちょう

 
いいん

委員 

 

 
じむきょく

事務局 

議
ぎ

長
ちょう

 

 
じむきょく

事務局 
いいん

委員 

 

 

 

 

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

足
あ

立
だち

区
く

では、都
と

の
こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画を
きほん

基本としつつ、
く

区の
とくせい

特性である
まわ

周りが
かわ

川で

ある
ちけい

地形や６４万
まん

人
にん

の
じんこう

人口、
きたせん

北千
じゅうえき

住駅での
の

乗り降
お

りがおよそ１６０万
まん

人
にん

を
こ

超

える
じょうきょう

状況 などを
こうりょ

考慮して
こんねんどじゅう

今年度中に
けいかく

計画を
さくてい

策定する
よてい

予定である。
きそん

既存の
ちいき

地域
ぼうさい

防災
けいかく

計画などで
こうちく

構築されたしくみも
かつよう

活用し、
かんけい

関係
きかん

機関との
れんけい

連携を
はか

図って

いく。 

・  では、
しつもん

質問があれば
きょしゅ

挙手して
はつげん

発言をお
ねが

願いしたい。 

・  都
と

の
けいかくしょ

計画書は４か
こくご

国語しかないのか。ポルトガル
ご

語もあればいいが。 

・  このパンフレットは
とうきょうと

東京都が
つく

作ったものであり、
ようぼう

要望は都
と

に
つた

伝えたい。 

・  第
だい

２章
しょう

の（９）「
りゅうい

留意する」について、
がいこくじん

外国人を
とくべつ

特別
あつか

扱いしているように

とれる。
がいこくじん

外国人は
にほんじん

日本人と
どうとう

同等に
あつか

扱うとはっきり
い

言ってほしい。 

・  
たし

確かに「
りゅうい

留意する」は「
がいこくじん

外国人は
にほんじん

日本人と
どうとう

同等に
あつか

扱う」というほど
ひょうげん

表現が
つよ

強くない
かん

感じがする。しかし、（２）の
そしょう

訴訟の
けんり

権利
いがい

以外は、
にほんじん

日本人と
どうとう

同等と

する
いみ

意味だと
おも

思う。 

・  
こんご

今後、
ひょうげん

表現を
ふく

含めて
けんとう

検討する。 

・  ほかにいかがか。ないようなら、「足
あ

立
だち

区
く こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画」についての
せつめい

説明を
しゅうりょう

終了 し、
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長はこれで
たいせき

退席する。 

つぎに、２番
ばん

目
め

の
ぎだい

議題である
ぜんかい

前回の
かいぎろく

会議録の
かくにん

確認について、
せつめい

説明をお
ねが

願いし

たい。 

・  （第
だい

１回
かい かいぎろく

会議録の
せつめい

説明） 

・  
はいふ

配布した
かいぎろく

会議録について、いかがか。 

・  ４ページ
め

目のところ、
わたし

私の
はつげん

発言した
ぶぶん

部分で
たし

確かにこう
い

言ったと
おも

思うが、

「
ざいにち

在日の
かた

方で、
とうろく

登録した
ひと

人はもちろん、
たみだん

民団に
さんせい

賛成の
しゅし

趣旨があれば
たみだん

民団に
はい

入る

ことができる」ということを
くわ

加えてほしい。 

・  
りょうかい

了解した。 

・  ほかにいかがか。なければ、３番
ばん

目
め

の
ぎだい

議題である、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例

（
あん

案）について、
せつめい

説明をお
ねが

願いしたい。 

・  （
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例（
あん

案）の
せつめい

説明） 

・  第
だい

１条
じょう

(
もくてき

目的)が「
きっきん

喫緊の」から「
きんきゅうてき

緊急的な」に
か

変わっているが、この
ひょうげん

表現

はあまり
き

聞いたことがない。つぎに、第
だい

３条
じょう

「～するよう
つと

努める」という
ひょうげん

表現

になり、第
だい

４条
じょう

「
しょくいん

職員
およ

及び
きょうしょくいん

教職員
とう

等」が「
しょくいん

職員
とう

等」になっていて、これら

は前回
ぜんかい

から
こうたい

後退したイメージがあるが、いかがか。
はんたい

反対に、第
だい

３条
じょう

３項
こう

に「
こくさい

国際
じんけん

人権
きやく

規約を
じゅんしゅ

遵守するなど」と
い

入れたのはいいと
おも

思う。 

・  
きょう

今日は、
あたら

新しく
き

来た
かた

方もいるので、なぜ
いま

今、この
かいぎ

会議でこのような
ぎろん

議論に

なっているのかということを
こべつ

個別の
ぎろん

議論に
はい

入る
まえ

前にお
はな

話ししたい。足
あ

立
だち

区
く

で

は、
がいこくじん

外国人
とうろくしゃかず

登録者数が
やく

約２万
まん

１千人
せんにん

で
がいこくじん

外国人
とうろく

登録を
じっし

実施している
じちたい

自治体の
なか

中

では
ぜんこく

全国で４番
ばん

目
め

に
おお

多いという
じょうきょう

状況 の
なか

中、
ことし

今年３月
がつ

に「足
あ

立
だち

区
く たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画」を
さくてい

策定した。この
けいかく

計画の
なか

中で、
がいこくじん

外国人が
はんすう

半数
いじょう

以上の
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催し、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例を
つく

作るということなどをうたっている。
じょうれい

条例の
なかみ

中身は、
がいこくじん

外国人の代表
だいひょう

が
じぶん

自分の
いけん

意見を
くちょう

区長に
い

言えるよう、また、
くちょう

区長

も
がいこくじん

外国人の
いけん

意見を聴
き

くということで、この
じょうれい

条例はかなり
じゅうよう

重要なものとなる。 

・  この
かいぎ

会議は
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議なのか、
いいんかい

委員会なのか。 
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・  
げんざい

現在は「
かいぎ

会議」であるが、
じょうれい

条例ができると
じょうれい

条例の
なか

中で
きてい

規定した「
いいんかい

委員会」

という
めいしょう

名称になる。 

・  第
だい

３条
じょう

「～するよう
つと

努める」はいいと
おも

思うが、（３）の
ぶんしょう

文章の
しゅご

主語がない

ので、
じゅつご

述語への
かんけい

関係がおかしいと
おも

思う。 

・  
ないよう

内容を
せいさ

精査する。 

・  第
だい

１７条
じょう

（
きょういく

教育
かんけい

関係）はなぜ
さくじょ

削除したのか。 

・  
ぜんかい

前回、この
じょうれい

条例で
きょういく

教育まで
ぶ

踏み
こ

込むのは
じき

時期
しょうそう

尚早ではないかという
いけん

意見

があり、
たし

確かに
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を
すす

進める
うえ

上で
きょういく

教育はたいへんに
じゅうよう

重要だと
おも

思う

が、
きょういん

教員まで
じょうれい

条例でいろいろと
こうそく

拘束するのは
こんご

今後の
かだい

課題だと
かんが

考えるためで

ある。 

・  
わたし

私 は１７条
じょう

を
さくじょ

削除したことに
さんせい

賛成だ。
げんざい

現在の
きょういく

教育
かてい

課程の
なか

中で（
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
すいしん

推進は）
じゅうぶん

十分だと
おも

思うので、
じょうれい

条例で
きょういく

教育
かんけい

関係のことは
の

載せなくても

いいのではないかと
おも

思う。
じっさい

実際には、
がっこう

学校では
こくさい

国際
りかい

理解
きょういく

教育などを
おこな

行ってい

る。
ぎゃく

逆に
うえ

上から「こうしなさい」と
い

言われると
げんば

現場がいろいろと
せいやく

制約を
う

受け

て、
きび

厳しい
じょうきょう

状況 になる。 

・  
く

区の
なか

中でも、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
すいしん

推進を
かくぶしょ

各部署に
ていあん

提案すると、
げんじょう

現状のままでいい

のではないかという
いけん

意見もある。
きょういく

教育に
かん

関しても、
くみんぶ

区民部に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生に
かん

関

する
じぎょう

事業の
よさん

予算
そちけん

措置権があるわけでもなく、まして
がいこくじん

外国人
じどう

児童・
せいと

生徒は小
しょう

中
ちゅう

がっこう

学校が
ぎむ

義務
きょういく

教育でないということや、足
あ

立
だち

区
く

では
がくりょく

学力
こうじょう

向上をめざしている
かんけい

関係などの
りゆう

理由で、
てきおう

適応
きょういく

教育（
にほんご

日本語のできない
じどう

児童・
せいと

生徒に
にほんご

日本語を
おし

教え

る
じぎょう

事業）の
よさん

予算も現
げん

状
じょう

維
い

持
じ

で大幅
おおはば

な拡大
かくだい

というまではなかなか難
むずか

しいという

のを
き

聞いている。この
じょうれい

条例ができることにより、
くない

区内の
がいこくじん

外国人
りかい

理解が
すす

進み、
くに

国

でも
そうむしょう

総務省が
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画・
ししん

指針を
こんねんどじゅう

今年度中に
さくてい

策定するよう都
と

道
どう ふけん

府県

と
せいれい

政令
してい

指定
とし

都市に
ごうれい

号令をかけている。このように
こくない

国内の
きうん

気運が
たか

高まっていけ

ば、おのずと
かんけい

関係
ほうれい

法令の
かいせい

改正などで、
がいこくじん

外国人の
ぎむ

義務
きょういくか

教育化など
あとお

後押しがある

のではないかと
かんが

考える。 

・  
げんざい

現在の
にほん

日本は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生について
だいかんげい

大歓迎あるいは
いや

嫌がるかの、ふたつに
わ

分

かれていて、
にほん

日本
ぜんたい

全体がこぞって
たぶんか

多文化
きょうせい

共生に
だいさんせい

大賛成というわけではない。

この
じょうれい

条例は
いま

今、いろいろと
ぎろん

議論があるように
かんぺき

完璧ではないが、
いま

今よりも
いっぽ

一歩ず

つ
ぶ

踏み
だ

出していくのがいいと
おも

思う。 

・  
がっこう

学校における
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
じれい

事例を
しょうかい

紹介すると
がいこくじん

外国人への
しえんさく

支援策の
いっかん

一環と

して、
さきほど

先程の
はなし

話にもあったが、日
に

本
ほん

語
ご

のできない
がいこくせき

外国籍
じどう

児童・
せいと

生徒が入
にゅう

学
がく

・
てんこう

転校してくると、
てきおう

適応
しどう

指導
じぎょう

事業と
い

言って、まず３か月間
げつかん

、
ぼこくご

母国語の
こうし

講師がつ

く。その
あいだ

間 で
じゅうぶん

十分に
にほんご

日本語を
しゅうとく

習得できないようなら、さらに３か
げっかん

月間、
ぼこくご

母国語の
こうし

講師がつく。
どうじ

同時に
たんにん

担任も、
ぼこくご

母国語の
こうし

講師と
いち

一
ちょ

緒になって
じどう

児童・
せいと

生徒

を
おうえん

応援している。
さきほど

先程の「
きょうしょくいん

教職員
とう

等」に
かん

関することだが、
げんざい

現在ではあまり

「
きょうしょくいん

教職員 」とは
い

言わず、
じむ

事務や
ようむ

用務の
しょくいん

職員を「
がっこう

学校
しょくいん

職員」、
じどう

児童・
せいと

生徒に
ちょくせつ

直接
べんきょう

勉強を
おし

教える
しょくいん

職員を「
きょういん

教員」と
い

言っている。 

・  
げんば

現場での
くろう

苦労はお
さっ

察しするが、この
じょうれい

条例は
げんじつ

現実に
たいおう

対応させることより
りそうろん

理想論を
きちょう

基調とした
かた

方がいいのではないか。そのように
かんが

考えると、なぜ、１

７条
じょう

(
きょういく

教育
かんけい

関係)を
さくじょ

削除してしまうのか。
りそうろん

理想論を
い

言って
くない

区内の
ひと

人に「
たぶんか

多文化
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きょうせい

共生」を
しんとう

浸透させることを
かんが

考えた
かた

方がいいと
おも

思う。 

・  
じかい

次回までに
せいさ

精査していく。 

・  
じょうれい

条例はいつできるのか。 

・  
らいねん

来年４月
がつ

から
しこう

施行したいと
かんが

考えている。 

・  
じょうれいあん

条例案についての
しつもん

質問はいかがか。よろしいか。ないようなら、
つぎ

次の
ぎだい

議題で

ある「
がいこくじん

外国人
しさく

施策を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向について」、
せつめい

説明をお
ねが

願いしたい。 

・  （
ばっすい

抜粋して
せつめい

説明） 

・  
いま

今の
せつ

説
めい

明に
たい

対する
しつもん

質問はないか。なければ、
いま

今の
せつめい

説明
いがい

以外のことでも、
なに

何か
しつもん

質問やご
いけん

意見はいかがか。 

・  
じょうれいあん

条例案についてだが、
ぶんしょう

文章が
かた

硬すぎる。もう
すこ

少しやさしい
ぶんしょう

文章で
か

書き
なお

直し

して、
いいん

委員にそれぞれ
あん

案を
だ

出してもらうのはいかがか。
がいこくじん

外国人にも
わ

分かりや

すいようにふりがな（ルビ）を
ふ

振ってあるといい。あるいはローマ
じか

字化して、

わかりやすい
ぶんしょう

文章にする。また、
しゅご

主語と
じゅつご

述語の
かんけい

関係など、
にほんご

日本語の
ぶんしょう

文章とし

て
わ

分かりにくいところもあり、
よ

読んでいるうちに
あたま

頭が
こんらん

混乱してしまう。 

・  
けいかく

計画もそうしたが
じょうれい

条例についても、
がいこくじん

外国人にわかりやすいように
えいごばん

英語版な

ど
たげんご

多言語も
かんが

考えて
つく

作る
よてい

予定だ。ただ、
じょうれい

条例というのはだいたいが
かた

硬くて、
にほんじん

日本人でも
わ

分かりにくいのが
おお

多い。ある
ていど

程度
じょうれいあん

条例案が
かた

固まってきたら、
かんたん

簡単な
ぶんしょう

文章にしてみるのはどうか。
がいこくじん

外国人にとっても
りかい

理解することがむずかしい
じょうれい

条例が
おお

多いが、これからは
がいこくじん

外国人にもわかりやすい
じょうれいづく

条例作りの
さきが

先駆けとし

て、やってみる
かち

価値はあると
おも

思う。 

・  
ぎいん

議員はどう
い

言っているのか。 

・  
さくねんど

昨年度、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画を
つく

作るときも、
さんぴ

賛否
りょうろん

両論があった。どちらか

というと
だいさんせい

大賛成という
かた

方が
すく

少ない。
せっとく

説得しながらここまで
き

来ている
じょうたい

状態だ。

そうは
い

言っても、
くに

国の
かた

方の
うご

動きもあるし、この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
ひつよう

必要な
ほうこう

方向に
め

目を

つぶってはいられないと考
かんが

えている。 

・  
さきほど

先程、
にほんご

日本語
きょういく

教育についてどうするのかという
はなし

話が
で

出たが、我々
われわれ

オールド

カマーには
ぼこくご

母国語
きょういく

教育の
もんだい

問題がある。
こんご

今後どうしようと
かんが

考えているのか。 

・  
みんぞく

民族
がっきゅう

学級については
かんさい

関西にはあるが
かんとうけん

関東圏・
とうきょう

東京にはない。足
あ

立
だち

区
く

でも
がいこくせき

外国籍の
じどう

児童・
せいと

生徒を
あつ

集めてひとつの
がっきゅう

学級を
つく

作るというのはいかがか。 

・  
とうきょう

東京でそのような
とくべつ

特別な
はいりょ

配慮をしてしまうと、
にほんじん

日本人もやさしい
こ

子ばかり

でもないので、「（
じぶん

自分と）
ちが

違う」ということに
めざ

目覚めてしまうのではない

か。
いま

今は、
しめい

氏名を
にほんめい

日本名にしたり、
ほんみょう

本名にしたりと
せんたく

選択できるし、（
みんぞく

民族
がっきゅう

学級

など）
とくべつ

特別なプログラムにしてしまっていいのか
ぎもん

疑問だ。
にほん

日本で
く

暮らすわけ

だから、
にほん

日本の
じどう

児童・
せいと

生徒と
おな

同じ
きょういく

教育を
う

受けていった
かた

方がいいと
おも

思う。 

・  
たが

互いのちがいを
みと

認め
あ

合えるような
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会が
こうちく

構築されれば、そうい

う
きうん

気運も
たか

高まっていくと
おも

思うが、
げんじょう

現状においては、なかなか難
むずか

しい。これか

らの
けんとう

検討
かだい

課題だと
おも

思う。 

・  
にほん

日本で
う

生まれた
がいこくじん

外国人は、
ぼこく

母国の
ことば

言葉・
ぶんか

文化・
れきし

歴史など、アイデンティテ

ィを
けいせい

形成する
めん

面で様々
さまざま

な
こんなん

困難がある。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生というのは、
たが

互いのちがい

を
みと

認め
あ

合い、
さいしゅうてき

最終的には
ちいき

地域の
かっせいか

活性化につなげようということだと
おも

思うがそ

の
ぜんてい

前提として、
こじん

個人がアイデンティティをしっかりと
も

持ち、それに
たい

対して
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へいかい

閉会のあいさつ 

じふしん

自負心を
も

持つのが
たいせつ

大切であり、そのためには、
みんぞく

民族
きょういく

教育がたいへんに
じゅうよう

重要だ

と
おも

思う。 

・  
いぜん

以前は、
ほんみょう

本名を
なの

名乗るといろいろむずかしいことがあり、
つうしょうめい

通称名（
にほんめい

日本名）

を
なの

名乗る
ひと

人も
おお

多かったが、
さいきん

最近は
ほんみょう

本名（
がいこくめい

外国名）を
なの

名乗る
きうん

気運が
たか

高まってい

る。
こんご

今後はそのような
てん

点に
きたい

期待をしているし、教育
きょういく

など
けんとう

検討
かだい

課題でもある。 

・  このような
もんだい

問題は、
くに

国によって
あらわ

現れ
かた

方が
ひじょう

非常に
ちが

違う。
いっぱんてき

一般的には、カナダ

などは、いろいろな
みんぞく

民族のアイデンティティを
かくほ

確保している。アメリカは
こくじん

黒人、ヒスパニッシュなど様々
さまざま

な
もんだい

問題が
お

起きている。
にほん

日本では
さきほど

先程、
はなし

話の
で

出

た
みんぞく

民族
がっきゅう

学級などを
つく

作った
かた

方がいい
ちいき

地域もある。ただ、
いま

今の
とうきょう

東京では
ぎゃく

逆にま

ずいのではないかと
おも

思う。これは
にほん

日本
ぜんこく

全国で
さいご

最後のゴールが
おな

同じだとして

も、うまく
すじみち

筋道を
ふ

踏みながら
すす

進めていくのがいいと
おも

思う。 

・  
がいこくじん

外国人の
ちほう

地方
さんせいけん

参政権の
もんだい

問題がある。
さんぴ

賛否
りょうろん

両論あるが、
く

区で
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を
すす

進

めていく
うえ

上でその
もんだい

問題を
じょうれい

条例の
なか

中に
と

取り
い

入れるのか。 

・  
ちほう

地方
さんせいけん

参政権の
もんだい

問題に
かん

関しては、
ざいにち

在日
がいこくじん

外国人
しえん

支援
だんたい

団体の
あいだ

間でも
いけん

意見が
わ

分かれ

ていて、
げんじょう

現状では
ぎいん

議員に
なに

何か
いらい

依頼する
とき

時は
にほんじん

日本人と
いっしょ

一緒に行
い

ってお
ねが

願いして

いる。そのように、
ちほう

地方
さんせいけん

参政権のない
げんじょう

現状では
がいこくじん

外国人の
いし

意思が
ぎょうせい

行政に
はんえい

反映で

きない。
じょうれい

条例に
さか

盛り
こ

込むのはまだとしても、きちんと
ぎろん

議論する
ひつよう

必要がある。 

・  
かわさきし

川崎市では、
がいこくじん

外国人
しみん

市民
かいぎ

会議があり、そこでも
ぎろん

議論されている。この
いいんかい

委員会

でも
ぎろん

議論すべきだと思
おも

う。 

・  ほかにいかがか。 

・  
さきほど

先程ご
いけん

意見のあった、
じょうれい

条例の
か

書き
かた

方については、「
ほうき

法規」という
ぶしょ

部署があ

って、この
じょうれい

条例についても
にほんご

日本語がそぐわない
ぶぶん

部分や
むじゅん

矛盾がないかなどを
げんざい

現在
み

見てもらっている。あと、こちらの
ていあん

提案として、
がいこくじん

外国人にもわかりやす

いようにルビ
つ

付きの
じょうれい

条例にしたいと
もう

申し
で

出ており、
しんさちゅう

審査中である。
じかい

次回の
かいぎ

会議

には
ほうこく

報告ができると
おも

思う。 

・  先程
さきほど

、
はなし

話のあったような
じぶん

自分の
くに

国の
ぶんか

文化を
たいせつ

大切にしたいができない
かんきょう

環境が
いま

今の
こうりつ

公立
がっこう

学校にはあり、
がいこくじん

外国人の
こ

子どもをクラスで
こりつ

孤立させないように
がっこう

学校

で
はいりょ

配慮してほしい。
おや

親の
かんしん

関心としてはその方
ほう

が
だいじ

大事だ。 

・  
わたし

私も
にほん

日本で
う

生まれた
がいこくじん

外国人だが、ルーツを
し

知ることが
じんかく

人格
けいせい

形成としての
きょういく

教育のひとつだと
おも

思う。 

・  
く

繰り
かえ

返すようだが、小
しょう

中
ちゅうがっこう

学校の
がいこくじん

外国人児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に
たい

対する
てきおう

適応
きょういく

教育の
きかん

期間

が３か
つき

月というのは
じゅうぶん

十分でない。
にほんご

日本語の
ふな

不慣れな
がいこくじん

外国人が
じゅうぶん

十分な
にほんご

日本語を
しゅうとく

習得した
うえ

上で、
にほんじん

日本人と
がいこくじん

外国人が
がっこう

学校の
なか

中で
あそ

遊び、
いけん

意見を
い

言い
あ

合ってけんか

をする。そのようにしながら
そうご

相互
りかい

理解を
ふか

深め、
にほんじん

日本人と
がいこくじん

外国人の
きょり

距離を
ちぢ

縮め

ることが
たいせつ

大切だ。 

・  ほかにいかがか。いろいろな意見
い け ん

が出
で

たが、時
じ

間
かん

の関係
かんけい

もあり、
こんかい

今回の
かいぎ

会議

はこれで
しゅうりょう

終了 としたい。
さいご

最後に、
くがわ

区側から
へいかい

閉会のあいさつをお
ねが

願いする。 

 これからの
にほん

日本が
いま

今の
かつりょく

活力を
いじ

維持していくためには、
がいこくじん

外国人が
ふ

増えていくこと

は
まちが

間違いないと思
おも

う。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を
すす

進めていくためには、みなさんのご
いけん

意見をた

くさんいただいて
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を
すいしん

推進する
じょうれい

条例を
つく

作っていきたい。
こんご

今後ともよろ

しくお
ねが

願いしたい。               （
いじょう

以上） 



様式
ようしき

１（開催
かいさい

概要
がいよう

） 

平
へい

成
せい

１８年
ね ん

度
ど

第
だい

３回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共生
きょうせい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 

 
会議名
かいぎめい

 平成
へいせい

１８年度
ね ん ど

第
だい

３回
かい

 足
あ

立
だち

区
く

多文化
たぶんか

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
かいぎ

 

開催
かいさい

年月日
ねんがっぴ

 
へいせい

平成１８年
ねん

１１月
がつ

７日
にち

（火
か

） 

開催
かいさい

場所
ば し ょ

 区
く

役所
やくしょ

８階
かい

 特別
とくべつ

会議室
かいぎしつ

 

開催
かいさい

時間
じ か ん

 午
ご

後
ご

３時
じ

００分
ふんかいかい

開会～４時
じ

２０分
ふんへいかい

閉会 

出欠
しゅっけつ

状 況
じょうきょう

 委員
いいん

現在数
げんざいすう

  １４名
めい

 

出席
しゅっせき

委員数
いいんすう

  １４名
めい

 

欠席
けっせき いいんすう

委員数   ０名
めい

 

 華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 
せき

関 
けつしん

潔沁 
さとう

佐藤 
えいこ

英子 

 
すずき

鈴木 キャロリーン 
やまかわ

山川 クリシュマ 李
い

 寿
す

源
うぉん

 

出席者
しゅっせきしゃ

 金
きむ

 珍英
ぢにょん

 
きむら

木村 
しげる

茂  
よしだ

吉田 
ただし

忠司 

（
けいしょうりゃく

敬称略 ） 
さわだ

沢田 明
あきら

 
みやざき

宮崎 黎子
れいこ

 
いしばし

石橋 穠治
じょうじ

  

 
さかた

坂田
くみん

区民
ぶちょう

部長 
かめむら

亀村
くみん

区民
かちょう

課長 （
ひびや

日比谷
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長） 

事
じ

務
む

局
きょく

 
くみんぶ

区民部 
くみんか

区民課 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生 

 出席
しゅっせきしょくいん

職員  
なかむら

中村 
すずき

鈴木 柳
りゅう

 
ひらまつ

平松 
たつもと

達本 

会
かい

議
ぎ

次
し

第
だい

 １ 「足
あ

立
だち

区
く こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画の
ぜんかい

前回
かくにん

確認
じこう

事項について」（
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長） 

２ 
ぜんかい

前回
ぎじろく

議事録の
かくにん

確認について 

３ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例（
あん

案）について 

４ 
じょうほう

情報
ていきょう

提供（
がいこくじん

外国人
しさく

施策を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向についてほか） 

５ その他
た

 
ぎじ

議事
ようし

要旨 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

 
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

・  ただいまより、
へいせい

平成１８年
ねん

度
ど

第
だい

３回
かい

足
あ

立
だち

区
く たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催す

る。はじめに
ていそくすう

定足数の
かくにん

確認をするが、
ほんじつ

本日は委
い

員
いん

１４名
めいぜんいん

全員
しゅっせき

出席である。よ

って
かいぎ

会議を
すす

進める。まず、
ぎだい

議題１「足
あ

立
だち

区
く こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画の
ぜんかい

前回
かくにん

確認
じこう

事項につ

いて」、
きき

危機
かんり

管理
かちょう

課長より
せつめい

説明をお
ねが

願いしたい。 

・  
ぜんかい

前回の
ぎだい

議題にあった「足
あ

立
だち

区
く こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画」について
かく

各
いいん

委員から
で

出ていた
しつもん

質問および
ようせい

要請について
かいとう

回答したい。まず、
とうきょうと

東京都で
さくせい

作成しているものが
にほんご

日本語、
えいご

英語、
ちゅうごくご

中国語、ハングルの４か
こくごばん

国語版があるが、
ようぼう

要望のあったポル

トガル
ご

語など
ほか

他の
げんご

言語に
かん

関しては、まだ
さくせい

作成する
よてい

予定はないとのことだった。 
こくみん

国民
ほご

保護
そち

措置に
かん

関する
きほん

基本
ほうしん

方針（9）の
がいこくじん

外国人への
こくみん

国民
ほご

保護
そち

措置の
がいこくじん

外国人へ

の
てきよう

適用～「
りゅうい

留意する」という
ひょうげん

表現が、「
かる

軽いのではないか、あるいは
とくべつし

特別視
あつか

扱

いしているのではないか、
にほんじん

日本人と
どう

同
さま

様に、としたほうがいいのではないか」

との
いけん

意見については、（6）
こうれいしゃ

高齢者、
しょうがいしゃ

障害者
とう

等に
たい

対しても
りゅうい

留意するというのと
おな

同じように、
いっぱん

一般の
ひと

人よりも、より
はいりょ

配慮が
ひつよう

必要という
いみ

意味で
つか

使っており
とくべつし

特別視

しているわけではない。この「
りゅうい

留意する」という
ひょうげん

表現は
こくみん

国民
ほごほう

保護法第
だい

９条
じょう

の
ひょうげん

表現をそのまま
つか

使っている。その他
た とく

特に
はいりょ

配慮を
よう

要する
もの

者のなかに
びょうにん

病人、
にゅうようじ

乳幼児、
がいこくじん

外国人などが
はい

入っている。
いじょう

以上のようなことから、この
ひょうげん

表現につい

てはこのままとしたい。 

・  今のことで、何
なに

か質問
しつもん

や意
い

見
けん

はないか。ないようなら危
き

機
き

管
かん

理
り

課
か

長
ちょう

はここ 



 
じむきょく

事務局 

 

 
いいん

委員 

 
じむきょく

事務局 

議
ぎ

長
ちょう

 

 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
いいん

委員 

 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

 

 
いいん

委員 

で退
たい

席
せき

し、次
つぎ

の議
ぎ

題
だい

に移
うつ

りたい。 

・  
はいふ

配付した第
だい

２回
かい

目
め

の
ぎじろく

議事録について、１ページ
め

目であるが、はじめ「
こくみん

国民
せいかつ

生活
ほご

保護
けいかく

計画」としていたが、
あやま

誤りで「
こくみん

国民
ほご

保護
けいかく

計画」と
ていせい

訂正した。ほかに

ご
じぶん

自分の
はつげん

発言
かしょ

箇所で
ていせい

訂正等
とう

があったら
もう

申し
で

出てほしい。 

・  ３ページ
め

目の
した

下のほう、「
せいと

生徒に」の
ぶぶん

部分を「
じどう

児童・
せいと

生徒に」と
ていせい

訂正して

ほしい。 

・  
りょうかい

了解した。 

・  では
ほか

他にいかがか。なければ、次
つぎ

の議
ぎ

題
だい

に移
うつ

りたい。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれいあん

条例案

の
せつめい

説明をお
ねが

願いしたい。 

・  
こんかい

今回、
く

区の
ほうき

法規
たんとう

担当が、他
た

条
じょう

例
れい

との
せいごうせい

整合性などについて
かくにん

確認したところ、
かいぎ

会議の
がいこくじん

外国人の
にんずう

人数については
じょうれい

条例で
きてい

規定するよりも、
べつ

別に
きそく

規則をつくり、

その
なか

中で
さだ

定めたほうがいいという
じょげん

助言があり、
きそく

規則を
あら

新たに
さくてい

策定した。 

また
ぜんかい

前回の
かいぎ

会議でご
いけん

意見のあった
かいぎ

会議
さんかしゃ

参加者
ぜんいん

全員が
よ

読めるように
こんかい

今回は 

ルビを
ふ

振ったものを
ていしゅつ

提出した。 
しりょう

資料２の
しんきゅう

新旧
たいしょうひょう

対照表 については
ぜんかい

前回
しめ

示したものが
きゅう

旧、
こんかい

今回の
ていあん

提案が
しん

新で
へんこう

変更
かしょ

箇所にはアンダーラインがある。いずれも
ほうき

法規
たんとう

担当と
きょうぎ

協議しながら
ひょうげん

表現

を
なお

直した。ただ、
ぜんかい

前回ご
いけん

意見のあった、
がいこくじん

外国人にも
わ

分かりやすい
ひょうげん

表現という

ことにはまだ
かいぜん

改善の
よち

余地があると
おも

思うので、ご
してき

指摘いただきたい。 
さいご

最後に、
ぜんかい

前回、第
だい

１７条
じょう

(
きょういく

教育
かんけい

関係)はなぜ
さくじょ

削除したのか、というご
してき

指摘が

あったが、
こんかい

今回、第
だい

４条
じょう

、
く

区の
せきむ

責務の
ぶぶん

部分で
しょくいん

職員（
がっこう

学校
しょくいん

職員を
ふく

含む）とし

た。 

・  １７条
じょうさくじょ

削除の
だいたいあん

代替案は
りょうかい

了解した。
こんかい

今回の
じょうれいあん

条例案はたいへん
くろう

苦労された
あと

跡

が
うかが

伺え、わかりやすくなったと
おも

思う。 

・  第
だい

２条
じょう

の
ていぎ

定義だが、これは
めいじ

明治
だいがく

大学の
やまわき

山脇
きょうじゅ

教授の
ぶんしょう

文章そのものなので、
じょうれい

条例として
つか

使う
ばあい

場合は
すこ

少し
か

変えたほうがいいのではないか。「
こくせき

国籍」は
きか

帰化な

どで
へんこう

変更される。たとえば
すもう

相撲の
りきし

力士などは
きか

帰化していても「～（
しゅっしんち

出身地）
しゅっしん

出身」などと
しょうかい

紹介される。「
みんぞく

民族」という
ことば

言葉も、
くに

国によって
かいしゃく

解釈が
ちが

違い、

とてもあいまいだ。もっといい
ことば

言葉を
かんが

考えてほしい。 

・  （２）の
くみん

区民の
ていぎ

定義について、
く

区の
くいきない

区域内に
ざいじゅう

在住、
ざいきんまた

在勤又は
ざいがく

在学するすべ

ての
もの

者の
なか

中に
くがい

区外からボランティア
かつどう

活動のために足
あ

立
だち

区
く

に
く

来る
ひとびと

人々も
たぶんか

多文化
きょうせい

共生を
すいしん

推進する
くみん

区民に
ふく

含まれると
おも

思うので、
ざいがく

在学のあとに
かつどう

活動と
い

入れたほう

がいい。 

・  
こくせき

国籍については、出
しゅっ

生
せい

時
じ

の
こくせき

国籍などと
い

言い
か

換えできる。
みんぞく

民族の
い

言い
か

換えは

どうか。 

・  ２０年
ねん

くらい
まえ

前に
りゅうこう

流行したアメリカ
えいが

映画に「ルーツ」というのがあった。
じんしゅ

人種
さべつ

差別で
くる

苦しんだ
こくじん

黒人がアフリカに行
い

って
じぶん

自分のルーツを
み

見つけるという

もので「ルーツ」という
ひょうげん

表現はいかがか。 

・  このような
じょうれい

条例をつくる
く

区のセクションが、こういった「ルーツ」のよう

なカタカナ
ことば

言葉を
つか

使うと、またそれを
ていぎ

定義しなくてはいけないので、やめて

ほしい。 

・  私
わたし

も同
おな

じ意
い

見
けん

で、余
よ

計
けい

ややこしくなると
おも

思う。 
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・  ご意
い

見
けん

のとおり、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会についての定義は、総
そう

務
む

省
しょう

の
ていぎ

定義したも

のをそのまま
つか

使っている。しかし、
ひょうげん

表現を
か

変えてしまうとかえって
いみ

意味まで
か

変

わってしまう
かのうせい

可能性がある。 

・  
いま

今、
ぎろん

議論しているのは、
じょうれい

条例の
なかみ

中身ではなく
ひょうげん

表現の
もんだい

問題なので、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会についての定義は総
そう

務
む

省
しょう

などとも
そうだん

相談しながら
かんが

考えたいと
おも

思う。 

・  ほかに
じょうれいあん

条例案についてのご
いけん

意見はないか。ないようなら、
つぎ

次の
あんけん

案件として
しりょう

資料４の「
がいこくじん

外国人を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向について」
じむきょく

事務局から
せつめい

説明をお
ねが

願い

したい。 

・  
せつめい

説明 (「
がいこくじん

外国人を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向について」) 

・  
いま

今の
せつめい

説明で
なに

何か
しつもん

質問やご
いけん

意見はないか。ないようなら、
じゆう

自由にご
いけん

意見など

をお
ねが

願いしたい。 

・  
こんご

今後の
よてい

予定について、この
じょうれいあん

条例案の
なかみ

中身についてはほぼ
かた

固まってきたと
おも

思

うが、この
じょうれいあん

条例案を
ぎかい

議会に
しめ

示し、
いけん

意見をもらった
うえ

上で
げんあん

原案を
さくせい

作成し、パブリ

ックコメントで
くみん

区民の
みな

皆さんから
いけん

意見をいただく。つぎに
くみん

区民からの
いけん

意見を
と

取り
い

入れて
じょうれいあん

条例案を
しゅうせい

修正し、この
かいぎ

会議を開
かい

催
さい

し
かいぎ

会議でご
しょうにん

承認いただいたも

のを
ぎかい

議会へ
じょうれいあん

条例案として
じょうてい

上程したい。
しっこう

執行
きかん

機関である
ぎかい

議会での
しんぎ

審議を
た

経て
さいたく

採択、
じょうれい

条例
しこう

施行という
なが

流れになる。
ぎかい

議会の
ひ

日
ほど

程については、１９年
ねん

第
だい

２回
かいていれい

定例
ぎかい

議会（６月
がつ

）に
ていあん

提案していくのが
いちばん

一番
はや

早い日
にっ

程
てい

になっている。 

・  
ぎかい

議会は
たぶんか

多文化
きょうせい

共生についてどう
おも

思っているのか。 

・  
ぎかい

議会の
なか

中には
たぶんか

多文化
きょうせい

共生推進
すいしんけいかく

計画について様々
さまざま

な
いけん

意見があるが、外国人
がいこくじん

側
がわ

からは
ちほう

地方
さんせいけん

参政権について区
く

内
ない

の外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

団
だん

体
たい

から
さんせい

賛成、
はんたい

反対
りょうほう

両方の陳
ちん

情
じょう

があり、
いっぱん

一般職
しょく

の
こうむいん

公務員への
さいよう

採用についても要望
ようぼう

があり
むし

無視する
やく

訳にはいか

ず、
ぎろん

議論していく
ひつよう

必要があると
おも

思っている。議
ぎ

会
かい

からは
くみん

区民の
せきむ

責務のところ

で、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生に
かん

関して、あたかもそれが
くみん

区民の
ぎむ

義務のような
ひょうげん

表現になって

いるのはおかしいのではないかという
いけん

意見がある。この
ぶぶん

部分の
ひょうげん

表現について

は
こうりょ

考慮の
よち

余地がある。 

もう
ひと

一つ、
さき

先程
ほど

の「
がいこくじん

外国人を
と

取り
ま

巻く
くに

国
とう

等の
どうこう

動向について」の説明
せつめい

の
なか

中でも

あったが、
がいこくじん

外国人の
ろうどう

労働について
さいてい

最低
ちんぎん

賃金も
はら

払われていない
ばあい

場合があり、これ

を
くに

国が
てきはつ

摘発を始
はじ

めており、
ひじょう

非常にいい
けいこう

傾向だと
おも

思っている。
ほうむしょう

法務省も
ざいりゅう

在留
しかく

資格

で
けんしゅう

研修
せいど

制度の
みなお

見直しをしているところだ。 
さいご

最後に、
せんしゅう

先週は「あだち
こくさい

国際まつり」の
かいさい

開催があり、
ひじょう

非常に
せいきょう

盛況だった。
がいこくじん

外国人が
いこく

異国に
す

住むという
ばあい

場合、
ことば

言葉の
もんだい

問題は
ひじょう

非常に
おお

大きいが、いい
うた

歌やいい
おど

踊り、
しょくじ

食事というものは
ばんこく

万国
きょうつう

共通で、
ことば

言葉を
こ

越えてみんなが
たの

楽しんでいた。

あれほどのイベントを
おこな

行うには
ほんらい

本来かなりのお
きん

金がかかるが、この
こくさい

国際まつ

りはたくさんのボランティアが
うんえい

運営の
きょうりょく

協力 に
たずさ

携わり、
かいじょう

会場
せつえいひ

設営費
ていど

程度でま

かなえた。ステージ
しゅつえんしゃ

出演者においても、プロの
おんがくか

音楽家でも
みないちりつ

皆一律の
こうつうひ

交通費
ていど

程度、ファッションショー
しゅつえんしゃ

出演者もクリーニング
だい

代の
ほじょ

補助
ていど

程度で
しゅつえん

出演を
しょうだく

承諾してくれた。
らいじょうしゃ

来場者も
しゅつえんしゃ

出演者も
たが

互いに
たの

楽しむことができ、これがだん

だん
くち

口コミになってきており、
まいとし

毎年１１月
がつ

３日
か

は
たぶんか

多文化の
ひ

日ということで
ていちゃく

定着していけばと
おも

思う。 

・  先
さき

程
ほど

の
こんご

今後の
よてい

予定についての
かくにん

確認で、
つぎ

次のこの
かいぎ

会議の
かいさい

開催についてはどう
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なっているのか。 

・  この
かいぎ

会議のあと
ぎかい

議会と
ちょうせい

調整をし、パブリックコメントを
おこな

行ったのちに第
だい

４

回
かい

の
かいぎ

会議の
かいさい

開催を
よてい

予定している。 

・  
じょうれい

条例がある
ていど

程度できあがると、
こま

細かい
なかみ

中身よりは、この
じょうれい

条例を
つく

作って、い

ったい
なに

何をやるのかという
ぎろん

議論になる。たとえば
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
きのう

機能や
けいかく

計画の
なか

中の
しさく

施策でコミュニケーション
しえん

支援
しさく

施策など様々
さまざま

あるので、この
じょうれい

条例

をバックに
なに

何をやるのかということを、このあとまとめて
ぎろん

議論したほうがい

いと
おも

思う。 

・  この
かいぎ

会議は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例が
せいてい

制定されると
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会

に
そしきが

組織替えになるが、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
なか

中の
かくしさく

各施策について
じっし

実施
じょうきょう

状況

を
ちょうさ

調査、
ほうこく

報告、
ひょうか

評価していただくということに
じょうれい

条例
あん

案の
なか

中でうたっている。
じゅうてん

重点
しさく

施策について
とも

共に
けんとう

検討し、またさらに
すいしん

推進
けいかく

計画を
しんか

進化させたものにして

いくということもある。 

・  
こんかい

今回、ルビが
ふ

振ってあるがこれが
せいしき

正式なものか。
にほんじん

日本人にとってはルビを

ふっているものは
ひじょう

非常に
よ

読みにくい。条
じょう

例
れい

案
あん

はルビを
ふ

振ってあるものでいく

のか。 

・  
ほうき

法規
たんとう

担当とも
きょうぎ

協議しているところだが、ルビを
ふ

振ってあるものを
せいしき

正式な
じょう

条
れい

例とすることは
むずか

難しいとのことだ。
がいこくじん

外国人に
しめ

示す
ばあい

場合はルビ付
つ

きのものや
やく

訳

したものを
ていきょう

提供するということを
かんが

考えている。 

・  パブリックコメントについてはどうか。 

・  
がいこくじん

外国人にも
み

見ていただくので
じょうれいあん

条例案はルビ付
つ

きもお
だ

出ししたい。 

・  
かんじけん

漢字圏の
ひと

人は
よ

読めばだいたい
わ

分かるが、それ
いがい

以外だとわからないのでルビ

付
つ

きがいい。 

・  ルビ付
つ

きのものは
がいこくじん

外国人にも
よ

読みづらい。
かんじ

漢字だとつなげれば
いみ

意味がわか

ることもある。 

・  
わたし

私はひらがなのほうがわかりやすい。
かんじ

漢字ばかりだと
よ

読む
き

気にならない。 

・  
わたし

私はローマ
じ

字のルビがありがたいが、ひらがなでもいいと
おも

思う。 

・  
かんじ

漢字とひらがなの
りょうほう

両方あれば、
よ

読めるほうで
よ

読む。 

・  この条
じょう

例
れい

のパブリックコメントについてはルビあり、なしの
りょうほう

両方をお
しめ

示し

していきたい。 

・  ほかに
いけん

意見はないか。なければ、そろそろ
へいかい

閉会の
じかん

時間になったので、
ほんじつ

本日は

これで
しゅうりょう

終了 したい。 

（
いじょう

以上） 
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例
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あん

）について 

３ （仮
か

称
しょう

）足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
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推
すい

進
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条
じょう

例
れい

（案
あん
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かん

するパブリックコメント

の実
じっ

施
し

について 

４ 外
がい

国
こく

人
じん

施
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策
さく
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と
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ま
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くに

等
とう
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向
こう

について 

５ その他
た

 

議
ぎ

事
じ

要
よう

旨
し

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  会
かい

議
ぎ

に入
はい

る前
まえ

に、連
れん

絡
らく

事
じ

項
こう

等
とう

を報
ほう

告
こく

する。昨
さく

年
ねん

度
ど

の委
い

員
いん

のうち 1名
めい

が事
じ

情
じょう

に

より辞
じ

退
たい

しており、2名
めい

に人
じん

事
じ

異
い

動
どう

があったので変
へん

更
こう

になった。はじめに区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

よりあいさつをお願
ねが

いする。 

・  多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

を形
けい

成
せい

するのは非
ひ

常
じょう

に時
じ

間
かん

がかかる難
むずか

しい問
もん

題
だい

の一
ひと

つで

ある。イギリスやアメリカなど世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

を見
み

ても、うまくいっている国
くに

はほ

とんどない。フランスは暴
ぼう

動
どう

など様
さま

々
ざま

な問
もん

題
だい

が起
お

こっているが、ハンガリー

の移
い

民
みん

からサルコジが大
だい

統
とう

領
りょう

になり、日
に

本
ほん

に比
くら

べると相
そう

当
とう

進
すす

んでいると思
おも

う。カナダの多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

などはうまくいっているほうだ。日
に

本
ほん

はなかなかう

まくいっていないが、前回
ぜんかい

の会
かい

議
ぎ

から 10 か月
げつ

が経
けい

過
か

している間
あいだ

にいいニュ

ースもあった。昨
さく

年
ねん

11月
がつ

に「あだち国
こく

際
さい

まつり」が開
かい

催
さい

されたが、ボランテ

ィアとの協
きょう

働
どう

で非
ひ

常
じょう

に少
すく

ない経
けい

費
ひ

で国
こく

際
さい

色
しょく

豊
ゆた

かに開
かい

催
さい

でき、たくさんの来
らい

場
じょう

者
しゃ

があって、みんなに喜
よろこ

ばれた。また、青
せい

年
ねん

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

に足
あ

立
だち

区
く

から毎
まい

年
とし

5、6名
めい

出
しゅっ

発
ぱつ

しているが、帰
き

国
こく

したら報
ほう

告
こく

をしてもらっている。ＯＢ・ＯＧ

でネットワークを作
つく

り、通
つう

訳
やく

などで在
ざい

住
じゅう

外
がい

国
こく

人
じん

との架
か

け橋
ばし

になっていただく

ということも考
かんが

えている。足
あ

立
だち

区
く

は、現
げん

在
ざい

、約
やく

2万
まん

2千
せん

人
にん

の外
がい

国
こく

人
じん

がおり、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

自
じ

治
ち

体
たい

ベースでは全
ぜん

国
こく

第
だい

4位
い

で今
いま

も増
ふ

え続
つづ

けている。このことは、ト

ラブルなどを見
み

ても見
み

ぬふりができない状
じょう

況
きょう

であり、昨
さく

年
ねん

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

した。計
けい

画
かく

の中
なか

の 4 つの柱
はしら

のひとつはコミュニケーション支
し

援
えん

に

関
かん

することで、たとえば外
がい

国
こく

人
じん

の奥
おく

さんが家
いえ

から外
そと

に出
で

ることができず、隣
となり
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近
きん

所
じょ

とのいい関
かん

係
けい

を築
きず

くことができなかったり、転
てん

職
しょく

したくても言
こと

葉
ば

の壁
かべ

が

大
おお

きく、いい仕
し

事
ごと

に就
つ

けないといった、様
さま

々
ざま

なチャンスを失
うしな

っている状
じょう

況
きょう

は

足
あ

立
だち

区
く

にとっても大
おお

きな損
そん

失
しつ

である。お金
かね

に困
こま

ってどうしようもなくなると

犯
はん

罪
ざい

ということになりかねないので、行
ぎょう

政
せい

はこのようなところをきちんと把
は

握
あく

し、環
かん

境
きょう

を整
せい

備
び

する必
ひつ

要
よう

がある。同
どう

時
じ

に、いわゆるニューカマーの中
なか

にも、

会
かい

社
しゃ

を興
おこ

すなど、産
さん

業
ぎょう

面
めん

でも優
すぐ

れた人
ひと

たちが日
に

本
ほん

に入
はい

ってきている。外
がい

国
こく

人
じん

が持
も

っている産
さん

業
ぎょう

と文
ぶん

化
か

に関
かん

するすばらしい力
ちから

を、足
あ

立
だち

区
く

としては資
し

源
げん

とし

て活
い

かしていこうと提
てい

案
あん

している。国
くに

のほうでも、EPA（経
けい

済
ざい

連
れん

携
けい

協
きょう

定
てい

）や

FTA（自
じ

由
ゆう

貿
ぼう

易
えき

協
きょう

定
てい

）など、海
かい

外
がい

との連
れん

携
けい

を進
すす

めるような状
じょう

況
きょう

になってきて

いる。一
いっ

方
ぽう

、技
ぎ

能
のう

研
けん

修
しゅう

という名
めい

目
もく

で、最
さい

低
てい

賃
ちん

金
ぎん

も払
はら

わない過
か

酷
こく

な一
いっ

種
しゅ

の搾
さく

取
しゅ

のような状
じょう

況
きょう

があることを国
くに

も認
みと

めており、このような部
ぶ

分
ぶん

も含
ふく

めて外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

や在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

をきちんと見
み

直
なお

していく方
ほう

向
こう

である。多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

は、た

いへん難
むずか

しい問
もん

題
だい

だが、少
すこ

しずついい方
ほう

向
こう

に変
か

わってきていると我
われ

々
われ

は見
み

て

いるので、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

も前
まえ

向
む

きに議
ぎ

論
ろん

をお願
ねが

いしたい。 

・  では、これからは議
ぎ

長
ちょう

に会
かい

議
ぎ

進
しん

行
こう

をお願
ねが

いする。 

・  それでは、議
ぎ

事
じ

進
しん

行
こう

について 承
うけたまわ

る。これから、平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

第
だい

１回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

する。はじめに定
てい

足
そく

数
すう

の確
かく

認
にん

をしたい。本
ほん

日
じつ

は委
い

員
いん

数
すう

13名
めい

のうち 2名
めい

欠
けっ

席
せき

。定
てい

足
そく

数
すう

は半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

の 7名
めい

以
い

上
じょう

なので、11名
めい

出
しゅっ

席
せき

して

いるからこのまま会
かい

議
ぎ

を進
すす

める。まず、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

に

ついて事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いしたい。 

・  調
ちょう

査
さ

対
たい

象
しょう

は平
へい

成
せい

18年
ねん

度
ど

4月
がつ

から調
ちょう

査
さ

日
び

の平
へい

成
せい

19年
ねん

7月
がつ

11日
にち

までの期
き

間
かん

で計
けい

画
かく

にある 57事
じ

業
ぎょう

である。実
じっ

施
し

が早
はや

まったもの 12.3％、予
よ

定
てい

どおりが 63.2％、

所
しょ

期
き

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

したものが 1.8％、実
じっ

施
し

が遅
おく

れているものが 21.1％、事
じ

情
じょう

により中
ちゅう

止
し

したものが 1.8％である。各
かく

実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

の詳
しょう

細
さい

は資
し

料
りょう

のとおり

で、そのうち実
じっ

施
し

が遅
おく

れているという回
かい

答
とう

の内
ない

容
よう

について説
せつ

明
めい

したい。「審
しん

議
ぎ

会
かい

に外
がい

国
こく

人
じん

枠
わく

の設
せっ

置
ち

、参
さん

加
か

する機
き

会
かい

の創
そう

設
せつ

」だが、全
ぜん

庁
ちょう

的
てき

な合
ごう

意
い

形
けい

成
せい

を得
え

る

必
ひつ

要
よう

があり、条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

後
ご

手続
て つ づ

きを開
かい

始
し

する予
よ

定
てい

である。男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

のよう

に審
しん

議
ぎ

会
かい

等
とう

に女
じょ

性
せい

枠
わく

何
なん

人
にん

というように外
がい

国
こく

人
じん

枠
わく

についても要
よう

望
ぼう

していく。「外
がい

国
こく

人
じん

向
む

け情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

コーナーの設
せっ

置
ち

」だが、当
とう

初
しょ

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

係
かかり

の横
よこ

に設
せっ

置
ち

を要
よう

望
ぼう

したが、フロアの空
あ

きスペースのことや、現
げん

在
ざい

導
どう

入
にゅう

を検
けん

討
とう

している「ワン

ストップサービス」（一
ひと

つの窓口
まどぐち

で手
て

続
つづ

きを完
かん

結
けつ

できる）について方
ほう

向
こう

性
せい

が定
さだ

まらないと検
けん

討
とう

段
だん

階
かい

に入
はい

れないと庁
ちょう

舎
しゃ

管
かん

理
り

の部
ぶ

署
しょ

から回
かい

答
とう

があったので、引
ひ

き続
つづ

き話
はな

し合
あ

いをしていく。「雇
こ

用
よう

主
ぬし

への周
しゅう

知
ち

」については、審
しん

議
ぎ

会
かい

と同
おな

じ

ように、条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

後
ご

、啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を強
きょう

化
か

していくことを考
かんが

えている。「防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

の実
じっ

施
し

」については担
たん

当
とう

の災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

課
か

と連
れん

携
けい

の上
うえ

、実
じっ

践
せん

的
てき

な防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

を企
き

画
かく

したい。「外
がい

国
こく

人
じん

向
む

けの出
で

前
まえ

講
こう

座
ざ

の開
かい

設
せつ

」は、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の回
かい

答
とう

では、対
たい

象
しょう

となる講
こう

座
ざ

や問
もん

題
だい

点
てん

の洗
あら

い出
だ

しから行
おこな

っていきたいとのことであった。「地
ち

域
いき

課
か

題
だい

・生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

について地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

団
だん

体
たい

などとの連
れん

携
けい

・協
きょう

働
どう

によ

り地
ち

域
いき

学
がく

習
しゅう

事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

」については、まず外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

に関
かか

わる地
ち

域
いき

の活
かつ

動
どう

団
だん

体
たい

の把
は

握
あく

に努
つと

め、生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

公
こう

社
しゃ

とともに事
じ

業
ぎょう

を研
けん

究
きゅう

し、実
じっ

施
し

に向
む

けた検
けん

討
とう

を行
おこな

っていく。「交
こう

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

の働
はたら

きかけ」だが、同
おな

じく条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

後
ご

啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

とあわせて検
けん

討
とう

していきたい。「食
しょく

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ会
かい

の開
かい

催
さい

」は 19年
ねん

度
ど

予
よ
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算
さん

要
よう

求
きゅう

が通
とお

らなかったが 20年
ねん

度
ど

については引
ひ

き続
つづ

き要
よう

求
きゅう

していく。「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

の制
せい

定
てい

」は 2008年
ねん

度
ど

施
し

行
こう

を目
もく

標
ひょう

に手続
て つ づ

きを進
すす

めている。「外
がい

国
こく

人
じん

の創
そう

業
ぎょう

、改
かい

業
ぎょう

の支
し

援
えん

」、「外
がい

国
こく

人
じん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

間
かん

の交
こう

流
りゅう

支
し

援
えん

」、「外
がい

国
こく

人
じん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の経
けい

済
ざい

活
かつ

動
どう

の支
し

援
えん

」については、担
たん

当
とう

の中
ちゅう

小
しょう

企
き

業
ぎょう

支
し

援
えん

課
か

から、外
がい

国
こく

語
ご

パンフレットを作
さく

成
せい

し、セミナーへの参
さん

加
か

促
そく

進
しん

、産
さん

業
ぎょう

展
てん

示
じ

室
しつ

の利
り

用
よう

促
そく

進
しん

を図
はか

っていくことなどを今
こん

年
ねん

度
ど

検
けん

討
とう

し、来
らい

年
ねん

度
ど

から実
じっ

施
し

予
よ

定
てい

であるとの回
かい

答
とう

をも

らっている。「福
ふく

祉
し

分
ぶん

野
や

への外
がい

国
こく

人
じん

雇
こ

用
よう

の促
そく

進
しん

」については、国
くに

の FTA関
かん

係
けい

な

どの動
うご

きなどとも関
かん

連
れん

しているが、ホームヘルパー育
いく

成
せい

事
じ

業
ぎょう

について国
こく

籍
せき

要
よう

件
けん

は必
ひつ

要
よう

なく今
こん

年
ねん

度
ど

も 1名
めい

受
じゅ

講
こう

しており、福
ふく

祉
し

部
ぶ

がメインとなって継
けい

続
ぞく

してい

く。「就
しゅう

学
がく

ガイドブックの作
さく

成
せい

」は担
たん

当
とう

の学
がく

務
む

課
か

から、今
こん

年
ねん

度
ど

からできる範
はん

囲
い

で実
じっ

施
し

していきたいとの回
かい

答
とう

があった。全
ぜん

体
たい

的
てき

に、予
よ

算
さん

化
か

されない等
とう

の理
り

由
ゆう

で実
じっ

施
し

が遅
おく

れている部
ぶ

分
ぶん

があるところは否
いな

めないところである。 

・  実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

についての質
しつ

問
もん

は後
のち

ほどお受
う

けする。続
つづ

いて、足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

（案
あん

）について説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いしたい。 

・  昨
さく

年
ねん

度
ど

のこの会
かい

議
ぎ

で検
けん

討
とう

してきた条
じょう

例
れい

（案
あん

）については、区
く

議
ぎ

会
かい

からの質
しつ

問
もん

や区
く

長
ちょう

選
せん

挙
きょ

等
とう

の関
かん

係
けい

で、新
しん

区
く

長
ちょう

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に対
たい

する方
ほう

針
しん

を確
かく

認
にん

する必
ひつ

要
よう

もあり、条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

の取
と

り組
く

みに関
かん

しては一
いち

時
じ

ストップをしていた。宮
みや

城
ぎ

県
けん

が全
ぜん

国
こく

で初
はじ

めて、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

の推
すい

進
しん

に関
かん

する条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

したこと

も参
さん

考
こう

にし、新
しん

区
く

長
ちょう

誕
たん

生
じょう

後
ご

、あらためて区
く

長
ちょう

や区
く

議
ぎ

会
かい

等
とう

に説
せつ

明
めい

をした。そ

の中
なか

での意
い

見
けん

等
とう

を取
と

り入
い

れ、今
こん

回
かい

、条
じょう

例
れい

（案
あん

）を一
いち

部
ぶ

修
しゅう

正
せい

したので、再
さい

度
ど

こ

の会
かい

議
ぎ

で検
けん

討
とう

をお願
ねが

いしたい。次
つぎ

に内
ない

容
よう

について説
せつ

明
めい

する。前
ぜん

回
かい

お示
しめ

しした

条
じょう

例
れい

（案
あん

）との違
ちが

いについて、新
しん

旧
きゅう

対
たい

照
しょう

表
ひょう

をご参
さん

照
しょう

いただきたい。第
だい

1条
じょう

から全
ぜん

体
たい

を含
ふく

めて「区
く

民
みん

団
だん

体
たい

」について表
ひょう

現
げん

、および第
だい

7条
じょう

を削
さく

除
じょ

（以
い

降
こう

繰
く

り

上
あ

がり）した。第
だい

2条
じょう

は「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

」の定
てい

義
ぎ

のみ残
のこ

し、他
た

の言
こと

葉
ば

の定
てい

義
ぎ

について削
さく

除
じょ

した。第
だい

3条
じょう

の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

については、「国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

」が多
た

民
みん

族
ぞく

を

意
い

識
しき

させる言
こと

葉
ば

ではないかということで削
さく

除
じょ

した。第
だい

4条
じょう

の「（学
がっ

校
こう

職
しょく

員
いん

を含
ふく

む）」に関
かん

しては、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

には学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

・社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

での啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

が重
じゅう

要
よう

なため、教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

に関
かん

する条
じょう

文
ぶん

を第
だい

8 条
じょう

として追
つい

加
か

したので削
さく

除
じょ

し

た。第
だい

4条
じょう

から第
だい

6条
じょう

まで、「努
つと

めなければならない」という表
ひょう

現
げん

を「努
つと

め

るものとする」とした。苦
く

情
じょう

等
とう

の申
もう

し出
で

について、以
い

前
ぜん

は、第
だい

4章
しょう

として第
だい

16

条
じょう

、17条
じょう

の中
なか

で苦
く

情
じょう

処
しょ

理
り

委
い

員
いん

を置
お

くことなどを規
き

定
てい

していたが、相
そう

談
だん

及
およ

び苦
く

情
じょう

への対
たい

応
おう

を一
いっ

括
かつ

して第
だい

10条
じょう

に盛
も

り込
こ

んだ。第
だい

14条
じょう

について、推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

の

組
そ

織
しき

に、区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を入
い

れた。第
だい

16条
じょう

は、前
ぜん

回
かい

までの「実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

について報
ほう

告
こく

書
しょ

を作
さく

成
せい

し公
こう

表
ひょう

する」というのを「議
ぎ

会
かい

に報
ほう

告
こく

し、これを公
こう

表
ひょう

するものと

する」とした。第
だい

17条
じょう

以
い

降
こう

は条
じょう

数
すう

が繰
く

り上
あ

がっている。付
ふ

則
そく

について変
へん

更
こう

は

ない。16 ページは規
き

則
そく

（案
あん

）の新
しん

旧
きゅう

対
たい

照
しょう

表
ひょう

で多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

につい

て、以
い

前
ぜん

の、関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

9人
にん

以
い

内
ない

というのを 5人
にん

とし、区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を

4人
にん

以
い

内
ない

とした。17ページから20ページは今
こ

年
とし

7月
がつ

に成
せい

立
りつ

した宮
みや

城
ぎ

県
けん

の条
じょう

例
れい

で

ある。県
けん

と区
く

の違
ちが

いにより表
ひょう

現
げん

等
とう

の違
ちが

いはあるが、内
ない

容
よう

については大
おお

きく変
か

わるところはあまりない。 

・  実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

と条
じょう

例
れい

（案
あん

）の説
せつ

明
めい

について、何
なに

か質
しつ

問
もん

はないか。 

・  条
じょう

例
れい

（案
あん

）についてだが、教
きょう

育
いく

に関
かん

する項
こう

目
もく

を設
もう

けたことはたいへんいい
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ことだと思
おも

う。規
き

則
そく

の中
なか

に、委
い

員
いん

会
かい

に区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を 4人
にん

入
い

れるということのメ

リット・デメリットがよく分
わ

からない。基
き

本
ほん

的
てき

には、このような委
い

員
いん

会
かい

には区
く

民
みん

が参
さん

画
かく

できる貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

だと思
おも

うし、議
ぎ

員
いん

には区
く

議
ぎ

会
かい

という公
こう

式
しき

な発
はつ

言
げん

の

場
ば

があるので、4名
めい

も議
ぎ

員
いん

が入
はい

るということはどうなのだろうか。また、宮
みや

城
ぎ

県
けん

の条
じょう

例
れい

と比
ひ

較
かく

しているが、なぜ宮
みや

城
ぎ

県
けん

を取
と

り上
あ

げているのか。 

・  区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

が 4名
めい

入
はい

るということは、区
く

長
ちょう

の附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

に区
く

民
みん

の代
だい

表
ひょう

である

議
ぎ

員
いん

に入
はい

ってもらうことで、特
とく

に行
ぎょう

政
せい

がおこなう推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

をチ

ェックしていただくことである。4名
めい

の根
こん

拠
きょ

は区
く

議
ぎ

会
かい

の会
かい

派
は

が 4 つなので、各
かく

会
かい

派
は

からひとりずつ出
で

てもらうことを想
そう

定
てい

している。多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

施
し

策
さく

の

実
じっ

施
し

事
じ

業
ぎょう

について議
ぎ

論
ろん

し認
にん

知
ち

してもらう意
い

味
み

からも区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

が委
い

員
いん

に入
はい

っていることは意
い

義
ぎ

がある。宮
みや

城
ぎ

県
けん

の条
じょう

例
れい

を取
と

り上
あ

げている理
り

由
ゆう

について

は、日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

にできた条
じょう

例
れい

で、現
げん

在
ざい

まで他
ほか

にはないということで参
さん

考
こう

にお

出
だ

ししている。 

・  せめて 4名
めい

ではなく、3名
めい

にはできないものか。 

・  多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を所
しょ

管
かん

する区
く

議
ぎ

会
かい

の委
い

員
いん

会
かい

はどこか。各
かく

会
かい

派
は

から 1名
めい

と、各
かく

党
とう

の

人
にん

数
ずう

の按
あん

分
ぶん

で決
き

めるのとでは、議
ぎ

論
ろん

する場
ば

合
あい

、偏
かたよ

ってしまう場
ば

合
あい

もある。所
しょ

属
ぞく

する常
じょう

任
にん

委
い

員
いん

会
かい

から出
で

てくればスムーズに議
ぎ

論
ろん

できるのではないか。 

・  多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

施
し

策
さく

を所
しょ

管
かん

しているのは、区
く

民
みん

委
い

員
いん

会
かい

である。4会
かい

派
は

から 1名
めい

ず

つと要
よう

望
ぼう

はするが、選
せん

出
しゅつ

は議
ぎ

会
かい

側
がわ

に委
ゆだ

ねることになる。 

・  第
だい

3条
じょう

の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

だが、「個
こ

人
じん

の能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

する機
き

会
かい

が確
かく

保
ほ

されること」

ということを強
きょう

調
ちょう

したい。以
い

前
ぜん

、外
がい

国
こく

人
じん

は在
ざい

日
にち

朝
ちょう

鮮
せん

韓
かん

国
こく

人
じん

がほとんどだっ

たが、今
いま

は、結
けっ

婚
こん

やビジネスなどで来
らい

日
にち

している。こちらに焦
しょう

点
てん

をあて、せ

っかく能
のう

力
りょく

があるのに発
はっ

揮
き

できずにいて、機
き

会
かい

が均
きん

等
とう

でないのはおかしい。

この点
てん

をきちんと整
せい

備
び

していく必
ひつ

要
よう

がある。 

・  ほかに条
じょう

例
れい

（案
あん

）や実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

についての意
い

見
けん

はないだろうか。なければ、

パブリックコメントの実
じっ

施
し

について事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いしたい。 

・  資
し

料
りょう

24 ページ、25 ページは、10月
がつ

5日
か

から配
はい

布
ふ

予
よ

定
てい

のパブリックコメント

募
ぼ

集
しゅう

のチラシで、26、27 ページがこの条
じょう

例
れい

（案
あん

）の概
がい

要
よう

とあらましである。

パブリックコメント募
ぼ

集
しゅう

は区
く

のホームページへ掲
けい

載
さい

するほか、区
く

民
みん

課
か

窓
まど

口
ぐち

、

区
く

民
みん

事
じ

務
む

所
じょ

、中
ちゅう

央
おう

図
と

書
しょ

館
かん

、区
く

政
せい

相
そう

談
だん

課
か

でチラシを配
はい

布
ふ

する。募
ぼ

集
しゅう

期
き

間
かん

は 10月
がつ

11日
にち

から 11月
がつ

9日
か

である。締
しめ

切
きり

後
ご

、この多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

を 12月
がつ

初
しょ

旬
じゅん

頃
ごろ

に

開
かい

催
さい

し、パブリックコメントへの回
かい

答
とう

案
あん

をお示
しめ

ししたい。その後
ご

、区
く

民
みん

委
い

員
いん

会
かい

にも提
てい

出
しゅつ

し、また 12月
がつ

中
ちゅう

に区
く

の考
かんが

えとあわせて、ホームページ上
じょう

で公
こう

開
かい

し

ていきたい。その後
ご

、2月
がつ

に「足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

」として区
く

議
ぎ

会
かい

に

提
てい

出
しゅつ

し、4月
がつ

以
い

降
こう

条
じょう

例
れい

施
し

行
こう

、という形
かたち

で取
と

り組
く

みをしていきたいと考
かんが

えて

いる。一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

だと考
かんが

えられるのは 25 ページ目
め

の 2、条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

の意
い

義
ぎ

、な

ぜ条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

をするのか、ということを①から⑤の項
こう

目
もく

の中で区
く

民
みん

の皆
みな

さんに

広
ひろ

くご理
り

解
かい

をいただきながら、説
せつ

明
めい

をしていきたい。このパブリックコメン

トの募
ぼ

集
しゅう

はあだち広
こう

報
ほう

10月
がつ

10日
か

号
ごう

に掲
けい

載
さい

される。前
ぜん

回
かい

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

策
さく

定
てい

の際
さい

に募
ぼ

集
しゅう

したパブリックコメントは 14名
めい

の方
かた

から 61件
けん

あった。今
こん

回
かい

、

この条
じょう

例
れい

（案
あん

）のパブリックコメントを募
ぼ

集
しゅう

するにあたって、お知
し

り合
あ

いの

方
かた

にもお伝
つた

えいただき、条
じょう

例
れい

（案
あん

）に関
かん

し、広
ひろ

くご意
い

見
けん

をいただきたい。 
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・  条
じょう

例
れい

（案
あん

）に戻るが、第
だい

2条
じょう

 定
てい

義
ぎ

及
およ

び基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

で、（1）から（3）まで、

「誰
だれ

もが」の意
い

味
み

についてもう一
いち

度
ど

確
かく

認
にん

したい。 

・  「何
なん

人
ぴと

も」と同
おな

じ意
い

味
み

であり、外
がい

国
こく

人
じん

も、日
に

本
ほん

人
じん

も、在
ざい

住
じゅう

、在
ざい

勤
きん

、足
あ

立
だち

区
く

を通
つう

過
か

する人
ひと

まで含
ふく

まれる。 

・  条
じょう

例
れい

ができた後
あと

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

をチェックしていくのは多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

になるのか。 

・  そのとおりである。区
く

長
ちょう

の附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

としてチェックしていただく。 

・  われわれ委
い

員
いん

はパブリックコメントをしてもいいのか。 

・  ご意
い

見
けん

のある方
かた

はインターネット、ＦＡＸ、お手
て

紙
がみ

等
とう

で提
てい

出
しゅつ

していただき

たい。 

・  他
ほか

に意
い

見
けん

はないか。なければ次
つぎ

の議
ぎ

題
だい

である「外
がい

国
こく

人
じん

施
し

策
さく

を取
と

り巻
ま

く国
くに

等
とう

の

動
どう

向
こう

」について説
せつ

明
めい

していただきたい。 

・  資
し

料
りょう

28 ページの、内
ない

閣
かく

府
ふ

が作
さく

成
せい

した「グローバル戦
せん

略
りゃく

のポイント」をご覧
らん

いただきたい。特
とく

に「地
ち

域
いき

の国
こく

際
さい

競
きょう

争
そう

力
りょく

の強
きょう

化
か

」の中
なか

で、「地
ち

域
いき

における多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

プラン」を踏
ふ

まえて、全
ぜん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

・政
せい

令
れい

指
し

定
てい

都
と

市
し

においてそれ

ぞれの指
し

針
しん

・計
けい

画
かく

等
とう

を策
さく

定
てい

する、とある。29 ページに現
げん

在
ざい

の全
ぜん

国
こく

自
じ

治
ち

体
たい

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

、指
し

針
しん

等
とう

の策
さく

定
てい

状
じょう

況
きょう

について足
あ

立
だち

区
く

で調
しら

べてまとめてみ

た。同
どう

時
じ

に、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

の動
うご

きが京
きょう

都
と

府
ふ

であるようなので付
ふ

記
き

した。話
はなし

は指
し

針
しん

・計
けい

画
かく

に戻
もど

るが東
とう

京
きょう

都
と

は、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を策
さく

定
てい

する時
じ

期
き

には来
き

ていないという判
はん

断
だん

があり、まだまとめていない。30 ページ以
い

降
こう

は、

「10年
ねん

後
ご

の東
とう

京
きょう

」ということで、都
と

知
ち

事
じ

選
せん

の前
まえ

に作
さく

成
せい

された資
し

料
りょう

である。現
げん

状
じょう

と課
か

題
だい

の分
ぶん

析
せき

からはじまり、これからの政
せい

策
さく

展
てん

開
かい

で外
がい

国
こく

人
じん

も地
ち

域
いき

の一
いち

員
いん

と

していきいきと暮
く

らすことができる環
かん

境
きょう

を整
せい

備
び

していく、としており、33 ペ

ージ以
い

降
こう

が具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

である。また東
とう

京
きょう

都
と

が「地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

」を設
せっ

置
ち

し、このたび「民
みん

間
かん

団
だん

体
たい

との連
れん

携
けい

・協
きょう

働
どう

による外
がい

国
こく

人
じん

都
と

民
みん

の社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

の促
そく

進
しん

について」を答
とう

申
しん

したので、資
し

料
りょう

で情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する。以
い

前
ぜん

は「外
がい

国
こく

人
じん

都
と

民
みん

会
かい

議
ぎ

」を発
ほっ

足
そく

させ、全
ぜん

国
こく

の最
さい

先
せん

端
たん

を走
はし

っていたが、「地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

」に切
き

り替
か

え、「外
がい

国
こく

人
じん

の防
ぼう

災
さい

」や「外
がい

国
こく

人
じん

にもわかりやすいま

ちの表
ひょう

記
き

」など、より専
せん

門
もん

的
てき

な検
けん

討
とう

、具
ぐ

体
たい

的
てき

な行
ぎょう

政
せい

施
し

策
さく

を提
てい

言
げん

してきた。今
こん

回
かい

の「「地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

」では区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

との連
れん

携
けい

に加
くわ

え、民
みん

間
かん

団
だん

体
たい

との連
れん

携
けい

・協
きょう

働
どう

、地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

推
すい

進
しん

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

委
い

員
いん

の構
こう

成
せい

も含
ふく

めて、東
とう

京
きょう

都
と

も多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

へと重
じゅう

心
しん

を移
うつ

してきている。 

・  ほかに質
しつ

問
もん

・意
い

見
けん

はないか。なければ、そろそろ閉
へい

会
かい

の時
じ

間
かん

になったので、

本
ほん

日
じつ

はこれで終
しゅう

了
りょう

したい。 

（以
い

上
じょう

） 
 
 
 
 
 
 
 
 



様式１（開催概要） 

平
へい

成
せい

１９年
ねん

度
ど

 第
だい

２回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 
会
かい

議
ぎ

名
めい

 平
へい

成
せい

１９年
ねん

度
ど

 第
だい

２回
かい
足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

 

開
かい

催
さい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

 平
へい

成
せい

１９年
ねん

１２月
がつ

１３日
にち

（木
もく

） 

開
かい

催
さい

場
ば

所
しょ

 足
あ

立
だち

区
く

役
やく

所
しょ

８階
かい

 特
とく

別
べつ

会
かい

議
ぎ

室
しつ

 

開
かい

催
さい

場
ば

所
しょ

 午
ご

前
ぜん

１０時
じ

００分
ふん

開
かい

会
かい

～１１時
じ

３０分
ふん

閉
へい

会
かい

 

出
しゅっ

欠
けつ

状
じょう

況
きょう

 委
い

員
いん

現
げん

在
ざい

数
すう

  １３名
めい

 

出
しゅっ

席
せき

委
い

員
いん

数
すう

  １０名
めい

 

欠
けっ

席
せき

委
い

員
いん

数
すう

   ３名
めい

 

 華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 宮
みや

崎
ざき

 黎
れい

子
こ

 鈴
すず

木
き

 キャロリーン 

出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

 李
い

 寿
す

源
うぉん

 木
き

村
むら

 茂
しげる

 吉
よし

田
だ

 忠
ただ

司
し

 

（敬称略
けいしょうりゃく

） 梅
うめ

田
だ

 龍
りゅう

示
じ

 石
いし

橋
ばし

 穠
じょう

治
じ

 坂
さか

田
た

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 亀
かめ

村
むら

区
く

民
みん

課
か

長
ちょう

    

事
じ

務
む

局
きょく

 区
く

民
みん

部
ぶ

 区
く

民
みん

課
か

 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

 

 出
しゅっ

席
せき

職
しょく

員
いん

  中
なか

村
むら

 鈴
すず

木
き

 綿
わた

貫
ぬき

 柳
りゅう

 平
ひら

松
まつ

 達
たつ

本
もと

 

会
かい

議
ぎ

次
し

第
だい

 １ （仮称
かしょう

）足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

（案
あん

）のあらまし等
とう

に対
たい

するパブリ

ックコメントの実
じっ

施
し

結
けっ

果
か

について 

２ （仮称
かしょう

）足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

（案
あん

）について 

３ その他
た

 外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

し等
とう

について 

議
ぎ

事
じ

要
よう

旨
し

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

委
い

員
いん

 

議
ぎ

長
ちょう

 

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  前
ぜん

回
かい

、初
しょ

回
かい

の会
かい

議
ぎ

で自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

をお願
ねが

いしたが、あいにく所
しょ

用
よう

により欠
けっ

席
せき

だ

った委
い

員
いん

が今
こん

回
かい

、出
しゅっ

席
せき

しているので自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

をお願
ねが

いする。 

・ （自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

） 

・  次
つぎ

に区
く

を代
だい

表
ひょう

して区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

よりあいさつをお願
ねが

いする。 

・  足
あ

立
だち

区
く

の外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

者
しゃ

の数
かず

は 2万
まん

2千
せん

人
にん

と全
ぜん

国
こく

の外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

を行
おこな

っている

市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

で 4番
ばん

目
め

の多
おお

さである。このような傾
けい

向
こう

は今
こん

後
ご

もずっと続
つづ

いていく

と思
おも

われる。日
に

本
ほん

は一
いっ

昨
さく

年
ねん

から人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

の段
だん

階
かい

に入
はい

り、労
ろう

働
どう

力
りょく

も 40年
ねん

から

50年
ねん

間
かん

は減
げん

少
しょう

していくと予
よ

想
そう

されている。そのような中
なか

で、海
かい

外
がい

からの労
ろう

働
どう

者
しゃ

が増
ふ

え、経
けい

済
ざい

全
ぜん

体
たい

も国
こく

際
さい

化
か

が進
すす

み、ヒト、モノ、カネが国
こっ

境
きょう

を越
こ

えて動
うご

い

ている。特
とく

に日
に

本
ほん

では、看
かん

護
ご

師
し

や介
かい

護
ご

関
かん

係
けい

の人
ひと

手
で

が不
ふ

足
そく

しており、このよう

な分
ぶん

野
や

で外
がい

国
こく

人
じん

の活
かつ

躍
やく

が期
き

待
たい

されている。足
あ

立
だち

区
く

では、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

は二
に

本
ほん

柱
ばしら

でやっていきたいと考
かんが

えている。 

一
ひと

つ目
め

の柱
はしら

はコミュニケーションの支
し

援
えん

である。言
こと

葉
ば

や日
に

本
ほん

の習
しゅう

慣
かん

などに

不
ふ

慣
な

れであると、学
がっ

校
こう

での勉
べん

強
きょう

や転
てん

職
しょく

の際
さい

に問
もん

題
だい

が生
しょう

じてしまうので、コ

ミュニケーション支
し

援
えん

は特
とく

に力
ちから

をいれて取
と

り組
く

んでいかなければならない。

足
あ

立
だち

区
く

では、そういう支
し

援
えん

のための日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアも数
かず

多
おお

くいる。 

二
ふた

つ目の柱
はしら

は、外
がい

国
こく

人
じん

の中
なか

ですばらしい文
ぶん

化
か

やビジネス能
のう

力
りょく

をもっている

人
ひと

たちとの協
きょう

働
どう

である。すでに、国
こく

際
さい

まつりなどのイベントで文
ぶん

化
か

や産
さん

業
ぎょう

の

協
きょう

働
どう

が進
すす

んでいるが、これからはさらに違
ちが

った形
かたち

でも進
すす

めていきたい。地
ち

方
ほう

参
さん

政
せい

権
けん

など将
しょう

来
らい

的
てき

に議
ぎ

論
ろん

する必
ひつ

要
よう

があるものがあるが、まずは現
げん

実
じつ

に増
ふ

えて

いる外
がい

国
こく

人
じん

とよい関
かん

係
けい

を築
きず

いていく方
ほう

法
ほう

について議
ぎ

論
ろん

していきたい。国
くに

の方
ほう

で

は最
さい

近
きん

、労
ろう

働
どう

や外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の面
めん

で改
かい

革
かく

が進
すす

みつつあり、外
がい

国
こく

人
じん

の受
う

け入
い

れに対
たい



 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し積
せっ

極
きょく

的
てき

な姿
し

勢
せい

が見
み

えてきた。このような流
なが

れの中
なか

で、足
あ

立
だち

区
く

では多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

して外
がい

国
こく

人
じん

に対
たい

し、どのような姿
し

勢
せい

をとるのかというとこ

ろを宣
せん

言
げん

していきたいと考
かんが

えている。 

・  それではただいまより、平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

第
だい

2回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

する。はじめに定
てい

足
そく

数
すう

の確
かく

認
にん

をする。本
ほん

日
じつ

は委
い

員
いん

数
すう

13名
めい

のうち 4名
めい

欠
けっ

席
せき

であ

る。定
てい

足
そく

数
すう

である半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

、本
ほん

日
じつ

は 9名
めい

が出
しゅっ

席
せき

しているため、そのまま会
かい

議
ぎ

を進
すす

める。まず、議
ぎ

題
だい

に入
はい

る前
まえ

に前
ぜん

回
かい

の議
ぎ

事
じ

録
ろく

について確
かく

認
にん

したい。議
ぎ

事
じ

録
ろく

に

ついて意
い

見
けん

等
とう

はないか。では、特
とく

にないようであればこの議
ぎ

事
じ

録
ろく

で確
かく

定
てい

した

い。次
つぎ

に、足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

のあらまし等
とう

に対する意
い

見
けん

募
ぼ

集
しゅう

結
けっ

果
か

・

パブリックコメントについて、事
じ

務
む

局
きょく

より説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いする。 

・  10月
がつ

11日
にち

から 11月
がつ

9日
にち

まで 30日
にち

間
かん

にわたって区
く

民
みん

から意
い

見
けん

を募
ぼ

集
しゅう

した。応
おう

募
ぼ

数
すう

は個
こ

人
じん

から 4名
めい

、各
かく

分
ぶん

野
や

にわたって 9件
けん

の意
い

見
けん

をいただいた。応
おう

募
ぼ

手
しゅ

段
だん

の

内
うち

訳
わけ

は、区
く

民
みん

課
か

窓
まど

口
ぐち

に持
じ

参
さん

が 1名
めい

、残
のこ

る 3名
めい

は e メールによるものである。意
い

見
けん

の要
よう

旨
し

とそれに対
たい

する区
く

の考
かんが

え方
かた

について順
じゅん

に説
せつ

明
めい

する。まず、「区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

レベルでの国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

の意
い

味
み

と人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

との差
さ

が分
わ

からない。また、流
る

布
ふ

し

ている国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

と混
こん

同
どう

してしまうのではないか。」という意
い

見
けん

があった。こ

れに対
たい

する区
く

の考
かんが

え方としては、「国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

は多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

が今
いま

や世
せ

界
かい

的
てき

課
か

題
だい

であり、国
こく

際
さい

的
てき

な人
じん

権
けん

保
ほ

障
しょう

の取
と

り組
く

みと連
れん

携
けい

して進
すす

めていかな

ければならないとの考
かんが

えから基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

に取
と

り入
い

れることを考
かんが

えていたが、

『地
ち

方
ほう

行政
ぎょうせい

（区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

レベル）において取
と

り上
あ

げるのは分
わ

かりにくい』との

意
い

見
けん

も参
さん

考
こう

にし、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

で議
ぎ

論
ろん

をしていく。」というものであ

る。続
つづ

いて 2番
ばん

目
め

の意
い

見
けん

として、「区
く

（行
ぎょう

政
せい

）の責
せき

務
む

は分
わ

かりやすいが、区
く

民
みん

（住
じゅう

民
みん

）・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

は位
い

置
ち

づけが難
むずか

しいところである。区
く

民
みん

の面
めん

では、

区
く

民
みん

というと日
に

本
ほん

人
じん

を無
む

意
い

識
しき

に想
そう

定
てい

してしまうことが多
おお

いと思
おも

うので、外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

という日
に

本
ほん

人
じん

からの側
そく

面
めん

だけでなく、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の責
せき

務
む

という形
かたち

も明
めい

記
き

した方
ほう

がいいと思
おも

う。また、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

には雇
こ

用
よう

主
ぬし

という立
たち

場
ば

と、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

・

不
ふ

動
どう

産
さん

業
ぎょう

者
しゃ

など何
なに

かを提
てい

供
きょう

する立
たち

場
ば

の 2 つがあり、その責
せき

務
む

は根
こん

本
ぽん

が異
こと

なっ

ており、その区
く

別
べつ

というのも必
ひつ

要
よう

ではないかと思
おも

う。雇
こ

用
よう

主
ぬし

は、裏
うら

づけとし

て CSR（企
き

業
ぎょう

の社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

）の観
かん

点
てん

を入
い

れるといいのではないか。」という意
い

見
けん

であった。これに対
たい

する回
かい

答
とう

としては、「外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の責
せき

務
む

として、定
てい

住
じゅう

する外
がい

国
こく

籍
せき

等
とう

の区
く

民
みん

のコミュニケーション手
しゅ

段
だん

及
およ

びマナーの取
しゅ

得
とく

について記
き

述
じゅつ

することを検
けん

討
とう

していく。事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

には、国
こく

籍
せき

・民
みん

族
ぞく

等
とう

のちがいを理
り

由
ゆう

とした不
ふ

当
とう

制
せい

約
やく

の禁
きん

止
し

について記
き

述
じゅつ

することを検
けん

討
とう

していきたい。」とい

うことである。3番
ばん

目
め

は、教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

について意
い

見
けん

があった。「教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

は多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

において、条
じょう

例
れい

の制
せい

定
てい

のところでは入
はい

っていなかった

項
こう

目
もく

だったと思
おも

う。条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

の段
だん

階
かい

で重
じゅう

点
てん

施
し

策
さく

として位
い

置
ち

づけたのか。」と

いうものであった。これに対
たい

する区
く

の考
かんが

え方
かた

として、「計
けい

画
かく

策
さく

定
てい

後
ご

に設
せっ

置
ち

さ

れた足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

における条
じょう

例
れい

（案
あん

）検
けん

討
とう

の過
か

程
てい

で、教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

について議
ぎ

論
ろん

があり、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

と連
れん

携
けい

して多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

に取
と

り組
く

ん

でいくため設
もう

けたものである。」とした。続
つづ

いて「教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

については、

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

・社
しゃ

会
かい

教
きょう

育
いく

以
い

外
がい

にも家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

も重
じゅう

要
よう

だと思
おも

う。」という意
い

見
けん

であ

る。これについて、区
く

の考
かんが

え方
かた

としては「家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

を含
ふく

めることを検
けん

討
とう

して



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いく。」ということである。4番
ばん

目
め

の意
い

見
けん

として、「調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

・情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

・

整
せい

理
り

は必
ひつ

要
よう

なことであり、調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

して終
お

わるのではなく、そこから課
か

題
だい

を

抽
ちゅう

出
しゅつ

し、その解
かい

決
けつ

を図
はか

る事
じ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

に向
む

けた区
く

民
みん

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

とのマッチング

ができる場
ば

があるといいと思
おも

う。また調
ちょう

査
さ

研
けん

究
きゅう

・情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

・整
せい

理
り

の結
けっ

果
か

を

公
こう

開
かい

すると、そこから様
さま

々
ざま

な形
かたち

でいろいろな主
しゅ

体
たい

により発
はっ

展
てん

していくと思
おも

う。事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

への普
ふ

及
きゅう

広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

は区
く

内
ない

に限
かぎ

らず、広
こう

域
いき

（たとえば同
おな

じ管
かん

轄
かつ

のハ

ローワークなどとの連
れん

携
けい

により）で取
と

り組
く

んでほしい。」という意
い

見
けん

があっ

た。これについての区
く

の考
かんが

え方
かた

は、「区
く

民
みん

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

とのマッチングの場
ば

や事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

への普
ふ

及
きゅう

広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

の対
たい

象
しょう

は、足
あ

立
だち

区
く

に限
げん

定
てい

せず、広
こう

域
いき

での連
れん

携
けい

を検
けん

討
とう

し

ていく。」というものである。5番
ばん

目
め

として多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

に関
かん

するも

のがあった。要
よう

旨
し

は、「足
あ

立
だち

区
く

がこの条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

することに敬
けい

意
い

を表
ひょう

した

い。中
なか

でも多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

の役
やく

割
わり

は大
おお

きく、この条
じょう

例
れい

の趣
しゅ

旨
し

が具
ぐ

現
げん

化
か

するかどうかは、当
とう

委
い

員
いん

会
かい

が機
き

能
のう

するかにかかっていると思
おも

う。委
い

員
いん

は学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

者
しゃ

、関
かん

係
けい

団
だん

体
たい

、区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

及
およ

び区
く

民
みん

の中
なか

から区
く

長
ちょう

が委
い

嘱
しょく

し、定
てい

員
いん

は 15名
めい

以
い

内
ない

となっているが、特
とく

定
てい

の団
だん

体
たい

や党
とう

派
は

の意
い

見
けん

に流
なが

されることのないように十
じゅう

分
ぶん

な配
はい

慮
りょ

をお願
ねが

いしたい。この中
なか

には当
とう

然
ぜん

、外
がい

国
こく

籍
せき

の方
かた

も含
ふく

むと考
かんが

えるが、

当
とう

日
じつ

配
はい

布
ふ

の会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

を速
そく

読
どく

して内
ない

容
よう

を把
は

握
あく

し、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

をその場
ば

で即
そく

座
ざ

に

構
こう

築
ちく

し、それを表
ひょう

明
めい

し、他
た

の委
い

員
いん

に伝
つた

え、討
とう

議
ぎ

するのは日
に

本
ほん

人
じん

でも大
たい

変
へん

難
むずか

し

いことだ。文
ぶん

書
しょ

読
どっ

解
かい

能
のう

力
りょく

や日
に

本
ほん

語
ご

会
かい

話
わ

能
のう

力
りょく

にハンデがある委
い

員
いん

と区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

のように弁
べん

舌
ぜつ

に長
た

けた委
い

員
いん

が同
おな

じ土
ど

俵
ひょう

で対
たい

等
とう

に意
い

見
けん

交
こう

換
かん

を行
おこな

うのは大
たい

変
へん

難
むずか

しいと思
おも

う。ハンデを少
すこ

しでも縮
ちぢ

めるため、外
がい

国
こく

籍
せき

の委
い

員
いん

にはあらかじめ会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

（ふりがなつき）を配
はい

布
ふ

し、当
とう

日
じつ

予
よ

定
てい

している議
ぎ

事
じ

の主
おも

な論
ろん

点
てん

（意
い

見
けん

を

まとめておいてほしい事
じ

項
こう

）を予
よ

告
こく

しておくなどの工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

ではないか。」

という意
い

見
けん

であった。これに対
たい

する区
く

の考
かんが

え方
かた

として、「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

の構
こう

成
せい

については、規
き

則
そく

の中
なか

で配
はい

慮
りょ

していきたい。会
かい

議
ぎ

資
し

料
りょう

の事
じ

前
ぜん

配
はい

布
ふ

及
およ

びふりがなつきとすることは、実
じつ

現
げん

するように検
けん

討
とう

していく。」とし、こ

の意
い

見
けん

を受
う

け、今
こん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

の資
し

料
りょう

については事
じ

前
ぜん

に配
はい

布
ふ

し、ふりがなをつけ

提
てい

供
きょう

させていただいた。続
つづ

いて議
ぎ

会
かい

への報
ほう

告
こく

について意
い

見
けん

をいただいた。

「いつ（毎
まい

年
とし

何
なん

月
がつ

に）どの程
てい

度
ど

のことを報
ほう

告
こく

するのか。また、公
こう

表
ひょう

はどこで

行
おこな

われるか。」ということであった。これについては、「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の推
すい

進
しん

状
じょう

況
きょう

を少
すく

なくとも年
ねん

１回
かい

以
い

上
じょう

、当
とう

該
がい

年
ねん

度
ど

終
しゅう

了
りょう

後
ご

、速
すみ

やかに報
ほう

告
こく

し、ホー

ムページ等
とう

で公
こう

表
ひょう

する予
よ

定
てい

である。」と回
かい

答
とう

させていただきたい。それから、

「大
おお

きい活
かつ

字
じ

で第
だい

一
いち

面
めん

に掲
けい

載
さい

を。」という意
い

見
けん

もあった。要
よう

旨
し

としては、「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

のように重
じゅう

要
よう

な、暮
く

らしに密
みっ

着
ちゃく

した問
もん

題
だい

について今
いま

まで広
こう

報
ほう

紙
し

から見
み

落
お

としていた。広
こう

報
ほう

紙
し

面
めん

の隅
すみ

に小
ちい

さな文
も

字
じ

で『意
い

見
けん

募
ぼ

集
しゅう

』

などと取
と

り上
あ

げないで、大
おお

きい活
かつ

字
じ

で第
だい

一
いち

面
めん

に区
く

民
みん

の誰
だれ

の目
め

にも留
と

まるよう

に載
の

せるべきではないか。」という意
い

見
けん

であった。これについては、パブリ

ックコメント担当
たんとう

の政
せい

策
さく

課
か

や広報
こうほう

担当
たんとう

の広
こう

報
ほう

課
か

と協
きょう

議
ぎ

したが、「あだち広
こう

報
ほう

については、毎
まい

回
かい

多
おお

くの記
き

事
じ

が掲
けい

載
さい

されるため、必
かなら

ずしも希
き

望
ぼう

の面
めん

を確
かく

保
ほ

で

きるわけではない。今
こん

後
ご

は、パブリックコメント実
じっ

施
し

案
あん

件
けん

の第
だい

一
いち

面
めん

への掲
けい

載
さい

に

ついて、関
かん

係
けい

部
ぶ

署
しょ

と調
ちょう

整
せい

していきたい。」ということである。最
さい

後
ご

の意
い

見
けん

は、

「14年
ねん

以
い

上
じょう

の海
かい

外
がい

駐
ちゅう

在
ざい

を経
けい

験
けん

したが、海
かい

外
がい

生
せい

活
かつ

から学
まな

んだことはその国
くに

にお
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いて国
こく

民
みん

と外
がい

国
こく

人
じん

が対
たい

等
とう

な権
けん

利
り

など有
ゆう

するわけはないのだから、その国
くに

の社
しゃ

会
かい

を構
こう

築
ちく

する上
うえ

で国
こく

民
みん

と外
がい

国
こく

人
じん

が対
たい

等
とう

な関
かん

係
けい

であるはずがないということで

あり、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

などありえないと思
おも

っている。最
さい

近
きん

、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

と盛
さか

んに

もてはやされ、外
がい

国
こく

人
じん

理
り

解
かい

、平
へい

和
わ

、地
ち

球
きゅう

市
し

民
みん

など、多
おお

くの飾
かざ

りをまとって耳
みみ

に届
とど

く。この頃
ごろ

になり、外
がい

国
こく

人
じん

にも参
さん

政
せい

権
けん

をというフレーズとセットである

ことがわかってきた。そして今
こん

回
かい

の足
あ

立
だち

区
く

の条
じょう

例
れい

も例
れい

に漏
も

れずセットされて

いる。外
がい

国
こく

の人
ひと

々
びと

を理
り

解
かい

し、お互
たが

い助
たす

け合
あ

うのはいいことだが、地
ち

方
ほう

参
さん

政
せい

権
けん

ま

でセットでこの条
じょう

例
れい

に組
く

み込
こ

むことは強
つよ

く反
はん

対
たい

する。異
い

文
ぶん

化
か

コミュニケーシ

ョンなら大
だい

賛
さん

成
せい

、区
く

内
ない

に住
す

む外
がい

国
こく

人
じん

が日
ひ

々
び

の暮
く

らしで困
こま

ることがあれば、私
わたし

も手
て

助
だす

けして差
さ

し上
あ

げたい。」というものであった。区
く

の考
かんが

えとして、「こ

の条
じょう

例
れい

において外
がい

国
こく

人
じん

に参
さん

政
せい

権
けん

を付
ふ

与
よ

することについては、一
いっ

切
さい

、触
ふ

れてい

ない。外
がい

国
こく

人
じん

に参
さん

政
せい

権
けん

を付
ふ

与
よ

することは、公
こう

職
しょく

選
せん

挙
きょ

法
ほう

及
およ

び地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

法
ほう

などの

改
かい

正
せい

が必
ひつ

要
よう

であり、地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

において決
けっ

定
てい

することはできない。」という

ことである。 

・  以
い

上
じょう

について、意
い

見
けん

はないか。 

・  1 か月
げつ

の募
ぼ

集
しゅう

期
き

間
かん

で 4名
めい

の意
い

見
けん

というのは少
すく

ない。広
こう

報
ほう

でパブリックコメ

ント募
ぼ

集
しゅう

のお知
し

らせを第
だい

一
いち

面
めん

に載
の

せるというのは、効
こう

果
か

があると思
おも

う。ま

た、少
しょう

数
すう

の意
い

見
けん

にも関
かか

わらず、このようにきちんと文
ぶん

書
しょ

化
か

され討
とう

議
ぎ

の対
たい

象
しょう

と

なるということはいいことである。議
ぎ

論
ろん

が後
あと

戻
もど

りしてしまうと思
おも

うような意
い

見
けん

もあったが、どちらも対
たい

等
とう

に扱
あつか

うところが公
こう

共
きょう

機
き

関
かん

のいいところである。

家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

は重
じゅう

要
よう

だが、 公
おおやけ

の機
き

関
かん

がどのような体
たい

制
せい

で支
し

援
えん

していく

のかが問
もん

題
だい

である。日
に

本
ほん

で快
かい

適
てき

に生
せい

活
かつ

するためには、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の責
せき

務
む

とい

う面
めん

もやむを得
え

ないのかと思
おも

う。これをどう具
ぐ

体
たい

化
か

していくかをこれから注
ちゅう

目
もく

していきたい。 

・  今
いま

の意
い

見
けん

に対
たい

し、事
じ

務
む

局
きょく

から回
かい

答
とう

したい。教
きょう

育
いく

については学
がっ

校
こう

、社
しゃ

会
かい

、家
か

庭
てい

が三
さん

位
み

一
いっ

体
たい

となって取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

があるという意
い

見
けん

であるので家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

の支
し

援
えん

体
たい

制
せい

については教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

を含め引
ひ

き続
つづ

き議
ぎ

論
ろん

していきたい。 

・  会
かい

議
ぎ

の進
すす

め方
かた

だが、まとめて漠
ばく

然
ぜん

と意
い

見
けん

を求
もと

めるのでなく、一
いっ

件
けん

ごと個
こ

別
べつ

に

意
い

見
けん

を求
もと

めてはどうか。 

・  了
りょう

解
かい

した。条
じょう

例
れい

にパブリックコメントの意
い

見
けん

を反
はん

映
えい

し変
へん

更
こう

している箇
か

所
しょ

が

あるので、条
じょう

例
れい

についても説
せつ

明
めい

したあとで個
こ

別
べつ

に意
い

見
けん

をいただきたいと思
おも

う。それでは、パブリックコメントを踏
ふ

まえた上
うえ

で変
へん

更
こう

した条
じょう

例
れい

案の条
じょう

文
ぶん

に

ついて説
せつ

明
めい

する。一
ひと

つ目
め

の意
い

見
けん

である国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

についてであるが、国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

との違
ちが

いがわからないという意
い

見
けん

であったので、基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

の第
だい

3項
こう

を削
さく

除
じょ

した。また、1項
こう

と 2項
こう

の見
み

出
だ

しについても説
せつ

明
めい

にすぎないため削
さく

除
じょ

した。2項
こう

の「確
かく

保
ほ

されるように努
つと

める」という努
ど

力
りょく

規
き

定
てい

であったものを、「確保
か く ほ

され

ること」というものに変
へん

更
こう

した。見
み

出
だ

しの削
さく

除
じょ

については、区
く

の他
た

の条
じょう

例
れい

の

基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

には見
み

出
だ

しはないというスタイルに合
あ

わせて、整
せい

合
ごう

性
せい

も考
こう

慮
りょ

したも

のである。 

・  第
だい

3条
じょう

3項
こう

は、今
いま

までの会
かい

議
ぎ

で国
こく

際
さい

人
じん

権
けん

規
き

約
やく

にのっとったものとして付
つ

け加
くわ

えた経
けい

緯
い

だったと思
おも

うので、項
こう

目
もく

の削
さく

除
じょ

には賛
さん

成
せい

だが、もし削
さく

除
じょ

するならそ

の理
り

念
ねん

をいかした文
ぶん

言
げん

を条
じょう

例
れい

に残
のこ

してほしい。 
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・  基
き

本
ほん

的
てき

な理
り

念
ねん

として国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

という姿
し

勢
せい

は当
とう

然
ぜん

あるが条
じょう

例
れい

に明
めい

記
き

してい

ないだけではないか。区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の条
じょう

例
れい

でここまで扱
あつか

うのもいかがかと思
おも

う。 

・  人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

の部
ぶ

分
ぶん

だが、日
に

本
ほん

で人
じん

権
けん

というと同
どう

和
わ

問
もん

題
だい

や戦
せん

前
ぜん

から（今
いま

まで）

の在
ざい

日
にち

韓
かん

国
こく

朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

の問
もん

題
だい

としてとらえてしまいがちであり、人
じん

権
けん

という言
こと

葉
ば

が本
ほん

来
らい

の意
い

味
み

として言どおりに受
う

け止
と

められないことが多
おお

くある。 

・  国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

の理
り

念
ねん

を条
じょう

例
れい

のどこかに残
のこ

すことを検
けん

討
とう

したい。 

・  ほかに意
い

見
けん

はないだろうか。ないようならでは、次
つぎ

に足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

について事
じ

務
む

局
きょく

からお願
ねが

いする。 

・  条
じょう

例
れい

案
あん

の変
へん

更
こう

部
ぶ

分
ぶん

について、始
はじ

めから最
さい

後
ご

まで通
とお

しで説
せつ

明
めい

したい。今
いま

まで

説
せつ

明
めい

してきた分
ぶん

と重
じゅう

複
ふく

する部
ぶ

分
ぶん

があるかと思
おも

うがご容
よう

赦
しゃ

いただき、各
かく

委
い

員
いん

か

らのご意
い

見
けん

を含
ふく

め議
ぎ

論
ろん

し、最
さい

終
しゅう

案
あん

を固
かた

めていきたい。第
だい

1条
じょう

の目
もく

的
てき

について

は、「豊
ゆた

かで活
かつ

力
りょく

ある」という部
ぶ

言をつけた分
ぶん

を追
つい

加
か

し変
へん

更
こう

した。第
だい

3条
じょう

の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

は先
さき

程
ほど

説
せつ

明
めい

したとおりである。第
だい

5条
じょう

の区
く

民
みん

の責
せき

務
む

と第
だい

6条
じょう

の事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

については、パブリックコメントでいただいた意
い

見
けん

を参
さん

考
こう

にさせてい

ただき、変
へん

更
こう

したものである。定
てい

住
じゅう

する外
がい

国
こく

籍
せき

区
く

民
みん

のコミュニケーション手
しゅ

段
だん

とマナーについて、及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

として不
ふ

当
とう

制
せい

約
やく

の禁
きん

止
し

について記
き

述
じゅつ

することとした。また、第
だい

8条
じょう

の教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

については、ご意
い

見
けん

をいただい

たことによりに家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

を盛
も

り込
こ

んだ。さらに細
こま

かい部
ぶ

言をつけた分
ぶん

だが、

第
だい

16条
じょう

の議
ぎ

会
かい

への報
ほう

告
こく

の部
ぶ

言をつけた分
ぶん

では「毎
まい

年
とし

」を「毎
まい

年
ねん

度
ど

」に変
へん

更
こう

し

た。最
さい

後
ご

に、「区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を含
ふく

めて、特
とく

定
てい

の団
だん

体
たい

や党
とう

派
は

の意
い

見
けん

に流
なが

されない

よう十
じゅう

分
ぶん

な配
はい

慮
りょ

をお願
ねが

いしたい。」という意
い

見
けん

があり、委
い

員
いん

の構
こう

成
せい

について

は条
じょう

例
れい

ではなく規
き

則
そく

で規
き

定
てい

するため、「規
き

則
そく

の中
なか

で配
はい

慮
りょ

していく。」とした

もので、「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

の委
い

員
いん

のうち区
く

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を除
のぞ

いた委
い

員
いん

の数
かず

は、外
がい

国
こく

籍
せき

または外
がい

国
こく

で出
しゅっ

生
せい

した者
もの

を半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

とする。」とした。以
い

上
じょう

が条
じょう

例
れい

案
あん

と規
き

則
そく

案
あん

の変
へん

更
こう

部
ぶ

言をつけた分
ぶん

についての説
せつ

明
めい

である。 

・  今
いま

までのところについて、意
い

見
けん

や質
しつ

問
もん

はないか。 

・  賛
さん

成
せい

・反
はん

対
たい

どちらがいいのかは難
むずか

しいが、「努
つと

めなければならない、しな

ければならない」ということは一
いっ

種
しゅ

の規
き

制
せい

であり、見
み

方
かた

によっては不
ふ

当
とう

な制
せい

約
やく

ともとれるのではないか。またマナーという言
こと

葉
ば

について、何
なに

をマナーと考
かんが

えるかは国
こく

によって様々
さまざま

であり、マナーを定
てい

義
ぎ

することでいろいろな問
もん

題
だい

が

発
はっ

生
せい

するのではないかと思
おも

う。 

・  外
がい

国
こく

人
じん

の立
たち

場
ば

から意
い

見
けん

を言
い

うが、日
に

本
ほん

で暮
く

らすのだから外
がい

国
こく

人
じん

に日
に

本
ほん

のマ

ナーを学
まな

ばせるのはよいと思
おも

う。 

・  5条
じょう

と 6条
じょう

の区
く

民
みん

と事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

についての変
へん

更
こう

は、従来の日
に

本
ほん

中の条
じょう

例
れい

・指
し

針
しん

等
とう

で言
げん

及
きゅう

したものはなく、英
えい

断
だん

であったと思
おも

うが、見
み

方
かた

によっては

難
むずか

しい問
もん

題
だい

になりかねない可
か

能
のう

性
せい

がある。マナーについては日
に

本
ほん

人
じん

と外
がい

国
こく

人
じん

双
そう

方
ほう

にとって厳
きび

しいことだが、曖
あい

昧
まい

なままではいつまでたっても多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

は進
すす

まないので、一
いっ

歩
ぽ

前
ぜん

進
しん

したと結
けつ

論
ろん

付
づ

けたい。日
に

本
ほん

人
じん

は排
はい

外
がい

主
しゅ

義
ぎ

になりが

ちであり、日
に

本
ほん

人
じん

優
ゆう

先
せん

主
しゅ

義
ぎ

を取
と

り払
はら

っていきたい。人
じん

権
けん

や国
こく

際
さい

協
きょう

調
ちょう

という言
こと

葉
ば

は使
つか

わなくてもいいと思
おも

うので、理
り

念
ねん

だけは残
のこ

してほしい。 

・  5条
じょう

と 6条
じょう

については引
ひ

き続
つづ

き、しっかりと検
けん

討
とう

していきたい。外
がい

国
こく

人
じん

自
じ

身
しん

も日
に

本
ほん

の事
じ

情
じょう

やマナーについてわかってほしいと思
おも

うし、外
がい

国
こく

人
じん

も様
さま

々
ざま

な権
けん
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利
り

を主
しゅ

張
ちょう

しやすくなると思
おも

う。事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

についてはアパート等
とう

住
じゅう

宅
たく

の賃
ちん

貸
たい

な

どに依
い

然
ぜん

として貸
か

し渋
しぶ

りなどの不
ふ

当
とう

な制
せい

約
やく

が多
おお

く見
み

られるので、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の責
せき

務
む

を規
き

定
てい

する必
ひつ

要
よう

性
せい

があると思
おも

う。 

・  日
に

本
ほん

人
じん

と外
がい

国
こく

人
じん

の双
そう

方
ほう

がわかり合
あ

うことで、はじめて多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

が実
じつ

現
げん

す

る。日
に

本
ほん

人
じん

の区
く

民
みん

についても外
がい

国
こく

人
じん

のマナーとコミュニケーションのとりか

たを理
り

解
かい

するよう努
つと

めるということを入
い

れてはどうか。 

・  私
わたし

もそう思
おも

う。一
いっ

方
ぽう

的
てき

に押
お

し付
つ

けるのではなく、お互
たが

いに理
り

解
かい

し努
ど

力
りょく

する

ことが大
だい

事
じ

である。事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は不
ふ

当
とう

な制
せい

約
やく

をしてはならないという文
ぶん

言
げん

につい

て、一
いっ

般
ぱん

の区
く

民
みん

も対
たい

象
しょう

に入
い

れてはどうか。 

・  日
に

本
ほん

人
じん

の間
あいだ

でも世
せ

界
かい

観
かん

や価
か

値
ち

観
かん

は大
おお

きく異
こと

なっている。日
に

本
ほん

人
じん

自
じ

体
たい

がマナ

ーを身
み

につける必
ひつ

要
よう

がある。そもそも多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

という言
こと

葉
ば

自
じ

体
たい

が理
り

解
かい

され

ていないと思
おも

う。日
に

本
ほん

人
じん

は自
じ

由
ゆう

と民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

について理
り

解
かい

が足
た

りない。 

・  条
じょう

例
れい

に従
したが

って、コミュニケーションをとっていくということが実
じっ

際
さい

にどの

くらい進
すす

んでいくかが心
しん

配
ぱい

である。コミュニケーションのとりかたが一
いち

番
ばん

大
たい

変
へん

だと思
おも

う。 

・  日
に

本
ほん

人
じん

は異
い

質
しつ

なものを排
はい

除
じょ

しがちであるが、現
げん

状
じょう

では外
がい

国
こく

人
じん

がどんどん日
に

本
ほん

に入
はい

ってきているので、そのようなことは言
い

っていられないと思
おも

う。 

・  条
じょう

例
れい

については、2月
がつ

の区
く

議
ぎ

会
かい

に提
てい

案
あん

する予
よ

定
てい

であり、それまでこの会
かい

議
ぎ

の

開
かい

催
さい

予
よ

定
てい

がないため、議
ぎ

論
ろん

いただいた事
じ

項
こう

を含
ふく

め、条
じょう

例
れい

の訂
てい

正
せい

は事
じ

務
む

局
きょく

に一
いち

任
にん

いただき、訂
てい

正
せい

案
あん

を各
かく

委
い

員
いん

あてに郵
ゆう

送
そう

することなどでご確
かく

認
にん

とご了
りょう

承
しょう

をい

ただきたい。 

・  そのほかにご意
い

見
けん

はないか。ないようなら多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

の変
へん

更
こう

に

ついては以
い

上
じょう

である。次
つぎ

に、その他
た

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

について事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

を

お願
ねが

いする。 

・  資
し

料
りょう

の 11 ページをご覧
らん

いただきたい。外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

しについて

の話
わ

題
だい

である。12月
がつ

7日
か

付
づけ

の日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

新
しん

聞
ぶん

で「規
き

制
せい

改
かい

革
かく

会
かい

議
ぎ

の改
かい

正
せい

法
ほう

案
あん

が明
あき

ら

かになり、改
かい

正
せい

法
ほう

案
あん

の中
なか

に外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

し」という記
き

事
じ

が出
で

た。外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

しについては「規
き

制
せい

改
かい

革
かく

推
すい

進
しん

のための 3か年
ねん

計
けい

画
かく

」が今
こ

年
とし

の

6月
がつ

に閣
かく

議
ぎ

決
けっ

定
てい

され、「国
こっ

境
きょう

を越
こ

えた『ヒト』の円
えん

滑
かつ

な移
い

動
どう

のための法
ほう

整
せい

備
び

」

の中
なか

で「外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の見
み

直
なお

し」を遅
おそ

くとも平
へい

成
せい

21年
ねん

通
つう

常
じょう

国
こっ

会
かい

までに関
かん

係
けい

法
ほう

案
あん

提
てい

出
しゅつ

とした。また、法
ほう

務
む

省
しょう

の在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

専
せん

門
もん

部
ぶ

会
かい

でも今
こ

年
とし

の 8月
がつ

1
つい

日
たち

付
づ

け

で「新
あら

たな在
ざい

留
りゅう

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

に関
かん

する検
けん

討
とう

状
じょう

況
きょう

」を中
ちゅう

間
かん

報
ほう

告
こく

している。今
いま

まで

管
かん

理
り

の対
たい

象
しょう

として外
がい

国
こく

人
じん

をとらえていたものを、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

として扱
あつか

うとい

うことが主
おも

な視
し

点
てん

である。転
てん

出
しゅつ

証
しょう

明
めい

をもらって転
てん

出
しゅつ

するという日
に

本
ほん

人
じん

の場
ば

合
あい

と違
ちが

って、外
がい

国
こく

人
じん

は転
てん

入
にゅう

届
とどけ

を転
てん

入
にゅう

先
さき

の役
やく

所
しょ

に出
だ

すというしくみだが、そ

のしくみが外
がい

国
こく

人
じん

に理
り

解
かい

されずに、登
とう

録
ろく

当
とう

初
しょ

の住
じゅう

所
しょ

のまま違
ちが

うところに住
す

ん

でいたり、日
に

本
ほん

人
じん

と外
がい

国
こく

人
じん

が混
こん

成
せい

している世
せ

帯
たい

が住
じゅう

民
みん

記
き

録
ろく

と外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

と分
わ

かれているため一
ひと

つの世
せ

帯
たい

として把
は

握
あく

されにくいという問
もん

題
だい

があった。この

中
ちゅう

間
かん

報
ほう

告
こく

では各
かく

種
しゅ

団
だん

体
たい

・関
かん

係
けい

者
しゃ

からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

を行
おこな

った結
けっ

果
か

が報
ほう

告
こく

されて

いる。詳
くわ

しくは資
し

料
りょう

をご覧
らん

いただきたいが資
し

料
りょう

の 30、31 ページは外
がい

国
こく

人
じん

集
しゅう

住
じゅう

都
と

市
し

の浜
はま

松
まつ

市
し

と美
み

濃
の

加
か

茂
も

市
し

から、同
おな

じく 31ページには日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

外
がい

国
こく

人
じん

比
ひ

率
りつ

が高
たか

い群
ぐん

馬
ま

県
けん

大
おお

泉
いずみ

町
まち

の日
にっ

伯
ぱく

学
がく

園
えん

というブラジル人
じん

の外
がい

国
こく

人
じん

学
がっ

校
こう

と大
おお

泉
いずみ

町
まち
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からの意
い

見
けん

聴
ちょう

取
しゅ

結
けっ

果
か

について報
ほう

告
こく

されている。また、33 ページは日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

団
だん

体
たい

連
れん

合
ごう

会
かい

が外
がい

国
こく

人
じん

の就
しゅう

労
ろう

に関
かん

する問
もん

題
だい

について外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

と合
あ

わせた調
ちょう

査
さ

についてである。36 ページは日
に

本
ほん

弁
べん

護
ご

士
し

連
れん

合
ごう

会
かい

による、法
ほう

律
りつ

の専
せん

門
もん

家
か

である弁
べん

護
ご

士
し

の立
たち

場
ば

から入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

制
せい

度
ど

の問
もん

題
だい

点
てん

についての調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

である。39 ペー

ジは外
がい

務
む

省
しょう

の海
かい

外
がい

交
こう

流
りゅう

審
しん

議
ぎ

会
かい

の中に外
がい

国
こく

人
じん

問
もん

題
だい

作
さ

業
ぎょう

部
ぶ

会
かい

があり、今
こ

年
とし

11月
がつ

19日
にち

付
づけ

の報
ほう

告
こく

書
しょ

である。外
がい

務
む

省
しょう

として、外
がい

国
こく

人
じん

問
もん

題
だい

についての洗
あら

い出
だ

しを行
おこな

っている。ただ単
たん

に外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

の問
もん

題
だい

点
てん

だけではなく、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

の教
きょう

育
いく

機
き

会
かい

の確
かく

保
ほ

など広
こう

範
はん

にわたっている。42 ページは外
がい

国
こく

人
じん

労
ろう

働
どう

者
しゃ

とその家
か

族
ぞく

への

語
ご

学
がく

教
きょう

育
いく

の支
し

援
えん

について、どのような問
もん

題
だい

があるかが話
はな

し合
あ

われている。外
がい

国
こく

人
じん

労
ろう

働
どう

者
しゃ

の受
うけ

入
い

れの現
げん

実
じつ

と今
こん

後
ご

のあり方
かた

に関
かん

する国
こく

民
みん

的
てき

合
ごう

意
い

の形
けい

成
せい

につい

てが 43 ページである。日
に

本
ほん

において外
がい

国
こく

人
じん

労
ろう

働
どう

者
しゃ

を受
う

け入
い

れていくために、

国
こく

民
みん

的
てき

合
ごう

意
い

をどのようにして得
え

るのかについて話
はな

し合
あ

われている。44 ページ

には犯
はん

罪
ざい

、テロ、治
ち

安
あん

対
たい

策
さく

の強
きょう

化
か

についても触
ふ

れられている。これらを受
う

け

て、12月
がつ

7日
か

付
づけ

の日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

新
しん

聞
ぶん

で「規
き

制
せい

改
かい

革
かく

会
かい

議
ぎ

の改
かい

正
せい

法
ほう

案
あん

が明
あき

らかになっ

た」というものが 46 ページの記
き

事
じ

であり、外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

について見
み

直
なお

すと

いうことが書
か

かれている。今
いま

まで述
の

べてきたような外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

の抜
ばっ

本
ぽん

的
てき

見
み

直
なお

しも掲
かか

げる。一
いち

部
ぶ

繰
く

り返
かえ

しになるが現
げん

在
ざい

の問
もん

題
だい

点としては、「日
に

本
ほん

に住
す

む

外
がい

国
こく

人
じん

について居
きょ

住
じゅう

地
ち

の自
じ

治
ち

体
たい

が登
とう

録
ろく

資
し

料
りょう

を管
かん

理
り

しているが、転
てん

出
しゅつ

入
にゅう

届
とどけ

の制
せい

度
ど

がなく、出
しゅっ

生
せい

、死
し

亡
ぼう

、離
り

婚
こん

などのデータ蓄
ちく

積
せき

のしくみも整
せい

備
び

されてお

らず、外
がい

国
こく

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

が結
けっ

婚
こん

しても世
せ

帯
たい

と認
にん

識
しき

されず、世
せ

帯
たい

単
たん

位
い

が原
げん

則
そく

の課
か

税
ぜい

や健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

加
か

入
にゅう

、就
しゅう

学
がく

案
あん

内
ない

が適
てき

切
せつ

に行
おこな

われないといった問
もん

題
だい

がある。」と

いうことである。これについては、世
せ

帯
たい

単
たん

位
い

の制
せい

度
ど

に見
み

直
なお

していくといった

もので、1952年
ねん

の制
せい

度
ど

創
そう

設
せつ

時
じ

は主
おも

に入
にゅう

国
こく

管
かん

理
り

が目
もく

的
てき

で、国
こく

際
さい

結
けっ

婚
こん

の増
ぞう

加
か

や外
がい

国
こく

人
じん

の転
てん

出
しゅつ

入
にゅう

を想
そう

定
てい

していなかったためで、答
とう

申
しん

では在
ざい

留
りゅう

外
がい

国
こく

人
じん

にも日
に

本
ほん

人
じん

と同
どう

様
よう

の住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

制
せい

度
ど

を設
もう

けるよう求
もと

めている。規
き

制
せい

改
かい

革
かく

会
かい

議
ぎ

の要
よう

請
せい

で、すでに法
ほう

務
む

、総
そう

務
む

両
りょう

省
しょう

も制
せい

度
ど

整
せい

備
び

の検
けん

討
とう

に合
ごう

意
い

しており、来
らい

年
ねん

度
ど

中
ちゅう

の関
かん

連
れん

法
ほう

案
あん

提
てい

出
しゅつ

を目
め

指
ざ

すというものである。続
つづ

いて、47 ページはブラジル人
じん

、ペ

ルー人
じん

が多
おお

く在住
ざいじゅう

する静
しず

岡
おか

県
けん

磐
いわ

田
た

市
し

南
みなみ

御
み

厨
くりや

地
ち

区
く

自
じ

治
ち

会
かい

での取
と

り組
く

みについ

て「まちむら」という地
ち

域
いき

情
じょう

報
ほう

誌
し

の記
き

事
じ

である。この自
じ

治
ち

会
かい

の取
と

り組
く

みは、

外
がい

国
こく

人
じん

と顔
かお

の見
み

える関
かん

係
けい

を構
こう

築
ちく

し、お互
たが

いの交
こう

流
りゅう

を進
すす

めているところであ

る。また、静
しず

岡
おか

県
けん

は東
とう

海
かい

地
じ

震
しん

が懸
け

念
ねん

されている地
ち

区
く

であり､「防
ぼう

災
さい

や震
しん

災
さい

に対
たい

する意
い

識
しき

を啓
けい

発
はつ

していかなければいけない」と地
ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

に関
かん

する取
と

り組
く

み

を日
に

本
ほん

人も外
がい

国
こく

人
じん

も共
とも

に進
すす

めているというものである。他
ほか

にも子
こ

育
そだ

て、学
がく

習
しゅう

支
し

援
えん

に対
たい

する取
と

り組
く

みも進
すす

めている。この自
じ

治
ち

会
かい

の取
と

り組
く

みは非
ひ

常
じょう

にいい例
れい

だと思
おも

い、足
あ

立
だち

区
く

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

のために参
さん

考
こう

にしたいので、今
こん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

で資
し

料
りょう

としてご紹
しょう

介
かい

した。49ページには2005年
ねん

4月
がつ

から2007年
ねん

12月
がつ

までの足
あ

立
だち

区
く

の外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

の推
すい

移
い

をグラフにした。50 ページの統
とう

計
けい

データは日
に

本
ほん

人
じん

を含
ふく

めたものであり、日
に

本
ほん

人
じん

、外
がい

国
こく

人
じん

ともに住
じゅう

民
みん

の数
かず

は過
か

去
こ

最
さい

高
こう

を記
き

録
ろく

し

ている。 

・  今の説
せつ

明
めい

について、何
なに

か質
しつ

問
もん

はないか。 

・  資
し

料
りょう

49 ページのグラフについて、最
さい

近
きん

になって急
きゅう

激
げき

に外
がい

国
こく

人
じん

数
すう

が増
ふ

えて

きているが原
げん

因
いん

は何
なに

か。 
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・  2005年
ねん

3月
がつ

に法
ほう

務
む

省
しょう

の改
かい

正
せい

省
しょう

令
れい

を受
う

け、活
かつ

動
どう

歴
れき

の要件
ようけん

を厳格
げんかく

にし、興
こう

行
ぎょう

ビ

ザの発
はっ

給
きゅう

を制
せい

限
げん

した結
けっ

果
か

、フィリピンのエンターテイナーが入
にゅう

国
こく

できなくな

った。足
あ

立
だち

区
く

にも興
こう

行
ぎょう

資
し

格
かく

での外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

はピーク時
じ

の 2002年
ねん

1月
がつ

には 1000

人
にん

以
い

上
じょう

いたが 2006年
ねん

1月
がつ

には 486人
にん

と半
はん

減
げん

した。そのほかにも、日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

に

通
かよ

う学
がく

生
せい

向
む

けの就
しゅう

学
がく

ビザの規
き

制
せい

、さらに日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

の停
てい

滞
たい

も一
いち

因
いん

であると思
おも

う。最
さい

近
きん

になって経
けい

済
ざい

も持
も

ち直
なお

し、技
ぎ

術
じゅつ

、技
ぎ

能
のう

、人
じん

文
ぶん

知
ち

識
しき

・国
こく

際
さい

業
ぎょう

務
む

の在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

を持
も

った外
がい

国
こく

人
じん

が日
に

本
ほん

企
き

業
ぎょう

に雇
こ

用
よう

されるのが増
ふ

えているのではないか

と推
すい

測
そく

する。 

・  他
た

の区
く

ではどうなのか。 

・  都
と

内
ない

のマンション建
けん

設
せつ

増
ぞう

に伴
ともな

う定
てい

住
じゅう

化
か

や都
と

心
しん

回
かい

帰
き

現
げん

象
しょう

なども要
よう

因
いん

のひと

つだと思
おも

う。今
こ

年
とし

1月
がつ

の外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

の前
ぜん

年
ねん

比
ひ

ベースの増
ぞう

加
か

率
りつ

は東
とう

京
きょう

都
と

全
ぜん

体
たい

の平
へい

均
きん

が 1.8％ぐらいだった記
き

憶
おく

があり、足
あ

立
だち

区
く

は都
と

平
へい

均
きん

を下
した

回
まわ

っていたよ

うに思
おも

う。区
く

部
ぶ

で高
たか

いところは、中
ちゅう

央
おう

区
く

、江
こう

東
とう

区
く

、江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

など臨
りん

海
かい

部
ぶ

だっ

た。詳
くわ

しい数
すう

字
じ

については調
ちょう

査
さ

し、後
ご

日
じつ

、議
ぎ

事
じ

録
ろく

に記
き

載
さい

したいと思
おも

う。 

（後
ご

日
じつ

、事
じ

務
む

局
きょく

の調
ちょう

査
さ

で今
こ

年
とし

1月
がつ

の外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

の前
ぜん

年
ねん

比
ひ

ベースの増
ぞう

加
か

率
りつ

は

東
とう

京
きょう

都
と

全
ぜん

体
たい

の平
へい

均
きん

が 1.8％であり、足
あ

立
だち

区
く

は都
と

平
へい

均
きん

を下
した

回
まわ

る 0.7％である。区
く

部
ぶ

で高
たか

いところは、臨
りん

海
かい

部
ぶ

を中
ちゅう

心
しん

に中
ちゅう

央
おう

区
く

10.5％、江
こう

東
とう

区
く

7.6％、墨
すみ

田
だ

区
く

5.6％、江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

4.6％となっている。） 

・  ほかにご意
い

見
けん

はないか。 

・  条
じょう

例
れい

案
あん

の教
きょう

育
いく

の充
じゅう

実
じつ

について、専
せん

門
もん

家
か

の意
い

見
けん

をお聴
き

きしたい。 

・  条
じょう

例
れい

案の教育の部
ぶ

言をつけた分
ぶん

について気
き

になるのは、「区
く

は」という主
しゅ

語
ご

である。教
きょう

育
いく

は行
ぎょう

政
せい

ももちろんであるが、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

も含
ふく

めて行
おこな

われるこ

とだと思
おも

うので、「区
く

民
みん

は」に変
へん

更
こう

してはどうか。外国
がいこく

の児
じ

童
どう

が日
に

本
ほん

にやっ

てきて、最
さい

初
しょ

は区
く

の支
し

援
えん

を受
う

け日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

するが、それも 3か月
げつ

で終
お

わっ

てしまう。しかし、家
か

庭
てい

への支
し

援
えん

がないために学
がっ

校
こう

からの配
はい

布
ふ

物
ぶつ

が理
り

解
かい

でき

ないなど苦
く

労
ろう

している家
か

庭
てい

が多
おお

くある。帰
き

国
こく

子
し

女
じょ

の家
か

庭
てい

では、病
びょう

院
いん

など日
に

本
ほん

語
ご

しか通
つう

じない場
ば

所
しょ

では小
しょう

学
がく

生
せい

の子
こ

どもが親
おや

の通
つう

訳
やく

をするという話
はなし

を聞
き

い

た。子
こ

どもがコミュニケーションやマナーを伝
つた

える主
しゅ

体
たい

となっている。子
こ

ど

もは理
り

解
かい

も覚
おぼ

えるのも早
はや

いが、大人
お と な

の中
なか

に入
はい

って大人
お と な

と同
おな

じつきあいをする

のは難
むずか

しい。家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

という場
ば

合
あい

、どこまでを家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

ととらえるのか難
むずか

しいが、安
あん

心
しん

してコミュニケーションがとれるように、学
がっ

校
こう

側
がわ

からも努
ど

力
りょく

し

なければならない。前
ぜん

任
にん

は江
え

戸
ど

川
がわ

区
く

だが、そこの外
がい

国
こく

人
じん

ではなく帰
き

国
こく

子
し

女
じょ

の

ケースで、周
しゅう

囲
い

の人
にん

間
げん

と日
に

本
ほん

語
ご

が通
つう

じず、暴
ぼう

走
そう

族
ぞく

を結
けっ

成
せい

し、荒
あ

れた生
せい

活
かつ

を送
おく

っていたという話
はなし

もあった。日
に

本
ほん

に溶
と

け込
こ

めず、また周
まわ

りの人
にん

間
げん

も理
り

解
かい

を示
しめ

さないために、だんだん孤
こ

立
りつ

していってしまう家
か

庭
てい

がある。この条
じょう

例
れい

によっ

て、外
がい

国
こく

人
じん

への理
り

解
かい

が進
すす

み、かなりそのような点
てん

が改
かい

善
ぜん

されるのではないか

と期
き

待
たい

している。 

・  いただいたご意
い

見
けん

は検
けん

討
とう

させていただきたい。 

・  パブリックコメントの回
かい

答
とう

として、区
く

のホームページの更
こう

新
しん

はいつ頃
ごろ

にな

るのか。 

・  今日
き ょ う

の会
かい

議
ぎ

が終
お

わり、できるだけ早
はや

い時
じ

期
き

に（更
こう

新
しん

を）行
おこな

う。区
く

民
みん

委
い

員
いん

会
かい

には 12月
がつ

7日
か

に、今日
き ょ う

の資
し

料
りょう

のとおりパブリックコメントと区
く

の考
かんが

え方
かた

につ



 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

いて説
せつ

明
めい

している。 

・  ほかに意
い

見
けん

はないだろうか。ないようなら、そろそろ閉会の時間になった

ので、本
ほん

日
じつ

の会
かい

議
ぎ

はこれで終
しゅう

了
りょう

したい。 

（以
い

上
じょう

） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

様式１（開催概要） 

平
へい

成
せい

１９年
ねん

度
ど

 第
だい

３回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 
 

会
かい

 議
ぎ

 名
めい

 平
へい

成
せい

１９年
ねん

度
ど

 第
だい

３回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

 

開
かい

 催
さい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

 平
へい

成
せい

２０年
ねん

３月
がつ

２４日
か

（月
げつ

） 

開
かい

 催
さい

 場
ば

 所
しょ

 区
く

役
やく

所
しょ

１２階
かい

 １２０４会
かい

議
ぎ

室
しつ

 

開
かい

 催
さい

 時
じ

 間
かん

 午
ご

後
ご

２時
じ

００分
ふん

開
かい

会
かい

～３時
じ

００分
ふん

閉
へい

会
かい

 

出
しゅっ

 欠
けつ

 状
じょう

 況
きょう

 委
い

員
いん

現
げん

在
ざい

数
すう

  １３名
めい

 

出
しゅっ

席
せき

委
い

員
いん

数
すう

   ９名
めい

 

欠
けっ

席
せき

委
い

員
いん

数
すう

   ４名
めい

 

出
しゅっ

 席
せき

 者
しゃ

 華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 宮
みや

崎
ざき

 黎子
れ い こ

 鈴
すず

木
き

 キャロリーン 

（敬
けい

 称
しょう

 略
りゃく

） 山
やま

川
かわ

 クリシュマ 吉
よし

田
だ

 忠
ただ

司
し

 関
かん

 潔
けつ

心
しん

 

 石
いし

橋
ばし

 穠
じょう

治
じ

 坂
さか

田
た

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 亀
かめ

村
むら

区
く

民
みん

課
か

長
ちょう

 

事
じ

 務
む

 局
きょく

 区
く

民
みん

部
ぶ

 区
く

民
みん

課
か

 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

 

 出
しゅっ

席
せき

職
しょく

員
いん

  中
なか

村
むら

 鈴
すず

木
き

 綿
わた

貫
ぬき

 柳
りゅう

 平
ひら

松
まつ

 達
たつ

本
もと

 

会
かい

 議
ぎ

 次
し

 第
だい

 １ （仮
か

称
しょう

）足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

の議
ぎ

会
かい

上
じょう

程
てい

状
じょう

況
きょう

について 

２ 平
へい

成
せい

20（2008）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

について 

３ 平
へい

成
せい

20（2008）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

係
かかり

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

について 

４ その他
た

 

議
ぎ

事
じ

要
よう

旨
し

 

議
ぎ

長
ちょう

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

 

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  議
ぎ

事
じ

に入
はい

る前
まえ

に、事
じ

務
む

局
きょく

から連
れん

絡
らく

がある。 

・  事
じ

前
ぜん

に送
そう

付
ふ

した資
し

料
りょう

の中
なか

に、前
ぜん

回
かい

の議
ぎ

事
じ

録
ろく

がもれていた。本
ほん

来
らい

ならば、会
かい

議
ぎ

の冒
ぼう

頭
とう

で議
ぎ

事
じ

録
ろく

の確
かく

認
にん

をすべきところだが、本
ほん

日
じつ

配
はい

布
ふ

した議
ぎ

事
じ

録
ろく

をご覧
らん

い

ただき、意
い

見
けん

があったら今
こん

月
げつ

いっぱいに事
じ

務
む

局
きょく

までお願
ねが

いしたい。 

では、主
しゅ

催
さい

者
しゃ

を代
だい

表
ひょう

し、区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

にあいさつをお願
ねが

いする。 

・  多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

については一
いち

時
じ

保
ほ

留
りゅう

となったが、議
ぎ

会
かい

には説
せつ

明
めい

を続
つづ

けている。私
わたし

どもが議
ぎ

会
かい

に説
せつ

明
めい

していることは、区
く

のやっていることが過
か

去
こ

の歴
れき

史
し

の話
はなし

ではなく、これから先
さき

の話
はなし

だということである。特
とく

に経
けい

済
ざい

につい

ては、すでに日
に

本
ほん

にとって中
ちゅう

国
ごく

が最
さい

大
だい

の貿
ぼう

易
えき

相
あい

手
て

国
こく

となっている。韓
かん

国
こく

も新
あたら

しい大
だい

統
とう

領
りょう

となり、国
こく

民
みん

一
ひ

人
とり

当
あ

たりの GDP を 4万
まん

ドルに高
たか

めると言
い

っていて、

これは G7 に匹
ひっ

敵
てき

するものである。台
たい

湾
わん

においても国
こく

民
みん

党
とう

が政
せい

権
けん

を奪
だっ

回
かい

し、中
ちゅう

国
ごく

との関
かん

係
けい

が注
ちゅう

目
もく

される。これらの国
くに

が非
ひ

常
じょう

に大
おお

きな市
し

場
じょう

となってきてい

る。今
いま

、全
ぜん

世
せ

界
かい

で車
くるま

を一
いち

番
ばん

買
か

っている国
こく

民
みん

はアメリカ国
こく

民
みん

であり、二
に

番
ばん

目
め

が

中
ちゅう

国
ごく

国
こく

民
みん

である。車
くるま

だけでなく農
のう

産
さん

物
ぶつ

や電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

についても大
おお

きな市
し

場
じょう

で

ある。今
いま

までは、日
に

本
ほん

で作
つく

った部
ぶ

品
ひん

を中
ちゅう

国
ごく

に輸
ゆ

出
しゅつ

していたが、これからは中
ちゅう

国
ごく

が市
し

場
じょう

そのものになっていくだろう。また、ニューカマーといわれる人
ひと

た

ちが、ビジネス、観
かん

光
こう

、結
けっ

婚
こん

というかたちで日
に

本
ほん

へやってきている。そのよ

うな中
なか

で、今
いま

までとは考
かんが

え方
かた

を変
か

えなければならない。すでに、900万
まん

人
にん

近
ちか

く

の外
がい

国
こく

人
じん

が日
に

本
ほん

へ観
かん

光
こう

に来
き

ていて、中
ちゅう

国
ごく

の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

を中
ちゅう

心
しん

に日
に

本
ほん

で電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

な



 

 

 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

区
く

民
みん

部
ぶ

長
ちょう

 

 

 

委
い

員
いん

 

 

委
い

員
いん

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

委
い

員
いん

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

委
い

員
いん

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

委
い

員
いん

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

 

 

 

どの高
こう

額
がく

な買
か

い物
もの

をしていて、都
と

心
しん

のデパートでは中
ちゅう

国
ごく

語
ご

の話
はな

せる通
つう

訳
やく

を置
お

いている。そのような状
じょう

況
きょう

の中
なか

で、議
ぎ

会
かい

の考
かんが

えもだいぶ変
か

わりつつある。条
じょう

例
れい

だけのことを見
み

ると多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

は停
てい

滞
たい

しているようだが、実
じっ

質
しつ

的
てき

には着
ちゃく

実
じつ

に進
すす

んでいる。今
こん

後
ご

とも、叱
しっ

咤
た

激
げき

励
れい

を含
ふく

めて、よろしくご議
ぎ

論
ろん

をお願
ねが

いした

い。 

・  ただいまより、平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

第
だい

3回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

する。

はじめに定
てい

足
そく

数
すう

の確
かく

認
にん

をする。本
ほん

日
じつ

は委
い

員
いん

13名
めい

のうち 4名
めい

が欠
けっ

席
せき

であるが、半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

の定
てい

足
そく

数
すう

を満
み

たしているのでこのまま会
かい

議
ぎ

をすすめる。まず、足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

の議
ぎ

会
かい

上
じょう

程
てい

状
じょう

況
きょう

について事
じ

務
む

局
きょく

より説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いする。 

・  前
ぜん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

で案
あん

文
ぶん

の確
かく

認
にん

をしていただいた条
じょう

例
れい

案
あん

を 1月
がつ

の議
ぎ

会
かい

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

会
かい

に提
てい

案
あん

したが、もっと多
た

文
ぶん

化
か

事
じ

業
ぎょう

の実
じっ

績
せき

を作
つく

ってからのほうがいいのではな

いかという意
い

見
けん

をいただいた。全
ぜん

会
かい

一
いっ

致
ち

での制
せい

定
てい

を目
め

指
ざ

しているので、区
く

議
ぎ

会
かい

への提
てい

出
しゅつ

は見
み

送
おく

ることとなった。今
こん

後
ご

、機
き

会
かい

をみて提
てい

出
しゅつ

していきたい。 

・  これについて、何
なに

かご意
い

見
けん

はないか。 

・  以
い

前
ぜん

は多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

について、日
に

本
ほん

人
じん

に他
ほか

の民
みん

族
ぞく

の文
ぶん

化
か

を押
お

し付
つ

けるのかと

いう質
しつ

問
もん

があったほどだが、今
いま

は議
ぎ

会
かい

の雰
ふん

囲
い

気
き

も変
か

わってきているようだ。実
じっ

際
さい

には、一
いっ

歩
ぽ

進
すす

んできているといえるだろう。 

・  様々
さまざま

な事
じ

情
じょう

があり、今
こん

回
かい

、提
てい

出
しゅつ

が見
み

送
おく

られたのは非
ひ

常
じょう

に残
ざん

念
ねん

だ。次
じ

年
ねん

度
ど

は

皆
みな

さんのお力
ちから

で議
ぎ

会
かい

に提
てい

出
しゅつ

できたらいいと思
おも

う。 

・  条
じょう

例
れい

が延
えん

期
き

となると、予
よ

定
てい

されていた多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

委
い

員
いん

会
かい

も見
み

送
おく

りとな

るのか。 

・  次
じ

年
ねん

度
ど

は推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

のままとなる。次
つぎ

の議
ぎ

題
だい

でお願
ねが

いしたいと思
おも

っていたが

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

は次
じ

年
ねん

度
ど

で任
にん

期
き

切
ぎ

れとなる。ただ、このような状
じょう

況
きょう

なので、皆
みな

様
さま

に

は引
ひ

き続
つづ

き、委
い

員
いん

をお願
ねが

いしたいと考
かんが

えている。 

・  条
じょう

例
れい

案
あん

を提
てい

出
しゅつ

できるのは年
ねん

に一
いっ

回
かい

だけなのか。 

・  年
ねん

に一
いっ

回
かい

、2月
がつ

に出
だ

さなければならないというわけではないが、施
し

行
こう

開
かい

始
し

を

いつにするかという点
てん

では提
てい

出
しゅつ

時
じ

期
き

を考
かんが

える必
ひつ

要
よう

はある。 

・  無
む

理
り

に通
とお

そうとして否
ひ

決
けつ

となってしまう場
ば

合
あい

の影
えい

響
きょう

のほうが大
おお

きいのか。 

・  一
いち

度
ど

否
ひ

決
けつ

されると、次
つぎ

には出
だ

せなくなるおそれがある。今
いま

は、実
じっ

績
せき

を作
つく

っ

ていくことが大
だい

事
じ

だと考
かんが

えている。 

・  多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

に変
へん

更
こう

はないのか。 

・  計
けい

画
かく

に変
へん

更
こう

はない。 

・  他
ほか

に意
い

見
けん

はないか。なければ、足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

案
あん

の議
ぎ

会
かい

上
じょう

程
てい

状
じょう

況
きょう

については以
い

上
じょう

とする。続
つづ

いて、平
へい

成
せい

20年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

につ

いて事
じ

務
む

局
きょく

より説
せつ

明
めい

をお願
ねが

いする。 

・  条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

が延
えん

期
き

となったため、来
らい

年
ねん

度
ど

も多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

した

い。委
い

員
いん

の任
にん

期
き

について、開
かい

始
し

が平
へい

成
せい

18年
ねん

6月
がつ

23日
にち

だったので、来
らい

年
ねん

度
ど

の第
だい

1回
かい

目
め

の会
かい

議
ぎ

で委
い

員
いん

の改
かい

選
せん

を行
おこな

いたいが、委
い

員
いん

の都
つ

合
ごう

がよろしければ、引
ひ

き続
つづ

き、委
い

員
いん

をお願
ねが

いしたい。これについても委
い

員
いん

のご意
い

見
けん

をいただきたい。会
かい

議
ぎ

は 6月
がつ

、10月
がつ

、1月
がつ

の開
かい

催
さい

を予
よ

定
てい

している。条
じょう

例
れい

の内
ない

容
よう

については、ほぼ議
ぎ

論
ろん

が尽
つ

くされたと思
おも

うので、会
かい

議
ぎ

では多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

施
せ

策
さく

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

の報
ほう
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告
こく

・評
ひょう

価
か

などについてを討
とう

議
ぎ

内
ない

容
よう

としたい。 

・  来
らい

年
ねん

度
ど

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

について、ご意
い

見
けん

やご質
しつ

問
もん

はないか。委
い

員
いん

の

改
かい

選
せん

については、引
ひ

き続
つづ

いてお願
ねが

いしたいとのことだったがよろしいか。よ

ろしければ、引
ひ

き続
つづ

き、委
い

員
いん

をお願
ねが

いしたい。以
い

上
じょう

で平
へい

成
せい

20年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

については終
しゅう

了
りょう

とする。 

次
つぎ

に、平
へい

成
せい

20年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

係
かかり

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

について、事
じ

務
む

局
きょく

から説
せつ

明
めい

をお

願
ねが

いする。 

・  来
らい

年
ねん

度
ど

からは係
かかり

の名
めい

称
しょう

が「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」から「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

係
がかり

」に、ま

た多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

に基
もｔ

づいて新
しん

規
き

事
じ

業
ぎょう

にも取
と

り組
く

み、予
よ

算
さん

額
がく

も前
ぜん

年
ねん

度
ど

と

比
くら

べておよそ 33 パーセント増
ぞう

となった。 

まず、コミュニケーション支
し

援
えん

の基
き

幹
かん

となっている日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

については

日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアを養
よう

成
せい

していく方
ほう

向
こう

でいきたい。ボランティア連
れん

絡
らく

会
かい

で人
じん

材
ざい

が不
ふ

足
そく

しているとの訴
うった

えがあることもあり、日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

を例
れい

年
ねん

より開
かい

催
さい

時
じ

期
き

を早
はや

め、5月
がつ

28日
にち

から 7月
がつ

30日
にち

までの毎
まい

週
しゅう

水
すい

曜
よう

日
び

に開
かい

催
さい

し、新
あたら

しいボランティアを養
よう

成
せい

して既
き

存
そん

の教
きょう

室
しつ

で活
かつ

躍
やく

していただくことをめ

ざす。今
いま

までは全
ぜん

8回
かい

であったが、文
ぶん

法
ぽう

等
とう

について今
いま

までより詳
くわ

しい講
こう

義
ぎ

とし、

全
ぜん

10回
かい

とする。つぎに、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

を 8月
がつ

か

ら 9月
がつ

にかけて開
かい

催
さい

し、児
じ

童
どう

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアの養
よう

成
せい

を行
おこな

うが、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

での放
ほう

課
か

後
ご

の空
あ

き教
きょう

室
しつ

での活
かつ

動
どう

をめざして教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

と協
きょう

議
ぎ

してい

く。既
き

存
そん

日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアのレベルアップについての中
ちゅう

級
きゅう

講
こう

座
ざ

は、1月
がつ

の平
へい

日
じつ

の午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

に 4回
かい

行
おこな

うことを予
よ

定
てい

している。ボランティア同
どう

士
し

の顔
かお

の見
み

える

関
かん

係
けい

を構
こう

築
ちく

するための日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア全
ぜん

体
たい

会
かい

は 3月
がつ

に開
かい

催
さい

する。 

外
がい

国
こく

人
じん

に生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

やマナーを覚
おぼ

えていただくための日
に

本
ほん

事
じ

情
じょう

クラスとし

ては、「外
がい

国
こく

人
じん

のための日
に

本
ほん

のくらし講
こう

座
ざ

」を試
し

行
こう

として 3月
がつ

26日
にち

にも行
おこな

う

が、20年
ねん

度
ど

は 5月
がつ

と 7月
がつ

に区
く

内
ない

の千
せん

住
じゅ

東
あずま

一
いっ

丁
ちょう

目
め

にある経
けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

省
しょう

の国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

機
き

関
かん

、AOTS（海
かい

外
がい

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

研
けん

修
しゅう

協
きょう

会
かい

）に専
せん

門
もん

講
こう

師
し

の派
は

遣
けん

を依
い

頼
らい

して、開
かい

催
さい

したいと考
かんが

えている。10月
がつ

以
い

降
こう

は協
きょう

働
どう

推
すい

進
しん

課
か

の予
よ

算
さん

で生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

やマナーの

ほかにも簡
かん

単
たん

な日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

も付
ふ

加
か

させ、NPO等
とう

の事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

との協
きょう

働
どう

事
じ

業
ぎょう

とし

て、隔
かく

月
げつ

で毎
まい

週
しゅう

日
にち

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

に行
おこな

いたいと考
かんが

えている。 

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

の一
いっ

環
かん

で教
きょう

育
いく

支
し

援
えん

としては、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の視
し

点
てん

を踏
ふ

まえた国
こく

際
さい

理
り

解
かい

教
きょう

育
いく

を、現
げん

在
ざい

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の要
よう

望
ぼう

調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

中
ちゅう

であり、4月
がつ

以
い

降
こう

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に派
は

遣
けん

するが、20年
ねん

度
ど

から新
あたら

しい姉
し

妹
まい

都
と

市
し

専
せん

門
もん

員
いん

となることもあるので 9

月
がつ

以
い

降
こう

派
は

遣
けん

するということと、さらに「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

についての講
こう

座
ざ

」を新
しん

設
せつ

し、区
く

職
しょく

員
いん

も派
は

遣
けん

していく。 

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の地
ち

域
いき

づくりの一
いっ

環
かん

として交
こう

流
りゅう

支
し

援
えん

については、国
こく

際
さい

まつりを

例
れい

年
ねん

どおり「文
ぶん

化
か

の日
ひ

」の 11月
がつ

3日
か

に行
おこな

う。8月
がつ

10日
か

号
ごう

の広
こう

報
ほう

には国
こく

際
さい

まつり

の出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

・出
しゅっ

店
てん

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

を、10月
がつ

10日
か

号
ごう

の広
こう

報
ほう

には国
こく

際
さい

まつり開
かい

催
さい

の記
き

事
じ

を掲
けい

載
さい

する予
よ

定
てい

である。外
がい

国
こく

文
ぶん

化
か

紹
しょう

介
かい

講
こう

座
ざ

については、今
こん

年
ねん

度
ど

は太
たい

極
きょく

拳
けん

講
こう

座
ざ

を

1回
かい

行
おこな

ったが、20年
ねん

度
ど

は 2回
かい

行
おこな

い、区
く

民
みん

の多
おお

くが興
きょう

味
み

を持
も

って参
さん

加
か

していた

だけるような「健
けん

康
こう

」に着
ちゃく

目
もく

して、食
しょく

につながるものや体
からだ

を動
うご

かすものを考
かんが

えている。外
がい

国
こく

人
じん

交
こう

流
りゅう

サロンは、今
いま

まで外
がい

国
こく

人
じん

どうしの友
とも

だちづくりを目
もく

的
てき

と

してきたが来
らい

年
ねん

度
ど

は日
に

本
ほん

人
じん

にも参
さん

加
か

していただき、今
いま

まで年
ねん

に 1回
かい

行
おこな

ってい
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たものを年
ねん

4回
かい

の開
かい

催
さい

とする。 

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の地
ち

域
いき

づくりとしては、小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

に夏
なつ

休
やす

みを利
り

用
よう

し

て、こども会
かい

議
ぎ

を開
かい

催
さい

し、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

を考
かんが

える機
き

会
かい

としたい。外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

と同
どう

様
よう

に教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

と協
きょう

議
ぎ

していく。 

通
つう

訳
やく

派
は

遣
けん

は 2009年
ねん

度
ど

から医
い

療
りょう

機
き

関
かん

への拡
かく

大
だい

を視
し

野
や

にいれ、試
し

行
こう

としてまず

は行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづき

関
かん

係
けい

の通
つう

訳
やく

を本
ほん

庁
ちょう

舎
しゃ

内
ない

、保
ほ

育
いく

園
えん

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

で実
じっ

施
し

する。実
じっ

施
し

にあたり、ボランティアへの研
けん

修
しゅう

も合
あ

わせて実
じっ

施
し

していく。医
い

療
りょう

機
き

関
かん

への派
は

遣
けん

に向
む

け、衛
えい

生
せい

部
ぶ

や医
い

師
し

会
かい

との協
きょう

議
ぎ

を開
かい

始
し

したい。 

最
さい

後
ご

に、懸
けん

案
あん

事
じ

項
こう

としてホームページの多
た

言
げん

語
ご

化
か

など、17 の項
こう

目
もく

をあげた。

まだまだ課
か

題
だい

はたくさんあるが、20年
ねん

度
ど

も皆
みな

様
さま

のご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いし

たい。 

・  以
い

上
じょう

について、ご意
い

見
けん

はないか。 

・  外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

はどのような体
たい

制
せい

でやってい

くことを想
そう

定
てい

しているのか。 

・  教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

と協
きょう

議
ぎ

をして、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の放
ほう

課
か

後
ご

の空
あ

き教
きょう

室
しつ

を利
り

用
よう

するこ

とを考
かんが

えている。地
ち

域
いき

センターで学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がこどものボランティア教
きょう

室
しつ

を開
かい

設
せつ

する必
ひつ

要
よう

もあるかと思
おも

う。 

・  現
げん

在
ざい

、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

向
む

け日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア支
し

援
えん

講
こう

座
ざ

を受
じゅ

講
こう

しているが、講
こう

師
し

の話
はなし

を聞
き

くと、適
てき

応
おう

指
し

導
どう

とは違
ちが

う、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

の時
じ

間
かん

の中
なか

で、こどもを集
あつ

めて

指
し

導
どう

する場
ば

を区
く

は考
かんが

えていないのか。 

・  教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

職
しょく

員
いん

の見
けん

解
かい

では日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

は特
とく

殊
しゅ

学
がっ

級
きゅう

扱
あつか

いとなり、学
がっ

校
こう

選
せん

択
たく

制
せい

への影
えい

響
きょう

から実
じつ

現
げん

は難
むずか

しいということだ。 

・  学
がっ

校
こう

選
せん

択
たく

性
せい

に影
えい

響
きょう

があるほどではないのではないか。 

・  日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

級
きゅう

を設
せっ

置
ち

する学
がっ

校
こう

は、外
がい

国
こく

人
じん

の多
おお

いことがマイナスになるという

ことであり、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

にそのように言
い

われて区
く

民
みん

課
か

からそれ以
い

上
じょう

の要
よう

望
ぼう

を

出
だ

すのは現
げん

状
じょう

では難
むずか

しい。 

・  学
がっ

校
こう

の現
げん

場
ば

では、こどもも先
せん

生
せい

も日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

に大
たい

変
へん

な状
じょう

況
きょう

で、適
てき

応
おう

指
し

導
どう

だ

けの今
いま

のやり方
かた

を変
か

えていかないと無
む

理
り

だと思
おも

う。 

・  学
がっ

校
こう

における適
てき

応
おう

指
し

導
どう

の現
げん

状
じょう

について、実
じっ

際
さい

に適
てき

応
おう

指
し

導
どう

員
いん

として活
かつ

動
どう

して

いる委
い

員
いん

がいるので意
い

見
けん

をいただきたい。 

・  フィリピンから来
き

たばかりの子
こ

を、親
おや

は学
がっ

校
こう

に行
い

かせて早
はや

く友
とも

だちを作
つく

ら

せたいと思
おも

うのだが、こどもは学
がっ

校
こう

では日
に

本
ほん

語
ご

が理
り

解
かい

できないため一
ひと

人
り

でい

ることが多
おお

い。適
てき

応
おう

指
し

導
どう

では学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に慣
な

れさせることを第一
だいいち

の目
もく

標
ひょう

として

いるので、自
じ

分
ぶん

が母
はは

親
おや

代
が

わりのようになって教
おし

えている。当
あ

たり前
まえ

のことだ

が、はじめはフィリピンの言
こと

葉
ば

を使
つか

わなければ学
がっ

校
こう

で何
なに

もできない。各
かく

学
がっ

校
こう

は、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

の数
かず

はそれほど多
おお

くなく、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

を集
あつ

めれば効
こう

率
りつ

的
てき

に通
つう

訳
やく

の配
はい

置
ち

や児
じ

童
どう

どうしの教
おし

え合
あ

いなど日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

な教
きょう

育
いく

ができるので

はないかと思う。適
てき

応
おう

指
し

導
どう

は 1回
かい

2時
じ

間
かん

ずつで、そのような調
ちょう

子
し

なので授
じゅ

業
ぎょう

の

内
ない

容
よう

まで理
り

解
かい

するところまでには時
じ

間
かん

がかかる。最
さい

初
しょ

はほとんど母
はは

親
おや

の代
か

わ

りをしている。こどもに「これをやりなさい」と言
い

っても、すぐにはできる

ようにならないので大
たい

変
へん

だ。 

・  孤
こ

立
りつ

が原
げん

因
いん

で非
ひ

行
こう

が増
ふ

えると学
がっ

校
こう

自
じ

体
たい

が荒
あ

れてしまうこともある。 
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・  以
い

前
ぜん

に、ある校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

と話
はな

したことでは、10年
ねん

程
ほど

前
まえ

はもっと大
たい

変
へん

だった。

今
いま

は、助
たす

かっていると言
い

っていた。 

・  もう一
ひと

人
り

、適
てき

応
おう

指
し

導
どう

に携
たずさ

わっている委
い

員
いん

がいるので意
い

見
けん

をお願
ねが

いしたい。 

・  適
てき

応
おう

教
きょう

育
いく

は最
さい

初
しょ

の３か月
げつ

間
かん

、週
しゅう

2回
かい

で全
ぜん

部
ぶ

で 48時
じ

間
かん

では学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に慣
な

れる

だけだ。特
とく

に中
ちゅう

学
がく

生
せい

の場
ば

合
あい

は難
むずか

しく、国
こく

語
ご

と数
すう

学
がく

は日
に

本
ほん

語
ご

での授
じゅ

業
ぎょう

につい

ていけない。高
こう

校
こう

への進
しん

学
がく

の問
もん

題
だい

もある。助
たす

けてあげたいのだが、時
じ

間
かん

が足
た

り

なくて無
む

理
り

な状
じょう

況
きょう

である。学
がっ

校
こう

で足
た

りないため、日
に

本
ほん

語
ご

ボランティア教
きょう

室
しつ

に

こどもが補
ほ

習
しゅう

がわりに来
き

ていて、大
おと

人
な

と一
いっ

緒
しょ

になって日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

をしてい

る。こどもが集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に勉
べん

強
きょう

できるように、こども向
む

けのグループを作
つく

って

ほしい。 

・  今
こん

後
ご

は、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

とも多
た

岐
き

にわたって議
ぎ

論
ろん

していきたい。 

・  この事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

を見
み

ると、係
かかり

の少
すく

ない人
にん

数
ずう

の中
なか

でとても大
たい

変
へん

なのがよくわか

る。交
こう

流
りゅう

サロンは日
に

本
ほん

人
じん

を含
ふく

めてとあったが、どのようなイメージなのか。 

・  はじめは日
に

本
ほん

人
じん

も含
ふく

めて行
おこな

っていたが、外
がい

国
こく

人
じん

や外
がい

国
こく

の文
ぶん

化
か

に興
きょう

味
み

のある

人
ひと

が多
おお

く集
あつ

まって、自
じ

分
ぶん

の主
しゅ

張
ちょう

ばかりでサロンとしてのまとまりがなくなっ

てしまった。それ以
い

来
らい

、外
がい

国
こく

人
じん

のみの参
さん

加
か

としてきた。しかし様々
さまざま

な人
ひと

がい

てこその多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

だと思
おも

うので、来
らい

年
ねん

度
ど

からは日
に

本
ほん

人
じん

と外
がい

国
こく

人
じん

の交
こう

流
りゅう

によ

り友
とも

だちとなることを目
もく

的
てき

に開
かい

催
さい

していき、昼
ひる

間
ま

に行
おこな

うことで多
おお

くの主
しゅ

婦
ふ

や

団
だん

塊
かい

世
せ

代
だい

の方
かた

々
がた

の参
さん

加
か

も期
き

待
たい

できると考
かんが

えている。 

・  外
がい

国
こく

人
じん

のための日
に

本
ほん

のくらし講
こう

座
ざ

のチラシを自
じ

分
ぶん

の日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアグ

ループでも紹
しょう

介
かい

したが、ルビを振
ふ

っているとはいえ「何
ど

処
こ

」など日
に

本
ほん

人
じん

にと

っても読
よ

むのに難
むずか

しい表
ひょう

現
げん

をわざわざ使
つか

わなくてもいいのではないかとい

う意
い

見
けん

が日
に

本
ほん

語
ご

ボランティアグループ内
ない

であった。また、ある外国人
がいこくじん

学習者
がくしゅうしゃ

は

日
に

本
ほん

人
じん

が YES と NO をはっきりと言
い

わないことについて、それが日
に

本
ほん

人
じん

のいい

ところであり、日
に

本
ほん

が戦
せん

争
そう

を起
お

こさないのはそのおかげだと言
い

っていた。今
こん

回
かい

のように平
へい

日
じつ

の 10時
じ

から11時
じ

30分
ぷん

の開
かい

催
さい

では仕
し

事
ごと

をもつ外
がい

国
こく

人
じん

男
だん

性
せい

の参
さん

加
か

は

難
むずか

しい。時
じ

間
かん

と曜
よう

日
び

を考
かんが

える必
ひつ

要
よう

があると思
おも

う。 

・  10月
がつ

以
い

降
こう

、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に委
い

託
たく

して行
おこな

うものについては、日
にち

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

に開
かい

催
さい

す

ることを予
よ

定
てい

している。5月
がつ

・7月
がつ

、AOTS に講
こう

師
し

派
は

遣
けん

を依
い

頼
らい

するものについて

も夜
や

間
かん

に行
おこな

うことなどを検
けん

討
とう

していきたい。 

・  この事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

を見
み

て、係
かかり

の事
じ

業
ぎょう

が多
おお

くて大
たい

変
へん

だと思
おも

う。大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

なのか。

外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

対
たい

策
さく

について、本
ほん

来
らい

は教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

で考
かんが

えてやるべ

き仕
し

事
ごと

を区
く

民
みん

課
か

でやろうとしているのだから大
たい

変
へん

だ。この会
かい

議
ぎ

には、日
に

本
ほん

語
ご

ボ

ランティアの方
かた

と適
てき

応
おう

指
し

導
どう

員
いん

の方
かた

が集
あつ

まっているのもすばらしいことだ。 

・  懸
けん

案
あん

事
じ

項
こう

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

センター機
き

能
のう

の検
けん

討
とう

についてだが、新
しん

宿
じゅく

区
く

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プラザは本
ほん

当
とう

によく活
かつ

用
よう

されていて、また入
にゅう

管
かん

の相談
そうだん

コーナーもあって

外
がい

国
こく

人
じん

にとっても便
べん

利
り

で、このようなものが足
あ

立
だち

区
く

でも必
ひつ

要
よう

だ。区
く

でも一
いち

時
じ

期
き

、ベルモント公
こう

園
えん

の陳
ちん

列
れつ

館
かん

に決
き

まりかけていたようだが、どういう理
り

由
ゆう

か知
し

らないが延
えん

期
き

されてしまった。今
いま

、施
し

設
せつ

再
さい

配
はい

置
ち

についてのパブリックコメン

トを募
ぼ

集
しゅう

しているが、これが終
お

わるのはだいぶ先
さき

になってしまうのではない

か。 

・  施
し

設
せつ

再
さい

配
はい

置
ち

計
けい

画
かく

は小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

と住
じゅう

区
く

センターの建替
た て か

えに伴
ともな

う統
とう

合
ごう

などが
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主
しゅ

要
よう

課
か

題
だい

となっている。多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

に関
かん

してはあまり関
かん

連
れん

がない。ベルモン

ト公
こう

園
えん

の陳
ちん

列
れつ

館
かん

を利
り

用
よう

することも検
けん

討
とう

しているが、以
い

前
ぜん

公
こう

園
えん

課
か

と行
おこな

った協
きょう

議
ぎ

では法
ほう

律
りつ

上
じょう

難
むずか

しく、今
いま

は条
じょう

例
れい

の制
せい

定
てい

に力
ちから

を入
い

れていきたい。自
じ

治
ち

体
たい

によっ

ては男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

と一
いっ

緒
しょ

の部
ぶ

署
しょ

で共
きょう

通
つう

テーマの「共
きょう

生
せい

」を課
か

題
だい

として取
と

り組
く

んでいる自
じ

治
ち

体
たい

もあり、そのような可
か

能
のう

性
せい

もあるかと思
おも

う。施
し

設
せつ

再
さい

配
はい

置
ち

の答
とう

申
しん

などを待
ま

つだけではなく、商
しょう

店
てん

街
がい

の空
あ

き店
てん

舗
ぽ

の活
かつ

用
よう

など、いろいろと手
て

を考
かんが

えていきたい。 

・  懸
けん

案
あん

事
じ

項
こう

の 11番
ばん

のところ、外
がい

国
こく

人
じん

参
さん

加
か

の防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

実
じっ

施
し

・防
ぼう

災
さい

体
たい

制
せい

の確
かく

立
りつ

に

ついてだが、先
せん

日
じつ

、東
とう

京
きょう

都
と

が主
しゅ

催
さい

する外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

団
だん

体
たい

の意
い

見
けん

を聴
き

く会
かい

合
ごう

に参
さん

加
か

した。メインの議
ぎ

題
だい

は外
がい

国
こく

人
じん

を含
ふく

む通
つう

訳
やく

として防
ぼう

災
さい

ボランティアを募
つの

るこ

とだった。外
がい

国
こく

語
ご

と日
に

本
ほん

語
ご

ができる人
ひと

を都
と

民
みん

から募
ぼ

集
しゅう

している。1月
がつ

に池
いけ

袋
ぶくろ

で

行
おこな

われた防
ぼう

災
さい

ボランティアの参
さん

集
しゅう

訓
くん

練
れん

には、足
あ

立
だち

区
く

から 3名
めい

の職
しょく

員
いん

が参
さん

加
か

したと聞
き

いている。外
がい

国
こく

人
じん

も被
ひ

災
さい

体
たい

験
けん

をするため町
ちょう

会
かい

などの訓
くん

練
れん

に参
さん

加
か

しな

ければならない。しかし、東
とう

京
きょう

都
と

の防
ぼう

災
さい

ボランティアの制
せい

度
ど

はなかなか難
むずか

し

いのではないかと思
おも

う。防
ぼう

災
さい

ボランティア自
じ

身
しん

が被
ひ

災
さい

者
しゃ

となっている状
じょう

況
きょう

で

通
つう

訳
やく

のボランティアなどできないだろう。 

・  非
ひ

常
じょう

時
じ

に区
く

役
やく

所
しょ

のどの部
ぶ

署
しょ

が外
がい

国
こく

人
じん

対
たい

応
おう

にあたるかなど、これから検
けん

討
とう

し

ていく必
ひつ

要
よう

があり、区
く

の災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

部
ぶ

署
しょ

とも協
きょう

議
ぎ

・連
れん

携
けい

していき、起
き

震
しん

車
しゃ

を利
り

用
よう

した訓
くん

練
れん

なども考
かんが

えたい。 

・  それでは、ほかに意
い

見
けん

はないか。なければ、以
い

上
じょう

で平
へい

成
せい

20年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

係
かかり

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

については終
しゅう

了
りょう

とする。続
つづ

いて、その他
た

の議
ぎ

題
だい

として事
じ

務
む

局
きょく

か

ら説
せつ

明
めい

があるので、お聴
き

きいただきたい。 

・  最
さい

後
ご

に、参
さん

考
こう

として配
はい

布
ふ

した資
し

料
りょう

の説
せつ

明
めい

をさせていただきたい。資
し

料
りょう

4 は

私
わたし

どもが提
てい

案
あん

している協
きょう

働
どう

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

についてのものである。テーマ 2の「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

の地
ち

域
いき

づくり」というところをご覧
らん

いただきたい。資
し

料
りょう

5 は外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

数
すう

の推
すい

移
い

を示
しめ

したグラフである。1月
がつ

・2月
がつ

・3月
がつ

と若
じゃっ

干
かん

減
げん

少
しょう

しているが、

今
こん

後
ご

は例
れい

年
ねん

どおり増
ふ

えていくと思
おも

われる。前
ぜん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

で、都
と

内
ない

のどこの地
ち

域
いき

で

外
がい

国
こく

人
じん

が増
ふ

えているのかという質
しつ

問
もん

があったが、口
こう

頭
とう

での回
かい

答
とう

だったので、資
し

料
りょう

6 の区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

別
べつ

主
しゅ

要
よう

10 か国
こく

外
がい

国
こく

人
じん

登
とう

録
ろく

人
じん

口
こう

をお付
つ

けした。 

・  以
い

上
じょう

の説
せつ

明
めい

について、質
しつ

問
もん

・意
い

見
けん

はないか。ないようなら、時
じ

間
かん

となった

ので本
ほん

日
じつ

の会
かい

議
ぎ

はこれで終
しゅう

了
りょう

する。次
じ

回
かい

は 6月
がつ

の開催
かいさい

を予
よ

定
てい

しているので、

委
い

員
いん

あてに通
つう

知
ち

を送
おく

りたい。 

（以
い

上
じょう

） 

 

 
 



様
よう

式
しき

１（開
かい

催
さい

概
がい

要
よう

） 

平
へい

成
せい

２０年
ねん

度
ど

 第
だい

１回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

議
ぎ

事
じ

録
ろく

 
 

会
かい
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めい

 平
へい

成
せい

２０年
ねん

度
ど

 第
だい

１回
かい

足
あ

立
だち

区
く

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

 

開
かい

 催
さい

 年
ねん

 月
がっ

 日
ぴ

 平
へい

成
せい

２０年
ねん

７月
がつ

１
つい

日
たち

（火
か

） 

開
かい

 催
さい

 場
ば

 所
しょ

 区
く

役
やく

所
しょ

８階
かい

 特
とく

別
べつ

会
かい

議
ぎ

室
しつ

 

開
かい

 催
さい

 時
じ

 間
かん

 午前
ご ぜ ん

１０時
じ

２５分
ふん

開
かい

会
かい

～１１時
じ

３０分
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閉
へい

会
かい
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 況
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現
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席
せき

委
い

員
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数
すう

  １２名
めい

 

欠
けっ

席
せき

委
い

員
いん

数
すう

   １名
めい

 

出
しゅっ

 席
せき

 者
しゃ

 華
か

 文
ぶん

治
ぢ

 宮
みや

崎
ざき

 黎子
れ い こ

 鈴
すず

木
き

 キャロリーン 

（敬
けい

 称
しょう

 略
りゃく

） 山
やま

川
かわ

 クリシュマ 李
い

 寿
す

源
うぉん

 宋
そん

 俊
じゅん

植
しく

 

 木
き

村
むら

 茂
しげる

 吉
よし

田
だ

 忠
ただ

司
し

 梅
うめ

田
だ

 龍
りゅう

示
じ

 

 石
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橋
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治
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田
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部
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長
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民
みん

課
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文
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化
か

共
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係
かかり

 

 出
しゅっ

席
せき

職
しょく

員
いん

  中
なか

村
むら

 飯島
いいじま

 綿
わた

貫
ぬき

 柳
りゅう

 平
ひら

松
まつ

 達
たつ

本
もと

 

会
かい

 議
ぎ

 次
し

 第
だい

 １ 平
へい

成
せい

19（2007）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

の報告
ほうこく

について 

２ 平
へい

成
せい

20（2008）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

の予定
よ て い

について 

３ 平
へい

成
せい

19（2007）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

施策
し さ く

の実施状況
じっしじょうきょう

の報告
ほうこく

について 

４ その他
た

 

議
ぎ

事
じ

要
よう

旨
し

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

区長
くちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  
しん

新
いいんちょう

委員長、
ふく

副
いいんちょう

委員長の
せんしゅつ

選出 まで
しかい

司会を
つと

務めさせていただき、
いいんちょう

委員長
せんしゅつご

選出後、
しん

新
いいんちょう

委員長に
しかい

司会を引
ひ

き継
つ

ぎたい。それでは、
しゅさいしゃ

主催者を
だいひょう

代表 し
くちょう

区長から
あいさつ

挨拶を
もう

申

し上
あ

げる。 

・  
きょう

今日の
かいぎ

会議に
さきだ

先立ち、
しりょう

資料を
はいけん

拝見したが、6月
がつ

1日
ついたち

現
げん

在
ざい

の
がいこくじん

外国人登録者数
とうろくしゃすう

が

22,798人
にん

、102 か国
こく

の
かた

方が足
あ

立
だち

区
く

に
す

住んでいらっしゃるということで
しょうじき

正直 、
ひじょう

非常
に

に
おどろ

驚 いた。
わたし

私 どもの
かんかく

感覚では、足立区
あだちく

に
す

住んでいる
がいこく

外国の
かた

方はアジアの
かた

方が
おお

多いという
いんしょう

印象 だったが、102 か国
こく

という
せかい

世界の
くに

国から足
あ

立
だち

区
く

に
がいこくじん

外国人

の
かた

方がいらっしゃっているという
げんじつ

現実、29人
にん

に1人
ひとり

が
がいこくじん

外国人という
じょうきょう

状況 が足
あ

立
だち

区
く

にある。
じっさい

実際に、
しょうがっこう

小学校 、
ちゅうがっこう

中学校 では
かなら

必 ず 1 クラスに 2、3人
にん

の
がいこくじん

外国人
じどう

児童

が
まな

学んでいるというのが足
あ

立
だち

区
く

の
いま

今の
すがた

姿 だ。
く

区の
しさく

施策よりも
げんじつ

現実のほうが
せんこう

先行している
かん

感がある。
にちじょう

日常
せいかつ

生活に
ししょう

支障のない
ていど

程度まで
きほんてき

基本的な
にほんご

日本語を
み

身

につけていただき、足
あ

立
だち

区
く

としてもきちんとフォローできるよう
こま

細かい
たいおう

対応

をしていかなければならないと
かん

感じている。
きたせんじゅ

北千住の
ひがしぐち

東口 に
しんしゅつ

進出 が
き

決まった
とうきょう

東京
でんき

電機
だいがく

大学でも、
こくさい

国際
きょうどう

共同
けんきゅう

研究
しせつ

施設を
だいがく

大学の
なか

中に
せっち

設置することになって

いるので、これからは
せいかつしゃ

生活者として、
けんきゅうしゃ

研究者 も足
あ

立
だち

区
く

に
す

住んでいただくこと

になる。また、
かんれん

関連する
きぎょう

企業の
ゆうち

誘致も
しや

視野に
い

入れている。足
あ

立
だち

区
く

の
がいこくじん

外国人の
かた

方

の
せいかつ

生活も、これから
あたら

新 しい
じだい

時代を
むか

迎えつつあると
おも

思う。ぜひ、
みな

皆さんには
いま

今

のうちからきちんと
ぎろん

議論していただき、お
たが

互いのよさを
りかい

理解し
あ

合い
きょうせい

共生 でき

るように、足
あ

立
だち

区
く

に
がいこくじん

外国人の
かた

方がいるというのが
しぜん

自然なことになってこなけ

ればならない。たとえば、
しょくじ

食事のマナーについても
にほん

日本で
れいぎ

礼儀
ただ

正しいことで

も、
となり

隣 の
くに

国に
い

行くとマナーに
はん

反するといったことがあり、お
たが

互いに
りかい

理解して
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長
ちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

 

 

 

 

 

 

 

議
ぎ

長
ちょう

 

 

委
い

員
いん

 

 

事
じ

務
む

局
きょく

 

いかなければならないことが
やま

山ほどある。それが
しぜん

自然に
さまざま

様々なステージで
こうりゅう

交流 が
すす

進んでいくことを
のぞ

望んでいる。足
あ

立
だち

区
く

としても
きぎょう

企業の
ゆうち

誘致や
あたら

新 しい
けんきゅう

研究
きかん

機関の
しんしゅつ

進出 なども
ふく

含め、
あたら

新 しい
たぶんか

多文化の
じだい

時代に
はい

入っていくということ

を
ひじょう

非常に
よろこ

喜 んでいる。
いま

今まで
いじょう

以上にこの
かいぎ

会議の
じゅうようせい

重要性 というのは
ま

増してくる

と
おも

思う。お
いそが

忙 しいところ、お
あつ

集まりいただき、
きょうしゅく

恐縮 だが
こんご

今後とも
あだち

足立
くせい

区政に

ご
きょうりょく

協力 をいただきたくお
ねが

願いしたい。 

・  それでは、
いいん

委員の
みなさま

皆様に
くちょう

区長より
いしょくじょう

委嘱状 の
こうふ

交付をさせていただく。 

（
かく

各
いいん

委員へ
いしょくじょう

委嘱状 の
こうふ

交付
）

） 

・  
こんどう

近藤
くちょう

区長はここで
たいせき

退席させていただく。 

（
くちょう

区長
たいせき

退席） 

・  
つぎ

次に、
あたら

新 しい
いいんちょう

委員長、
ふく

副
いいんちょう

委員長を
せんしゅつ

選出 したい。どなたか
いいんちょう

委員長と
ふく

副
いいんちょう

委員長

について、
りっこうほ

立候補または
すいせん

推薦はないか。 

（しばらくして） 
とく

特になければ
すいせん

推薦させていただいてよろしいか。
ぜんかい

前回に
ひ

引

き
つづ

続き、華
か いいん

委員に
いいんちょう

委員長を、
みやざき

宮崎
いいん

委員に
ふく

副
いいんちょう

委員長をお
ねが

願いしたいがいかがか。 

・ （
いぎ

異議なし、の
こえ

声あり） 

・  「
いぎ

異議なし」という
こえ

声をいただいたので、
いいんちょう

委員長を華
か いいん

委員、
ふく

副
いいんちょう

委員長を
みやざき

宮崎
いいん

委員にお
ねが

願いする。 

これからは
しかい

司会を華
か いいんちょう

委員長に
こうたい

交代する。 

・  ２期
き

目
め

も
いいんちょう

委員長を
つと

務めることとなった。
せいいっぱい

精一杯、
つと

努めさせていただくので、

よろしくお
ねが

願いしたい。それでは、これより
ぎじ

議事に
はい

入る。 

まず、
ていそくすう

定足数の
かくにん

確認をしたい。
きょう

今日は
いいん

委員のうち、あいにく 1
めい

名が
けっせき

欠席だ

が、
ていそくすう

定足数の
はんすう

半数
いじょう

以上を
み

満たしているため、このまま
かいぎ

会議を
すす

進める。
つぎ

次に、
みなさま

皆様

の
はつげん

発言は
かいぎろく

会議録を
さくせい

作成するため
ろくおん

録音させていただくので、
おお

大きな
こえ

声で
はつげん

発言をお
ねが

願いしたい。 

では、
ほんじつ

本日の
あんけん

案件についてお
てもと

手元の
しりょう

資料をご
らん

覧いただきたい。 

まずは、「平
へい

成
せい

19年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

の報告
ほうこく

について」と「平
へい

成
せい

20年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

の予定
よ て い

について」を
いっかつ

一括して、
じむきょく

事務局より
せつめい

説明をお願
ねが

い

する。 

・  
しりょう

資料2 と
しりょう

資料3 をご
らん

覧いただきたい。
さくねんど

昨年度は
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
しりょう

資料2

のとおり 3
かい

回
かいさい

開催した。
しゅよう

主要なテーマとしては、
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
じょうれいあん

条例案 の
ないよう

内容

の
とうぎ

討議について
かっぱつ

活発なご
いけん

意見をいただいた。
じょうれいあん

条例案 については、
げんざい

現在
けんとうちゅう

検討中

であるが、その
けいい

経緯については、
さくねんど

昨年度
だい

第3
かい

回目
め

の
かいぎ

会議で
ほうこく

報告させていただい

たとおりである。また、
こんねんど

今年度の
よてい

予定については
こんかい

今回の 7月
がつ

と、10月
がつ

、1月
がつ

に
かいさい

開催

を
よてい

予定している。また、
じぜん

事前に
しりょう

資料を
ゆうそう

郵送し、
じゅうぶん

十分 な
けんとう

検討
じかん

時間を
くわ

加えた
うえ

上で
かいぎ

会議を
かいさい

開催していきたいと
かんが

考 えている。
ひ

引き
つづ

続き、
まえむ

前向きに
たぶんかきょうせい

多文化共生の
すいしん

推進について、ご
けんとう

検討をよろしくお
ねが

願いする。 

・  それでは、
かいぎ

会議の
ほうこく

報告と
こんねんど

今年度の
よてい

予定について、
なに

何か
しつもん

質問や
いけん

意見などがあ

れば
おねが

お願いしたい。 

・  
さくねんど

昨年度は 3
かい

回ということだが、
こんねんど

今年度も
おな

同じように 3
かい

回ということでよろし

いか。 

・  
こんねんど

今年度も 3
かい

回を
よてい

予定しているが、
りんじてき

臨時的な
あんけん

案件などが
しょう

生 じた
ばあい

場合はさらに
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1回
かい

か 2
かい

回
かいさい

開催したい。 

・  そのほかに
いけん

意見はないか。 

・ （なし、の
こえ

声あり） 

・  それでは
つづ

続いて、平
へい

成
せい

19（2007）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

施策
し さ く

の実施状況
じっしじょうきょう

の報告
ほうこく

について、
じむきょく

事務局より
せつめい

説明を
おねが

お願いする。 

・  
しりょう

資料4の 4ページからご
らん

覧いただきたい。
しりょう

資料4についてはルビ
ふ

振りが
あいだ

間 に
あ

合わず、
もう

申し
やく

訳ない。
かんじ

漢字がお
よ

読みになれない
かた

方もいらっしゃると
おも

思うので、
たんとうか

担当課から
ほうこく

報告のあったものを
よ

読み
あ

上げさせていただく。4 ページ
め

目から、

「No.」に「1」と
か

書いてあるのは、
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
けいかく

計画に
ひょうじ

表示した
しさく

施策と
おな

同じ
じゅん

順 に
なら

並んでいる。
けいかく

計画では
とく

特に
ばんごう

番号は
ふ

振っていなかったが、
こんかい

今回から
ばんごう

番号を
ふ

振るようにした。 

まず、
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人の
そうだん

相談
たいせい

体制の
じゅうじつ

充実 については、すでに
じっし

実施しているも

のをさらに
ないよう

内容を
じゅうじつ

充実 させようということで取
 と

り組
く

んでいる。
げんざい

現在、
くせい

区政
そうだんか

相談課では
いっぱん

一般
そうだん

相談、
くみんか

区民課では
がいこくじん

外国人
そうだんいん

相談員を
はいち

配置し、
そうだん

相談を
う

受けている。 
ざいじゅう

在住
がいこくじんむ

外国人向けの
はいふぶつ

配布物や
ぶんしょ

文書の
たげんごか

多言語化の
すいしん

推進については、
げんざい

現在
じっし

実施し

ているところとこれから
じっし

実施に
む

向けて
けんとう

検討、
じゅんび

準備しているというところからの
いけん

意見が
あ

上がってきている。このほかにも
がいこくじん

外国人がサービスの
たいしょう

対象 となってい

る
か

課も
おお

多くあり、
せっきょくてき

積極的 な
すいしん

推進が
ひつよう

必要であるが、
がいこくじん

外国人
しさく

施策に
かん

関する
ちょうない

庁内
れんらく

連絡
かいぎ

会議で、
こんねんど

今年度
とうぎ

討議する
じゅうよう

重要 テーマとなっており、
すいしん

推進
たいせい

体制を
きょうか

強化して

いきたいと
かんが

考 えている。また、
ちか

近いうちに、
たげんご

多言語で
ぶんしょ

文書を
はっしん

発信している
か

課に
たい

対し、どういった
ぶんしょ

文書が
たげんごか

多言語化されているのかを
ちょうさ

調査し、ホームページなど

で
こうかい

公開していきたいと
かんが

考 えている。 
ざいじゅう

在住
がいこくじんむ

外国人向けの
じょうほう

情報
ていきょう

提供 コーナー（インフォメーションコーナー）の
せっち

設置については、
くみんか

区民課が
ちゅうしん

中心 となって
たんとう

担当している。
せっち

設置スペースの
せんてい

選定や

ワンストップサービスとの
かんれん

関連を
ふく

含めて
けんとう

検討していきたい。 
たげんごか

多言語化した
ぎょうせい

行政
じょうほう

情報 の
しょざい

所在を
こうほうし

広報紙で
あんない

案内するという
じぎょう

事業だが、
せいさく

政策
けいえいぶ

経営部からの
かいとう

回答で、
たげんごか

多言語化の
ぶんしょ

文書の
すいしん

推進、
はあく

把握と
あ

合わせて
すす

進めていきたい

ということである。
ぐたいてき

具体的なものについては
たげんごか

多言語化した
じょうほう

情報 などについ

て、
かんけい

関係
かくか

各課と
ちょうせい

調整 し、
しめんりょう

紙面量に
あ

合わせて
けいさい

掲載を
けんとう

検討していく。 
つづ

続いて、ホームページの
がいこくごばん

外国語版の
すいしん

推進については、
せいさく

政策
けいえいぶ

経営部からの
かいとう

回答

では、
かくしょかん

各所管で
さくせい

作成した
たげんご

多言語
じょうほう

情報 をホームページで
み

見られるように
かんけい

関係
かくか

各課と
ちょうせい

調整 を
すす

進めていくということである。こちらについては、アクセス数
すう

の
すいい

推移を
み

見ながら
ひ

引き
つづ

続き、
けんとう

検討するということなので、
きそん

既存の
がいこくご

外国語の
は

貼り
つ

付

けのページのアクセス数
すう

が
ふ

増えていけば
けんとう

検討していきたいという
かいとう

回答であ

る。
くみんか

区民課の
いけん

意見としては、
がいこくじん

外国人の IT
いぞんりつ

依存率は
たか

高いと
かんが

考 えているので、
ひ

引

き
つづ

続き、
さいしん

最新
じょうほう

情報 を
たげんご

多言語で
み

見られる
ほうさく

方策を
かんが

考 えていきたい。 
つづ

続いて、
がいこくじん

外国人
とうろくがかり

登録係 などの
まどぐち

窓口に
こうほう

広報スタンドを
せっち

設置し、チラシなどを
はいち

配置することについてだが、既
すで

に
じっし

実施しており、
こんご

今後の
かだい

課題としては、このよ

うな
せっち

設置スペースの
かくだい

拡大をしていく
ひつよう

必要があると考
かんが

えている。
みぢか

身近な
くみん

区民
じむじょ

事務所でも
がいこくじん

外国人が
じょうほう

情報 を
え

得られるように、
くみん

区民
じむじょ

事務所などでの
こうほう

広報スタン

ドの
はいち

配置も
かんが

考 え、また、
だんじょ

男女
きょうどう

共同
さんかく

参画
すいしんか

推進課からも
たげんご

多言語チラシの
はいち

配置を



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けんとう

検討するとのコメントがあるので
ひ

引き
つづ

続き、
けんとう

検討していきたい。 
たげんご

多言語での
しんりょう

診療 が
かのう

可能な
いりょう

医療
きかん

機関の
じょうほう

情報
ていきょう

提供 については、
えいせい

衛生
かんりか

管理課の
しょかん

所管であるが
とうきょうと

東京都
いりょう

医療
きかん

機関
あんない

案内サービス「ひまわり」を
あんない

案内しているという

ことなので、これも
ひ

引き
つづ

続き
じっし

実施していく。 

サインのユニバーサル
か

化については、
げんじょう

現状 でも
にほんご

日本語のほかに
えいご

英語で
ひょうき

表記

しているところであるが、
かんけい

関係
ぶしょ

部署との
れんけい

連携を
はか

図り、
こんご

今後も
かくだい

拡大する
ほうこう

方向で
けんとう

検討していく。
くやくしょ

区役所の
ほんちょうしゃ

本庁舎 については
しせつか

施設課の
かいとう

回答にあるとおり、
おお

多く

の
きちょうしゃ

来庁者が
く

来る
まどぐち

窓口については
えいご

英語の
ひょうき

表記があるが、
く

区
やくしょ

役所
ぜんたい

全体の
あんない

案内には
がいこくじん

外国人の
おお

多くが
い

行く
ぶしょ

部署についての
がいこくご

外国語
ひょうき

表記だけがされているので、
こんご

今後は

すべての
ぶしょ

部署の
えいご

英語
ひょうき

表記を
くやくしょ

区役所
ぜんたい

全体の
あんない

案内に
せっち

設置することを担当
たんとう

の
しせつか

施設課

と
けんとう

検討していきたい。 
にほんご

日本語ボランティアグループの
そしき

組織
きょうか

強化・
こうりゅう

交流 だが、
あたら

新 しいボランティ

アの
ようせい

養成やスキルアップに
ちから

力 を
はい

入れ、
ながねん

長年
つづ

続いているグループへの
じんいん

人員
ほじゅう

補充

を
うなが

促 すことや
かく

各グループの
かつどう

活動を
しさつ

視察に
い

行くなど、
く

区と
にほんご

日本語ボランティア

グループの
こうりゅう

交流 も
はか

図っている。
こんご

今後もグループの
そしき

組織
きょうか

強化を
つよ

強め、ＮＰＯや
にんい

任意
だんたい

団体に
む

向け
そくしん

促進していきたいと
かんが

考 えている。 
にほんご

日本語ボランティア
きょうしつ

教室 の
かくじゅう

拡充 について、
まいとし

毎年1 グループ
ぞう

増と
かくだい

拡大する
ほうこう

方向で
かんが

考 えていたが
げんざい

現在は 17 グループとなり、目標数
もくひょうすう

は
たっせい

達成しているので
こんご

今後は
げんざい

現在のグループで
かつどう

活動するボランティアのスキルアップを
はか

図るように
ちゅうきゅう

中級
こうざ

講座などを実
じっ

施
し

し、グループからの
ようぼう

要望の
つよ

強い、
よういん

要員の
ほじゅう

補充を強
きょう

化
か

し

ていく。 
じどう

児童・
せいと

生徒の
にほん

日本
ごがくしゅう

語学習
しえん

支援をするボランティアの
いくせい

育成
こうざ

講座の
じっし

実施につい

て、
さくねんど

昨年度、
だい

第1
かいめ

回目の
じどうむ

児童向け
にほんご

日本語ボランティア
ようせい

養成
こうざ

講座を
かいさい

開催した。8月
がつ

いこう

以降も
かいさい

開催し、
ひ

引き
つづ

続き
じっし

実施していきたい。 
にほん

日本
じじょう

事情クラスの
せっち

設置だが、
さくねんど

昨年度の
ねんどまつ

年度末に
せんじゅ

千住東一丁目
あずまいっちょうめ

にある AOTS

（
かいがい

海外
ぎじゅつしゃ

技術者
けんしゅう

研修
きょうかい

協会 ）から
こうし

講師を
まね

招いて、主
おも

に
にほんじん

日本人の
きしつ

気質についてとい

う
ないよう

内容で
かいさい

開催した。
こんねんど

今年度については AOTS との
きょうどう

協働 に
ひ

引き
つづ

続き、10月
がつ

からは

NPO と
きょうどうじぎょう

協働事業 で、
まいにち

毎日
ようび

曜日に「
にほん

日本のくらし
こうざ

講座」を
かいさい

開催していきたいと
かんが

考

えている。
こうざ

講座は 1か月
げつ

で
かんけつ

完結の 4
かい

回シリーズとし、うち 2
かい

回は
にほん

日本に
く

暮らす
うえ

上

での
しゅうかん

習慣 や
せいかつ

生活
じょうほう

情報 を、
のこ

残りの 2
かい

回は
かんたん

簡単な
にほんご

日本語
こうざ

講座を
きかく

企画している。 

ボランティアによる
いりょう

医療
きかん

機関への
つうやく

通訳サービスの
じっし

実施については、
いま

今まで

ボランティアを
はけん

派遣する
せいど

制度がなかったが 4月
がつ

から
しこう

試行として
つうやく

通訳ボランテ

ィアを
まいしゅう

毎週
げつよう

月曜の
ごぜん

午前に
ほんちょうしゃ

本庁舎
あんない

案内に、同
どう

時
じ

に小
しょう

中
ちゅうがっこう

学校や
ほいくえん

保育園などの
ぎょうせい

行政
きかん

機関に
はけん

派遣している。
らいねんど

来年度は
いりょう

医療
きかん

機関への
はけん

派遣
じっし

実施をめざし、
いりょう

医療
ようご

用語

の
つうやく

通訳など
せんもん

専門
けんしゅう

研修 も
ふく

含め、足
あ

立
だち

区
く いしかい

医師会と
きょうぎ

協議の
うえ

上、
くみんか

区民課と
えいせい

衛生
かんりか

管理課で
けんとう

検討していきたい。 
がいこくご

外国語
しんぶん

新聞や
がいこくご

外国語
しょせき

書籍の
じゅうじつ

充実 については、
ちゅうおう

中央
としょかん

図書館の
がいこくご

外国語
としょ

図書の
うちわけ

内訳として
いっぱん

一般
としょ

図書6434冊
さつ

、
じどうむ

児童向け
としょ

図書3238冊
さつ

、
ざっし

雑誌が延
の

べ 602
さつ

冊、
しんぶん

新聞が

2紙
し

を
がいこく

外国語
ご としょ

図書として
お

置いている。
ぜんかい

前回の
ちょうさ

調査から
いっぱん

一般
としょ

図書の
せいり

整理があり、
じゃっかん

若干
げんしょう

減少 しているが
ひ

引き
つづ

続き、
ちゅうおう

中央
としょかん

図書館では
がいこくご

外国語
しょせき

書籍の
じゅうじつ

充実 を
はか

図って

いくとの
かいとう

回答があった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がいこくじん

外国人
じどう

児童の
ほいく

保育
かんきょう

環境 の
せいび

整備についてだが、
ほいくか

保育課からの
かいとう

回答では
みんぞく

民族の
しゅうかん

習慣
とう

等に
はいりょ

配慮した「
ほいくえん

保育園のしおり」の
たげんごか

多言語化を
えいご

英語、
ちゅうごくご

中国語、
かんこくご

韓国語で
じっし

実施

している。
こそだ

子育てガイドブックについては、毎年
まいねんないよう

内容
こうしん

更新が
ひつよう

必要なため、
さくせい

作成
けいかく

計画は
みおく

見送りたいとの
かいとう

回答が
き

来ている。
ほいくしゃ

保育者
けんしゅう

研修 の
じゅうじつ

充実 については、OJT
とう

等

により
ほいく

保育
えんない

園内での
けんしゅう

研修 で
たいおう

対応するとのことである。さらに
じょせい

助成・
てあて

手当につ

いては
たげんごか

多言語化
まどぐちよう

窓口用のリーフレットで
たいおう

対応している。 
きょういく

教育
そうだん

相談の
じゅうじつ

充実 については、2007
ねんど

年度から
きょういく

教育
そうだん

相談センターが担当
たんとう

し、
きょういく

教育
そうだん

相談センターで
くみんか

区民課の
がいこくじん

外国人
そうだんいん

相談員の
きょうりょく

協力 を
え

得ながら
ひ

引き
つづ

続き、
じっし

実施していくということである。 
てきおう

適応
しどう

指導
じぎょう

事業の
じゅうじつ

充実 については、この
かいぎ

会議の
いちぶ

一部の
いいん

委員のかたにも
てきおう

適応
しどう

指導についてご
きょうりょく

協力 をいただいているところであるが、
さくねんど

昨年度
くみんか

区民課が
しゅさい

主催

して
かいさい

開催した
じどうむ

児童向け
にほんご

日本語ボランティア
しえんこうざ

支援講座に、
たんとう

担当の
きょういく

教育
せいさくか

政策課に
れんらく

連絡し
いちぶ

一部の
てきおう

適応
しどう

指導に
じゅうじ

従事するかたにも
さんか

参加してもらった。また、
きょういく

教育
せいさくか

政策課としても
こうし

講師へのアンケート調
ちょう

査
さ

や
れんらくかい

連絡会を
じっし

実施するなど、
かくだい

拡大して

いきたいということである。 
しゅうがく

就学 ガイドブックの
がいようばん

概要版の
さくせい

作成については、
けいさい

掲載
ないよう

内容を
けんとう

検討のうえ
さくせい

作成

し、
はいふ

配布していくという
かいとう

回答が
き

来ている。 
たぶんかきょうせい

多文化共生の
してん

視点を
ふ

踏まえた
こくさい

国際
りかい

理解
きょういく

教育 の
すいしん

推進については
きょういく

教育
しどうしつ

指導室

と
くみんか

区民課で
たいおう

対応しているところだが、
げんじょう

現状 としては
けんすう

件数が
げんしょう

減少 しているので
けんすう

件数を
ふ

増やしていく
さく

策を
けんとう

検討していきたい。 
がいこくじん

外国人の
さんか

参加
かのう

可能な
ぼうさい

防災
くんれん

訓練について、
くみんか

区民課と
さいがい

災害
たいさくか

対策課が
れんけい

連携して
らいねんど

来年度の
じっし

実施に
む

向けて
けんとう

検討していく。 
がいこくじん

外国人の
そうぎょう

創業 ・改
かい

業
ぎょう

の
しえん

支援からの
さんぎょう

産業
けいざいぶ

経済部の
たんとう

担当
じぎょう

事業だが、
にほんご

日本語が

できない
かた

方への資料
しりょう

配布
は い ふ

を
こんご

今後、
けんとう

検討していく。 
ふくし

福祉
ぶんや

分野の
ろうどう

労働に
かんご

看護・
かいご

介護など
せんもんしょく

専門職 の
がいこくじん

外国人の
こよう

雇用を
そくしん

促進していくと

いうことだが、既
すで

に
がいこく

外国からの
かんご

看護・
かいご

介護の
ろうどうりょく

労働力 を
う

受け
い

入れるという
くに

国の
しさく

施策が今年
こ と し

の夏
なつ

から
はじ

始まるところである。
ふくし

福祉
かんりか

管理課からの
かいとう

回答では、
くに

国の
どうこう

動向を
ちゅうし

注視しながら
けんとう

検討していくということである。 

ボランティア登録
とうろくせいど

制度の
さいへん

再編
せいび

整備とボランティア向
む

けの
けんしゅう

研修 についてで

あるが、
とうろく

登録ボランティア向
む

けに通訳
つうやく

ボランティア
はけん

派遣
じぎょう

事業のための
せつめいかい

説明会・
こうしゅうかい

講習会 を
さくねんど

昨年度
じっし

実施し、20
ねんど

年度
じっし

実施に
む

向けて
じゅんび

準備をした。 

ボランティアなどの
つうやくつ

通訳付きで
まな

学べる
がいこくじんむ

外国人向け
でまえ

出前
こうざ

講座の
かいせつ

開設について

は、「
まな

学び
おうえんたい

応援隊」と呼
よ

ばれるものが
しょうがいがくしゅうか

生涯学習課を
たんとう

担当として
おこな

行 っているも

ので
がいこくじん

外国人からの
はけん

派遣の
ようせい

要請があれば
がいこくご

外国語の
つうやく

通訳を
はいち

配置した
がいこくじんむ

外国人向けの
でまえ

出前
こうざ

講座を
じっし

実施していく。 
せいかつ

生活・くらしについての
がいこくじんむ

外国人向け
こうざ

講座の
じゅうじつ

充実 を
すいしん

推進していくことについ

て、
くみんか

区民課としては
がいこくじんむ

外国人向け
こうざ

講座を
じっし

実施している
たんとうか

担当課と
いけん

意見
こうかん

交換や
きょうぎ

協議を

し検討
けんとう

していく。
だんじょ

男女
きょうどう

共同
さんかく

参画を
すいしん

推進するということは
みんぞくてき

民族的な
ぶぶん

部分、
くに

国の
ぶんか

文化による
ぶぶん

部分が
おお

大きいということで、
かなら

必 ずしも
にほんじん

日本人の
かちかん

価値観だけでは
お

押

し
つ

付けられないところがあるので、そういう
こうざ

講座が
じっし

実施できるのかということ

も
だんじょ

男女
きょうどう

共同
さんかく

参画
すいしんか

推進課では
けんとう

検討していくとの
かいとう

回答がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じぎょう

事業で
ちいき

地域
かだい

課題・
せいかつ

生活
かだい

課題の
かいけつ

解決
ほうほう

方法について
がいこくじん

外国人
しえん

支援に
かか

関わる
ちいき

地域の
かつどう

活動
だんたい

団体などとの
れんけい

連携・
きょうどう

協働 により
ちいき

地域
がくしゅう

学習
じぎょう

事業を
てんかい

展開するということだ

が、
しょうがい

生涯
がくしゅう

学習
しんこう

振興
こうしゃ

公社からは
にほんご

日本語ボランティア
きょうしつ

教室 の
かつどう

活動
しえん

支援をミニコ

ミ紙
し とう

等で PR を
じっし

実施していきたいとの
かいとう

回答である。
くみんか

区民課としても
げんざい

現在は
じぎょう

事業

を
おこな

行 うまでには
いた

至っていないが、
こんご

今後は
しょうがい

生涯
がくしゅう

学習
しんこう

振興
こうしゃ

公社と
きょうどう

協働 で
じぎょう

事業を
けんとう

検討していきたい。 
こよう

雇用・
しゅうろう

就労 の
すいしん

推進であるが、
しゅうろう

就労
じゅんび

準備としてコミュニケーションに
しえん

支援が
ひつよう

必要な
ばあい

場合は
にほんご

日本語
かくとく

獲得に
しげん

資源を
しょうかい

紹介 することを
けんとう

検討していくとのことであ

る。 
ぶんか

文化
げいじゅつ

芸術
ぶんや

分野の
じんざい

人材
うけい

受入れ、
がいこくじん

外国人
りゅうがくせい

留学生 ・
けんしゅうせい

研修生 の
う

受け
はい

入れについて

だが、
ぶんか

文化
げいじゅつ

芸術
ぶんや

分野の
がいこくじん

外国人については
げんじょう

現状 でも区
く

内
ない

に居住
きょじゅう

しているとの

ことから
う

受け
はい

入れ
あん

案を
けんとう

検討していく。
りゅうがくせい

留学生 については既
すで

に
ひがしあやせ

東綾瀬の UR（旧
きゅう

住
じゅう

宅
たく

公
こう

団
だん

）で 15戸
こ

が
じっし

実施されているので、
こんご

今後も
かくだい

拡大に
む

向け
けんとう

検討していくと

いうことである。 
くない

区内の NGO・NPO などの
じんざい

人材
じょうほう

情報 の
はっくつ

発掘と
かつよう

活用について、
じんざい

人材
じょうほう

情報 の
はっくつ

発掘

は
にちじょうてき

日常的 に
おこな

行 っているが
かつよう

活用までは
いた

至っていないため、
こうりゅう

交流
きかい

機会も
ふく

含めて
けんとう

検討していく。 
せいねん

青年
かいがい

海外
きょうりょくたい

協力隊 のネットワークについては
げんじょう

現状 では派遣
は け ん

隊員
たいいん

の OB/OG
かい

会

などのネットワーク化
か

を
すす

進めていきたいということである。 
がいこくじんむ

外国人向け
ちいき

地域
じょうほう

情報 の
ていきょう

提供 についても
たげんご

多言語
へいき

併記の
ちいき

地域
じょうほうし

情報誌を
けんとう

検討し

ていく。これは、
こうほうし

広報誌のダイジェスト版
ばん

というイメージである。 
かいがい

海外
ぎじゅつしゃ

技術者
けんしゅう

研修
きょうかい

協会 との
こうりゅう

交流
かくだい

拡大について、
さくねんど

昨年度は
がいこくじん

外国人
けんしゅうせい

研修生 の
くちょうしゃ

区庁舎
けんがく

見学や
にほん

日本のくらし
こうざ

講座に
こうし

講師を
はけん

派遣していただくなどの
こうりゅう

交流 があ

り、
こんご

今後も
じっし

実施していきたい。 

つぎにこの
かいぎ

会議についてであるが、
さくねんど

昨年度、
いっさく

一昨
ねんど

年度とも3
かい

回
かいさい

開催し、
こんねんど

今年度

も
ひ

引き
つづ

続き、
かいさい

開催していきたいと考
かんが

えている。 
しんぎかい

審議会に
がいこくじんわく

外国人枠の
せっち

設置、
がいこくじん

外国人が
さんか

参加する
きかい

機会の
そうせつ

創設については、
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
けいかく

計画であげているが、既
すで

に
じっし

実施しているという部署
ぶ し ょ

と
こんご

今後
けんとう

検討

していくというところがある。 
くみん

区民
しゅたい

主体で
おこな

行 われる
たよう

多様な
じぎょう

事業での
こうりゅう

交流
じぎょう

事業の
じっし

実施の
はたら

働 きかけについ

ては、
たぶんかきょうせい

多文化共生の
けいはつ

啓発
じぎょう

事業とともに
じっし

実施していきたい。 
じどう

児童・
せいとあいだ

生徒間の
こうりゅう

交流 の
すいしん

推進だが、スポーツ
たいかい

大会やコンクールなどで
がいこくじん

外国人

児童
じ ど うせいと

生徒と
にほんじん

日本人の児童
じ ど うせいと

生徒との
こうりゅう

交流 を
そくしん

促進していくもので、
げんじょう

現状 でも
ようせい

要請

があれば
たいおう

対応しているとのことであり、
くみんか

区民課としても
せっきょくてき

積極的 に
こうりゅう

交流 ができ

るよう要請
ようせい

していきたい。 
がいこくせき

外国籍
ほごしゃ

保護者の
かてい

家庭
きょういく

教育
かつどう

活動に
たい

対して、
ようせい

要請に
もと

基づき
じょげん

助言や
じょうほう

情報
ていきょう

提供 を
じっし

実施することについては、2008
ねんど

年度から
こそだ

子育て
しえんか

支援課に
いこう

移行したということ

で、
げんじょう

現状 が
かいとう

回答されている。 
こ

子ども
かいぎ

会議の
かいさい

開催について、
こんねんど

今年度の
じっし

実施を
めざ

目指し、
きょういく

教育
いいんかい

委員会に
はたら

働 き

かけを
おこな

行 っているところであるが
げんざい

現在まで
かいとう

回答がない。 
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人
に

による
がいこくご

外国語
こうざ

講座や
がいこく

外国
ぶんかしょうかい

文化紹介
こうざ

講座の
かいせつ

開設については、
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しょうがい

生涯
がくしゅう

学習
しんこう

振興
こうしゃ

公社と
ちょうせい

調整 しながら
じぎょうか

事業化に
む

向け
けんとう

検討していきたい。 
がいこくじん

外国人
がっこう

学校の
ゆうち

誘致については、
しせつ

施設の
さいはいち

再配置の
かんけい

関係もあるので
かんけい

関係
かくか

各課と
くみん

区民の
いけん

意見を
ふ

踏まえ
けんとう

検討していきたい。 
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人との
こうりゅう

交流 イベントについては、
にちじょうてき

日常的 に
こうりゅう

交流 する
きかい

機会として
がいこくじん

外国人
こうりゅう

交流 サロンを
さくねんど

昨年度は 1
かい

回の
かいさい

開催を
こんねんど

今年度は 4
かい

回
じっし

実施することを
かんが

考 え

ている。 
しょくぶんか

食文化を
まな

学ぶ
かい

会について、
しょうがい

生涯
がくしゅう

学習
しんこう

振興
こうしゃ

公社の
じぎょう

事業と重
ちょう

複
ふく

しないよう
ちょうせい

調整 していく。 
しまい

姉妹
とし

都市
ていけい

提携の
いじ

維持と
かくだい

拡大について、
くみん

区民レベルの
こうりゅう

交流 を
ふく

含め、
ゆうこう

友好
かんけい

関係

を
いじ

維持していくとのことである。 
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
じょうれい

条例 の
せいてい

制定については、
ひ

引き
つづ

続き
せいてい

制定に
む

向け
けんとう

検討してい

く。 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生 センター
きのう

機能の
けんとう

検討だが、
きそん

既存
しせつ

施設で
りよう

利用
かのう

可能なスペースを
たんさく

探索していく。 
がいこくじん

外国人
しさく

施策に
かん

関する
ちょうない

庁内
れんらく

連絡
かいぎ

会議は 2007
ねんど

年度に
はじ

初めて
じっし

実施したが
こんねんど

今年度

も
ひ

引き
つづ

続き、
じっし

実施していきたい。 
くに

国や都
と

、市区町村
しくちょうそん

あるいは
とうきょう

東京
がいこくじん

外国人
しえん

支援ネットワークなどとの
れんけい

連携
きょうか

強化

であるが、既
すで

に
れんけい

連携しているもののほかにも
きんりんくし

近隣区市との
きょうちょう

協調
たいせい

体制の
かくりつ

確立が
きゅうむ

急務の
かだい

課題であるので、
きょうぎかい

協議会や研究会
けんきゅうかい

の
せつりつ

設立
とう

等も
しや

視野に
い

入れながら
けんとう

検討し

ていきたい。 

足
あ

立
だち

区
く じんけん

人権
すいしん

推進
ししん

指針の
せいび

整備については、
たんとう

担当は
そうむか

総務課であるが、
ちゅうだん

中断 して

いた
ちょうない

庁内
けんとう

検討
そしき

組織による
さくてい

策定
さぎょう

作業を
さくねん

昨年12月
がつ

に
さいかい

再開し、今年度中
こんねんどちゅう

の
かんせい

完成を
めざ

目指して
そあん

素案を
みなお

見直しているとのことである。 
いじょう

以上、
たぶんかきょうせい

多文化共生
すいしん

推進
しさく

施策の
さくねんど

昨年度の
じっし

実施
じょうきょう

状況 と
こんねんど

今年度の
じっし

実施
けいかく

計画につ

いて、
ほうこく

報告させていただいた。 

・  ご
いけん

意見とご質
しつ

問
もん

があれば、
きょしゅ

挙手で
おねが

お願いしたい。 

・  
さくねんど

昨年度の
かいぎ

会議で
きょうどう

協働
すいしん

推進
じぎょう

事業として、
にほん

日本のくらし
こうざ

講座を
おこな

行 うための
じぎょうしゃ

事業者を
ぼしゅう

募集しているとの
じょうほう

情報
ていきょう

提供 があったが、AOTS に
き

決まったというこ

となのか。 

・  AOTS は
きょうどう

協働
すいしん

推進
じぎょう

事業の
まえだんかい

前段階として、
さくねんど

昨年度
じっし

実施したものである。
こんねんど

今年度

は NPO と
みんかん

民間
かいしゃ

会社の
ごうけい

合計2社
しゃ

から
ていあん

提案を
う

受け、
きょうどう

協働
すいしんか

推進課の
しんさ

審査で NPO に
いたく

委託

することが
けってい

決定した。AOTS のものとは別
べつ

のものであり、
ないよう

内容についてもさら

に
じゅうじつ

充実 、
かくだい

拡大したものにしていく。 

・  それについては、すでに
こうほう

広報しているのか。 

・  これからしていくところである。 

・  AOTS の
こうざ

講座について、
けっか

結果はどのようだったのか。 

・  
ほんちょうしゃない

本庁舎内 で
へいじつ

平日の
ひるま

昼間に
かいさい

開催し、16 名の
さんか

参加があった。 

・  
こんねんど

今年度の
じぎょう

事業は、いつから
かいさい

開催になるのか。 

・  10月
がつ

から隔月
かくつき

で、12 月、2月
がつ

と
まいにち

毎日
ようび

曜日に
かく

各4回
かい

ずつ
かいさい

開催していく。
じかん

時間は
ごぜん

午前10 時から
しょうご

正午までで、
あやせ

綾瀬のプルミエで
おこな

行 う。 

・  
しさく

施策の 5
ばんめ

番目にホームページ
がいこくごばん

外国語版の
すいしん

推進とあるが、何
なん

か
こくご

国語で
おこな

行 うの
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か。 

・  
くない

区内の
ひょうじゅん

標準
がいこくご

外国語は
えいご

英語、
ちゅうごくご

中国語、
かんこくご

韓国語である。すでにリブインの
じょうほう

情報

についてはホームページにＰＤＦ
とう

等で
こてい

固定のものがあるが、
さいしん

最新の
じょうほう

情報 につ

いてのものはないので、
せんしん

先進
じちたい

自治体で
おこな

行 っているものと
おな

同じようなものを足
あ

立
だち

区
く

でも目
め

指
ざ

したいと
くみんか

区民課では
かんが

考 えている。
がいこくじん

外国人の IT
いぞんりつ

依存率は
たか

高いと
おも

思

うので
ひ

引き
つづ

続き、
じっし

実施に
む

向け
けんとう

検討していきたい。 

・  ほかに
いけん

意見はないか。 

・  
しさく

施策の 22番
ばん

に
がいこくじん

外国人の
そうぎょう

創業・改業
かいぎょう

の
しえん

支援とあり、
じっし

実施となっているが
じっさい

実際

に
なんけん

何件か
じれい

事例があるのか。 

・  
しょるい

書類の
ぶぶん

部分では
にほんご

日本語での
あんない

案内しかないが、
きゅうほんちょうしゃあと

旧本庁舎跡 の
とうきょう

東京
げいじゅつ

芸術 セン

ターに外国
がいこく

人事
じ ん じ

業者
ぎょうしゃ

が
にゅうきょ

入居 していることや
がいこくじん

外国人に
たい

対しても
ゆうし

融資の
あっせん

斡旋を
おこな

行 っているとのことである。 

・  
しさく

施策の 31番
ばん

に「
がいこくじんむ

外国人向け
こうざ

講座を
じっし

実施している
たんとうか

担当課と
いけん

意見
こうかん

交換」とある

が、
たんとうか

担当課というのは
くみんか

区民課
いがい

以外ではどこなのか。 

・  
きょういく

教育
いいんかい

委員会で
くみん

区民
だいがく

大学
こうざ

講座として
がいこくじん

外国人に
にほんご

日本語
けんていむ

検定向けの
こうざ

講座を
じっし

実施し

ている。 

・  
きょういく

教育
そうだん

相談についてだが、
がっこう

学校のことや
こ

子どものこと、
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣 についてな

どで
こま

困ったことがあったら、
きょういく

教育
そうだん

相談センターに
き

聞いていいのか。それとも、
ほか

他の
まどぐち

窓口に
き

聞いたほうがいいのか。 

・  
きょういく

教育
そうだん

相談については
きょういく

教育
そうだん

相談センターが
たんとう

担当する
ぶぶん

部分であるので、まずは
きょういく

教育
そうだん

相談センターへお
と

問い
あ

合わせいただくのがよいと
おも

思うが、
くみんか

区民課の
がいこくじん

外国人
そうだんいん

相談員でも
そうだん

相談を
う

受け
つ

付けることはできる。
きょういく

教育
そうだん

相談センターでは、
ぎむ

義務
きょういく

教育 の
ぶぶん

部分しか
あつか

扱 えないため、
こうこう

高校
しんがく

進学
とう

等に
かん

関しては
がいこくじん

外国人
そうだんいん

相談員にご

相
そう

談
だん

いただきたい。 

・  
しさく

施策の 48番
ばん

、「
がいこくじん

外国人
がっこう

学校の
ゆうち

誘致」とあるが、
ぐたいてき

具体的な
よてい

予定や
けんとう

検討してい

ることがあるのか。 

・  
いっさく

一昨
ねんど

年度、
だいに

第二
ちゅうがっこう

中学校 の
あとち

跡地に
かんこくじん

韓国人
がっこう

学校から
はなし

話 を
う

受けたことがあり、
あとち

跡地
りよう

利用の
じぎょう

事業
ないよう

内容について、
せつめい

説明したが
ていあん

提案までには至
いた

らなかった。 

・  ほかに
いけん

意見はないか。なければ、
いじょう

以上で平
へい

成
せい

19（2007）年
ねん

度
ど

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

施策
し さ く

の実施状況
じっしじょうきょう

の報告
ほうこく

については
しゅうりょう

終了 とする。 
つづ

続いて、その
ほか

他の
ぎだい

議題について、
じむきょく

事務局からお
ねが

願いする。 

・  
しりょう

資料15 の
たぶんかきょうせい

多文化共生・
がいこくじん

外国人
しさく

施策の
じょうせい

情勢
およ

及び
かんれん

関連
じょうほう

情報 をご
らん

覧いただきた

い。
さくねん

昨年の 6月
がつ

ごろから
うご

動きのあったのをまとめたものである。
じかん

時間の
かんけいじょう

関係上 、
せつめい

説明は
しょうりゃく

省略 させていただくがお
よ

読みいただきたい。 

・  その他
た

、ご
いけん

意見、ご質問
しつもん

があればお
ねが

願いしたい。 

・  
しりょう

資料を
じぜん

事前に
おく

送ってもらっているが、
とうじつ

当日に
おな

同じものを
はいふ

配布する
ひつよう

必要はな

いと
おも

思う。
いいん

委員
ひとり

一人ひとりが
せきにん

責任を
も

持ってくるべきだ。また、
しさく

施策の
しんちょく

進捗
じょうきょう

状況 について、
ぜんたい

全体としてどの
ていど

程度
すす

進んでいるのかを
み

見るために、
けんとう

検討
だんかい

段階

と
じっし

実施
だんかい

段階とを
わ

分けた
ぜんたいてき

全体的な
すうじ

数字データがほしい。 

・  
しりょう

資料についてはルビ
ふ

振りが間
ま

に
あ

合わなかったこともあり、
せきじょう

席上
はいふ

配布をさせ

ていただいた。
じかい

次回からは、ルビ
ふ

振りを間
ま

に
あ

合わせ、
しりょう

資料を
じぜん

事前にお送
おく

りす
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るようにしたい。
しんちょく

進捗
じょうきょう

状況 については、
じかん

時間の
かんけい

関係から間
ま

に
あ

合わなかった

が、
きんじつちゅう

近日中 に
と

取りまとめて
かく

各
いいん

委員あてにお
おく

送りするので、ご
ようしゃ

容赦いただきた

い。 

・  
ほか

他の
いいん

委員のご
いけん

意見はいかがか。 

・  この多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしんけいかく

計画はすばらしいものであり、これがすべて
じつげん

実現でき

ればよい足
あ

立
だち

区
く

になると
おも

思う。ただ、あまりにも
じぎょう

事業が
おお

多すぎてゴールライ

ンが
あいまい

曖昧な
いんしょう

印象 を
う

受ける。
すうじ

数字で
しめ

示すことも
ひつよう

必要であり、
ゆうせん

優先
じゅんい

順位をつけて
ぎろん

議論に
と

取り
く

組んでいかないと、
ねん

年3
かい

回の
あつ

集まりでは
いけん

意見の
はんえい

反映や
ぐたいか

具体化は
むずか

難

しいと
おも

思う。
こんねんど

今年度はここまでという
めやす

目安があれば
ひじょう

非常にわかりやすいと
おも

思

う。
じっさい

実際に
つく

作っていっているという
じっかん

実感はないが、
じぶん

自分の
だんたい

団体の
いけん

意見ばかり

を
い

言っていても
しかた

仕方がないと
おも

思っている。また、ニューカマーに
たい

対しての施
し

策
さく

はたくさんあるが、オールドカマーに
かん

関することで、
さいきん

最近
ちょくめん

直面 した
じれい

事例があ

る。80歳
さい

を
こ

超えたおばあさんが
こどくし

孤独死したというもので、
み

身寄
よ

りもなく
むねんきんしゃ

無年金者であった。
かず

数は
すく

少ないが、80歳
さいいじょう

以上の
かた

方は
むねんきん

無年金である。
かれ

彼らは
とうじ

当時、
ねんきん

年金の
せいど

制度がわからなかった、もしくは
ねんきん

年金に入
はい

れなかったというこ

とである。そのようなことがあったということを
りかい

理解したうえで、このよう

なことへの
たいさく

対策も
かんが

考 えてもらえるとありがたい。 

・  ゴールが
み

見えないということについてだが、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せいすいしん

推進
けいかく

計画では、よ

り
じっし

実施を
きょうか

強化する
ないよう

内容として
じゅうてん

重点
しさく

施策としてまとめている。
けいかく

計画にあがって

いるものについては、すべて
じっし

実施し、
らいねんど

来年度に
けいかく

計画の
みなお

見直しを
よてい

予定している

ので
とうたつ

到達できなかったものや
じつげん

実現が
むずか

難 しいものについては
さいけんとう

再検討していき

たいと
かんが

考 えている。 

・  
ほか

他にご
いけん

意見はよろしいか。 

・  このように
しりょう

資料をまとめてもらい、
せつめい

説明もしてもらってありがたいが、

1
じかん

時間という
じかん

時間の
なか

中では、ポイントを
つ

突いた
しつもん

質問ができるか
むずか

難 しい。また、
しりょう

資料の
ないよう

内容や
かいぎ

会議で
で

出た
いけん

意見を
じぶん

自分たちが
そしゃく

咀嚼するために、
さいてい

最低2
じかん

時間はあて

てもらいたい。これでは、
どうぎ

動議を
も

持ち
だ

出すのを
えんりょ

遠慮せざるを
え

得ない。 

・  
こんかい

今回は、
かいぎ

会議の
ぎだい

議題が
すいしん

推進
しさく

施策の
じっし

実施
じょうきょう

状況 についてだったので、1
じかん

時間で
いけん

意見
こうかん

交換が
かのう

可能かと
おも

思ったが、
じかい

次回からはもう
すこ

少し
じかん

時間をとりたい。 

・  こういう
かいぎ

会議の
ばあい

場合、
じむきょく

事務局のやり方によって
ずいぶん

随分と
か

変わってくる。たと

えば、
たいりょう

大量 の
ほうこくしょ

報告書を
じむきょく

事務局が
つく

作って
ほうこく

報告だけをすれば
しつもん

質問はほとんど
で

出な

い。
ぎゃく

逆 に
そっちょく

率直 な
いけん

意見をどんどんぶつけてもらうやり
かた

方がある。
こんかい

今回は
ぜんしゃ

前者で

あるが、このようなやり
かた

方ばかりでは
なに

何のために
あつ

集まっているのかわからな

い。これからは、
じゆう

自由に
いけん

意見
こうかん

交換できるものにしてもらいたい。 

・  
ほか

他の
いいん

委員からはいかがか。なければ、終 了
しゅうりょう

予定
よ て い

時間
じ か ん

がきたので、
さいご

最後に
くみん

区民
ぶちょう

部長からあいさつをお
ねが

願いしたい。 

・  
たぶんかきょうせい

多文化共生という
ことば

言葉は
ひじょう

非常にいいものだが、
せかい

世界で
いま

今まで
せいこう

成功した
れい

例は

ほとんどないのではないかと
おも

思う。
れきし

歴史を
み

見ても、
せんそう

戦争などで
げきてき

劇的に
かんけい

関係が
わる

悪

くなることはあるが、
ぎゃく

逆 によくなるといったことはほとんど
れい

例がない。した

がって、この
もんだい

問題は
じみち

地道に
と

取り
く

組んでいくしかない。
いま

今の
にほん

日本は
まえ

前よりも、

ほんの
すこ

少しずつよくなってきていると
かんが

考 えている。
くちょう

区長が
い

言ったように 2万
まん
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千人
ぜんにん

がいて 102 か
くに

国から
がいこくじん

外国人が来
き

ている。1クラスに 2、3人
にん

は
がいこくじん

外国人の
こ

子ど

もがいるという
じょうきょう

状況 がごく
ふつう

普通であり、
しぜん

自然なんだという
にんしき

認識が
で

出てきてい

る。
いっぽう

一方、ニューカマーの
もんだい

問題では、
きたせんじゅ

北千住に
とうきょう

東京
でんき

電機
だいがく

大学が
しんしゅつ

進出 し、外国人
がいこくじん

と
がくせい

学生や
きぎょう

企業との
こうりゅう

交流 も
う

生まれるだろう。また、
こくさい

国際
きょうどう

共同
けんきゅう

研究 センターも

でき、
がいこくじん

外国人
ぎじゅつしゃ

技術者との
かか

関わりも
う

生まれる。
やく

約5000人
にん

の
がくせい

学生が
く

来ることにな

り、
きたせんじゅ

北千住だけで 4
だいがく

大学、
あ

合わせて 1万人
まんにん

の
がくせい

学生が
あつ

集まり、そういう
ひと

人達
たち

が
がいこくじん

外国人やいろいろな
きぎょう

企業と
こうりゅう

交流 することになる。
くに

国のほうも、
あゆ

歩みは
おそ

遅いが
じょうきょう

状況 は
わる

悪くなっていない。
こんご

今後、
がいこくじん

外国人
とうろくほう

登録法も
ぜんめん

全面
かいせい

改正となり、
にほんじん

日本人と

ほとんど
おな

同じ
だいちょう

台帳
せいど

制度になる
よてい

予定である。インドネシアとの EPA でも 1000人
にん

ほどが
かいご

介護
かんけい

関係で
はい

入って
く

来る
よてい

予定である。さらに
にほん

日本への
がいこくじん

外国人の
りょこうきゃく

旅行客 も

とうとう 1
せんまんにん

千万人
ちか

近くなって、
だいぶぶん

大部分が
たいわん

台湾、
かんこく

韓国、
ちゅうごく

中国 などアジアからの

ものである。「なぜ、
にほん

日本に
なんかい

何回も
りょこう

旅行に
く

来るのか」と
き

聞いたら、「
にほん

日本は

アジアの
なか

中でも
まち

街が
せいけつ

清潔だし、
よる

夜に
あそ

遊んでいても
あぶ

危なくない、
ちあん

治安がいい」

とのことである。
ぼうとう

冒頭に
もう

申し上
あ

げたように、このような
かだい

課題は
げきてき

劇的に
か

変わる

のは
むずか

難 しいが、こつこつとやっていくと
すこ

少しずつよくなるものであり、
にほん

日本

も
すこ

少しずつそうなってきている。
きょう

今日はお
いそが

忙 しいところ、
かいぎ

会議に
しゅっせき

出席 いただ

きお
れい

礼を
もう

申し
あ

上げる。
こんご

今後とも、
まえむ

前向きに
ぎろん

議論をお
ねが

願いしたい。 

・  それでは、
いじょう

以上で
ほんじつ

本日の
かいぎ

会議は
しゅうりょう

終了 とさせていただく。 

（
いじょう

以上） 
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開 催
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００分
    ふん かいかい

開会～１１時５５分
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共生係  
しゅっせき

出席
しょくいん

職員  
おおしま

大島 
さとう

佐藤 
わたぬき

綿貫 
たかやなぎ

高柳 
りゅう

柳  
ひらまつ

平松 
たつもと

達本 

会
かい

 議
ぎ

 次
し

 第
だい

 １ 
しゅさいしゃ

主催者あいさつ（
こんどう

近藤やよい
くちょう

区長） 

２ 
いしょくじょう

委嘱状
こうふ

交付 

３ ①
へいせい

平成２０（２００８）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
ほうこく

報告について 

②
へいせい

平成２０（２００８）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
しさく

施策の
じっし

実施
じょうきょう

状況 の
ほうこく

報告につ

いて 

③
へいせい

平成２１（２００９）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
みなお

見直しについて 

④
へいせい

平成２１（２００９）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
よてい

予定について 

 ⑤
いけん

意見
こうかん

交換 

⑥その他
た

 

  
あだち

足立
くがい

区外
こくじん

国人
とうろくしゃすう

登録者数について 

  
じどう

自動
ほんやく

翻訳サービスの
がめん

画面
てんかい

展開について 
ぎじ

議事
ようし

要旨 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  
ほんじつ

本日、
いいん

委員から
けっせき

欠席の
れんらく

連絡が
はい

入っている。
いいん

委員の
なか

中で、
がいこくご

外国語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の
すずき

鈴木キャロリーン
き ゃ ろ り ー ん

さん、
あだち

足立
くりつ

区立
しょうちゅうがく

小中学
こうちょうかい

校長会の
にしほきま

西保木間小学
しょうがっ

校長
こうちょう

の
うめだ

梅田
りゅうじ

龍示さんが
けっせき

欠席の
れんらく

連絡を
ちょう

頂
だい

戴している。 

 
くちょう

区長の
とうちゃく

到着が
おく

遅れているので、
くちょう

区長のあいさつと
いしょくじょう

委嘱状
こうふ

交付は
とうちゃく

到着
しだい

次第させていただく。それでは
かいぎ

会議の
ぎじ

議事をよろしくお
ねが

願いしたい。 

 

・  これから
ぎじ

議事に
はい

入る。はじめに
ていそくすう

定足数の
かくにん

確認をする。
さき

先ほど
じむきょく

事務局から、
きょう

今日は２名
  めい けっせき

欠席の
ほうこく

報告があった。
かいぎ

会議の
せいりつ

成立に
ひつよう

必要な
いいん

委員の
はんすう

半数
いじょう

以上が
しゅっせき

出席しているので、このまま
かいぎ

会議を
すす

進める。 

つぎに、
はつげん

発言については、
かいぎろく

会議録
さくせい

作成のため、
みな

皆さんの
はつげん

発言を
ろくおん

録音させて

いただいている。 
ほんじつ

本日の
あんけん

案件に
かん

関する
しりょう

資料は、
みな

皆さんにお
くば

配りしているとおり、
しりょう

資料２から
しりょう

資料４まで３つある。また、
かいぎ

会議
しゅうりょう

終了 の
よてい

予定は１１時
     じ

４０分目標
    ぷんもくひょう

のため、
えんかつ

円滑な
ぎじ

議事
しんこう

進行にご
きょうりょく

協力 いただきたい。 

まず、
ぎじ

議事の①から
ぎじ

議事の④まで、
いっかつ

一括して
じむきょく

事務局から
せつめい

説明がある。 

様式
ようしき

１（開催
かいさい

概要
がいよう

） 



 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 
こんどう

近藤
くちょう

区長 

 

 

 

 

・  
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
かかりちょう

係長 の
おおしま

大島から、
しだい

次第の
ぎじ

議事①から④までを
いっかつ

一括してご
せつめい

説明

させていただく。 
ぎじ

議事①
へいせい

平成２０（２００８）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
ほうこく

報告について 

  ②
へいせい

平成２０（２００８）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
しさく

施策の
じっし

実施
じょうきょう

状況 の
ほうこく

報告に

ついて 

  ③
へいせい

平成２１（２００９）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
みなお

見直しについて 

  ④
へいせい

平成２１（２００９）
ねんど

年度
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
よてい

予定について 

まず、
ぎじ

議事①について、
しりょう

資料２をご
らん

覧いただきたい。こちらは、
さくねんど

昨年度の
かいぎ

会議
ぎじろく

議事録である。
ていせい

訂正があれば、
じむきょく

事務局までご
れんらく

連絡を
ちょう

頂
だい

戴したいと
おも

思う。 

それでは、
ぎじ

議事②
さくねんど

昨年度の
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
じっし

実施
じょうきょう

状況 の
ほうこく

報告につ

いて、
しりょう

資料３を
せつめい

説明させていただく。
ちょうさ

調査
たいしょう

対象
きかん

期間は、
へいせい

平成２０年
     ねん

４月
  がつ

か

ら、
へいせい

平成２１年
     ねん

３月
  がつ

までとしている。この
けいかく

計画に
じっし

実施
じぎょう

事業としての
きさい

記載が

５７
しさく

施策ある。 

この
ひょうか

評価については、
じっし

実施が
はや

早かったものには◎をつけさせていただき、３
しさく

施策ある。
よてい

予定
どお

通り
しょき

初期の
もくひょう

目標を
たっせい

達成したものには○をつけさせていただ

き、４６
しさく

施策ある。
じっし

実施が
おく

遅れているということで、×の
ひょうか

評価をつけさせて

いただいたものが８
しさく

施策ある。 
へいせい

平成１９年度
     ねんど

、
さくねんど

昨年度
おこな

行った
ひょうか

評価の
いちらん

一覧では、◎が１つだったが、
こんかい

今回３

つになった。５．３％の
わりあい

割合で、３．５％
こうじょう

向上している。
よてい

予定
どお

通り、
しょき

初期の
もくひょう

目標を
たっせい

達成した○については、○が１つ◎に
いこう

移行したということで
へ

減って

いる。
じっし

実施が
おく

遅れている×の
ひょうか

評価については、
さくねんど

昨年度は９つだったが、
こんねんど

今年度

は８つということで、１つ
へ

減っている。 

２ページ
ぺ ー じ

めの、５）ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ がいこくごばん

外国語版の
すいしん

推進については、
しょうめん

正面の

モニター
も に た ー

にもあるとおり、
く

区のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

は、ＰＤＦファイル
ふ ぁ い る

、
えいぞう

映像

ファイル
ふ ぁ い る

を
のぞ

除き、
へいせい

平成２１年
     ねん

７月
  がつ

１日
ついたち

から
えいご

英語・
ちゅうごくご

中国語・
かんこくご

韓国語の
ひょうき

表記が
かのう

可能な
じどう

自動
ほんやく

翻訳サービス
さ ー び す

がスタート
す た ー と

している。それで
ひょうか

評価を○にしている。
のち

後ほど、
がめん

画面
てんかい

展開を
せつめい

説明させていただく。 

５ページめの、２５）
がいこくじん

外国人（
ざいじゅう

在住・
ざいりゅう

在留）
じぎょうしゃ

事業者の
けいざい

経済
かつどう

活動の
しえん

支援に

ついては、
ぜんかい

前回×の
ひょうか

評価だったが、あだち
さんぎょう

産業センター
せ ん た ー うち

内の
あんない

案内
ひょうじぶつ

表示物を、
にほんご

日本語と
えいご

英語による
ひょうじ

表示にし、
いちぶ

一部
じっし

実施するため、○の
ひょうか

評価に
か

替えさせてい

ただいた。 

２８）ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ とうろく

登録
はけん

派遣
せいど

制度の
さいへん

再編
せいび

整備は○の
ひょうか

評価をつけさせていた

だいた。こちらは２００８年度
         ねんど

から
ようこう

要綱を
せいてい

制定し、
とうろく

登録している
ゆうしょう

有償の
つうやく

通訳
およ

及び
ぶんか

文化
こうりゅう

交流ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

に、
ちょうない

庁内
およ

及び
かくはけんさき

各派遣先において
げんざい

現在も
かつどう

活動して

いただいている。 

 

・  これから
くちょう

区長からのあいさつがある。 

 

・  
たぶんか

多文化
きょうせい

共生ということで、
げんざい

現在
あだちく

足立区では、
こくせき

国籍が１００を
こ

越える
みなさまがた

皆様方

が
す

住んでおられる。
こんねんど

今年度は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画のちょうど
ちゅうかんどし

中間年にあ

たっているということもあるので、なかなかそうした
さまざま

様々な
こくせき

国籍を
も

持って
く

暮

らしておられる
かた

方の
せいかつ

生活の
じったい

実態
とう

等を、
わたくし

私 どもで
はあく

把握しきれていると
かんが

考え



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

事務局
じむきょく

 

 

区長
くちょう

 

 

 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てはいないので、
ことし

今年はそうした
みなさまがた

皆様方に
はばひろ

幅広くアンケート
あ ん け ー と

をとらせていた

だいている。それと
どうじ

同時に、
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ とう

等でご
きょうりょく

協力 いただいてい

る
みなさまがた

皆様方にもインタビュー
い ん た び ゅ ー けいしき

形式で
じかん

時間をとらせていただいた。もう
すこ

少し
せいかつ

生活

の
じったい

実態や、
げんじょう

現状について
くわ

詳しく
じょうほう

情報を
しゅうしゅう

収集 し、
こんご

今後の
けいかく

計画の
みなお

見直しや、
しさく

施策の
てんかい

展開に
い

生かしていきたいと
おも

思っている。
みなさまがた

皆様方にもぜひ、
まいにち

毎日の
せいかつ

生活

を
つう

通じてご
にゅうしゅ

入手なさる
さまざま

様々な
じょうほう

情報や、ご
ようぼう

要望を
わたくし

私 どもにお
つた

伝え
ねが

願えれば

ありがたいと
おも

思う。私
わたくし

たちの
あだちく

足立区を
せいかつ

生活の
きょてん

拠点として
えら

選んでいただいた
しょがいこく

諸外国の
みなさま

皆様にも
あんしん

安心して
かいてき

快適に
まいにち

毎日
す

過ごしていただけるような
きくば

気配りを
も

持って
しさく

施策にも
はか

図って
まい

参りたいと
おも

思う。
ぜひ

是非
こんご

今後もご
りかい

理解とご
きょうりょく

協力 をいた

だけるようにお
ねが

願い
もう

申し
あ

上げる。 

 

・  
つづ

続いて、
しん

新
いいん

委員の
みなさま

皆様に
こんどう

近藤
くちょう

区長から
いしょくじょう

委嘱状をお
わた

渡しする。 

 

・  
へいせい

平成２１年度
     ねんど あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議
いいん

委員を
いしょく

委嘱する。       

（
そんすいる

宋洙一
さま

様、
しみず

清水
よしみつ

良満
さま

様への
いしょくじょう

委嘱状
こうふ

交付。） 

 

・  
こんどう

近藤
くちょう

区長はここで
たいせき

退席させていただく。 

（
くちょう

区長
たいせき

退席） 

それでは、
くみん

区民
ぶちょう

部長が
いどう

異動になり、
あら

新たな
くみん

区民
ぶちょう

部長として、
いしかわ

石川
じゅんじ

純二が
しん

新
いいん

委員になったのでご
しょうかい

紹介させていただく。 

（
いしかわ

石川
くみん

区民
ぶちょう

部長の
しょうかい

紹介） 

それでは
ひ

引き
つづ

続き、
じむきょく

事務局から
せつめい

説明をさせていただく。その
まえ

前に、お
わ

詫び

と
ていせい

訂正がある。
みなさま

皆様に、
じぜん

事前に
ゆうそう

郵送でお
くば

配りした
すいしん

推進
かいぎ

会議の
しだい

次第では、
いいんちょう

委員長・
ふく

副
いいんちょう

委員長を
せんしゅつ

選出 する
かたち

形 で
ぎじ

議事に
はい

入っていたが、
さくねんど

昨年度に
か

華
いいんちょう

委員長、
みやざき

宮崎
ふく

副
いいんちょう

委員長を
いいん

委員の
みな

皆さんにご
せんしゅつ

選出いただいたので、
ほんじつ

本日
はいふ

配布し

た
しだい

次第では、
いいんちょう

委員長・
ふく

副
いいんちょう

委員長の
せんしゅつ

選出を
さくじょ

削除させていただいている。お
わ

詫び

して
ていせい

訂正させていただく。それでは、
さき

先ほどの
せつめい

説明を
つづ

続ける。 
さき

先ほど、
しりょう

資料３の５ページ
ぺ ー じ

めの、２８）ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ とうろく

登録
はけん

派遣
せいど

制度の
さいへん

再編
せいび

整備までご
せつめい

説明させていただいた。 

７ページ
ぺ ー じ

めの、４２）（
かしょう

仮称）「
あだちく

足立区
きょういく

教育
けいかく

計画」において
たぶんか

多文化
きょうせい

共生

と
しょうがい

生涯
がくしゅう

学習の
かんけい

関係を
あき

明らかにしていくという
しさく

施策の
じっし

実施が
はや

早まったの

で、
ひょうか

評価◎とさせていただいた。 

９ページ
ぺ ー じ

めの、５７）「
あだちく

足立区
じんけん

人権
すいしん

推進
ししん

指針」の
せいび

整備については、

２００９年
         ねん

１月
  がつ

に
さくてい

策定
かんりょう

完了しているので、
はや

早まったということで
ひょうか

評価◎を

つけさせていただいた。 

それでは、
しりょう

資料４「
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
みなお

見直しについて」に
うつ

移ら

せていただく。
さき

先ほど
くちょう

区長から、
ことし

今年は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
ちゅうかんねん

中間年に

あたるというお
はなし

話があった。
へいせい

平成１８年度
     ねんど

を
けいかく

計画の
じっし

実施
しょねんど

初年度として、
へいせい

平成

２４年度
     ねんど

までの７年
  ねん けいかく

計画となっている。
こんねんど

今年度は、この
けいかく

計画の
ちゅうかんねん

中間年にあ

たり、
くない

区内
ざいじゅう

在住の
がいこくじん

外国人と
にほんじん

日本人を
たいしょう

対象とした
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査を
じっし

実施している。この
ちょうさ

調査
けっか

結果を
ふ

踏まえて、
かいていばん

改訂版の
さくてい

策定を
すす

進めさせていただ

きたいと
かんが

考えている。 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
みなお

見直しスケジュール
す け じ ゅ ー る

は、
きそ

基礎
ちょうさ

調査が４月
  がつ

から６月
  がつ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
しかい

 

 

 

委員
いいん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に
おこな

行われ、
げんざい

現在
けいかく

計画の
みなお

見直し
けんとう

検討を
おこな

行っている。それを９月
  がつ

まで
よてい

予定して

おり、
けいかく

計画
かいてい

改訂
そあん

素案の
さくせい

作成を１０月
    がつ

まで
おこな

行う。そして、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を１１月
    がつ

から１箇月間
   かげつかん おこな

行 う
よてい

予定である。
けいかく

計画
かいていあん

改定案の
けんとう

検討と
さくせい

作成は
らいねん

来年

１月
  がつ

まで
おこな

行い、
かいていばん

改訂版
けいかく

計画の
さくてい

策定を２月
  がつ

に
よてい

予定している。この
なか

中で、
さき

先ほ

どお
はなし

話のあった
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査を、６月
  がつちゅうじゅん

中旬 に
くない

区内で
じっし

実施してい

る。
くない

区内
ざいじゅう

在住の
にほんじん

日本人と
がいこくじん

外国人
かく

各２,０００名
      めい

を
たいしょう

対象に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生に
かん

関す

るアンケート
あ ん け ー と

を
ゆうそう

郵送して
ちょうさ

調査
じっし

実施を
おこな

行っている。
おも

主な
ちょうさ

調査
こうもく

項目としては、

くらしやすさ、
ちいき

地域での
こうりゅう

交流、ことば、
じょうほう

情報
ていきょう

提供・
そうだん

相談
たいせい

体制という
かたち

形で

ある。このほかの
ちょうさ

調査
こうもく

項目については、お
てもと

手元のアンケート
あ ん け ー と じつぶつ

実物（
にほんじん

日本人
くみんよう

区民用・
がいこくじん

外国人
くみんよう

区民用）を
のち

後ほどご
らん

覧いただきたい。 
けいかく

計画の
みなお

見直しについては、
けんとう

検討
そしき

組織として、
かちょうきゅう

課長級で
こうせい

構成された
ちょうない

庁内
れんらく

連絡
かいぎ

会議と、
かかりちょうきゅう

係長級 で
こうせい

構成された
さぎょう

作業
ぶかい

部会で
おこな

行っている。そして、こち

らの
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議で
けいかく

計画の
みなお

見直しについて
いけん

意見や
ていあん

提案をいた

だけるようお
ねが

願いしたい。 
つぎ

次に、
ぎじ

議事④の
こんご

今後の
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
よてい

予定についてご
あんない

案内をさせ

ていただく。
ほんじつ

本日第１回
だい  かい

の
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を
かいさい

開催させていただいた。

第２回
だい  かい

については、９月
  がつ

２９日
    にち かようび

火曜日に、こちらの
ばしょ

場所で、
かいさい

開催を
よてい

予定して

いる。
ないよう

内容については、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ほうこく

報告
およ

及び
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂
そあん

素案についてご
けんとう

検討・ご
いけん

意見をいただきたいと
おも

思う。第３回
だい  かい

に つ い て は 、
らいねん

来年 の １月
  がつ げじゅん

下旬 に
よてい

予定 し て お り 、
ないよう

内容 と し て は

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の
ほうこく

報告
およ

及び
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいていあん

改定案につい

てご
しんぎ

審議いただければと
おも

思う。
いじょう

以上、
じむきょく

事務局からの
せつめい

説明とさせていただく。 

 

・  
いま

今の
せつ

説
めい

明について、ご
いけん

意見やご
しつもん

質問のある
かた

方は
て

手を
あ

挙げていただき、こち

らから
しめい

指名するので、
しめい

指名されてから
はつげん

発言をお
ねが

願いする。 

 

・  
ぜんかい

前回の
ぎじろく

議事録が
きょう

今日
くば

配られている。その
なか

中で、
さいご

最後にいろいろな
いけん

意見がで

た。
ひと

一つは、この
かいぎ

会議が
いちじかん

一時間であるということで、
こんかい

今回はもっと
みじか

短いと
おも

思

う。
だいぶぶん

大部分が
じむきょく

事務局の
せつめい

説明で
お

終わって、
いけん

意見がほとんど
で

出ない。こういうや

り
かた

方は、これでいいのかという
はなし

話があった。
だいたい

大体
いちじかん

一時間で、これだけのた

くさんの
しりょう

資料の
せつめい

説明を
う

受けると、
じかん

時間がなくなる。
じかい

次回の９月
  がつ

２９日
    にち

もやは

り
いちじかん

一時間で
よてい

予定されている。これが
なに

何のための
かいぎ

会議か、と
かんが

考える
だんかい

段階に
はい

入っ

ていると
おも

思う。
いけん

意見が
で

出ないで
き

聴くだけの
かいぎ

会議であれば、
しりょう

資料を
おく

送っていた

だいて、それを
よ

読めば
す

済むことである。この
かいぎ

会議のやり
かた

方について
かんが

考えな

ければならない。 

それから、
じぜん

事前に
しりょう

資料を
くば

配っているわけなので、またここで
おな

同じ
しりょう

資料を
はいふ

配布するというのは
しげん

資源の
むだ

無駄であると
どうじ

同時に、
じぜん

事前に
おく

送った
しりょう

資料を
み

見ると

いうことがあまり
てってい

徹底されない。
われわれ

我々は、
いいん

委員として
せきにん

責任がある。 

それからルビ
る び

についてだが、
わたし

私が
ていあん

提案してルビ
る び

を
ふ

振ってもらっている。

ルビ
る び

を
ふ

振るか
ふ

振らないかは、
いま

今はパソコン
ぱ そ こ ん

が
はったつ

発達しているので
かんたん

簡単なことだ

と
おも

思う。だが、
ぜんいん

全員にルビ
る び

を
ふ

振るとなると、
われわれ

我々からするとちょっと
よ

読みに

くい。ルビ
る び

を
ふ

振ってほしい
ひと

人と、なしのほうがいい
ひと

人の
にんずう

人数が
わ

分かれると
おも

思

うので、
きぼう

希望をとっておいて、
わ

分けて
たいおう

対応していただきたい。 
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・  
ほか

他の
いいん

委員からご
いけん

意見はあるか。 

 

・  
かいぎ

会議
じかん

時間については、
じかい

次回の
じかん

時間
せってい

設定をしているが、
なかみ

中身も
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂の
けんとう

検討になるので、
じゅうぶん

充分に
じかん

時間がとれるよう、
いちじかんはん

一時間半も

しくは
にじかん

二時間にしていきたい。 

ルビ
る び ふ

振りについては、
ひつよう

必要な
かた

方とそうでない
かた

方、どちらがいいのか
さいご

最後に
かくにん

確認させていただいた
うえ

上で
たいおう

対応する。 
しりょう

資料についても、
とうじつ

当日
はいふ

配布については
あたら

新しい
しりょう

資料のみとし、
へんこう

変更があっ

た
ばあい

場合のみ
とうじつ

当日に
はいふ

配布させていただきたい。 

 

・  
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方、ご
いけん

意見はあるか。 

 

・  
いしばし

石橋
いいん

委員さんの
はつげん

発言を、
わたし

私もその
とお

通りだと
おも

思った。
しりょう

資料を
はんつきまえ

半月前にせっ

かく
おく

送っていただいたのだから、
わす

忘れた
ばあい

場合に
すこ

少し
ようい

用意していただき、
おく

送っ

ていただいたものを
も

持ってくるのを
げんそく

原則にしたらどうかという
ていあん

提案が
い

活か

されていないと
おも

思った。 

それから
いちじかん

一時間では
みじか

短すぎるので、せめて
にじかん

二時間とっていただけないか

と
さくねん

昨年７月
  がつついたち

１日に
ていあん

提案したのは
わたくし

私 である。
はんえい

反映されていなかったと
わたくし

私 も
おも

思った。 

そして
こんかい

今回の
かくにん

確認だが、いまさらこのようなことをいうのはどうかと
おも

思い

ながら
うかが

伺う。
しりょう

資料３の
ひょうか

評価
いちらん

一覧は「
じぎょう

事業
よてい

予定に
たい

対する
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議
ひょうか

評価
いちらん

一覧」とある。これはこの
かいぎ

会議で
ひょうか

評価したというようなことになってい

るのか。でも、
じっさい

実際は
じむきょく

事務局のほうで
ひょうか

評価なさっていて、いま
ほうこく

報告を
う

受けた

ということだと
おも

思う。
たてまえ

建前はこの
かいぎ

会議が
ひょうか

評価をしたということになっている

のか
いな

否やそれを
かくにん

確認させていただきたい。いま
ほうこく

報告を
う

受けて
わたくし

私 たちが
とく

特に
しつもん

質問や
いぎ

異議
もう

申し
た

立てをしなければこのまま
とお

通る。ここで
ひょうか

評価されて
しょうにん

承認さ

れたということになっていくのか。そうだとすると、
じかん

時間が
ほんとう

本当にないと
おも

思

う。 

 

・  
ひょうか

評価については、この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議で
しんぎ

審議していただいて
ひょうか

評価し

ていただいたということになるので、
きょう

今日この
ば

場でお
ねが

願いしたい。そのため

もあって、
じぜん

事前に
しりょう

資料を
おく

送らせていただいた。この
あと

後、８月
  がつ

の
ちょうぎ

庁議という
く

区

の
かいぎ

会議、それから９月
  がつ

に
ぎかい

議会の
くみん

区民
いいんかい

委員会にも
ほうこく

報告をしてきたいと
かんが

考えて

いる。 

 

・  
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方、ご
いけん

意見はあるか。 

 

・  
じむてき

事務的な
もんだい

問題で、
じぜん

事前に
じむきょく

事務局が
ひょうか

評価をつけてくださらないと、とてもじ

ゃないがここで
くうらん

空欄を
みな

皆さんと
さいけつ

採決していくということはできないので
じむきょく

事務局がやってくださっていた。
ほんらい

本来はここで
ひょうか

評価すべきだが、
じむきょく

事務局がや

ってくださっていたことを、ここで
しょうにん

承認するという
かたち

形か。 
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・  「◎○×」という
ひょうか

評価は、あくまでも
じむきょく

事務局で
したじゅんび

下準備、
そあん

素案としてつけさ

せていただいた。それがもし
ふてきとう

不適当ということであれば、この
かいぎ

会議の
ば

場で
しんぎ

審議いただいて、
ひょうか

評価を
あらた

改めていただきたい。 

 

・  
いま

今の
せつめい

説明でよいか。
わたくし

私 もよくわからなかったので、その
ひょうか

評価については
いま

今の
せつめい

説明でわかってきた。
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方、
いけん

意見・
しつもん

質問
とう

等はあるか。 

 

・  
じぜん

事前に６月
  がつ

１５日付
    にちづけ

で
おく

送っていただいた
しりょう

資料の
なか

中に、
きょう

今日の
しりょう

資料には
ふく

含ま

れていないが、２００９年度
         ねんど しんき

新規
かくじゅう

拡充
じぎょう

事業というのがある。その
なか

中の

第５番目
だい   ばんめ

として、
こんかい

今回
ほうこく

報告のあった
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査がある。これは
ひじょう

非常

によいことだと
おも

思う。ここで
かぎ

限られた
にんずう

人数でいろいろ
ちえ

知恵を
だ

出し
あ

合い、
けいけん

経験

を
はな

話すことも
ひつよう

必要だが、やはり
じったい

実態を
はあく

把握すべきだと
おも

思っていたので、
ひじょう

非常

によいと
おも

思う。
がいこくじん

外国人、
にほんじん

日本人
かく

各２,０００人
       にん

ずつなので、
がいこくじん

外国人
じんこう

人口

２万３千人
  まん   ぜんにん

に
たい

対して２, ０００人
      にん

なので、かなり
がいこくじん

外国人
じんこう

人口に
たい

対する
ちょうさ

調査
じんこう

人口は
おお

多いと
おも

思うが、
かいしゅうりつ

回収率がどのくらいなのかお
き

聞きしたい。
ひじょう

非常に
きちょう

貴重

なデータ
で ー た

になっていると
おも

思う。この
ちょうさ

調査の
せつもん

設問の
ないよう

内容については、せっかく

この
かいぎ

会議があるのだから、どういった
せつもん

設問にするのか、できればこの
かいぎ

会議で
いけん

意見を
ちょうしゅ

聴取すればよかったと
おも

思う。 

その
ほか

他にもよいことをたくさんされていると
おも

思う。
かくじゅう

拡充
じぎょう

事業として５つ
あ

挙がっているものについても
さんせい

賛成で、よいと
おも

思う。ただし、
ひと

一つお
き

聞きした

いのは、コスト
こ す と

が
あ

上がっているわけで、
ぜんかい

前回の
かいぎ

会議でいただいた
しりょう

資料による

と、
じぎょう

事業
よさん

予算が２００８年度
         ねんど

では５００万円
      まんえん ていど

程度の
よさん

予算だったのが、
じぎょう

事業
よさん

予算の
すいい

推移で、２００９年度
         ねんど

では、１,７００万円
      まんえん ていど

程度で
ひやくてき

飛躍的に
の

伸びてい

る。この
やく

約３倍
  ばい よさん

予算が
ふ

増えた
ないよう

内容は、
しんき

新規
じぎょう

事業あるいは、
かくじゅう

拡充
じぎょう

事業いろい

ろあると
おも

思うが、
だいたいおも

大体主なものはどこで
つか

使われているのか。 

 

・  
おも

主なものは、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査が
やく

約５００万円
      まんえん いじょう

以上かかっているの

で、これが
おお

大きな
じぎょう

事業である。あとは、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の
ほんやく

翻訳サービス
さ ー び す

である。 

 

・  
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方は
なに

何かあるか。では、
はじ

初めて
さんか

参加された
しん

新
いいん

委員のお
ふたり

二人か

ら、
なに

何かご
いけん

意見
とう

等あるか。 

 

・  
じぜん

事前にいただいた
しりょう

資料（
ぎじろく

議事録）を
はいけん

拝見し、
さいご

最後に、
くみん

区民
ぶちょう

部長が「
こんご

今後、
がいこくじん

外国人
とうろくほう

登録法も
ぜんめん

全面
かいせい

改正となり、
にほんじん

日本人とほとんど
おな

同じ
だいちょう

台帳
せいど

制度になる
よてい

予定である。」とおっしゃっていて、たしか３年後
   ねんご

に
がいこくじん

外国人
とうろくほう

登録法と
じゅうみん

住民
きほん

基本
だいちょう

台帳との
から

絡みで
ざいりゅう

在留カード
か ー ど

ができるということを
き

聞いている。
げんじょう

現状、
とうろく

登録は
しく

市区
ちょうそん

町村で
おこな

行われているが、
こんご

今後
ざいりゅう

在留カード
か ー ど

というのは、
き

聞くとこ

ろによると、
にゅうこく

入国
かんりきょく

管理局のほうで
はっこう

発行されるようである。そうすると、こ

れまで
とうろく

登録を
かくじちたい

各自治体でされていたのが
にゅうこく

入国
かんりきょく

管理局でされるということに

なってくる。
あだちく

足立区の
なか

中でどの
ていどがい

程度外
こくじん

国人の
かた

方が
す

住んでいらっしゃるのかな

ど、そういったことが
はあく

把握しづらくなってこないのかと
おも

思う。
わたくし

私 もまだ
さいきん

最近
し

知ったところで、３年後
   ねんご

までにそういったことが
おこな

行われるようになる

ということしかわからないので、
ばくぜん

漠然としているところではある。
こんらん

混乱して
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区民
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しかい
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しまったりしないのかと
おも

思う。 

 

・  
く

区の
しょかんか

所管課は、
こせき

戸籍
じゅうみんか

住民課の
がいこくじん

外国人
とうろくかかり

登録係、あるいは
じゅうみん

住民
きろくがかり

記録係である。
がいよう

概要について
ほうこく

報告を
き

聞いたが、この
せいど

制度に
いこう

移行する
しゅし

趣旨は、
がいこくじん

外国人の
かた

方も
じゅうみん

住民
とうろく

登録と
どう

同
よう

様の
あつか

扱いをして、
こじん

個人
たんい

単位でなく、
せたい

世帯
たんい

単位で
きろく

記録を
はあく

把握し

て
ぎょうせい

行政サービス
さ ー び す

に
こうへい

公平に
い

活かしていこうという
しゅし

趣旨だと
き

聞いている。
いま

今の
がいこくじん

外国人
とうろく

登録
せいど

制度だと、
かり

仮に
じゅうしょ

住所を
うつ

移しても
がいこくじん

外国人
とうろく

登録へ
へんこう

変更を
とど

届け
で

出ない

と、
げんじゅうしょ

現住所と
こと

異なるということになる。
あたら

新しい
せいど

制度だと、
じゅうみん

住民
きほん

基本
だいちょう

台帳と
おな

同じになると、
じゅうしょ

住所
へんこう

変更も
げんきょうとどけ

現況届 であるとか、
じっさい

実際にお
すま

住いのところでな

されるのではないかとみている。 

 

・  
おな

同じページ
ぺ ー じ

の
くみん

区民
ぶちょう

部長のお
はなし

話で、「
きたせんじゅ

北千住に
とうきょう

東京
でんき

電機
だいがく

大学が
しんしゅつ

進出し、」

とあるが、そうすると、
がくせい

学生の
かた

方が
ふ

増えてくる。その
なか

中で、
りゅうがく

留学をしてこ

ちらにいらっしゃる
かた

方の
にんずう

人数もかなり
ふ

増えてくると
おも

思う。そういった
かたがた

方々

と、
たぶんか

多文化の
こうりゅう

交流をすることなど
かんが

考えているのか。 

 

・  
こうりゅう

交流はでてくると
おも

思う。
じっさい

実際に、
とうだい

東大に
にゅうがく

入学した
かた

方が
ひがしあやせ

東綾瀬の
だんち

団地に
にゅうきょ

入居されている。この
にゅうきょ

入居された
かた

方が、
じもと

地元の
じちかい

自治会との
こうりゅう

交流をなさって

いるので、
く

区では
じょうほう

情報
ていきょう

提供などを
おこな

行っている。
く

区がコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

してで

きることとしては、
じょうほう

情報
ていきょう

提供などを
おこな

行っていきたい。 

 

・  
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方から
いけん

意見はあるか。では、
ぎじ

議事①から④の
ぎあん

議案については
いじょう

以上でよいか。 
つづ

続いて、
ぎじ

議事⑥のその
た

他について、
じむきょく

事務局から
せつめい

説明がある。 

 

・  
ぎじ

議事⑥について
せつめい

説明をさせていただく。
しりょう

資料６をご
らん

覧いただきたい。
さき

先ほ

どお
はなし

話させていただき、
じぜん

事前にご
らん

覧になった
かた

方もいらっしゃると
おも

思うが、
く

区

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の
じどう

自動
ほんやく

翻訳サービス
さ ー び す

の
かいし

開始についてご
せつめい

説明させていただ

く。こちらについては、７月
  がつ ついたち

１日から、より
おお

多くの
がめん

画面で
えいご

英語・
ちゅうごくご

中国語・
かんこくご

韓国語の
ひょうき

表記が
かのう

可能になった。こちらの
がめん

画面
てんかい

展開を、
じっさい

実際にご
らん

覧になってい

ただきながら
せつめい

説明する。 

トップページ
と っ ぷ ぺ ー じ

にある
えいご

英語・
ちゅうごくご

中国語・
かんこくご

韓国語の
げんご

言語
ひょうじ

表示をクリック
く り っ く

してい

ただくと、お
てもと

手元の
しりょう

資料のような
がめん

画面で、それぞれの
げんご

言語で
けいこく

警告の

メッセージ
め っ せ ー じ

がでる。１００パーセント
ぱ ー せ ん と

の
せいど

精度ではないことをご
りかい

理解いただい

たうえで、ご
りよう

利用いただきたいという
ないよう

内容である。
つぎ

次のページ
ぺ ー じ

には、
たぶんか

多文化
きょうせいがかり

共生係 の
まどぐち

窓口の
と

問い
あ

合わせ
じかん

時間などを
の

載せている。そして、
さき

先ほどの
ほんやく

翻訳

の
せいど

精度をご
りょうかい

了解いただいた
うえ

上で、
ほんやく

翻訳された
がめん

画面に
すす

進む。
えいぞう

映像
けいしき

形式である

ものや、ＰＤＦファイル
ふ ぁ い る

などは
ほんやく

翻訳されない。あだち
こうほう

広報の
ほんやく

翻訳について

は、
ひづけ

日付をクリック
く り っ く

して、テキストファイル
て き す と ふ ぁ い る

をクリック
く り っ く

すると、
いちめん

一面の
ぶぶん

部分

が
ほんやく

翻訳されてご
らん

覧いただける。
じどう

自動
ほんやく

翻訳サービス
さ ー び す

については、７月
  がつ

１日
ついたち

から

サービス
さ ー び す

を
かいし

開始している。 
つづ

続いて、
あだちく

足立区の
がいこくじん

外国人
とうろくしゃすう

登録者数の
の

載っている
しりょう

資料５をご
らん

覧いただきた

い。７月
  がつ

１日
ついたちげんざい

現在の
がいこくじん

外国人
とうろくしゃすう

登録者数は、２３，４９２人
             にん

である。
かんこく

韓国、
ちょうせん

朝鮮、
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いいん
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いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

 
じむきょく

事務局 

 

ちゅうごく

中国、フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

の
ごうけい

合計は、２０, ７７１人
      にん

で、８８．４％を
し

占めている。
とない

都内では、
がいこくじん

外国人
とうろくしゃすう

登録者数が、
しんじゅくく

新宿区、
えどがわく

江戸川区に
つづ

続いて３番目
   ばんめ

に
おお

多い。
じむきょく

事務局からは、
いじょう

以上で
せつめい

説明を
お

終わる。 

 

・  ご
いけん

意見かご
しつもん

質問のある
かた

方はいらっしゃるか。 

 

・  
じかい

次回の
よてい

予定としては９月
  がつ

２９日
    にち

とある。
ないよう

内容が、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ほうこく

報告と、
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂
そあん

素案についてということは、
じむきょく

事務局のほうから
かいていあん

改定案が
じぜん

事前に
そうふ

送付されてきていて、それを
じぜん

事前に
かく

各
いいん

委員

は
よ

読んできていて
ぎろん

議論をするということになるのか。 

 

・  その
よてい

予定である。
じかん

時間が１０時
    じ

３０分
   ぷん

から１１時
    じ

３０分
    ぷん

という
いちじかん

一時間では
た

足りないというご
いけん

意見をいただいているので、
にじかん

二時間という
じかん

時間をとらせて

いただいてよいか。 

（
しゅっせき

出席
いいん

委員からの
いぎ

異議なし） 

それでは、１０時
     じ

から１２時
     じ

の
にじかん

二時間で
ちょうせい

調整させていただく。 

 

・  
かいていあん

改定案については、いきなり
おく

送られてきて、
にほんじん

日本人が
よ

読んでもなかなか
いま

今

の
すいしん

推進
けいかく

計画は
むずか

難しい。
じかい

次回
ぎろん

議論するには、
かいていあん

改定案を
おく

送っていただくにして

も、この
ぶぶん

部分について
みな

皆さんの
いけん

意見をお
き

聞きしたいなど
せいり

整理をされて、
なに

何か
せつ

説
めい

明がないと
おな

同じようなことになる。
こんかい

今回、
かいてい

改訂は
じっしつてき

実質的には
じむきょく

事務局が
さぎょう

作業

されるので、おもな
かいてい

改訂
ないよう

内容や、
かいてい

改訂しない
ぶぶん

部分について、
わ

分けた
せつめい

説明をし

ていただきたい。 

 

・  いまおっしゃったように、ポイント
ぽ い ん と

でもっと
しつもん

質問を
な

投げかけていただきた

いと
おも

思う。どのように
しつもん

質問していけばよいのかわからず、どうしても
ちゅうしょうてき

抽象的

な
はつげん

発言になってしまう。
こうもく

項目がたくさんある
なか

中で、
しんこう

進行
じょうきょう

状況 を
ほうこく

報告されて

いるが、
たと

例えば
こんかい

今回の
く

区のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の
じどう

自動
ほんやく

翻訳サービス
さ ー び す

など、
じっさい

実際にそ

れを
て

手にとって
み

見ることができると、
すす

進んでいるな、とてもよいものができ

ていると
じっかん

実感できる。また、
いいん

委員として、それに
たずさ

携わることができてうれ

しいと
かん

感じる。
ほか

他にももっと
み

見ることができる
しりょう

資料はあると
おも

思う。それが、
いいん

委員の
まえ

前に
やまづ

山積みでもよいと
おも

思う。
えいぞう

映像でも、ビデオ
び で お

にとって
なが

流してくださ

れば、
じっさい

実際に
み

見て、
いっしょ

一緒につくっているものがどうなっているかがわかった

ときに、もっと
ちから

力が
はっき

発揮できるような
き

気がする。 
ささい

些細な
もんだい

問題だが、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

の
じどう

自動
ほんやく

翻訳の
げんご

言語を
えら

選ぶ
さい

際、「
ちゅうぶん

中文」と

なっていて「
ちゅうごくご

中国語」とはなっていない。「
かんこくご

韓国語」の
ひょうき

表記も「
かんこくご

韓国語」で

はなく、「ハングル
は ん ぐ る

」とはならないか。
いちど

一度
けんとう

検討をしていただきたい。 

 

・  いろいろな
いけん

意見がでた。
ほか

他の
いいん

委員の
かた

方は、
いけん

意見があるか。 

（
いけん

意見なし） 

 

・  それでは、ルビ
る び ふ

振りのあるなしについて
かくにん

確認をさせていただく。 

（
いいん

委員への
かくにん

確認） 



 
いいん

委員 

 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 

 
しかい

司会 

 
くみん

区民
ぶちょう

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

・  こちらに
す

住んでいる
にほんじん

日本人の
かた

方には、
ぎゃく

逆に
よ

読みにくいかもしれないが、

やはり
がいこく

外国から
き

来た
ひと

人には、
かんじ

漢字がとても
むずか

難しい。
わたし

私が
しりょう

資料を
み

見たときに

は、これは
がいこく

外国から
き

来た
ひと

人には
けっこう

結構
たいへん

大変だと
おも

思った。こちらは
がいこく

外国から
こ

来ら

れた
ひと

人もいて、この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議も
がいこく

外国から
こ

来られた
ひと

人のためにし

ていると
おも

思う。だから、そこを
はいりょ

配慮すべきだと
おも

思う。 

 

・  いまルビ
る び ふ

振りがなくてよい
かた

方については
はあく

把握できたので、
こんご

今後は、ルビ
る び ふ

振

りが
ひつよう

必要な
かた

方と、
ひつよう

必要のない
かた

方に
わ

分けて
しりょう

資料を
つく

作って
じぜん

事前にお
おく

送りするとい

うことにさせていただく。 

 

・  エクセル
え く せ る けいしき

形式の
ひょう

表については、ルビ
る び ふ

振りができないものがあると
おも

思うの

で、ご
りょうしょう

了承 いただきたい。 

 

・  それでは、
かいぎ

会議の
へいかい

閉会にあたり、
いしかわ

石川
くみん

区民
ぶちょう

部長からあいさつをいただく。 

 

・  
ぜんかい

前回の
ぎじろく

議事録にも
の

載っているとおり、
いいん

委員の
かたがた

方々からご
ていあん

提案があったもの

の、
こんかい

今回の
かいぎ

会議にはいかせなかった。いま、
じむきょく

事務局からもお
はなし

話があったと

おり、
じかん

時間については
にじかん

二時間
ひつよう

必要であれば、
にじかん

二時間にさせていただく。
みなさまがた

皆様方

のご
いけん

意見をお
うかが

伺いして、
たいおう

対応できるところはできるだけやっていきたいと

いう
じむきょく

事務局の
おも

思いがある。ただ、
さき

先ほどお
はなし

話があったとおり、
ひょうか

評価は本来私
ほんらいわたくし

どもがきちんとご
せつめい

説明をして、それでこの
ぶぶん

部分について
じむきょく

事務局からの
あん

案を
さくせい

作成したが、
みなさまがた

皆様方からのご
いけん

意見を
き

聞いてこの
かいぎ

会議としての
ひょうか

評価にしたい、

ということをきちんとご
せつめい

説明しなければ、このままでよいのか、
ほうこく

報告を
う

受け

て
お

終わりなのかと
う

受け
と

取られてしまう。したがってこれからは、きちんとご
せつめい

説明をした
うえ

上で
しりょう

資料をお
おく

送りしたい。あるいは
できあ

出来上がったものについて

は、
さき

先ほど
いいん

委員からお
はなし

話があったとおり
ぐたいてき

具体的にお
み

見せできるような
くふう

工夫

をしていきたいと
おも

思う。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生、
とく

特に「
とも

共に
い

生きる」というのは、
にほんじん

日本人
どうし

同士でも
むずか

難しいことだと
おも

思う。だが、
なが

長い
あいだ

間いるとなかなか
き

気が
つ

付かない

ので、こういった
いろいろ

色々な
くに

国から
にほん

日本に
こ

来られ、
あたら

新しく
す

住んでいただける
かた

方が
ふ

増えてくると、
あらた

改めて、
ぶんか

文化の
ちが

違いや
こせい

個性の
ちが

違いをお
たが

互いに
みと

認め
あ

合いなが

ら
く

暮らしていくことは
ひじょう

非常に
たいせつ

大切だと
かん

感じる。やはり、
とも

共に
く

暮らしている
いじょう

以上は、お
たが

互いに
き

決めたルール
る ー る

も
やくそく

約束も
まも

守らなければならないということを
きょう

今日の
かいぎ

会議を
つう

通じて
あらた

改めて
かん

感じた。ぜひ
じかい

次回の
かいぎ

会議で、そういった
はんせい

反省を
ふ

踏

まえて、
みなさまがた

皆様方から
きちょう

貴重な
きたん

忌憚のない
じゆう

自由なご
いけん

意見をお
き

聞かせいただければ

と
おも

思う。
いっかい

一回
いっかい

一回、よい
かいぎ

会議にしていきたいと
おも

思うので、
こんご

今後ともよろしく

お
ねが

願いしたい。 

 

・  それでは
ほんじつ

本日の
かいぎ

会議はこれで
しゅうりょう

終了 する。 

（
いじょう

以上） 
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へいせい

平成
         ねんど

２１年度 
だい      かい

第２回
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議 

開催
かいさい

年月日
ね ん が っ ぴ

 
へいせい

平成
     ねん

２１年
   がつ

９月
     にち

２９日（
か

火） 

開 催
か い さ い

場 所
ば し ょ

 
ちゅうおうかん

中央館
   かい

８階
とくべつ

特別
かいぎしつ

会議室（
さいがい

災害
たいさくぼん

対策本
ぶしつ

部室） 

開 催
か い さ い

時 間
じ か ん

 
ごぜん

午前
    じ

１０時
    ぷん

００分
かいかい

開会～
   じ

１１時
    ぷん

５５分
へいかい

閉会 

出欠
しゅっけつ

状 況
じょうきょう

 
いいん

委員
げんざいすう

現在数    
    めい

１４名 
しゅっせきい

出席委
いんずう

員数    
  めい

９名 
けっせきい

欠席委
いんずう

員数    
  めい

５名 
しゅっせき

出席
いいん

委員  
か

華 文治
ぶんぢ

 
みやざき

宮崎 
れいこ

黎子 
かん

関 
けつしん

潔沁 

（
けいしょう

敬称
りゃく

略）  
やまかわ

山川 クリシュマ
く り し ゅ ま

  
きむら

木村 
しげる

茂   
いしばし

石橋 
じょう

 
じ

治 

  
しみず

清水 
よし

良
みつ

満  
いしかわ

石川 
じゅん

純
じく

二区
みん

民
ぶちょう

部長  
かめむら

亀村 
せいいち

精一
くみん

区民
かちょう

課長 

事
じ

 務
む

 局
きょく

 
くみんぶ

区民部 
くみんか

区民課 
たぶんか

多文化
きょうせいがかり

共生係  
しゅっせき

出席
しょくいん

職員  
おおしま

大島 
さとう

佐藤 
わたぬき

綿貫 
たかやなぎ

高柳 
りゅう

柳  
ひらまつ

平松 
たつ

達
もと

本 

会
かい

 議
ぎ

 次
し

 第
だい

 １ 
しゅさいしゃ

主催者あいさつ（
いしかわく

石川区
みん

民
ぶちょう

部長） 

２ 
ぎじ

議事 

①
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ほうこく

報告について 

②
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂
そあん

素案について 

③
いけん

意見
こうかん

交換 

④その
た

他 
ぎじ

議事
ようし

要旨 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 
くみん

区民
ぶちょう

部長 

 

 

 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 
しかい

司会 

 

 

 

 

 

 

 

・  
ぎじ

議事に
はい

入る
まえ

前まで、
わたし

私が
しかい

司会を
つと

務めさせていただく。
ぎじ

議事に
はい

入ったら、
いいんちょう

委員長に
しかい

司会を
ひ

引き
つ

継ぐ。 

   それでは
しゅさいしゃ

主催者を
だいひょう

代表して、
くみん

区民
ぶちょう

部長の
いしかわ

石川からあいさつする。 

 

・  
ぜんかい

前回から２か
げつ

月ちょっと
た

経ったが、
ぜんかい

前回は
かいぎ

会議の
すす

進め
かた

方について
いろいろ

色々と
いけん

意見をいただき、もっとたっぷりと
じかん

時間をとってほしいとか、
しりょう

資料を
じぜん

事前に
くば

配ってほしいとか、ルビ
る び

の
もんだい

問題など
たた

多々あったが、できるだけ
わたくし

私 ども
じむきょく

事務局は
どりょく

努力をして、
すこ

少しご
きぼう

希望に
ちかづ

近付けたかと
おも

思っている。
きょう

今日は、
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ないよう

内容の
ほうこく

報告や、この
ちょうさ

調査に
もと

基づく
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂
そあん

素案に

ついて
じむきょく

事務局から
ていあん

提案させていただくので、
みな

皆さんのご
いけん

意見を
いただ

頂きながら
すす

進めていきたい。ぜひ
きたん

忌憚のない
いけん

意見
こうかん

交換をしていただければと
おも

思う。 

 

・  では、
しかい

司会を
か

華
いいんちょう

委員長に
こうたい

交代する。 

 

・  それでは
ぎじ

議事に
はい

入る
まえ

前に、
ていそくすう

定足数の
かくにん

確認をする。
   めい

５名の
かた

方が
けっせき

欠席である

が、
はんすう

半数
いじょう

以上
しゅっせき

出席なので、
かいぎ

会議の
せいりつ

成立に
ひつよう

必要な
にんずう

人数を
み

満たしている。この

まま
かいぎ

会議を
すす

進める。 

   
つぎ

次に、
はつげん

発言については、
かいぎろく

会議録を
さくせい

作成するので、
おお

大きな
こえ

声で
はつげん

発言をお
ねが

願い

する。
ほんじつ

本日の
あんけん

案件に
かん

関しては、
じぜん

事前に
くば

配られた
しりょう

資料があり、
しりょう

資料の２から４

まで３つある。
えんかつ

円滑に
ぎじ

議事が
すす

進むよう、
みな

皆さんのご
きょうりょく

協力 をお
ねが

願いする。 

  まず、
ぎじ

議事①
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ほうこく

報告についてと、②
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生

様式１（開催概要） 



 

 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂
そあん

素案について、
いっかつ

一括して
じむきょく

事務局から
せつめい

説明がある。 

 

・  
せつめい

説明の
まえ

前に、
しりょう

資料の
かくにん

確認をする。お
てもと

手元に
ついか

追加
しりょう

資料「
せつめいよう

説明用スライド
す ら い ど

（
しりょう

資料

２－４）」を
はいふ

配付させていただいた。その
た

他、
ほんじつ

本日の
しりょう

資料は、
じぜん

事前に
ゆうそう

郵送で
みな

皆さんにお
おく

送りしたものである。 

   それでは
じむきょく

事務局からスライド
す ら い ど

にて
せつめい

説明させていただく。（「
せつめいよう

説明用スライド
す ら い ど

（
しりょう

資料２－４）」）「
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画（
へいせい

平成
     ねんど

２２年度から
     ねんど

２４年度）
かいてい

改訂
そあん

素案」の
みなお

見直しの
しゅし

趣旨を
せつめい

説明させていただく。
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画は、
               ねん

２００６年
   がつ

３月に
さくてい

策定している。
ほんねん

本年は、その
   ねん

７年
けいかく

計画の
ちゅうかん

中間
ねんど

年度で、
しょうし

少子
こうれい

高齢
しゃかい

社会などの
しゃかいてき

社会的
じょうきょう

状況 の
なか

中、
がいこくじん

外国人
くみん

区民の
かた

方は
やく

約２

３，０００人
にん

で、
ひりつ

比率３．５％で
ぞうか

増加
けいこう

傾向にある。この
けいかく

計画を
さいしん

最新の
ないよう

内容に
かいてい

改定するため、
じぎょう

事業の
ついか

追加や
こうてい

工程の
みなお

見直し
さぎょう

作業をしている。
けいかく

計画を
みなお

見直すに
あ

当たり、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査を
じっし

実施した。その
もくてき

目的は、
けいかく

計画
かいてい

改訂の
きそ

基礎
ちょうさ

調査

のために
ちいき

地域の
じつじょう

実情 や
あだち

足立
くみん

区民のニーズ
に ー ず

を
はあく

把握するためであり、

アンケート
あ ん け ー と ちょうさ

調査を
じっし

実施した。
ゆうこう

有効
かい

回
しゅうりつ

収率としては、
がいこくじん

外国人３９％、
にほんじん

日本人

４８％で、
とうしょ

当初
そうてい

想定していた
かいしゅうりつ

回収率 よりも
たか

高かった。
ちょうさ

調査
ほうほう

方法は、

アンケート
あ ん け ー と

の
ゆうそう

郵送
はいふ

配布や、インタビュー
い ん た び ゅ ー

を、
へいせい

平成
      ねん

２１年
   がつ

６月
      にち

１１日から
      にち

３０日の
あいだ

間に
じっし

実施した。
いいん

委員の
みな

皆さんにも、いろいろと
ちょうさ

調査にご
きょうりょく

協力 を

いただき、この
ば

場を
か

借りてお
れい

礼
もう

申し
あ

上げる。 

この
ちょうさ

調査の
なか

中で
み

見えてきたものとして、「
せいかつじょう

生活上で
こま

困っていることや
ふまん

不満

なこと」を
がいこくじん

外国人
くみん

区民に
ふくすう

複数
かいとう

回答していただいたところ、「
  い

１位 ことば 

３１．２％」、「
   い

２位 
ゆうじん

友人が
すく

少ない ２４．６％」、「
   い

３位 
しごと

仕事 

２０．８％」、「
    い

４位 
ぶっか

物価が
たか

高い ２０．３％」、「
    い

５位 
にほんじん

日本人からの
へんけん

偏見・
さべつ

差別 １８．７％」となっている。 

「
じょうほう

情報
ていきょう

提供で
きぼう

希望する
しゅだん

手段や
ほうほう

方法」については、
がいこくじん

外国人
くみん

区民に
ふくすう

複数
かいとう

回答

していただいたところ、「
   い

１位 
く

区で
う

受けられるサービス
さ ー び す

の
いちらん

一覧などを
たよう

多様

な
げんご

言語で
か

書いたもの ３７．８％」、「
   い

２位 
たよう

多様な
げんご

言語によるあだち
こうほう

広報 

３７．２％ 」 、 「
   い

３位  
たよう

多様 な
げんご

言語 に よ る
あだちく

足立区 の ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

 

２５．３％」、「
   い

４位 
たよう

多様な
げんご

言語で
か

書かれた
こうえん

公園などにあるルール
る ー る

や
きそく

規則

の
かんばん

看板・
あんないばん

案内板 １９．６％」、「
   い

５位 いろいろな
じょうほう

情報を１か
しょ

所で
はいふ

配布す

ること １６．５％」となっている。 
つぎ

次の
せつもん

設問で、「
ちいき

地域の
く

暮らしやすい
てん

点・
く

暮らしにくい
てん

点」についてもうか

がっている。
がいこくじん

外国人
くみん

区民、
にほんじん

日本人
くみん

区民を
たいしょう

対象に、それぞれに
ふくすう

複数
かいとう

回答して

いただいた。
そうごうてき

総合的な
く

暮らしやすさは「
く

暮らしやすい」が
がいこくじん

外国人９０．２％、
にほんじん

日本人７９．７％となっており、かなりの
わりあい

割合で「
く

暮らしやすい」という
かいとう

回答

を
え

得た。
く

暮らしやすい
てん

点をうかがったところ、
がいこくじん

外国人（４８．８％）、
にほんじん

日本人

（５１．１％）ともに「ふだんの
か

買い
もの

物が
べんり

便利」という
かいとう

回答が
もっと

最も
たか

高かっ

た。
く

暮らしにくい
てん

点は、「
とく

特にない」が
もっと

最 も
たか

高いが、
つ

次いで
がいこくじん

外国人

（１７．７％）が「
ぶっか

物価が
たか

高い」、
にほんじん

日本人（２３．６％）が「
ちあん

治安が
わる

悪い」

という
かいとう

回答であった。 

「
がいこくじん

外国人が
ふ

増えることについての
かんが

考え」を
にほんじん

日本人
くみん

区民を
たいしょう

対象にうかがっ

た。（ ）
ない

内は、
  ねんまえ

４年前に
どうよう

同様の
しつもん

質問を
おこな

行った
さい

際の
ひりつ

比率である。「なんとも

いえない ６２．５％」で、
   ねんまえ

４年前と
くら

比べて１．１％
ふ

増えている。「
のぞ

望まし



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くない ２０．９％」で、
   ねんまえ

４年前より１．４％
げんしょう

減少している。
がいこくじん

外国人が
ふ

増え

ることが
のぞ

望ましくない
りゆう

理由としては、「
はんざい

犯罪やトラブル
と ら ぶ る

が
ふ

増えそう 

７８．０％」で、
   ねんまえ

４年前より１０．２％
げんしょう

減少している。また、「
ぶんか

文化・
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣が
ちが

違う ４１．０％」で、
   ねんまえ

４年前より４．７％
ふ

増えている。
がいこくじん

外国人が
ふ

増

えることが「
のぞ

望ましい」という
かいとう

回答は１５．２％で、
   ねんまえ

４年前より１．１％
ふ

増

えている。その
りゆう

理由としては、「
がいこく

外国の
ことば

言葉・
しゅうかん

習慣・
ぶんか

文化を
し

知る
きかい

機会が
ふ

増え

る ７５．３％」で、
   ねんまえ

４年前より７．２％
ふ

増えている。「
がいこく

外国の
ひと

人と
せっ

接する
きかい

機会が
ふ

増える ５６．８％」で、
   ねんまえ

４年前より８．７％
ふ

増えている。 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
きほん

基本
りねん

理念は、「ちがいを
ゆた

豊かさに－
げんご

言語や
ぶんか

文化、
しゅうかん

習慣の
こと

異なる
ひとびと

人々が
きょうどう

協働で
きず

築く『
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
とし

都市あだち』」であり、
じゅうらい

従来

の
すいしん

推進
けいかく

計画と
おな

同じで
へんこう

変更はない。 
きほん

基本
しさく

施策は、「コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん しえん

支援」「
せいかつ

生活
しえん

支援」「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
ちいき

地域

づくり」「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しさく

施策の
すいしん

推進
たいせい

体制
せいび

整備」という
  ほんはしら

４本柱に
へんこう

変更はない。 

この
  ほんはしら

４本柱の
なか

中の「コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん しえん

支援」というのは、「
せいかつ

生活
じょうほう

情報の
ていきょう

提供」「
あんない

案内などの
ひょうじ

表示
ほうほう

方法」「
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室の
じゅうじつ

充実」が
あ

挙げ

られる。「
せいかつ

生活
しえん

支援」というのは、「
こそだ

子育て
しえん

支援」「
きょういく

教育
しえん

支援」「
ぼうさい

防災・
きき

危機
かんり

管理の
すいしん

推進」「
けいえい

経営・
ろうどう

労働
かんきょう

環境の
せいび

整備」「ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ とうろく

登録
はけん

派遣
せいど

制度の
せいび

整備」

が
あ

挙げられる。「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
ちいき

地域づくり」というのは、「ネットワーク
ね っ と わ ー く

づ

くり」「
くせい

区政に
さんか

参加・
さんかく

参画の
きかい

機会の
ひろむ

拡
だい

大」「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
いしき

意識づくり」「
がっこう

学校

などの
ゆうち

誘致」「
こうりゅう

交流
しえん

支援」が
あ

挙げられる。「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しさく

施策の
すいしん

推進
たいせい

体制
せいび

整備」

については、「
すいしん

推進
たいせい

体制の
せいび

整備」が
あ

挙げられる。この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
  ほんはしら

４本柱と
へいこう

並行して、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査を
ふ

踏まえた
じゅうてん

重点
しさく

施策を
さくてい

策定してい

る。
じゅうてん

重点
しさく

施策は、
じったい

実態
ちょうさ

調査の
けっか

結果、
せいかつじょう

生活上「ことば」で
こま

困っているという
かいとう

回答が
おお

多く、「
ざいじゅう

在住
がいこくじんむ

外国人向け
はいふぶつ

配付物や
ぶんしょ

文書などの
たげんごか

多言語化の
すいしん

推進」とい

うコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん しえん

支援や、
じゅうらい

従来の
じゅうてん

重点
こうもく

項目である「ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

など

との
きょうどう

協働の
すいしん

推進」、
じょうれい

条例に
もと

基づいた「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会の
せっち

設置」、「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例の
せいてい

制定」、「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生

センター
せ ん た ー きのう

機能の
けんとう

検討」という５
しさく

施策を
あ

挙げている。 

「
しさく

施策と
こうてい

工程（
じゅうてん

重点
しさく

施策）
ばっすい

抜粋」について、
ぐたいてき

具体的な
しさく

施策を、
かくしょかんか

各所管課に
とりくみ

取組
じょうきょう

状況 がわかるように
きさい

記載してもらっている。スケジュール
す け じ ゅ ー る

と
ないよう

内容につ

いては、
はいち

配置を
へんこう

変更させていただいた。この「
しさく

施策と
こうてい

工程」については、
ぶんりょう

分量

が
おお

多く
かん

感じられるかもしれないが、
く

区
やくしょ

役所の
なか

中で
とりくみ

取組
じょうきょう

状況 を
ぐたいか

具体化したこ

とを
みな

皆さんにお
み

見せするために
こま

細かくなっている。 
こんご

今後のスケジュール
す け じ ゅ ー る

について、「
けいかく

計画
かいてい

改訂（
そあん

素案）
さくせい

作成」を
  がつ

９月・
      がつ

１０月

にさせていただき、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を
        がつ

１１月から１か
げっかん

月間で
かいしゅう

回収させ

ていただく。パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

については、
こうほうし

広報紙
とう

等で
ほうこく

報告をさせていた

だきたいと
かんが

考えている。「
けいかく

計画
かいてい

改定（
あん

案）の
けんとう

検討・
さくせい

作成」を
     がつ

１２月から
    がつ

１月

に
よてい

予定している。「
かいていばん

改訂版
けいかく

計画の
さくてい

策定」を
らいねん

来年
    がつ

２月に
おこな

行いたいと
かんが

考えてい

る。  
つぎ

次に、この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画のどこがどのように
か

変わったのかについ

て、
ぐたいてき

具体的に
せつめい

説明させていただく。 
しりょう

資料４の２２ページ
ぺ ー じ

「３ 
しさく

施策と
こうてい

工程」の「１ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん しえん

支援」

の
なか

中の「２ 
ざいじゅう

在住
がいこくじんむ

外国人向け
はいふぶつ

配付物や
ぶんしょ

文書などの
たげんごか

多言語化の
すいしん

推進」を
じゅうてん

重点



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 
いいん

委員 

 

 

 
しかい

司会 

 

 

しさく

施策としている。 

「４ 
たげんごか

多言語化した
ぎょうせい

行政
じょうほう

情報の
しょざい

所在をホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で
あんない

案内」について

は、
じゅうらい

従来の
けいかく

計画では、「
たげんごか

多言語化した
ぎょうせい

行政
じょうほう

情報の
しょざい

所在を
こうほうし

広報紙で
あんない

案内」

だったが、「ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で
あんない

案内」と
あらた

改めている。 

２４ページ
ぺ ー じ

の「１２ 
にほん

日本のくらし
こうざ

講座（
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣・マナー
ま な ー

など）の
じっし

実施」について、
げんざい

現在は「
にほん

日本
じじょう

事情クラス
く ら す

」となっているものを「
にほん

日本のく

らし
こうざ

講座」に
あらた

改めるように
かんが

考えている。 

２６ページ
ぺ ー じ

の「３０ 
きそん

既存
でまえ

出前
こうざ

講座に
たい

対する
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人への
しえん

支援」につ

いては、
じゅうらい

従来は「ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

など
つうやくつ

通訳付きで
まな

学べる
がいこくじんむ

外国人向け
でまえ

出前
こうざ

講座の
かいせつ

開設（
まな

学び
おうえんたい

応援隊）」であったものを
あらた

改めていきたいと
かんが

考えている。 

２７ページ
ぺ ー じ

の「４０ （
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会の
せっち

設置（
じゅう

重）」を
じゅうてん

重点
しさく

施策としている。
じゅうらい

従来は、「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
せっち

設置」であった

が、
じょうれい

条例で
くちょう

区長の
ふぞく

付属
きかん

機関に
いち

位置づける
いいんかい

委員会の
せっち

設置と
あらた

改めている。 
つぎ

次に、
ついか

追加の
しさく

施策について
せつめい

説明させていただく。 

「５１－１ 
ちいき

地域の
りゅう

留
がくせい

学生との
れんけい

連携」という
しさく

施策を
ついか

追加させていただい

た。
あだちく

足立区に５
だいがく

大学
かいこう

開校するので、こちらの
りゅうがくせい

留学生 を
ちいき

地域づくりの

キーパーソン
き ー ぱ ー そ ん

として
れんけい

連携を
すす

進めていきたいと
かんが

考えている。 

 

・  では、
ぎじ

議事③
いけん

意見
こうかん

交換に
うつ

移る。
いま

今の
じむきょく

事務局からの
せつめい

説明について、
いけん

意見や
しつもん

質問

があればお
ねが

願いしたい。 

 

・  いまたくさんの
せつめい

説明があって、
ぜんたいてき

全体的に
いけん

意見
こうかん

交換といっても、
ぜんたい

全体につい

て
ばくぜん

漠然としていて、どこに
しょうてん

焦点を
しぼ

絞っていいのかわからない。
きょう

今日の
にじかん

二時間

の
かいぎ

会議の
しゅし

趣旨は、
ひと

一つは
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査について、その
けっか

結果を
じむきょく

事務局で
せいり

整理されたので、それがどうなのかという
いけん

意見
こうかん

交換と、その
つぎ

次に、
きょう

今日の
いちばん

一番

の
もくてき

目的は、
    ねんまえ

３年前のこの
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
かいてい

改訂がどうなのかというこ

とである。
けいかく

計画の
かいていばん

改訂版の
だいにじ

第二次
あん

案がでたので、これを
かいてい

改訂するということ

で
じっさい

実際の
しさく

施策の
しんこう

進行
じょうきょう

状況 も
たいせつ

大切であるが、この
すいしん

推進
かいぎ

会議では、
かいてい

改訂の
こうせい

構成

や
きさい

記載されている
ないよう

内容がこれでいいのかどうかということを
ほんらい

本来ならば
いち

一
じ

字
いっく

一句
み

見ていかなければならない。それは
むずか

難しいのでいいが、
こうもく

項目
た

立てや、
か

書かれている
ないよう

内容、
ひょうげん

表現はこれでいいのかとか、
じっさい

実際の
しさく

施策はいま、どう

なっているのかというのをこの
けいかく

計画にどのように
か

書くかということをしな

ければならない。 

 

・  
ほか

他にご
いけん

意見があるか。 

 

・  いまのご
いけん

意見に
さんせい

賛成である。やはり
しぼ

絞らないと、
じかん

時間のこともあるので、

そのような
すす

進め
かた

方でどうか。もしよろしければ、まずは
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査

から
しつもん

質問したいがどうか。 

 

・  そのような
いけん

意見が
だ

出されたが、
ほか

他の
みな

皆さんどうか。 

（
いぎ

異議なし。） 

 それでは、そのように
すす

進めていく。 



 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 

 
いいん

委員 

 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

・  それでは、
しりょう

資料４の７ページ
ぺ ー じ

「３ 
くみん

区民の
がいこくじん

外国人に
たい

対する
いしき

意識」の
ぶんしょう

文章

で、「
けいさつちょう

警察庁のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

から
              ねん

２００８年の
はんざい

犯罪
じょうせい

情勢を
み

見ると、
けいほうはん

刑法犯の
けんきょ

検挙
じんいん

人員は３３９,
           にん

７５２人、うち
らいにち

来日
がいこくじん

外国人の
けいほうはん

刑法犯の
けんきょ

検挙
じんいん

人員は

７,
           にん

１４８人です。」というのは、
つぎ

次の
ぎょう

行 の「
がいこくじん

外国人が
ふ

増えると
はんざい

犯罪や

トラブル
と ら ぶ る

が
ふ

増えそう」という
ふあん

不安を
う

打ち
け

消す
れい

例だと
おも

思う。ここにある
すうじ

数字だ

けで
わりあい

割合を
だ

出すために、
にほんじん

日本人
ぜんたい

全体と
がいこくじん

外国人の
すうじ

数字と
わ

割り
ざん

算をすると、
がいこくじん

外国人の
わりあい

割合は２％である。
にほんじん

日本人
ぜんいん

全員と、
にほん

日本に
ざいじゅう

在住している
がいこくじん

外国人の
かず

数

のデータ
で ー た

から
みちび

導かないと
じったい

実態にはあっていない。
すうじ

数字が
で

出ると、
にほんじん

日本人の

ほうが
はんざいりつ

犯罪率は
おお

多くて、
がいこくじん

外国人はそんなに
おお

多くないと
き

聞いている。その
じったい

実態

がわかれば、
じょうほう

情報がないことによる
ふあん

不安が
かい

解
しょう

消されるので、
おお

大きなことだ

と
おも

思う。
じっさい

実際、そんなに
がいこくじん

外国人による
はんざい

犯罪は
おお

多くないというのがわかれば、

この
ふあん

不安はずいぶん
ちが

違ってくると
おも

思う。もし、このような
じったい

実態
ちょうさ

調査の
せつめい

説明を

する
ばあい

場合には、そこまで
か

書いてくださると、
せっとくりょく

説得力がずっと
ま

増すと
おも

思う。 

   １５ページ
ぺ ー じ

について、「①ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ だんたい

団体」の
ぶんしょう

文章の
なか

中ほどで、「ま

た、
つうやく

通訳などで
あだちく

足立区に
とう

登
ろく

録しているボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

は
      めい

２５４名います（
ずひょう

図表

１２）」とあるが、「
ずひょう

図表１６」の
あやま

誤りだと
おも

思う。 

 

・  「
ずひょう

図表１６」の
あやま

誤りについては
あらた

改める。 

 

・  
はんざい

犯罪の
きじゅつ

記述に
かん

関しては、
がいこくじん

外国人のことを
しら

調べてこの
けいかく

計画に
の

載せるようにし

たい。 

 

・  
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査についてであるが、
さき

先ほどの
せつめい

説明で、インタビュー
い ん た び ゅ ー

を
じっし

実施したとおっしゃったが、インタビュー
い ん た び ゅ ー

についてはどのようにされて、
けっか

結果をどのようにまとめて
の

載せられるのか。 

 

・  インタビュー
い ん た び ゅ ー

については、
かくしさく

各施策について、
こま

細かい
ぶぶん

部分を
かいてい

改訂していくた

めの
いけん

意見をいただいた。それを
けいさい

掲載していきたいと
かんが

考えている。 

 

・  
だれ

誰に
たい

対して、
なんにん

何人くらいにどういう
しつもん

質問をされたのか。 

 

・  
        けん

３０件あり、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議の
いいん

委員、
にほんご

日本語ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

、
みんだん

民団、
そうれん

総連など、
みんぞく

民族のコミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

があるところを
たいしょう

対象にインタビュー
い ん た び ゅ ー

を

させていただいた。
じょじょ

徐々にインタビュー
い ん た び ゅ ー

の
ちょうさ

調査があがってきてはいるが、ご
ほんにん

本人にお
はなし

話いただいたものを
かくにん

確認いただき、
こうせい

校正してまとめていく。それ

がまとまり
しだい

次第、
ほん

本にしていきたいと
かんが

考えている。 

 

・  
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
ちょうさひょう

調査表と
いっしょ

一緒に、
じゆう

自由
いけん

意見の
らん

欄があったが、それ

について、
なに

何か
か

書かれたことはあるのか。それはどうなるのか。 

 

・  それは
がいようばん

概要版には
の

載せない。
ほんぺん

本編と、
ほんぺん

本編の
ようやくばん

要約版に、
ないよう

内容を
の

載せていく

ために
じゅんびちゅう

準備中である。 



 
いいん

委員 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 
しかい

司会 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

 

 

・  ということは、
じゆう

自由
いけん

意見にいろいろと
か

書かれたことがあるということか。 

 

・  
じゆう

自由
いけん

意見が
か

書かれている。
ぶんりょうてき

分量的にもかなりの
りょう

量があるので、それをこ

ちらから
ようやく

要約したものを
ほんぺん

本編と、
ほんぺん

本編の
ようやくばん

要約版に
の

載せていきたい。 

 

・  そこに
か

書かれていることと、
ちょうさ

調査で
で

出てきた
すうじ

数字のニュアンス
に ゅ あ ん す

に
さい

差異はな

いのか。というのは、この
しゅうけい

集計
けっか

結果だけを
み

見ると、
わたし

私が
そうぞう

想像した
いじょう

以上に、
へんけん

偏見

も
かん

感じないし、
こま

困ってもいないといわれているような
き

気がする。
じっさい

実際は、も

っと
こま

困っておられるのではないかと
おも

思う。
じゆう

自由
いけん

意見に
か

書かれたことには、そ

ういったことはないのか。 

 

・  
さべつ

差別、
へんけん

偏見の
ぶぶん

部分では、
じゆう

自由
いけん

意見の
なか

中に
はい

入ってきている。その
いけん

意見と
ひりつ

比率、
じっさい

実際の
さべつ

差別、
へんけん

偏見を
かん

感じているという
すうりょうてき

数量的な
ぶぶん

部分よりも、
かんじょうてき

感情的な
ぶぶん

部分の

ほうが
そうたいてき

相対的に
おお

大きいという
いんしょう

印象は
う

受けている。 

 

・  
みな

皆さんご
らん

覧になったと
おも

思うが、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
がいようばん

概要版は、
しりょう

資料２の
なか

中に
か

書いてある。 

 

・  
しりょう

資料２の３ページ
ぺ ー じ

について、
こんかい

今回ざっくりした
すうじ

数字、
かいとうすう

回答数が７８０とあ

り、
かいとうりつ

回答率はよかったと
おも

思う。その
うちわけ

内訳が、
ちょうせん

朝鮮
はんとう

半島
しゅっしん

出身の
かた

方が
やく

約３０％、
ちゅうごく

中国
けい

系の
かた

方が３０％、フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん しゅっしん

出身の
かた

方が２０％ということで、この
ちょうせん

朝鮮
はんとう

半島
しゅっしん

出身の
かた

方ほとんどがオールドカマー
お ー る ど か ま ー

と
かんが

考えていいのか。それと

も、
さいきん

最近
にほん

日本に
こ

来られた
かた

方が
おお

多いのか。 

 

・  
ざいりゅう

在留
しかく

資格のところでご
らん

覧いただきたいと
おも

思う。
えいじゅうしゃ

永住者と
とくべつ

特別
えいじゅうしゃ

永住者で
わ

分

かれているが、
すべ

全てが
かん

韓
こく

国・
ちょうせん

朝鮮の
かた

方なのかは
じったい

実態
ちょうさ

調査では
み

見てとれな

い。
しんき

新規の
かた

方もいらっしゃるのかと
おも

思う。しかしながら、
かくざいりゅう

各在留
しかく

資格の
すうじ

数字

の
ひりつ

比率は
み

見ての
とお

通りになっている。 

 

・  
いろいろ

色々
こま

困っていること、あるいは
かんが

考えていること、
ざいりゅう

在留
しかく

資格など
かぎ

限られて

いることを
ぶんせき

分析する
ばあい

場合、やはりオールドカマー
お ー る ど か ま ー

の
かた

方と、
さいきん

最近
こ

来られた
かた

方と
そうべつ

層別して
かんが

考えないと
ざいいき

在域が
ちが

違う。オールドカマー
お ー る ど か ま ー

の
かた

方は、
にほんご

日本語に
かん

関して

ほとんど
もんだい

問題がなくて、それより
せいかつ

生活で
にほんじん

日本人との
まさつ

摩擦、
さべつ

差別
いしき

意識のほうが
じゅうてん

重点なのであろうし、
あたら

新しく
こ

来られた
かた

方は、ほとんどが
ことば

言葉や
こ

子
そだ

育てなど

が
もんだい

問題になるのではないかと
おも

思う。
じったい

実態
ちょうさ

調査をしたときに、そのような
そうべつ

層別

して
かんが

考えないと、
で

出てきた
こた

答えをただ
た

足し
ざん

算して、
ぜんたい

全体で
わ

割って
ひょう

評
か

価する

のは
すこ

少し
きけん

危険ではないかと
おも

思う。
こんかい

今回、せっかくこれだけ
ちょうさ

調査をされたのだ

から、もう
すこ

少し
ぶんせき

分析をしていていただければと
おも

思う。 

 

・  
じったい

実態
ちょうさ

調査の
がいようばん

概要版を
み

見ると、
けっこう

結構
こま

細かく
くわ

詳しいデータ
で ー た

がでている。
たと

例えば

その
なか

中に、
こくせき

国籍の
わりあい

割合が
で

出ている。
ざいりゅう

在留
しかく

資格も、いろいろなデータ
で ー た

があり、
ていじゅう

定住が
なん

何パーセント
ぱ ー せ ん と

、
とくべつ

特別
えいじゅう

永住が
なん

何パーセント
ぱ ー せ ん と

、
にほんじん

日本人の
はいぐうしゃ

配偶者、
えいじゅうしゃ

永住者



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
はいぐうしゃ

配偶者、
ていじゅうしゃ

定住者、あるいは
たんきてき

短期的な
らいにち

来日の
けんきゅうしゃ

研究者、
ぶんか

文化
かつどう

活動、
りゅうがくせい

留学生、
しゅうがくせい

就学生など
ざいりゅう

在留
しかく

資格のデータ
で ー た

が
こま

細かく
で

出ている。また、
にほん

日本での
きょじゅう

居住
ねんすう

年数

が
なんねん

何年であるかとか、
こま

細かくデータ
で ー た

が
で

出ていることは
で

出ている。
よう

要は、その
なか

中にたくさんの
すうじ

数字のデータ
で ー た

が
しゅうしゅう

収集 されていて、
じったい

実態
ちょうさ

調査はいい
いんしょう

印象を
う

受

けた。
さき

先ほどの
いけん

意見にあったことは、
こんご

今後の
ちょうさ

調査で
いけん

意見を
はんえい

反映していくのが

いいと
おも

思う。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生というのは、
がいこくじん

外国人と
にほんじん

日本人が、うまくいい
めん

面を
と

取

り
い

入れて
たす

助け
あ

合って、お
たが

互いに
きょうどう

協働、
きょうせい

共生、
しあわ

幸せな
く

暮らしをする、
せいかつ

生活を

よくするという
もくてき

目的がある。それを
かんが

考えて
ほか

他にも
いけん

意見をだしていただきた

い。 

 

・  
かんそう

感想として、この
じったい

実態
ちょうさ

調査で、
わたし

私には
いがい

意外なことがあってとても
おどろ

驚い

た。
しりょう

資料２「
あだちく

足立区
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査 
がいようばん

概要版」の６、７ページ
ぺ ー じ

の「◎《
く

暮

らしやすい》が
がいこくじん

外国人
くみん

区民で９０．２％、
にほんじん

日本人
くみん

区民が７９．７％」で、
がいこく

外国

からいらした
かた

方のほうが
く

暮らしやすいと
おも

思ってくれているというのが
ほんとう

本当

に
いがい

意外だった。「◎《
ていじゅう

定住
いこう

意向》は
がいこくじん

外国人
くみん

区民が８２．５％、
にほんじん

日本人
くみん

区民が

７３．１％」ということで、
がいこくじん

外国人の
かた

方は８２．５％も
ていじゅう

定住したいと
おも

思っ

ておられるのか。
がいこくじん

外国人の
かた

方の
わりあい

割合が
たか

高いにも
かか

関わらず、
にほんじん

日本人は７３．１％

で、どこか
ほか

他のところへ
い

行きたいと
おも

思っているのか、これも
いがい

意外な
すうじ

数字でど

ういうことなのかと
おも

思った。このままそっくり
しん

信じて、
がいこくじん

外国人の
かた

方にとって
あだちく

足立区は
す

住みやすいと
おも

思ってしまっていいのかどうなのかという
ぎもん

疑問が
わ

湧

いた。 

   
わたくし

私 は
ちいき

地域で
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

をしている。
じったい

実態
ちょうさ

調査の「６ 
がいこくじん

外国人
く

区 
みん

民が
せいかつじょう

生活上で
こま

困っていることや
ふまん

不満なこと」で、「ことば」と「
ゆうじん

友人が
すく

少な

い」というのが
たか

高い
わりあい

割合であったのは、
わたくし

私 が
ひび

日々ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室で
かん

感じ

ていることと
いっち

一致した。
にほんご

日本語がもっと
はな

話せるようになりたいと
い

言っていら

っしゃる。それと、
ともだち

友達がほしいからといらっしゃる。かなり
はな

話せる
ひと

人もい

て、かなりのレベル
れ べ る

に
たっ

達しているので、もうここは
そつぎょう

卒業してもいいという
かた

方

もいらっしゃるが、
ともだち

友達がほしい、
にほんご

日本語で
はなし

話ができる
ゆうじん

友人がほしいとい

うことでいらしているのかなと
おも

思っていることと、
ちょうさ

調査の
けっか

結果が
いっち

一致した。 

 

・  
ていじゅう

定住
いこう

意向については、
こんご

今後も
あだちく

足立区に
す

住み
つづ

続けたいですかという
しつもん

質問を

しているので、
さき

先ほどおっしゃったように、
がいこくじん

外国人の
かた

方のほうが
こんご

今後も
す

住み
つづ

続けたいという
いこう

意向が
おお

多かったということになる。 

 

・  
かんそう

感想として、
みじか

身近な
はなし

話だが、
せんじつ

先日、
いえ

家の
ちか

近くのたばこの
じどう

自動
はんばいき

販売機でた

ばこを
か

買ったときに、たまたまボタン
ぼ た ん

を
お

押して
で

出てきたときに
けいたい

携帯
でんわ

電話が
な

鳴

り、
でんわ

電話に
いしき

意識をとられ、
か

買ったものを
わす

忘れてしまった。そして、
でんわ

電話が
お

終

わったあと、
じどう

自動
はんばいき

販売機のほうを
ふ

振り
かえ

返ると
うし

後ろに
なら

並んでいた
がいこくじん

外国人の
かた

方が

たばこを
か

買おうとしておられた。そのときに、どうなのかなと
おも

思いながら

も、たどたどしい
えいご

英語を
つか

使って
い

言うと、なんとその
かた

方は
ひじょう

非常に
なめ

滑らかな
にほんご

日本語で
だいじょうぶ

大丈夫ですかという
ふう

風におっしゃった。
たし

確かに、たどたどしい
かた

方も

いらっしゃると
おも

思うが、
なか

中には
ほんとう

本当に
にほんじん

日本人よりもきれいな
にほんご

日本語をお
はなし

話

になる
かた

方も
けっこう

結構いらっしゃるのだなと
かん

感じた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

   そして、
さき

先ほど、
ちいき

地域の
す

住みやすい
てん

点という
ぶぶん

部分でおっしゃっておられた 

が、
わたくし

私
じしん

自身ずっと
あだちく

足立区で
しょう

生まれ
そだ

育ってきて、
なが

長くいると、その
よ

良さな

どがわからなくなっているのかと
おも

思った。
むかし

昔から、
あだちく

足立区というのはなん

となく
ほか

他の
く

区から
うえ

上から
めせん

目線で
み

見られていることが
おお

多かったという
なか

中でず

っと
そだ

育ってきたので、どこかに
いま

今でもそのコンプレックス
こ ん ぷ れ っ く す

のようなものがあ

る。それにもかかわらず、こういうように、
がいこくじん

外国人の
かた

方が、
あだちく

足立区が
す

住みや

すいと
かん

感じてくださっているというのは、
あだちく

足立区も
す

捨てたものじゃないとこ

ちらのアンケート
あ ん け ー と けっか

結果を
み

見て
おも

思った
しだい

次第である。 

 

・  私
わたくし

もアンケート
あ ん け ー と

を
う

受けた。
あだちく

足立区には
       ねん

１６年
く

暮らしていて、やっぱり
す

住

みやすいとはすごく
おも

思う。その
はんめん

反面、
ゆ

揺れる
きも

気持ちもある。
なかよ

仲良くできない

とか、
ともだち

友達がほしいのになかなかできなかったり、
まわ

周りは
ねんぱい

年配の
かた

方だった

り、
じぶん

自分が
ほんとう

本当に
こま

困ったときどうすればいいのかとか、そういう
じょうほう

情報
こうかん

交換が

どうなのかと
おも

思う。
わたし

私は、
ことば

言葉のギャップ
ぎ ゃ っ ぷ

はないと
まわ

周りからよく
い

言われる。

あなたなら
だいじょうぶ

大丈夫でしょ、
な

慣れているでしょと
い

言われるが、
じぶん

自分としては
き

気

になる。
なに

何かあったとき、
こま

困ったときどうするかとか
かんが

考 えるので、

アンケート
あ ん け ー と

の
けっか

結果について、
わたくし

私 も「ことば」について
せいかつじょう

生活上で
こま

困っている

ことだと
かん

感じる。いくら
ことば

言葉が
はな

話せるといっても、
せんもんようご

専門用語だったり、
にほんご

日本語

の
とくべつ

特別な
ことば

言葉だったりすると、しーんとしてしまう
じぶん

自分がいまだにいるの

で、それは
じぶん

自分でもっと
べんきょう

勉強していきたいと
おも

思うが、
こ

子どももいて、
かてい

家庭の

こともあるとなかなかうまく
じかん

時間もとれない。
こんかい

今回
わたし

私は、インタビュー
い ん た び ゅ ー

も
う

受

けて、すごく
こま

細かくいろいろ
き

聞かれたと
おも

思う。 

 

・  
わたくし

私 もインタビュー
い ん た び ゅ ー

を
う

受けた。
けっこう

結構いろいろ
こま

細かいことを
き

聞かれた。
あだちく

足立区は
す

住みやすいと
じっかん

実感した。この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査の
がいようばん

概要版はよく

できていると
おも

思う。
わたくし

私 も
あだちく

足立区についてより
いっそう

一層わかるようになってきた
かん

感じがした。
わたくし

私 は
にほんご

日本語の
てきおう

適応
しどう

指導をしているので、
こ

子どもに
たい

対しての
しどう

指導や
しえん

支援に
かんしん

関心がある。
しりょう

資料４の１０ページ
ぺ ー じ

に、「また
ひつよう

必要に
おう

応じて、
さら

更

に３か
げつ

月
えんちょう

延長することができます。ここ
すうねん

数年の
はけん

派遣
じっせき

実績は
ずひょう

図表１０のとお

りです。
こ

子どもによっては、
かんたん

簡単な
にちじょう

日常
かいわ

会話はできるようになっても、
じゅぎょう

授業

についていくことが
むずか

難しい
ばあい

場合もあり、
ほうかご

放課後、
ちいき

地域の
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

きょうしつ

教室で
しゅくだい

宿題などのサポート
さ ぽ ー と

を
う

受けている
ばあい

場合もあります。」とあるが、こ

の
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室について、できれば
くわ

詳しいデータ
で ー た

がほしい。ど

ちらの
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室で
しゅくだい

宿題のサポート
さ ぽ ー と

を
う

受けられるのかとても
かんしん

関心がある。
しょうがくせい

小学生の
ばあい

場合は、
たんにん

担任の
しどう

指導があって、だいたい
がっこう

学校の
じゅぎょう

授業な

どを
う

受けられるようになっているが、
ちゅうがくせい

中学生になると、
ほこう

補講を
う

受けてもま

だ
ぜんぜん

全然わからない
こ

子どももいる。 私
わたくし

たちがいくらサポート
さ ぽ ー と

しても、いつま

ででもできるわけではないし、
きょり

距離があるので、
てつだ

手伝ってあげたいけれども

できないこともある。
ちいき

地域のボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室で
しゅくだい

宿題をサポート
さ ぽ ー と

してもら

えるといいと
おも

思う。もし
わたくし

私 もわかれば、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室へ
い

行ったほうが

いいと
つた

伝えることができる。 

 

・  「グループ
ぐ る ー ぷ

あだち」の
かつどう

活動については、
よる

夜の
かつどう

活動だが、かつては
しょうちゅう

小中
がくせい

学生



 

 

 

 

 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 
いいん

委員 

 

 

 

 

 

 

 
くみん

区民
ぶちょう

部長 
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じむきょく

事務局 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 

 

が
たいへん

大変たくさん
き

来ていた。だが、
いちじ

一時、
しょうちゅう

小中
がくせい

学生の
じこ

事故というようなもの

が
せけん

世間を
にぎ

賑わした
じき

時期に、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の
なか

中から、
よる

夜にお
こ

子さんを
み

見ていて
かえ

帰り
    じはん

８時半を
す

過ぎると
なに

何かがあったときにどういう
せきにん

責任をもてるのかと、か

なりの
にんずう

人数の
かた

方が
い

言い
はじ

始めて、
けっきょく

結局お
こ

子さんをお
ことわ

断りしようということに

なって
げんざい

現在にいたる。なので、グループ
ぐ る ー ぷ

には
しょうちゅう

小中
がくせい

学生がいない。
こんかい

今回、こ

のことを
してき

指摘してくださって
まんぞく

満足だと
おも

思う。この
しゅくだい

宿題のサポート
さ ぽ ー と

というの

は、１７ある
にほんご

日本語ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

とは
べつわく

別枠の
しょうちゅう

小中
がくせい

学生
しえん

支援の
だんたい

団体

ではないか。 

 

・  もう
すこ

少し
しら

調べてお
こた

答えできるようにしたいと
おも

思う。 

 

・  
まえ

前に
にほんご

日本語を
べんきょう

勉強していたときに、
わか

若い
せんせい

先生が、わからないことがある

ときには、いろいろと
たす

助けてくださった。
せんせいがた

先生方の
なか

中には、そこまでする
ひつよう

必要

があるのかとおっしゃる
かた

方もいるが、そういうサポート
さ ぽ ー と

があって
にほんご

日本語がで

きるようになってきた。
わたくし

私 が
がっこう

学校の
こ

子どもの
てがみ

手紙を
も

持って行
い

ったときも
たす

助

けてくださり、わからないことがあったら、
いっしょ

一緒にいこうかと
い

言ってくださ

り
いちばん

一番
たす

助かった。
せんせいがた

先生方が
こうい

好意でやってくださる
ちいき

地域もあると
おも

思うので、
さき

先

ほどの
はなし

話を
き

聞いていて、その
あた

辺りのことかと
おも

思った。 

 

・  いま
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査についての
かんそう

感想を
き

聞いて、
あだちく

足立区が
く

暮らしやす

いと
かんが

考えている
がいこくじん

外国人の
かた

方が
おお

多くて
おどろ

驚いたという
かた

方や、
じっさい

実際に
く

暮らしてみ

た
じっかん

実感として
く

暮らしやすいと
おも

思っておられる
かた

方がいて、
う

受け
と

取り
かた

方の
ちが

違いが

あるものの、この
ちょうさ

調査が
じったい

実態とかけ
はな

離れたものではないとわかる。
きょう

今日お
しめ

示

しした
そあん

素案について、
いけん

意見をいただいて、それを
い

入れて
あん

案をまとめていく。

ご
いけん

意見があれば、ぜひ
き

聞かせていただきたい。 

 

・  
しりょう

資料
４

４について、
がいこくじん

外国人
じんこう

人口について、
あだちく

足立区は
とない

都内で
にばんめ

二番目と
おも

思ってい

たら、
えどがわく

江戸川区のほうが
おお

多かった。
いちばん

一番の
しんじゅくく

新宿区は
とっしゅつ

突出していて
さんこう

参考にな

らないと
おも

思う。
えどがわく

江戸川区は
あだちく

足立区と
そうじんこう

総人口も
に

似ていて、
がいこくじん

外国人
じんこう

人口も
ちか

近い
すうじ

数字で
に

似ている。
えどがわく

江戸川区は、
きゅうげき

急激に
がいこくじん

外国人
じんこう

人口が
の

伸びたようである。
よう

要す

るに、
ひと

一つの
く

区だけで
けいかく

計画を
すす

進めるのではなく、
ほか

他の
く

区がどうやっているの

か、いろいろと
さんこう

参考にしてみるべきだと
おも

思う。
えどがわく

江戸川区では、
なに

何か
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画のようなものを
すす

進めようとされているのか、あるいはすでに

されているのかお
き

聞きしたい。 

 

・  
えどがわく

江戸川区の
じったい

実態をうかがったところ、インド
い ん ど

のＩＴ
きぎょう

企業の
かた

方が
おお

多い。
あだちく

足立区でも、
しりょう

資料２の１５ページ
ぺ ー じ

のとおり、
じったい

実態
ちょうさ

調査の
しつもん

質問
こうもく

項目に、
きぎょう

起業
いこう

意向

を
はあく

把握しようと
の

載せている。 

 

・  
えどがわく

江戸川区の
そうじんこう

総人口に
し

占める
がいこくじん

外国人の
かた

方の
わりあい

割合は、
がいこくじん

外国人
じんこう

人口も
ふく

含め、
あだちく

足立区よりも
おお

多い。インターネット
い ん た ー ね っ と

で
けんさく

検索した
じょうほう

情報では、
えどがわく

江戸川区はまだ
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画などはつくっていないようである。 
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・  
あだちく

足立区の
がいこくじん

外国人
じんこう

人口は２万３千人
  まん ぜんにん

くらいで、
さいきん

最近５年間
  ねんかん

では、それほど
ふ

増

えていないようである。
とうきょう

東京２３区
    く

の
なか

中では、
みなとく

港区が
さいきん

最近
いっき

一気に
ふ

増えたと
き

聞

いている。また、
こうとうく

江東区はマンション
ま ん し ょ ん

の
けんせつ

建設により、
がいこくじん

外国人の
かた

方が他
た く

区から
いどう

移動して
ふ

増えたというデータ
で ー た

を
み

見たことがある。
あだちく

足立区は、
じったい

実態
ちょうさ

調査の
けっか

結果

にあるように、
す

住みやすいことも
じじつ

事実である。
しんちく

新築マンション
ま ん し ょ ん

との
かんけい

関係、あ

るいはある
ていど

程度
ぶっか

物価が
やす

安いということで
あだちく

足立区に
す

住んでおられるのかと
おも

思

う。
よ

良い
てん

点ばかりでなく、
くない

区内の
だいがく

大学や、
としん

都心から
はな

離れて、
がいこくじん

外国人の
かた

方が
ふべん

不便

だと
かん

感じておられるかのどちらかに
げんいん

原因があるのかと
おも

思う。この
じったい

実態は
はあく

把握

しておられるのか。 

 

・  
がいこくじん

外国人
とうろく

登録の
じんこう

人口のデータ
で ー た

があるので、
わりあい

割合をお
つた

伝えする。まず、
しんじゅくく

新宿区

の
がいこくじん

外国人
とうろくしゃすう

登録者数が
ことし

今年の
１がつ

１月
げんざい

現在で３３，０００人
      にん

で
もっと

最も
おお

多い。
じんこう

人口
ひりつ

比率

では、１０．７％である。２番目
  ばんめ

は、
えどがわく

江戸川区で２４，０００人
      にん

で、
じんこう

人口
ひりつ

比率

は、３．６％である。３番目
  ばんめ

は、
あだちく

足立区の２３，０００人
      にん

であり、
ひりつ

比率は３．

５％である。
さき

先ほどの
えどがわく

江戸川区と
あだちく

足立区の
ちが

違いは、インド
い ん ど しゅっしん

出身 の
かた

方が
えどがわく

江戸川区には２，０００人
      にん

いらっしゃるが、
あだちく

足立区には１００人
      にん

ということ

である。インド
い ん ど しゅっしん

出身の
かた

方が、
えどがわく

江戸川区にはかなり
おお

多い。 

   
こうとうく

江東区については、
がいこくじん

外国人
とうろく

登録の
じんこう

人口は１８，０００人
      にん

であり、
みなとく

港区に
つ

次

ぐ
にんずう

人数である。また、
じんこう

人口
ひりつ

比率は４．１％で
たか

高い。
こうとうく

江東区には、
ちゅうごく

中国
しゅっしん

出身

の
かた

方が
もっと

最も
おお

多く８，５００人
      にん

いらっしゃる。
つ

次いで、
かんこく

韓国
しゅっしん

出身の
かた

方が
おお

多く、

５，０００人
      にん

いらっしゃる。ちなみに、
みなとく

港区は２２，０００人
      にん

の
がいこくじん

外国人
とうろく

登録
じんこう

人口である。 

 

・  
ぶんめん

文面について、
じゅうらい

従来と
くら

比べ、１章
  しょう

と２章
  しょう

が
はい

入れ
か

替わっている。その入
い

れ
か

替えに
いぎ

異議はないが、
ないよう

内容について、「第２章
だい  しょう

 
けいかく

計画の
きほんてき

基本的
かんが

考え
かた

方」は、

「１ 
きほん

基本
りねん

理念」と「２ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会
けいせい

形成のプロセス
ぷ ろ せ す

」から
こうせい

構成され

ている。
へいせい

平成１８年
    ねん

に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画が
さくてい

策定されたときにも、すでに

このようになっていたが、「２ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会
けいせい

形成のプロセス
ぷ ろ せ す

」につい

て
なっとく

納得がいかない。
きほん

基本
りねん

理念はいいと
おも

思うが、「さまざまな
こじん

個人・
だんたい

団体・事
じ

ぎょうしゃ

業者と
きょうどう

協働して、
いか

以下の３つの
だんかい

段階で「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
とし

都市あだち」の
じつげん

実現を

めざしていきます」について、３つの
だんかい

段階「ホップ
ほ っ ぷ

」「ステップ
す て っ ぷ

」「ジャンプ
じ ゃ ん ぷ

」

とある。３つの
だんかい

段階「ホップ
ほ っ ぷ

」「ステップ
す て っ ぷ

」「ジャンプ
じ ゃ ん ぷ

」というと、
ふつう

普通は

まず「ホップ
ほ っ ぷ

」をして、
つぎ

次に「ステップ
す て っ ぷ

」をして
さいご

最後に「ジャンプ
じ ゃ ん ぷ

」と
じけいれつ

時系列

でいくと
りかい

理解するのが
いちばん

一番
しぜん

自然だろうと
おも

思う。そのような
してん

視点でみた
ばあい

場合、
か

書かれている
ないよう

内容がこれでいいのかと
おも

思う。「ホップ
ほ っ ぷ

」の
かんが

考えはかなり
こうど

高度

なものがあり、
とく

特に「ステップ
す て っ ぷ

」が「
きかい

機会
きんとう

均等」であるのはいいのかと
おも

思う。

「ホップ
ほ っ ぷ

」の「
こうりゅう

交流と
そうご

相互
りかい

理解」については、いいと
おも

思う。まず、
ぶんか

文化や
しゅうかん

習慣

であるとかを
りかい

理解することは
ひつよう

必要であると
おも

思う。「
きかい

機会
きんとう

均等」というのは、

その
つぎ

次にくるのかというと、できることはどんどんはじめからしていかなけ

ればならない。この
かしょ

箇所は、
りねん

理念と
じっさい

実際の
しんこう

進行プロセス
ぷ ろ せ す

などがごっちゃにな

っている。
りねんてき

理念的な
しんこう

進行プロセス
ぷ ろ せ す

としては、まず「
そうご

相互
りかい

理解」で、そのうち

に
たぶんか

多文化の
め

芽がでてきて、それが
せいじゅく

成熟してきて、
さいご

最後に
はな

花が
ひら

開くという

イメージ
い め ー じ

はわかるが、それが
げんじつ

現実の
きかい

機会
きんとう

均等など、たくさん
か

書かれている
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ないよう

内容であると
いわかん

違和感を
おぼ

覚える。
ぐたいてき

具体的に、たとえば第１
だい  だんかい

段階でできることと

して、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例が
せいてい

制定され、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会を
つく

作ること

があくまで
さき

先だと
おも

思う。
ぶんや

分野によっては、この
じゅんじょ

順序でいくというイメージ
い め ー じ

で

はない。この２章
  しょう

の
こうはん

後半
ぜんたい

全体が
ひじょう

非常に
いわかん

違和感がある。これは
きょう

今日
はじ

始まった

ことではなく、これを
つく

作ったときにこの
ぶんしょう

文章が
で

出ているが、
こんかい

今回は
こうもく

項目立
だ

て

が
か

変わったので、ちょっとニュアンス
に ゅ あ ん す

が
ちが

違うと
おも

思うがいかがか。 

 

・  
かいてい

改訂なので、
なお

直すのは
かま

構わない。
こんかい

今回、
かいてい

改訂の
じむきょく

事務局の
いと

意図としては、よ

り
げんじつてき

現実的な
かんが

考え
かた

方、
じっし

実施
かのう

可能な
ないよう

内容にしたいと
かんが

考えている。プロセス
ぷ ろ せ す

のと

ころは、
じむきょく

事務局としてはこのまま
のこ

残してあるが、ただ
すこ

少し
りそうけい

理想形という
き

気が

している。
よう

要は、この３年間
  ねんかん

で
だいに

第二
だんかい

段階の「ホップ
ほ っ ぷ

」の
ぶぶん

部分がどこまででき

るのかということがあるので、
こんかい

今回の
かいてい

改訂の
じむきょく

事務局サイド
さ い ど

の
きほんてき

基本的な
しゅし

趣旨か

らすると、できれば
かいてい

改訂を
き

機に、そのようなご
いけん

意見があれば、
さくじょ

削除すべきも

のは
さくじょ

削除する。 

 

・  
わたし

私はいっそのこと、
りねん

理念だけは
のこ

残して、第２章
だい しょう

の２はとってしまっても

いいと
おも

思う。
ほか

他の
ふくし

福祉
けいかく

計画などに、このようなプロセス
ぷ ろ せ す

は
で

出てこない。だか

ら、
けいかく

計画の
みなお

見直しなので、第１章
だい  しょう

をいれて、第２章
だい  しょう

の２はとってもいいの

ではないか。 

 

・  
じむきょく

事務局としても、
さいしょ

最初の
けいかく

計画に
の

載ってあったので、とらずにそのまま
お

置い

ている。
すいしん

推進
かいぎ

会議の
みな

皆さんのご
いけん

意見によって
たいしょ

対処したい。ただちょっと
りそう

理想

が
たか

高いのかと
おも

思う。３年間
  ねんかん

の
けいかく

計画の
なか

中でできる、あるいはそれ
いご

以後の
だいにじ

第二次
けいかく

計画の
なか

中でもできる
ないよう

内容をまとめていくとなると、なかなか
きび

厳しい
さぎょう

作業にな

る。これも
すいしん

推進
かいぎ

会議の
ば

場でご
いけん

意見をいただきたいと
おも

思う。 

 

・  
かくにん

確認だが、
かいてい

改訂は
へいせい

平成２２年
    ねん

（２０１０年
        ねん

）から
へいせい

平成２４年
    ねん

（２０１２年
        ねん

）

までの
あいだ

間に
おこな

行うという
かいてい

改訂
あん

案である。そうすると、この３年
  ねん

の
あいだ

間に、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会
けいせい

形成のプロセス
ぷ ろ せ す

の
だいいち

第一
だんかい

段階の「ホップ
ほ っ ぷ

」にある、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議を「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会」にしようという
ごうい

合意ができるということ

か。あるいは、もうスタート
す た ー と

して、
じしゅてき

自主的に
はじ

始まろうということなのか。こ

れは
ぐたいてき

具体的にはどういうプロセス
ぷ ろ せ す

になるのか。 

 

・  「ホップ
ほ っ ぷ

」のところに
の

載っている「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会」や

「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例の
せいてい

制定」、「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
せ ん た ー

」が、こ

の
けいかく

計画の
なか

中でできる第１
だい  だんかい

段階だと
おも

思う。「ステップ
す て っ ぷ

」と「ジャンプ
じ ゃ ん ぷ

」はその
あと

後のプロセス
ぷ ろ せ す

である。
とお

遠い
さき

先ではないが、
もと

元の
けいかく

計画は
さいしょ

最初の
けいかく

計画なので、そ

の
なか

中ではこの
さき

先のプロセス
ぷ ろ せ す

として、
すこ

少し
りそうけい

理想形を
の

述べているのかと
おも

思う。 

 

・  かつては、３年間
  ねんかん

には
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例はできていて、
じょうれい

条例のもと
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議は
いいんかい

委員会になって、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
せ ん た ー

も
じっし

実施すると
き

聞いた
きおく

記憶がある。
とうしょ

当初の
けいかく

計画では、この
じてん

時点で
げんざい

現在すでにその３つは
じつげん

実現

しているはずだった、ということではないか。そうだとすると、これからの
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３年間
  ねんかん

には、この３つを
じつげん

実現させよう、それが「ホップ
ほ っ ぷ

」だと
りかい

理解していい

のか。 

 

・  そうではないと
おも

思う。
しりょう

資料の「３ 
しさく

施策と
こうてい

工程」によると、「５２ （
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例の
せいてい

制定（
じゅう

重）」は、
じゅうてん

重点
しさく

施策だが、２０１２年
        ねん

の
だんかい

段階

でも「
けんとう

検討」となっている。それから、「５３ （
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
せ ん た ー

きのう

機能の
けんとう

検討（
じゅう

重）」も「
けんとう

検討」である。
じっさい

実際はなかなか
むずか

難しいという
き

気が

する。
ぎかい

議会のこともあるし、
じっさい

実際に
じょうれい

条例を
つく

作るほうがいいのかということ

も
ぎろん

議論がいろいろあり、
かんたん

簡単なことではないと
おも

思う。そういう
いみ

意味で
ひるがえ

翻 っ

てみると、「ホップ
ほ っ ぷ

」「ステップ
す て っ ぷ

」「ジャンプ
じ ゃ ん ぷ

」の
いち

位置づけが、
みなお

見直しの
きかん

期間

２０１２年
        ねん

までにやることを
か

書いてあるのかどうか。こういうことを
めざ

目指そ

うということであって、いつまでにやるという
はなし

話は
べつ

別だという
き

気がする。 

 

・  いまちょうど
かいてい

改訂の
じき

時期にきているので、３年間
  ねんかん じっし

実施して、やはり
みなお

見直す

ところは
みなお

見直さなければならない。
みな

皆さんの
いけん

意見を
はんえい

反映して、それから
しゅうせい

修正

して、より
りそう

理想あるいは
げんじつてき

現実的なものになれば
いちばん

一番いいと
おも

思う。
たぶんか

多文化
きょうせい

共生

ということで、
しんちょう

慎重にしなければならないということもあるが、
あだちく

足立区は
そっせん

率先して、
ほか

他の
く

区よりも
いっぽ

一歩
すす

進んでいるということを
ぜんてい

前提で
みな

皆さんご
いけん

意見を
だ

出していただきたい。それから、
じかん

時間が
た

経つにつれ、
みなお

見直すところは
みなお

見直し

て、
おお

大きなテーマ
て ー ま

が
き

決まって、その
ほうこう

方向に
もくひょう

目標を
た

立てて
すす

進めていくために

もご
いけん

意見を
だ

出しあっていただき、
かいてい

改訂を
すす

進めていきたい。 

 

・  
じきてき

時期的な
かだい

課題があるのかもしれないが、
かなら

必ず通
とお

っていかなければならな

い
だんかい

段階である。「いつ」ということについては
ゆず

譲ってもいいかと
おも

思うが、

「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会」「（
かしょう

仮称）
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
じょうれい

条例」「
たぶんか

多文化
きょうせい

共生センター
せ ん た ー

」の３つについては、この
だんかい

段階で
お

落とさないほうがいいと
おも

思

う。これは
いちりづか

一里塚で、せっかくできている
りそうけい

理想形、
めざ

目指すべき
いちりづか

一里塚があれ

ば、
ないよう

内容がそこから
はってん

発展していくと
おも

思うので、これを
お

落とすことは
はんたい

反対であ

る。 

 

・  
わたし

私も
おな

同じである。この３つは、
じゅうてん

重点
かだい

課題として
の

載っていることに
かん

関して
はんたい

反対はしない。 

 

・  
しりょう

資料４の２４ページ
ぺ ー じ

「
にほんご

日本語ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ きょうしつ

教室の
じゅうじつ

充実」について、「１

２ 
にほん

日本のくらし
こうざ

講座（
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣・マナー
ま な ー

など）の
じっし

実施」は、
なかみ

中身を
すこ

少し
か

変

えて
じっし

実施するというご
せつめい

説明が
さき

先ほどあったかと
おも

思うが、
ぐたいてき

具体的には、
ねんかん

年間
なんかい

何回くらい、どのような
かたち

形で
じっし

実施していらっしゃるのか
うかが

伺いたい。 

その
つぎ

次の「１３ ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

による
いりょう

医療
きかん

機関への
つうやく

通訳サービス
さ ー び す

の
じっし

実施」

は、
いりょう

医療
きかん

機関への
どうこう

同行をすでに
じっし

実施していることになっているのか。
いちばんうえ

一番上

には、「
いりょう

医療
きかん

機関への
どうこう

同行」は「
じっし

実施」とあるが、
した

下には「
どうこう

同行という
かたち

形で

はなく、
がいこくご

外国語の
たいおう

対応
かのう

可能な
いりょう

医療
きかん

機関への
まどぐち

窓口
あんない

案内を
じっし

実施」は「
けんとう

検討・
いちぶ

一部
じっし

実施」、そして「
えいせいぶ

衛生部を
つう

通じ、
あだちく

足立区
いしかい

医師会との
きょうぎ

協議を
すす

進め、
とうろく

登録

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の
せんもん

専門
けんしゅう

研修を
じっし

実施する
とう

等、
けんとう

検討していく」は「
けんとう

検討」
かだい

課題と
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なっている。この
せいごうせい

整合性はどうなのか。 

また、「１６ 
ほいくしゃ

保育者
けんしゅう

研修の
じゅうじつ

充実」については「
じっし

実施」となっているが、

この
ないよう

内容を
じかん

時間の
ゆる

許す
はんい

範囲で
うかが

伺いたい。 

 

・  まず、
にほん

日本のくらし
こうざ

講座について、
こんねんど

今年度であれば３回
  かいかいさい

開催したいと
かんが

考え

ている。
にほん

日本のフラワーデザイン
ふ ら わ ー で ざ い ん

、
い

生け花
ばな

を紹
しょうかい

介していただく
よてい

予定をして

いる。 

   
いりょう

医療
きかん

機関への
どうこう

同行については、まず
じぎょう

事業の
ほうこうせい

方向性を
の

述べさせていただく。

ただ、これは
えいせいぶ

衛生部が
いしかい

医師会と
きょうりょく

協力 していかなければならないので、まだ
どうこう

同行までいっていないというのが
げんじつ

現実である。
ぶぶんてき

部分的に
じっし

実施しているので、

この
ひょうき

表記になっている。 

   
ほいくしゃ

保育者
けんしゅう

研修の
じゅうじつ

充実の
もくてき

目的は、
じどう

児童の
たこくせきか

多国籍化、
たぶんか

多文化に
たいおう

対応した
ないよう

内容に

してほしいということである。
ないよう

内容を
はあく

把握しておらず
もう

申し
やく

訳ないが、
げんじょう

現状は

「
じっし

実施」で
と

取り
く

組んでいるという
ほうこく

報告を
う

受けている。 

 

・  
ほいくしゃ

保育者
けんしゅう

研修の「
ほいくしゃ

保育者」というのは
だれ

誰のことなのか。
ほいく

保育
えん

園の
せんせい

先生、
ほいくし

保育士

さん
たいしょう

対象なのか、それとも
いっぱん

一般のお
かあ

母さんなのか。
けんしゅう

研修は
ねんかん

年間
なんかい

何回くらい

しているものなのか。あと、ＯＪＴというのはどういうことか。 

 

・  ＯＪＴというのは、
しごと

仕事をしながらの
けんしゅう

研修で、
がいこくじん

外国人への
えんじょ

援助を
あつか

扱った

ことのある先輩
せんぱい ほいくし

保育士が
げんば

現場で
おし

教えるというやり
かた

方を
う

受け
つ

継いでいってい

る。むしろ、
けんしゅう

研修よりもそちらのほうに
じゅうてん

重点を
お

置いているといえる。 

 

・  この「
しさく

施策と
こうてい

工程」の表
ひょう

の
みかた

見方を
かくにん

確認しておきたい。
さき

先ほどの「１３ 

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

による
いりょう

医療
きかん

機関への
つうやく

通訳サービス
さ ー び す

の
じっし

実施」について、「
いりょう

医療
きかん

機関

への
どうこう

同行」が
いちばんうえ

一番上の
だん

段にあって「
じっし

実施」となっている。この
らん

欄は
けいかく

計画で、

それを
えいせいぶ

衛生部と
くみんか

区民課でブレークダウン
ぶ れ ー く だ う ん

したものが
した

下にあるのではないの

か。
いりょう

医療
きかん

機関への
つうやく

通訳サービス
さ ー び す

は、
ほんらい

本来
けいかく

計画ではもうとっくに
じっし

実施されてい

るはずが、「
いちぶ

一部
じっし

実施」はあるが、ほとんどが「
けんとう

検討」
だんかい

段階ということで、

かなり
おく

遅れているという
にんしき

認識でよいのか。 

 

・  そのようになる。 

 

・  
えいせいぶ

衛生部で
すす

進めることはないのか。「
いちぶ

一部
じっし

実施」ということは、まだ
ほか

他に
すす

進

める
けいかく

計画があるのか。「
がいこくご

外国語の
たいおう

対応
かのう

可能な
いりょう

医療
きかん

機関への
まどぐち

窓口
あんない

案内を
じっし

実施」

した
いがい

以外に、まだ
すす

進めていることがあるのか。 

 

・  
えいせいぶ

衛生部としては、
がいこくご

外国語の
たいおう

対応
かのう

可能な
いりょう

医療
きかん

機関を
ずいじ

随時
はあく

把握しながら
すす

進めて

いっていると
おも

思う。 

 

・  
じゅうようせい

重要性と
げんじょう

現状の
はあく

把握
じょうきょう

状況 について、
にほんご

日本語を
はな

話せない
かた

方が
いりょう

医療
きかん

機関へ
い

行く、
かよ

通うことが
く

区に
なんけん

何件あって、そのときにボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

が
つうやく

通訳するの

か、あるいは
げんざい

現在そのような
じょうきょう

状況 は
はっせい

発生していないが、
しょうらいてき

将来的に
けんとう

検討する
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のかということを
わ

分けて
かんが

考えたほうがいいのではないかと
おも

思う。
く

区の
よさん

予算

も
から

絡んでいるので、
かぎ

限られた
よさん

予算の
なか

中で、
じゅよう

需要がないのにボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

を
はいち

配置する
ひつよう

必要はないのではないかと
おも

思う。
げんじつ

現実を
はあく

把握して、徐々
じょじょ

に
たいおう

対応がで

きるように、
げんじょう

現状に
そ

沿ったほうがいいと
おも

思う。 

   「
みなお

見直しの
しゅし

趣旨」の
ぶぶん

部分の「５つの
だいがく

大学」というのはどの
だいがく

大学を
さ

指すのか。 

 

・  
とうきょうげいじゅつ

東京藝術
だいがく

大学、
とうきょう

東京
みらい

未来
だいがく

大学、
とうきょう

東京
でんき

電機
だいがく

大学、
ていきょう

帝京
かがく

科学
だいがく

大学、
ほうそう

放送
だいがく

大学

の５つである。 

 

・  ２５ページ
ぺ ー じ

「
けいえい

経営・
ろうどう

労働
かんきょう

環境の
せいび

整備」の「２２ 
がいこくじん

外国人（
ざいじゅう

在住・
ざいりゅう

在留）

の
そうぎょう

創業・改業
かいぎょう

の
しえん

支援」について「
ゆうし

融資
せいど

制度のあっせん」と
か

書かれているが、
ゆうし

融資
せいど

制度だけではなく、
たと

例えば
きぎょう

起業をして
ひと

人を
やと

雇ったりしたときに、

ハローワーク
は ろ ー わ ー く

から
じょせいきん

助成金が
で

出たりするのに
がいとう

該当することもあると
おも

思う。その
ばあい

場合に、そういった
じょせいきん

助成金の
しどう

指導ということも、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

と
れんけい

連携をとっ

て
がいこくじん

外国人の
かた

方にご
せつめい

説明をすることもこの
なか

中に
はい

入っているのか。 

   「２６ 
こよう

雇用主
ぬし

への
しゅうち

周知（
たぶんか

多文化
りかい

理解・
がいこくじん

外国人
りかい

理解）」と「２７ 
ふくし

福祉
ぶんや

分野

の
ろうどう

労働に
かんご

看護・
かいご

介護など
せんもん

専門
しょく

職の
がいこくじん

外国人の
こよう

雇用を
そくしん

促進」について、
さき

先ほど

の
ゆうし

融資
せいど

制度のあっせんにも
あ

当てはまるが、
がいこくじん

外国人の
かた

方というよりも
じぎょう

事業主
ぬし

が
こよう

雇用するにあたっては、
ことば

言葉の
かべ

壁がどうしても
で

出てくると
おも

思う。その
なか

中で、
あだちく

足立区はどちらかといえば
ちゅうしょう

中小
きぎょう

企業が
おお

多い
ちいき

地域なので、
ほんとう

本当は
がいこくじん

外国人の
かた

方

であっても
やと

雇いたいが、
ことば

言葉の
ぶぶん

部分について
かべ

壁があるために、
こよう

雇用について

はどちらかというと
しょうきょくてき

消極的 な
じぎょう

事業主
ぬし

の
かた

方もいらっしゃるのではないかと
おも

思う。そのときに、
じぎょう

事業主
ぬし

の
かた

方への
しえん

支援、
やと

雇いやすいようにする
しさく

施策という

のは
かんが

考えていらっしゃるのか。 

 

・  「２２ 
がいこくじん

外国人（
ざいじゅう

在住・
ざいりゅう

在留）の
そうぎょう

創業・
かいぎょう

改業の
しえん

支援」について、
じょせいきん

助成金

や
ぜいきん

税金に
かん

関しては、
ちゅうしょう

中小
きぎょう

企業
しえんか

支援課で
おこな

行っている。
そうぎょう

創業・
かいぎょう

改業の
しえん

支援の
なか

中に、
そうだん

相談
ないよう

内容が
はい

入ってくると
おも

思うので、
じっし

実施しているといえる。 

   
やと

雇いやすい
かんきょう

環境への
しえん

支援については、
ぐたいてき

具体的な
やと

雇いやすい
しえん

支援
さく

策はまだ

できていない。 

 

・  
がいこくじん

外国人の
かた

方が
きぎょう

企業に
はい

入るための
しえん

支援
さく

策は、
ぐたいてき

具体的に
かんが

考えているのか。 

 

・  
がいこくじん

外国人の
かた

方の
しゅうろう

就労
たいさく

対策に
かん

関しては、まずやはり
けいえいしゃ

経営者に
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
いしき

意識を
も

持っていただくことが
だいいっぽ

第一歩と
かんが

考えている。
さき

先ほどもあったよう

に、
ろうどう

労働
かんきょう

環境や
しゅうにゅう

収入 が
あんてい

安定しないと、
ていじゅうか

定住化にはつながらないという
たいせつ

大切

なことがある。
こよう

雇用
きかい

機会の均
きんとう

等は
げんじつ

現実
もんだい

問題としてある。
さっこん

昨今のような
ふけいき

不景気

になると、
せいき

正規
しょくいん

職員
いがい

以外の
かた

方が
や

辞めていかざるを
え

得ない
じょうきょう

状況 がすでに
お

起き

ているので、それがないような
かんきょう

環境づくりの
いしき

意識を
じぎょう

事業主
ぬし

に
も

持っていただ

くことが
たいせつ

大切である。
ぐたいてき

具体的な
たいさく

対策としては、
かくじぎょう

各事業主
ぬし

への
せつめいかい

説明会
とう

等がある

ときに、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生の
いしき

意識を
も

持って
にほんじん

日本人
どうよう

同様に
こよう

雇用していただくことが
ひつよう

必要かと
おも

思う。
いま

今
げんざい

現在は、そのように「
こよう

雇用主
ぬし

への
しゅうち

周知」を
しさく

施策として
と

取り
あ

上げている。 



 
いいん

委員 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
じむきょく

事務局 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 

 

 

 
いいん

委員 

 

・  この
かいぎ

会議は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議で、
じょうれい

条例に
もと

基づいて
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会を
つく

作るとあるが、この
すいしん

推進
かいぎ

会議と、
すいしん

推進
いいんかい

委員会にしたときとでは
ぐたいてき

具体的に
なに

何がどう
ちが

違うのか。 

 

・  この
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
かいぎ

会議でも、
じょうれい

条例の
そあん

素案や
けんとう

検討を２年半
  ねんはん

くらい
まえ

前まで
おこな

行ってきた。その
なか

中に、
じょうぶん

条文で
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
いいんかい

委員会
せっち

設置があった。その
じょうれい

条例の
きそく

規則の
あん

案の
なか

中に、
すいしん

推進
いいんかい

委員会の
こうせい

構成がある。
いちばん

一番の
ちが

違いは、
く

区
ぎかい

議会
ぎいん

議員も
いいん

委員に
はい

入ってもらい、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
しさく

施策を
すす

進めていく
うえ

上で
ぎろん

議論を

していただく。なぜ
くぎかい

区議会
ぎいん

議員に
はい

入ってもらうのがいいのかというと、
いいんかい

委員会の
なか

中で
あだちく

足立区の
しさく

施策を
けんとう

検討し、そこで
くぎ

区議
かいぎいん

会議員、
かくかいは

各会派の
だいひょう

代表
とう

等が
はい

入っていればそこで
にんち

認知、
ごうい

合意を
え

得られたものは
く

区の
しさく

施策として
すす

進めやすい

ということがある。 

 

・  
さいきん

最近は
ふけいき

不景気で、
あだち

足立
くない

区内で
しごと

仕事の
けいやく

契約を
かい

解
じょ

除された
がいこくじん

外国人の
かた

方との

トラブル
と ら ぶ る

はないのか。あるとすれば、どのようにされているのか。
しごと

仕事をあ

っせんしたり、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

を
しょうかい

紹介したりされている
じれい

事例はないのか。 

 

・  
せんじつ

先日も
ぎょうせい

行政
しょし

書士による
やかん

夜間
むりょう

無料
そうだんかい

相談会を
かい

開
さい

催させていただいたが、６月
  がつ

の
とない

都内リレー
り れ ー せんもんか

専門家
そうだんかい

相談会では、
ふけいき

不景気の
なか

中、
ちんぎん

賃金未払
みばら

いなどが
はっせい

発生してお

り、
こよう

雇用
かんけい

関係の
そうだん

相談は２４件
    けん

中
ちゅう

、３件
  けん ていど

程度あり、
つぎ

次の
だんかい

段階へのステップ
す て っ ぷ

が

できるような
かいけつ

解決のための
てつづ

手続きをご
あんない

案内するなどの
たいおう

対応をしている。た

だ、
ぜんぶ

全部が
ぜんぶ

全部
かいけつ

解決したという
じょうきょう

状況 ではないかと
おも

思う。 

 

・  
しごと

仕事をしている
がいこくじん

外国人の
かた

方が、
しごと

仕事を
や

辞めた
ばあい

場合は、ビザ
び ざ

の
もんだい

問題も
で

出てく

ると
おも

思う。
しごと

仕事がない
ばあい

場合、そういったときは、どうやって
そうだん

相談すればいい

のか。 

 

・  
ざいりゅう

在留
しかく

資格については、
がいこくじん

外国人
そうだんいん

相談員がいるので、
よやく

予約をとってそちらに

ご
そう

相
だん

談いただければと
おも

思う。 

 

・  
じょうれい

条例について、
くに

国では
みんしゅとう

民主党が
せいけん

政権をとったので、
あだちく

足立区も
じょうれい

条例
とう

等を
すす

進め

ていくにあたってやりやすくなったのかと
おも

思うが、
ぎいん

議員に
たい

対する
はたら

働きかけ

はどのようにされているのか。
みんしゅとう

民主党が
さん

賛成
せい

しているのではないか。 

 

・  
こうめいとう

公明党、
みんしゅとう

民主党、
きょうさんとう

共産党は、
じょうれい

条例のたたき
だい

台を
ほうこく

報告したときに、
さんせい

賛成の
いこう

意向

であったと
おも

思う。
ていあん

提案の
すんぜん

寸前までいったが、
じみんとう

自民党は
じき

時期
しょうそう

尚早という
いけん

意見の

ため、この種
しゅ

の
じょうれい

条例は、やはり
ぜんかい

全会
いっち

一致で
せいりつ

成立するのが
のぞ

望ましいと
かんが

考えて

いるので、
じょうれい

条例
ていあん

提案を
みおく

見送ったという
けいい

経緯がある。
じょうれい

条例よりもこの
けいかく

計画に
の

載

っている
しさく

施策、
じむ

事務
じぎょう

事業の
じっせき

実績をとって、
なまえ

名前よりも
じつ

実をとるという
かたち

形で

ここ
２ねんかん

２年間
すす

進めてきているという
じょうきょう

状況 である。 

 

・  これを
よ

読んでいて、
もくひょう

目標と
しゅだん

手段をもう
すこ

少し
ぐたいてき

具体的にすべきと
おも

思う。
まえ

前の



 

 

 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 
いいん

委員 

 

 

 
しかい

司会 

 

 
くみん

区民
かちょう

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかい

司会 

 

かいぎ

会議では、
ひょうか

評価などをしていたが、
もくひょう

目標と
しゅだん

手段がはっきり
りかい

理解できないの

で、
もくひょう

目標を
ぐたいてき

具体的に
だ

出してほしいと
おも

思う。そして、その
もくひょう

目標を
たっせい

達成するた

めの
しゅだん

手段がここにはほとんど
なに

何も
で

出ていない
き

気がする。その
てん

点
こんご

今後どうなる

のか。もう
すこ

少し
だれ

誰にでも
りかい

理解ができるような
ぐたいてき

具体的な
もくひょう

目標にしてほしい。 

 

・  
ちょうない

庁内ではこのような
かたち

形 でまとめてきているので、これ
いじょう

以上の
もくひょう

目標の
ぐたいてき

具体的な
ないよう

内容と、
ぐたいてき

具体的な
しゅだん

手段というのは
いま

今の
だんかい

段階では
むずか

難しい。
じっさい

実際に
すす

進め

る
だんかい

段階で
ぐたいてき

具体的にやってもらうという
かたち

形でいきたい。 

 

・  
まえ

前の
かいぎ

会議で
ひょうか

評価が
で

出ていたが、なぜそのような
ひょうか

評価がでるのか、
もくひょう

目標と
しゅだん

手段がはっきりしていないとわからない。その
てん

点をわかるようにしてほしい

と
おも

思う。 

 

・  
ほか

他の
いいん

委員からご
いけん

意見はあるか。それでは、
かいぎ

会議の
へいかい

閉会にあたり、
かめむら

亀村
かちょう

課長

からあいさつがある。 

 

・  ひとつご
かくにん

確認していただきたいのは、
しりょう

資料４の「第２章
だい しょう

 
けいかく

計画の
きほんてき

基本的
かんが

考

え
かた

方」について、「２ 
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
しゃかい

社会
けいせい

形成のプロセス
ぷ ろ せ す

」の
ぶぶん

部分について

は
のこ

残すということでいいか。 

（
いぎ

異議なし。） 

  ではそのようにする。 

   
きょう

今日は、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
じったい

実態
ちょうさ

調査と、
たぶんか

多文化
きょうせい

共生
すいしん

推進
けいかく

計画の
ないよう

内容について
しょうさい

詳細をお
き

聴きいただき
かんしゃ

感謝する。
きょう

今日
みな

皆さんにご
けんとう

検討いただいた
けっか

結果をも

とに、この
あと

後
ちょうない

庁内の
ぶちょう

部長
れんらくかい

連絡会、
ちょうぎ

庁議、そして１１月
    がつ

にパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を
おこな

行い、そのときいただいた
いけん

意見を
かのう

可能なものは
と

取り
い

入れていくという
かたち

形

で
すす

進めていく。 

 

・  それではこれで
へいかい

閉会する。 

（
いじょう

以上） 

 

 

 

 



平成
へいせい

２１年度
ねん ど

 「第
だい

３回
かい

足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

」議事
ぎ じ

要旨
よう し

 
 

会 議 名
か い ぎ め い

 平成
へいせい

２１年度
ねん ど

第
だい

３回
かい

足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
かい ぎ

 

開催
かいさい

年月日
ね ん が っ ぴ

 平成
へいせい

２２年
ねん

１月
がつ

２８日
にち

（木
もく

） 

開 催
か い さ い

場 所
ば し ょ

 中央館
ちゅうおうかん

８階
かい

 特別
とくべつ

会議室
かいぎしつ

（災害
さいがい

対策本
たいさくほん

部室
ぶしつ

） 

開 催
か い さ い

時 間
じ か ん

 午前
ごぜん

１０時
じ

００分
ふん

開会
かいかい

～１１時
じ

５５分
ふん

閉会
へいかい

 

出欠
しゅっけつ

状 況
じょうきょう

 委員
いいん

現在数
げんざいすう

    １４名
めい

 

出席委
しゅっせきい

員数
いんすう

    １１名
めい

 

代理
だいり

出席者数
しゅっせきしゃすう

    １名
めい

 

欠席委
けっせきい

員数
いんすう

      ３名
めい

 

出席
しゅっせき

委員
い い ん

  華
か

 文治
ぶ ん ぢ

 宮崎
みやざき

 黎子
れ い こ

 関
かん

 潔沁
けつしん

 

（敬称
けいしょう

略
りゃく

）  鈴木
す ず き

 キャロリーン
き ゃ ろ り ー ん

  宋
そん

 俊植
じゅんしく

  木村
き む ら

 茂
しげる

 

 吉田
よ し だ

 忠司
た だ し

  石橋
いしばし

  
じょう

治
じ

  清水
し み ず

 良
よし

満
みつ

 
 

 慎
しん

 胤
ゆん

修
す

（代理
だ い り

）  石川
いしかわ

 純
じゅん

二区
じ く

民
みん

部長
ぶちょう

  亀村
かめむら

 精一
せいいち

区民
く み ん

課長
かちょう

 

事
じ

 務
む

 局
きょく

 区民部
く み ん ぶ

 区民課
く み ん か

 多文化
た ぶ ん か

共 生係
きょうせいがかり

 

出席
しゅっせき

職員
しょくいん

  大島
おおしま

 佐藤
さ と う

 綿貫
わたぬき

 高柳
たかやなぎ

 柳
りゅう

 平松
ひらまつ

 

会
かい

 議
ぎ

 次
し

 第
だい

 １ 主催者
しゅさいしゃ

あいさつ（石川区
いしかわく

民
みん

部長
ぶちょう

） 

２ 資料
しりょう

の確認
かくにん

 

３ 議事
ぎ じ

 

①「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

（平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

～２４年度
ね ん ど

）案
あん

」の

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じ っ し

結果
け っ か

について（資料
しりょう

２） 

②「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

（平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

～２４年度
ね ん ど

）案
あん

」の再確認
さいかくにん

に

ついて（資料
しりょう

３） 

③意見
い け ん

交換
こうかん

・その他
た

 

議事
ぎ じ

要旨
よ う し

 

区民
く み ん

課長
かちょう

 

 

 

 

区民
く み ん

部長
ぶちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  議事
ぎ じ

に入
はい

る前
まえ

まで、 私
わたくし

が司会
し か い

を務
つと

めさせていただき、議事
ぎ じ

に入
はい

ったら、

委員長
いいんちょう

に司会
し か い

を引
ひ

き継
つ

ぐ。 

   それでは主催者
しゅさいしゃ

を代表
だいひょう

して、区民
く み ん

部長
ぶちょう

の石川
いしかわ

からあいさつする。 

 

・  年
とし

が明
あ

けて１回目
か い め

ということで、今日
き ょ う

は席上
せきじょう

に足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

実態
じったい

調査
ちょうさ

の詳細版
しょうさいばん

をお配
くば

りさせていただいた。インタビュー
い ん た び ゅ ー

等
とう

でご協 力
きょうりょく

いただ

き、完成
かんせい

したので、ぜひご覧
らん

いただきたいと思
おも

う。 

昨年
さくねん

からずっと検討
けんとう

いただいた多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

だが、足立区
あ だ ち く

ではこ

のような計画
けいかく

ができた際
さい

には、 必
かなら

ず区民
く み ん

の意見
い け ん

を聴
き

くということで、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

という制度
せ い ど

がある。区民
く み ん

から意見
い け ん

をいただいたので、後
のち

ほど事務局
じむきょく

から詳
くわ

しく説明
せつめい

させていただく。いただいた意見
い け ん

を踏
ふ

まえて、

今日
き ょ う

は最終的
さいしゅうてき

に計画
けいかく

をもう一度
い ち ど

みなさんに確認
かくにん

いただき、計画
けいかく

案
あん

を完
かん

成型
せいがた

に持
も

っていきたいと思
おも

っている。 

足立区
あ だ ち く

の人口
じんこう

がとうとう６６万人
まんにん

を超
こ

えて、多分
た ぶ ん

今年中
ことしじゅう

には６７万人
まんにん

にな

るのではないかと思
おも

われる。外国
がいこく

の方
かた

たちも人口
じんこう

を増
ふ

やしているので、ます

ます多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

ということが足立区
あ だ ち く

にとって重要
じゅうよう

な課題
か だ い

になると思
おも

って

様式１（開催概要） 



 

 

 

 

区民
く み ん

課長
かちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる。是非
ぜ ひ

委員
い い ん

のみなさん方
がた

には、来年度
らいねんど

もこの推進
すいしん

会議
か い ぎ

のメンバー
め ん ば ー

として

ご活躍
かつやく

いただきたいと思
おも

っているので是非
ぜ ひ

よろしくお願
ねが

いしたい。今日
き ょ う

の

会議
か い ぎ

の中
なか

で、忌憚
き た ん

のない活発
かっぱつ

なご意見
い け ん

をいただきたい。 

 

・  事務局
じむきょく

から、本日
ほんじつ

、委員
い い ん

の宋洙
そ ん す

一
いる

さんが欠席
けっせき

だが、代理
だ い り

として民団
みんだん

東京
とうきょう

足立
あ だ ち

支部
し ぶ

事務
じ む

部長
ぶちょう

の慎
しん

さんがお出
い

でいただいている。事前
じ ぜ ん

にお配
くば

りした資料
しりょう

３の４２ページ
ぺ ー じ

に「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

設置
せ っ ち

要綱
ようこう

」を掲載
けいさい

している

が、この要綱
ようこう

の第
だい

７条
じょう

に「推進
すいしん

会議
か い ぎ

は、必要
ひつよう

があると認
みと

めたとき、関係者
かんけいしゃ

に

意見
い け ん

を聴
き

き、その他
た

の協 力
きょうりょく

を求
もと

めることができる。」とある。慎
しん

さんにも

この第
だい

７条
じょう

に基
もと

づき会議
か い ぎ

で発言
はつげん

いただきたいと思
おも

うが、委員
い い ん

のみなさんに

同意
ど う い

いただきたい。 

（全員
ぜんいん

同意
ど う い

） 

 それでは、司会
し か い

を華
か

委員長
いいんちょう

に交代
こうたい

するので、よろしくお願
ねが

いする。 

 

・  半年
はんとし

ぶりで、今日
き ょ う

からまたよろしくお願
ねが

いする。 

はじめに、定足数
ていそくすう

の確認
かくにん

をする。本日
ほんじつ

の欠席
けっせき

は３名
めい

で、会議
か い ぎ

の成立
せいりつ

に必要
ひつよう

な委員
い い ん

の半数
はんすう

以上
いじょう

が出席
しゅっせき

しているので、このまま会議
か い ぎ

を進
すす

める。 

   次
つぎ

に、発言
はつげん

については、会議録
かいぎろく

作成
さくせい

のため、みなさんの発言
はつげん

を録音
ろくおん

させて

いただいている。大
おお

きな声
こえ

ではっきりとご発言
はつげん

をお願
ねが

いする。 

本日
ほんじつ

の案件
あんけん

に関
かん

する資料
しりょう

は、事前
じ ぜ ん

に委員
い い ん

みなさんに配
くば

られた資料
しりょう

２、資料
しりょう

３と、席上
せきじょう

に配布
は い ふ

されている資料
しりょう

４から６があり、主
おも

な議事
ぎ じ

は２つある。

会議
か い ぎ

終 了
しゅうりょう

は１２時
じ

を目標
もくひょう

にしているので、円滑
えんかつ

な議事
ぎ じ

進行
しんこう

にご協 力
きょうりょく

お

願
ねが

いする。 

まず、議事
ぎ じ

の①と議事
ぎ じ

の②を、一括
いっかつ

して事務局
じむきょく

から説明
せつめい

をお願
ねが

いする。 

 

・  みなさんには、事前
じ ぜ ん

に資料
しりょう

を配
くば

らせていただいた。まず、資料
しりょう

１をご覧
らん

い

ただきたい。資料
しりょう

１は、前回
ぜんかい

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

の議事
ぎ じ

要旨
よ う し

である。こ

ちらの内容
ないよう

に誤
あやま

り等
とう

があれば、事務局
じむきょく

まで連絡
れんらく

いただきたい。 

   それでは、次第
し だ い

に従
したが

い、議事
ぎ じ

の①「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

（平成
へいせい

２

２年度
ね ん ど

～２４年度
ね ん ど

）案
あん

」のパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の実施
じ っ し

結果
け っ か

について、資料
しりょう

２

を使用
し よ う

し、説明
せつめい

をさせていただく。 

   パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

については、意見
い け ん

の募集
ぼしゅう

を平成
へいせい

２１年
ねん

１１月
がつ

１１日
にち

か

ら１２月
がつ

１０日
か

まで実施
じ っ し

させていただいた。いただいた意見
い け ん

はすべて個人
こ じ ん

の

方
かた

で応募
お う ぼ

数
すう

２名
めい

、意見
い け ん

数
すう

３件
けん

であった。いずれも、提出
ていしゅつ

方法
ほうほう

はｅメール
め ー る

で

あった。これについては、あだち広報
こうほう

の平成
へいせい

２１年
ねん

１０月
がつ

２５日号
にちごう

で、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の募集
ぼしゅう

記事
き じ

を掲載
けいさい

させていただいた後
あと

に、みなさんで

検討
けんとう

いただいた計画
けいかく

案
あん

の内容
ないよう

と、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

実態
じったい

調査
ちょうさ

の概要版
がいようばん

の関係
かんけい

書類
しょるい

を区
く

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

、区民課
く み ん か

、各区民
かくくみん

事務所
じ む し ょ

、中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

で希望者
きぼうしゃ

に配布
は い ふ

し

た。パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の結果
け っ か

については、裏面
り め ん

をご覧
らん

いただきたい。基本
き ほ ん

理念
り ね ん

という部分
ぶ ぶ ん

と、施策
し さ く

と工程
こうてい

という部分
ぶ ぶ ん

について意見
い け ん

をいただいている。

施策
し さ く

と工程
こうてい

については、点線
てんせん

で分
わ

けているが、同
おな

じ方
かた

から意見
い け ん

をいただいて

いる。基本
き ほ ん

理念
り ね ん

についての意見
い け ん

と思
おも

われる主要
しゅよう

な部分
ぶ ぶ ん

は、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

は

商店街
しょうてんがい

の活性化
かっせいか

にもなる。同
おな

じ社会
しゃかい

の一員
いちいん

として、障
しょう

がい者
しゃ

、外国人
がいこくじん

とと



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もに働
はたら

く店
みせ

の起業
きぎょう

は障
しょう

がい者
しゃ

によい刺激
し げ き

と思
おも

われる。健康
けんこう

と福祉
ふ く し

の足立
あ だ ち

と

して、各地
か く ち

で導入
どうにゅう

されつつある「ベロタクシー
べ ろ た く し ー

」で綾瀬
あ や せ

から発信
はっしん

したい。

ベロタクシー
べ ろ た く し ー

で、異文化
い ぶ ん か

の共生
きょうせい

をしよう！」という内容
ないよう

であった。

ベロタクシー
べ ろ た く し ー

というのは、自転車
じてんしゃ

を使用
し よ う

したタクシー
た く し ー

で、他
た

の自治体
じ ち た い

では取
と

り組
く

んでいるところもある。このベロタクシー
べ ろ た く し ー

を足立区
あ だ ち く

で導入
どうにゅう

してはどう

かというご意見
い け ん

をいただいた。区
く

の考
かんが

え方
かた

としては、「区
く

は「ちがいを豊
ゆた

か

さに－言語
げ ん ご

や文化
ぶ ん か

、習慣
しゅうかん

の異
こと

なる人々
ひとびと

が協働
きょうどう

で築
きず

く『多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

都市
と し

あ

だち』を基本
き ほ ん

理念
り ね ん

として、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の関連
かんれん

事業
じぎょう

を進
すす

めていきます。」と

いう内容
ないよう

になっている。 

   もう一名
いちめい

の方
かた

の意見
い け ん

は、「改定
かいてい

案
あん

に概
おおむ

ね賛同
さんどう

する。」という意見
い け ん

であっ

た。内容
ないよう

は、施策
し さ く

と工程
こうてい

の防災
ぼうさい

・危機
き き

管理
か ん り

の推進
すいしん

に関
かん

する意見
い け ん

である。この

方
かた

から資料
しりょう

３の２９ページ
ぺ ー じ

に意見
い け ん

をいただいている。『今
こん

後
ご

３０年
ねん

で関東
かんとう

大震災級
だいしんさいきゅう

の震災
しんさい

が７０％の確率
かくりつ

で発生
はっせい

すると各方面
かくほうめん

で案内
あんない

されているの

に、改定
かいてい

案
あん

の「施策
し さ く

と工程
こうてい

」の中
なか

で、災害
さいがい

対策課
たいさくか

は「地域
ち い き

での防災
ぼうさい

訓練
くんれん

等
とう

に

おいて外国人
がいこくじん

の参加
さ ん か

できる訓練
くんれん

メニュー
め に ゅ ー

等
など

を検討
けんとう

する。」となっている。実態
じったい

調査
ちょうさ

によると、「区
く

に望
のぞ

む災害
さいがい

対策
たいさく

」で日本人
にほんじん

区民
く み ん

の約
やく

４７％が「外国人
がいこくじん

を

含
ふく

めて地域
ち い き

の人
ひと

どうしの連絡
れんらく

・協 力
きょうりょく

体制
たいせい

づくりを進
すす

める。」、外国人
がいこくじん

区民
く み ん

の約
やく

３６％が「地域
ち い き

の人
ひと

どうしの連絡
れんらく

・協 力
きょうりょく

体制
たいせい

づくりを進
すす

める」となっ

ている。また、災害
さいがい

対策課
たいさくか

の工程
こうてい

では「検討
けんとう

」となっており、充分
じゅうぶん

な施策
し さ く

と

なっていないのではないか』という意見
い け ん

であった。 

区
く

の考
かんが

え方
かた

は、資料
しりょう

３の２９ページ
ぺ ー じ

をご覧
らん

いただきたい。施策
し さ く

と工程
こうてい

の

「２１ 外国人
がいこくじん

の参加
さ ん か

可能
か の う

な防災
ぼうさい

訓練
くんれん

の実施
じ っ し

」の欄
らん

に、３つの「事業
じぎょう

の方向
ほうこう

・

目標
もくひょう

、事業
じぎょう

内容
ないよう

など」があるが、そのうち「地域
ち い き

での防災
ぼうさい

訓練
くんれん

等
とう

において

外国人
がいこくじん

の参加
さ ん か

できる訓練
くんれん

メニュー
め に ゅ ー

等
とう

を検討
けんとう

し、実施
じ っ し

する。」と変更
へんこう

させてい

ただいた。以前
い ぜ ん

は、「検討
けんとう

する」としていたのを、「実施
じ っ し

する」に変更
へんこう

して

いる。工程
こうてい

スケジュール
す け じ ゅ ー る

についても、２０１０年
ねん

から「検討
けんとう

・一部
い ち ぶ

実施
じ っ し

」に

なっていたが、これを２０１０年
ねん

から「実施
じ っ し

」という内容
ないよう

で計画
けいかく

を変更
へんこう

して

いる。 

   同
おな

じ方
かた

のもう一
ひと

つのご意見
い け ん

は、『
「

施策
し さ く

と工程
こうてい

の中
なか

で、中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

支援課
し え ん か

で

は、「融資
ゆ う し

制度
せ い ど

のあっせん、創業
そうぎょう

支援
し え ん

施設
し せ つ

への入居
にゅうきょ

等
とう

、外国人
がいこくじん

への支援
し え ん

活動
かつどう

を行
おこな

っている。」は「実施
じ っ し

」となっているが、実態
じったい

調査
ちょうさ

では起業
きぎょう

を考
かんが

える

外国人
がいこくじん

は約
やく

４４％であり、起業
きぎょう

時
じ

の融資
ゆ う し

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

で外国人
がいこくじん

区民
く み ん

は「知
し

ら

ない」が約
やく

７２％である。もっと融資
ゆ う し

制度
せ い ど

を外国人
がいこくじん

に PR し、外国人
がいこくじん

区民
く み ん

が

起業
きぎょう

できる環境
かんきょう

づくりを整
ととの

えるべきである。』ということである。これに

ついては、「区
く

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

は、平成
へいせい

２１年
ねん

７月
がつ

１日
にち

から自動
じ ど う

翻訳
ほんやく

サービス
さ ー び す

が始
はじ

まり、英語
え い ご

、中国語
ちゅうごくご

、ハングル
は ん ぐ る

の３言語
げ ん ご

で「融資
ゆ う し

制度
せ い ど

のあっせん」案内
あんない

が始
はじ

まりました。中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

支援課
し え ん か

は、この「融資
ゆ う し

制度
せ い ど

のあっせん」案内
あんない

を

はじめ、区民
く み ん

の創業
そうぎょう

と改業
かいぎょう

の支援
し え ん

を今後
こ ん ご

も積極的
せっきょくてき

に行
おこな

っていきます。」

と考
かんが

え方
かた

を示
しめ

させていただいている。 

   パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

でいただいたご意見
い け ん

等
とう

に対応
たいおう

する形
かたち

で、区
く

の考
かんが

え方
かた

のお話
はなし

をさせていただいた。 

   では、次
つぎ

に議事
ぎ じ

の②「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

（平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

～２４

年度
ね ん ど

）案
あん

」の再確認
さいかくにん

について」、資料
しりょう

３をご覧
らん

いただきながら説明
せつめい

する。資料
しりょう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３について６ページ
ぺ ー じ

をご覧
らん

いただきたい。在留
ざいりゅう

資格
し か く

等
とう

割合
わりあい

の図表
ずひょう

や①を２

０１０年
ねん

１月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の数値
す う ち

に修正
しゅうせい

している。外国人
がいこくじん

登録
とうろく

の推移
す い い

等
など

、７

ページ
ぺ ー じ

の「２ ４割
わり

近
ちか

くの韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

籍
せき

の人
ひと

」の数値
す う ち

も、最新
さいしん

の数値
す う ち

にし

ている。 

お手元
て も と

に資料
しりょう

４をお配
くば

りしている。資料
しりょう

４は、「足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

改訂版
かいていばん

（案
あん

）の考
かんが

え方
かた

」で、前回
ぜんかい

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

会議
か い ぎ

の検討
けんとう

内容
ないよう

で、

資料
しりょう

３の犯罪
はんざい

情勢
じょうせい

のデータ
で ー た

を載
の

せていた部分
ぶ ぶ ん

を削除
さくじょ

させていただいた。

事務局
じむきょく

案
あん

の中
なか

に理由
り ゆ う

を書
か

かせていただいた。外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

の検挙者
けんきょしゃ

は過去
か こ

のデータ
で ー た

でわかるが、捕
つか

まっていない犯罪者
はんざいしゃ

の割合
わりあい

が外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

別
べつ

にわ

からないため、数値
す う ち

として表
あらわ

すよりは、不安
ふ あ ん

を解消
かいしょう

するために相互
そ う ご

理解
り か い

を

深
ふか

める必要
ひつよう

があるという内容
ないよう

で、本文
ほんぶん

の数値
す う ち

は削除
さくじょ

させていただいた。 

次
つぎ

に、資料
しりょう

４の２の「オールドカマー
お ー る ど か ま ー

とニューカマー
に ゅ ー か ま ー

の方
かた

のもう少
すこ

し分析
ぶんせき

していただきたい。」というご意見
い け ん

について説明
せつめい

させていただく。多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

実態
じったい

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

を利用
り よ う

して分析
ぶんせき

させていただいたものが資料
しりょう

５であ

る。まず、外国人
がいこくじん

回答者
かいとうしゃ

は７８０人
にん

であった。この回答者
かいとうしゃ

の居住
きょじゅう

年数
ねんすう

別
べつ

で

分析
ぶんせき

したところ、「ことば」についての不安
ふ あ ん

なこと、不満
ふ ま ん

なことは居住
きょじゅう

年数
ねんすう

と反比例
はんぴれい

して減
へ

っていく。それと逆
ぎゃく

に、「特
とく

にない」というのが増
ふ

えてい

く。特徴的
とくちょうてき

なところは、居住
きょじゅう

年数
ねんすう

が増
ふ

えると、「年金
ねんきん

」と「病院
びょういん

・医療
いりょう

」

も増
ふ

えていく。また、居住
きょじゅう

年数
ねんすう

が増
ふ

えると「友人
ゆうじん

が少
すく

ない」という割合
わりあい

も減
へ

っていく。 

次
つぎ

に、資料
しりょう

４の３については、日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

の中
なか

で、お子
こ

さんの宿題
しゅくだい

のサポート
さ ぽ ー と

を受
う

け入
い

れている団体
だんたい

の調査
ちょうさ

をさせていただいた。

現在
げんざい

活動
かつどう

している１７団体
だんたい

のボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

に確認
かくにん

したところ、お子
こ

さんの宿題
しゅくだい

のサポート
さ ぽ ー と

は行
おこな

っていないという回答
かいとう

をいただき、資料
しりょう

３の１

１から１２ページ
ぺ ー じ

には、現状
げんじょう

に合
あ

わせた内容
ないよう

に変更
へんこう

させていただいた。 

次
つぎ

に、資料
しりょう

４の４については、資料
しりょう

３の２８ページ
ぺ ー じ

の「１６ 保育者
ほいくしゃ

研修
けんしゅう

の充実
じゅうじつ

」の欄
らん

をご覧
らん

いただきたい。この欄
らん

の保育者
ほいくしゃ

というのは、足立区
あ だ ち く

職員
しょくいん

の保育士
ほ い く し

のことであり、区
く

では外国人
がいこくじん

の子
こ

どもの数
かず

やケース
け ー す

が各保育
かくほいく

園
えん

によ

り異
こと

なっているので、外国人
がいこくじん

への援助
えんじょ

を扱
あつか

ったことのある先輩
せんぱい

保育士
ほ い く し

が

現場
げ ん ば

で担当
たんとう

の保育士
ほ い く し

に教
おし

えるというやり方
かた

のＯＪＴ等
とう

で技術
ぎじゅつ

を高
たか

めてい

る。なお、保育課
ほ い く か

ではＯＪＴの回数
かいすう

等
とう

を特
とく

に把握
は あ く

していない。 

いままで説明
せつめい

した以外
い が い

の計画
けいかく

（案
あん

）の変更点
へんこうてん

は、次
つぎ

の資料
しりょう

を追加
つ い か

している

ところである。資料
しりょう

３の３４ページ
ぺ ー じ

から３７ページ
ぺ ー じ

の追加
つ い か

資料
しりょう

「図表
ずひょう

１８ 

外国人
がいこくじん

登録者
とうろくしゃ

の国籍
こくせき

別
べつ

割合
わりあい

（２０１０年
ねん

１月
がつ

１日
にち

」、「図表
ずひょう

１９ 日本
に ほ ん

国籍
こくせき

取得数
しゅとくすう

と永住
えいじゅう

資格
し か く

取得数
しゅとくすう

の推移
す い い

」、「図表
ずひょう

２０ 外国人
がいこくじん

登録者数
とうろくしゃすう

の推移
す い い

」、

「図表
ずひょう

２１ 主要
しゅよう

な在留
ざいりゅう

資格
し か く

等
とう

人数
にんずう

の推移
す い い

」、「図表
ずひょう

２２ ２００１－２

０１０在留
ざいりゅう

資格
し か く

等
とう

別
べつ

」である。「図表
ずひょう

２３ 足立区
あ だ ち く

の人口
じんこう

の推移
す い い

と予測
よ そ く

」

については、外国人
がいこくじん

は、５０年後
ね ん ご

には約
やく

４万人
まんにん

になるであろうと推測
すいそく

してい

る。その人口
じんこう

比率
ひ り つ

については、全体
ぜんたい

の約
やく

７．６％になると推測
すいそく

している。「図表
ずひょう

２４ 足立
あ だ ち

区立
く り つ

小中学校
しょうちゅうがっこう

在籍
ざいせき

外国人
がいこくじん

児童
じ ど う

生徒
せ い と

国籍
こくせき

別
べつ

人数
にんずう

（２００９年
ねん

５月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

）」の資料
しりょう

を追加
つ い か

した。あわせて、資料
しりょう

３の４７ページ
ぺ ー じ

から５０

ページ
ぺ ー じ

を追加
つ い か

した。こちらについては、参考
さんこう

資料
しりょう

という形
かたち

で平成
へいせい

２０年度
ね ん ど

の

足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

関連
かんれん

施策
し さ く

一覧
いちらん

を掲載
けいさい

している。足立区
あ だ ち く

では多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に



 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

 
 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民
く み ん

課長
かちょう

 

 

関
かん

する施策
し さ く

をどういった部署
ぶ し ょ

で、どのような形
かたち

で取
と

り組
く

んでいるかという

ことを一覧
いちらん

にしたものである。なお、５０ページ
ぺ ー じ

に１箇所
か し ょ

誤
あやま

りがある。「６

０ 足立
あ だ ち

区立
く り つ

中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

」の「内容
ないよう

／概要
がいよう

」欄
らん

記載
き さ い

の「ベトナム語
べ と な む ご

」が

「ベトナム
べ と な む

」と誤記
ご き

されている。製本
せいほん

時
じ

には正
ただ

しく記載
き さ い

する。 

以上
いじょう

で説明
せつめい

を終
お

わる。 

 

・  それでは、議事
ぎ じ

の③の意見
い け ん

交換
こうかん

に進
すす

む。今
いま

の事務局
じむきょく

からの説明
せつめい

について、

ご意見
い け ん

やご質問
しつもん

のある方
かた

は手
て

を挙
あ

げていただき、 私
わたくし

が指名
し め い

するので、指名
し め い

されてから発言
はつげん

をお願
ねが

いする。 

 

・  この前
まえ

も言
い

ったが、いっぺんにたくさんの説明
せつめい

をしていただいて、質問
しつもん

を

一括
いっかつ

してどうかという議事
ぎ じ

の進
すす

め方
かた

であるとなかなか意見
い け ん

がでない。やは

り、分
わ

けて進
すす

められるべきである。今日
き ょ う

議論
ぎ ろ ん

すべきことは、１．

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

、２．多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

の最新版
さいしんばん

について、３．そ

の他
た

ということかと思
おも

う。 

   まず１点目
て ん め

のパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

についての意見
い け ん

を述
の

べる。私
わたくし

から言
い

わ 

  せていただくと、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

というのは行政
ぎょうせい

が区民
く み ん

に対
たい

して参加
さ ん か

 

  という意味
い み

で大変
たいへん

重要
じゅうよう

だと思
おも

う。発言
はつげん

がどのくらい集
あつ

まるのかと関心
かんしん

を持
も

っていたが、結局
けっきょく

件数
けんすう

にして３件
けん

、人数
にんずう

にすると２人
ふ た り

と、予想
よ そ う

はしていた

がちょっと意見
い け ん

が少
すく

なすぎたと思
おも

う。せっかくこのように出
だ

された意見
い け ん

につ

いては、誠実
せいじつ

に答
こた

えるべきである。今
いま

事務局
じむきょく

から回答
かいとう

案
あん

を示
しめ

されたが、 私
わたくし

は３つ意見
い け ん

があったうちの２つの回答
かいとう

案
あん

はいいのではないかと思
おも

うが、１つ

目
め

のベロタクシー
べ ろ た く し ー

については、答
こた

えになっていないのではないかという気
き

が

する。提案者
ていあんしゃ

の言
い

っていることを取
と

り入
い

れるかどうかは別
べつ

として、提案者
ていあんしゃ

が

言
い

っていることは、綾瀬駅
あやせえき

の西口
にしぐち

がちょうどステーション
す て ー し ょ ん

としていいだろう

と、そこにベロタクシー
べ ろ た く し ー

を募
つの

ってやってはどうかという提案
ていあん

なので、私
わたくし

は

それについてどう考
かんが

えているかを答
こた

えないと、今
いま

の事務局
じむきょく

の回答
かいとう

は漠然
ばくぜん

と

して、推進
すいしん

計画
けいかく

の関連
かんれん

事業
じぎょう

を進
すす

めていきますということで、関連
かんれん

事業
じぎょう

の中
なか

に

ベロタクシー
べ ろ た く し ー

が入
はい

っているかどうかというと、全然
ぜんぜん

入
はい

っていないと思
おも

う。

文面
ぶんめん

はベロタクシー
べ ろ た く し ー

について言
い

われているのだから、素直
す な お

に読
よ

めば、

ベロタクシー
べ ろ た く し ー

をやってはどうかという内容
ないよう

だと思
おも

う。それについては、いろ

いろ検討
けんとう

したら、このような意見
い け ん

でできないとか、検討
けんとう

して参
まい

るなど、正面
しょうめん

から答
こた

えてあげないと提案者
ていあんしゃ

としてははぐらかされたような気持
き も

ちになる

と思
おも

う。ここにある「健康
けんこう

と福祉
ふ く し

の足立
あ だ ち

として、各地
か く ち

で導入
どうにゅう

されつつある

ベロタクシー
べ ろ た く し ー

」という言
い

い方
かた

をされているので、これが事実
じ じ つ

とすれば、どこ

かではやっていると思
おも

う。これは道交法上
どうこうほうじょう

であるとか、いろいろ規制
き せ い

があ

ると思
おも

う。それで可能
か の う

なのか、またやろうという起業者
きぎょうしゃ

がいるかどうかとい

うのは次
つぎ

の問題
もんだい

だが、その辺
へん

の答
こた

えを出
だ

すべきではないかと思
おも

う。

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

については以上
いじょう

である。 

 

・  貴重
きちょう

な意見
い け ん

をいただいたが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

という観点
かんてん

からちょっと直接的
ちょくせつてき

ではないのかという感
かん

じがしたので、理念
り ね ん

に関
かん

する意見
い け ん

ということで理解
り か い

し

ている。そして、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の関連
かんれん

事業
じぎょう

を進
すす

めていきます」と漠然
ばくぜん

とし



 

 

 

 

 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

 

 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

司会
し か い

 

た答
こた

え方
かた

になった。将来
しょうらい

、例
たと

えば障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

や観光
かんこう

交流課
こうりゅうか

のほうでこの

ような意見
い け ん

があったと伝
つた

えて、検討
けんとう

してもらうという形
かたち

で考
かんが

えられる。こ

の庁内
ちょうない

のことを区
く

としての考
かんが

え方
かた

として書
か

くのはどうかという気
き

もしたの

で、漠然
ばくぜん

とした答
こた

えになったという経緯
け い い

がある。 

 

・  このベロタクシー
べ ろ た く し ー

について、ここで初
はじ

めて知
し

った。それで自転車
じてんしゃ

を使
つか

って

いるというご説明
せつめい

であった。自転車
じてんしゃ

であるということと、先
さき

ほどおっしゃっ

た事
じ

業者
ぎょうしゃ

があるかどうかという問題
もんだい

になってくる。 私
わたくし

は完全
かんぜん

にはじめの

事務局
じむきょく

の説明
せつめい

を伺
うかが

っているときは、ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

が運営
うんえい

するのか

というイメージ
い め ー じ

で聴
き

いていた。ますます事業
じぎょう

主
ぬし

を誰
だれ

がするのかどうかとかよ

く考
かんが

えないとわからない問題
もんだい

であると思
おも

っている。ただ、ここで議論
ぎ ろ ん

して

いる時間
じ か ん

はないのだろうと思
おも

うので、次回
じ か い

に勉強
べんきょう

しようと思
おも

ってお話
はなし

を伺
うかが

っていた。 

   感想
かんそう

としては、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

があまりにも少
すく

ないというのは、もし

かしたら１７ある日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

にもうちょっと 強 力
きょうりょく

に

プッシュ
ぷ っ し ゅ

していただけていればと思
おも

う。 私
わたくし

もその一端
いったん

を担
にな

っていたのに

アクション
あ く し ょ ん

を起
お

こさなかったというのは自分
じ ぶ ん

の責任
せきにん

もあって、それを言
い

うの

も申
もう

し訳
わけ

ないが、連絡会
れんらくかい

などもあるので、そのときにでも各グループ
か く ぐ る ー ぷ

の

代表者
だいひょうしゃ

が集
あつ

まるわけで、ぜひとも各グループ
か く ぐ る ー ぷ

からでも意見
い け ん

を出
だ

してくださ

いとおっしゃられると、このような２人
ふ た り

による３件
けん

のパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

と

いうことはあり得
え

ないと思
おも

う。これはしまったなと思
おも

うが、その割
わり

にはあま

りにも建設的
けんせつてき

な意見
い け ん

が載
の

っているということにも驚
おどろ

いた。意見
い け ん

は、この３件
けん

だけだったのか、それともどうしようもない意見
い け ん

だというのはなかったの

か。 

 

・  まず、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の代表者
だいひょうしゃ

会議
か い ぎ

を年間
ねんかん

４回
かい

程度
て い ど

開
ひら

かせていただいてい

る。一度
い ち ど

こちらの計画
けいかく

案
あん

をパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

実施期
じ っ し き

間中
かんちゅう

にみなさんにご

案内
あんない

させていただき、ぜひこちらにご応募
お う ぼ

をいただければという話
はなし

をさせ

ていただいた。ただ、この時
とき

にどんどん意見
い け ん

を出
だ

してくださいというのを付
つ

け加
くわ

えればよかったのかと思
おも

う。 

   パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の件数
けんすう

は、残念
ざんねん

ながら２名
めい

の３件
けん

だけであった。たく 

さんご意見
い け ん

をいただけるかと思
おも

っていたが、ｅメール
め ー る

の２名
めい

だけであった。 

窓口
まどぐち

でも１件
けん

もなかった。 

 

・  これに対
たい

して、例
たと

えば区民
く み ん

からパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

が出
だ

されて、あるいは

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の知恵
ち え

を出
だ

して意見
い け ん

を述
の

べていただく。それに対
たい

して、出
だ

され

た意見
い け ん

に対
たい

してまた区
く

から回答
かいとう

などは出
だ

されているのか。 

 

・  会議
か い ぎ

を 終了後
しゅうりょうご

、 こ ちらのパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の 内容
ないよう

に ついては

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

等
とう

で２月
がつ

頃
ごろ

に掲載
けいさい

させていただきたい。また、意見
い け ん

は個別
こ べ つ

に

回答
かいとう

しない。 

 

・  確
たし

かに区民
く み ん

が興味
きょうみ

を持
も

ってどんどん意見
い け ん

を述
の

べて、そういった考
かんが

えにた



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いして回答
かいとう

をするというのがすごく大事
だ い じ

なことだと思
おも

う。いきなり意見
い け ん

を突
つ

きつけてしまうのは難
むずか

しい。やっぱり全体
ぜんたい

の区民
く み ん

６６万人
まんにん

が住
す

んでいると

ころで２名
めい

３件
けん

というのはちょっと少
すく

ないと思
おも

う。これとは別
べつ

に、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の結果
け っ か

の中
なか

で、今
こん

後
ご

３０年
ねん

で関東
かんとう

大震災級
だいしんさいきゅう

の震災
しんさい

が７

０％の確率
かくりつ

で発生
はっせい

するということで、外国人
がいこくじん

区民
く み ん

と日本人
にほんじん

区民
く み ん

が組
く

んで一緒
いっしょ

に訓練
くんれん

するのはいいことだと思
おも

う。震災
しんさい

に対
たい

する外国人
がいこくじん

の意識
い し き

を深
ふか

める。

日本
に ほ ん

ではよく地震
じ し ん

があるのであまり驚
おどろ

かないが、外国
がいこく

に住
す

んでいる外国人
がいこくじん

としては、地震
じ し ん

のない国
くに

では、建物
たてもの

が揺
ゆ

れるとすぐに建物
たてもの

から走
はし

り出
だ

す、ま

たは逃
に

げるということになる。場合
ば あ い

によってはビル
び る

から飛
と

び降
お

りた人
ひと

もある

のが事実
じ じ つ

である。そういった地震
じ し ん

に関
かん

する訓練
くんれん

、あるいは一般的
いっぱんてき

な知識
ち し き

を

外国人
がいこくじん

に知
し

らせるのも大切
たいせつ

なことである。特
とく

に、ことばがあまりうまくでき

ない人
ひと

に対
たい

しては、地震
じ し ん

・災害
さいがい

に対
たい

するそういった発信
はっしん

が必要
ひつよう

ではないかと

思
おも

う。 

 

・  昨日
き の う

、外国人
がいこくじん

のための無料
むりょう

行政
ぎょうせい

書士
し ょ し

夜間
や か ん

相談会
そうだんかい

に参加
さ ん か

させていただい

た。こちらのパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の３つ目
め

の創業
そうぎょう

・改業
かいぎょう

の支援
し え ん

について、

全部
ぜ ん ぶ

読
よ

んでいると長
なが

くなってしまうので、区
く

の考
かんが

え方
かた

というところに「区民
く み ん

の創業
そうぎょう

と改業
かいぎょう

の支援
し え ん

を今後
こ ん ご

積極的
せっきょくてき

に行
おこな

っていきます」という言葉
こ と ば

で綴
つづ

ら

れている。創業
そうぎょう

を始
はじ

めた当初
とうしょ

というのは、やはり事業
じぎょう

を軌道
き ど う

に乗
の

せるとい

うことに全力
ぜんりょく

を注
そそ

いでいかなければいけないところがある。あるべきとこ

ろに入
はい

ってきて、人
ひと

を雇
やと

うということが出
で

てきた場合
ば あ い

にその雇
やと

う方
かた

に対
たい

して

の例
たと

えば社会
しゃかい

保険
ほ け ん

、雇用
こ よ う

保険
ほ け ん

、労災
ろうさい

保険
ほ け ん

であるとかそういった従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

を

守
まも

るセーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

というものがある。創業
そうぎょう

の第二
だ い に

段階
だんかい

ということにな

ってしまうと思
おも

うが、なかなか保険料
ほけんりょう

も高
たか

いので、そういったところもあわ

せて創業
そうぎょう

以降
い こ う

の支援
し え ん

も視野
し や

に入
い

れながら、改業
かいぎょう

された方
かた

のご支援
し え ん

を続
つづ

けて

いかれると、なおいいのではないかと思
おも

った。 

 

・  他
ほか

の委員
い い ん

の方
かた

、ご意見
い け ん

あるか。 

 

・  パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

が少
すく

ない件
けん

について先
さき

ほど意見
い け ん

があったが、日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

教室
きょうしつ

からの意見
い け ん

があればと思
おも

った。次回
じ か い

また同
おな

じような機会
き か い

が あ れ ばと思
おも

う 。 推進
すいしん

計画
けいかく

を 初
はじ

め て 制定
せいてい

し た と き にもやはり

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を実施
じ っ し

した。そのときには、ものすごくたくさん意見
い け ん

が

出
で

た。それは明治
め い じ

大学
だいがく

の山脇
やまわき

先生
せんせい

がこの原案
げんあん

を作
つく

るのに関
かか

わった関係
かんけい

もある

のかと思
おも

う。明治
め い じ

大学
だいがく

の大学院
だいがくいん

の院生
いんせい

の何人
なんにん

かが意見
い け ん

を寄
よ

せ、一人
ひ と り

相当
そうとう

な数
かず

の意見
い け ん

を出
だ

していた。ただ、これは区民
く み ん

でなければならないので、そのゼミ
ぜ み

の中
なか

で足立区
あ だ ち く

に住
す

んでいる人
ひと

に先生
せんせい

が意見
い け ん

を出
だ

すように言
い

って書
か

かせたの

かもしれないが、かなり専門的
せんもんてき

な意見
い け ん

が出
で

て、相当
そうとう

苦労
く ろ う

して回答
かいとう

したような

気
き

がする。やはり、足立区
あ だ ち く

にある５つの大学
だいがく

は、その方面
ほうめん

の大学生
だいがくせい

がいない

のか、あるいは大学生
だいがくせい

に限
かぎ

らないが、そういうのをうまく利用
り よ う

することはで

きなかったのか。あまり特定
とくてい

の色
いろ

に染
そ

まった意見
い け ん

が出
で

てきては困
こま

るが、

コメント
こ め ん と

をよろしくお願
ねが

いするというようなことができればよかったとい

う気
き

がする。今回
こんかい

なぜ明治
め い じ

大学
だいがく

の学生
がくせい

から来
こ

なかったのかと思
おも

う。まだ
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足立区
あ だ ち く

に住
す

んでいる方
かた

はいると思
おも

うが、先生
せんせい

が言
い

わなかったからなのか。 

 

・  事務局
じむきょく

としては特
とく

に、どの大学
だいがく

という形
かたち

でパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

を出
だ

して

ほしいというお話
はなし

はしなかった。 

 

・  パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

の結果
け っ か

の中
なか

に融資
ゆ う し

制度
せ い ど

とあるが、これは具体的
ぐたいてき

にどう

いう内容
ないよう

か。例
たと

えば、外国
がいこく

企業
きぎょう

が事業
じぎょう

を起
お

こした場合
ば あ い

のお金
かね

、資本
し ほ ん

金
きん

として

融資
ゆ う し

を受
う

ける上
うえ

で有利
ゆ う り

とか、金利的
きんりてき

なものなのか。 

 

・  中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

支援課
し え ん か

でのあっせん制度
せ い ど

であるが、仕組
し く

みとしては一般
いっぱん

の金融
きんゆう

機関
き か ん

の資金
し き ん

を利用
り よ う

して、区
く

が利子
り し

補填
ほ て ん

をするような形
かたち

である。審査
し ん さ

基準
きじゅん

は

民間
みんかん

のものがクリア
く り あ

できないと区
く

としても利子
り し

補填
ほ て ん

までいけない。審査
し ん さ

基準
きじゅん

として、日本語
に ほ ん ご

が全
まった

く話
はな

せない方
かた

だと、営業
えいぎょう

もできないだろうということ

もある。また、ある程度
て い ど

自己
じ こ

資金
し き ん

がないと融資
ゆ う し

も受
う

けられないという

ハードル
は ー ど る

がある。不良
ふりょう

債権化
さいけんか

してしまうと金融
きんゆう

機関
き か ん

も困
こま

るので審査
し ん さ

を行
おこな

っ

ている。 

 

・  お金
かね

の出所
でどころ

は、区
く

が保証
ほしょう

して銀行
ぎんこう

から融資
ゆ う し

してもらうということになるの

か。 

 

・  区
く

は保証
ほしょう

しない。東京都
とうきょうと

保証
ほしょう

協会
きょうかい

があるので、そこで借
か

りるところの事情
じじょう

を調査
ちょうさ

して、すべて達
たっ

成
せい

した後
のち

に融資
ゆ う し

が受
う

けられる。責任
せきにん

があるのは保証
ほしょう

協会
きょうかい

である。区
く

があっせんして紹介
しょうかい

する。 

 

・  これについては、区
く

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

にも出
で

ているのか。 

 

・  融資
ゆ う し

あっせんの取
と

り 扱
あつか

いは、外国人
がいこくじん

も日本人
にほんじん

と同
おな

じであり、区
く

の

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

に出
で

ている。 

 

・  先
さき

ほどベロタクシー
べ ろ た く し ー

に関
かん

するコメント
こ め ん と

が出
で

たが、自転車
じてんしゃ

に人
ひと

を乗
の

せるとい

うもので、例えば
た と え ば

普通
ふ つ う

の自転車
じてんしゃ

で二人
ふ た り

乗
の

りをすると警察
けいさつ

の取
と

り締
し

まりがあっ

てできない。ベロタクシー
べ ろ た く し ー

というのはそういう問題
もんだい

はないのか。三輪車
さんりんしゃ

なの

か。 

 

・  他
ほか

の自治体
じ ち た い

で導入
どうにゅう

しているところがあるが、三輪車
さんりんしゃ

である。前
まえ

に運転者
うんてんしゃ

が

いて、後
うし

ろにお客
きゃく

さんを乗
の

せるものである。 

 

・  提案
ていあん

なのだが、次
つぎ

に資料
しりょう

３の中身
な か み

について議論
ぎ ろ ん

してはどうか。 

 

・  今日
き ょ う

はいろんな議題
ぎ だ い

があるので、パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

についてだけではな

く、資料
しりょう

について意見
い け ん

や疑問
ぎ も ん

があれば出
だ

していただきたい。 

 

・  資料
しりょう

３の１１ページ
ぺ ー じ

の「図表
ずひょう

９ ２００９年
ねん

在住
ざいじゅう

外国人
がいこくじん

のための都内
と な い
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リレー
り れ ー

専門家
せんもんか

相談会
そうだんかい

内訳
うちわけ

（６月
がつ

２１日
にち

（日
にち

）相談
そうだん

件数
けんすう

２４件
けん

）」について、

表
ひょう

に内訳
うちわけ

が書
か

かれているが、 私
わたくし

の感想
かんそう

では少
すく

ないという印象
いんしょう

を持
も

ってい

る。この開催
かいさい

そのものは大変
たいへん

意味
い み

のあるものであると思
おも

うし、もっと充実
じゅうじつ

さ

せてほしいという観点
かんてん

からすれば少
すく

ないではないかと思
おも

う。少
すく

ないとすれ

ば、どこか工夫
く ふ う

がもしかして足
た

りないのではないかと思
おも

ったので発言
はつげん

させて

いただいた。いかがか。 

 

・  当日
とうじつ

従事
じゅうじ

したが、６月
がつ

２１日
にち

は残念
ざんねん

ながら雨
あめ

であった。相談
そうだん

は、特
とく

に予約
よ や く

がいらない。日曜日
にちようび

の午後
ご ご

１時
じ

から４時
じ

までの開催
かいさい

であったが、相談者
そうだんしゃ

が少
すく

なかったのは大降
お お ぶ

りの雨
あめ

が影響
えいきょう

したのではないか。このリレー
り れ ー

相談会
そうだんかい

は、

都内
と な い

でリレー
り れ ー

方式
ほうしき

で、各自治体
か く じ ち た い

や国際
こくさい

交流
こうりゅう

の協会
きょうかい

、ＮＰＯ団体
だんたい

等
とう

で大体
だいたい

各月
かくつき

都内
と な い

のどこかでは、外国人
がいこくじん

の方
かた

のための専門家
せんもんか

の相談会
そうだんかい

が開催
かいさい

されている

形
かたち

になっている。どの団体
だんたい

の件数
けんすう

を見
み

ても、リレー
り れ ー

相談会
そうだんかい

が始
はじ

まった当初
とうしょ

に

比
くら

べて件数
けんすう

は減
へ

りつつある。先日
せんじつ

の外国人
がいこくじん

支援
し え ん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

会議
か い ぎ

でもそのよ

うな話
はなし

があった。詳
くわ

しい分析
ぶんせき

はしていないが、相談
そうだん

体制
たいせい

が充実
じゅうじつ

してきたの

か、またはいろいろな課題
か だ い

がそれぞれ解決
かいけつ

してきたのか、それともＰＲ不足
ぶ そ く

だったのかはわからない。区
く

のＰＲとしては、各駅
かくえき

や広報紙
こうほうし

、ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

でもご案内
あんない

している。チラシ
ち ら し

も工夫
く ふ う

しており、１６言語
げ ん ご

対応
たいおう

できる形
かたち

だっ

た。各言語
かくげんご

の翻訳
ほんやく

をボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

に協 力
きょうりょく

いただき、翻訳
ほんやく

されたチラシ
ち ら し

を駅
えき

等
とう

に配置
は い ち

してリレー
り れ ー

相談会
そうだんかい

の案内
あんない

させていただいた。集
あつ

まらないというのは

天気
て ん き

なども影響
えいきょう

しているかと思
おも

うが、口
くち

コミ
こ み

で増
ふ

えればというところがあ

る。これまでもそうだが、今後
こ ん ご

も日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

のお力
ちから

をお借
か

りし、リレー
り れ ー

相談会
そうだんかい

のＰＲを積極的
せっきょくてき

に進
すす

めていきたいと思
おも

う。 

 

・  この文章
ぶんしょう

で、「相
そう

談
だん

態勢
たいせい

の整備
せ い び

が必要
ひつよう

となっています。」と結
むす

びの言葉
こ と ば

が

書
か

いてあるので、今
いま

お話
はなし

いただいた内容
ないよう

だと、中身
な か み

が問題
もんだい

だということか。

相談
そうだん

の必要
ひつよう

がなくて来
こ

ないのであれば、そんないいことはない。 

   １３ページ
ぺ ー じ

の「（４）医療
いりょう

」のところの３行目
ぎょうめ

、「日本人
にほんじん

が外国
がいこく

に行
い

った 

ときと同様
どうよう

に、外国人
がいこくじん

が日本
に ほ ん

の医療
いりょう

機関
き か ん

に受診
じゅしん

するとき」という文章
ぶんしょう

は、

「日本
に ほ ん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受診
じゅしん

する時
とき

」としないと意味
い み

が通
つう

じにくい。 

 

・  「日本
に ほ ん

の医療
いりょう

機関
き か ん

で受診
じゅしん

する時
とき

」と修正
しゅうせい

する。 

 

・  １８ページ
ぺ ー じ

の「図表
ずひょう

１７ （足立区
あ だ ち く

）青年
せいねん

海外
かいがい

協 力隊
きょうりょくたい

地域
ち い き

別
べつ

派遣
は け ん

実績
じっせき

（独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

 国際
こくさい

協 力
きょうりょく

機構
き こ う

提供
ていきょう

）」について、青年
せいねん

海外
かいがい

協 力隊
きょうりょくたい

の体験者
たいけんしゃ

が

足立区
あ だ ち く

にも随分
ずいぶん

ご在住
ざいじゅう

だが、この方
かた

たちの組織化
そ し き か

というのをもっと考
かんが

えて

いただけないかとこの表
ひょう

を見
み

て改
あらた

めて思
おも

った。青年
せいねん

海外
かいがい

協 力隊
きょうりょくたい

を体験
たいけん

し

た若
わか

い世代
せ だ い

の人
ひと

たちなので、しかも世界
せ か い

をいろんな立場
た ち ば

から見
み

て帰
かえ

ってきて

いるわけなので、彼
かれ

らの体験
たいけん

と今後
こ ん ご

の姿勢
し せ い

というのを足立区
あ だ ち く

として活
い

かさな

い手
て

はないと思
おも

うので、ぜひとも活用
かつよう

を考
かんが

えていただきたい。 

   同
おな

じページ
ぺ ー じ

の「②地域
ち い き

団体
だんたい

・ＰＴＡ」について、「“共
とも

に生
い

きる”“共
とも

に 

楽
たの

しむ”「多文化
た ぶ ん か

の地域版
ちいきばん

」といえます。」とある。「多文化
た ぶ ん か

の地域版
ちいきばん

」と 

いうのはいいと思
おも

って読
よ

んだが、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域版
ちいきばん

」としたほうがい 
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司会
し か い
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いのではないか。それとも縮
ちぢ

んで「多文化
た ぶ ん か

の地域版
ちいきばん

」としたほうがいいのか 

疑問
ぎ も ん

に感
かん

じた。全
まった

くわからない人
ひと

から見
み

ると「多文化
た ぶ ん か

の地域版
ちいきばん

」というの 

は何
なに

かと思
おも

うので、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域版
ちいきばん

」のほうがわかりやすいのでは 

ないか。 

  

・  全
まった

くおっしゃるとおりで、ここは「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の地域版
ちいきばん

」と訂正
ていせい

させて

いただく。 

 

・  先
さき

ほどの青年
せいねん

海外
かいがい

協 力隊
きょうりょくたい

の話
はなし

だが、組織化
そ し き か

について進
すす

めていきたいと

考
かんが

えている。若
わか

い方
かた

の海外
かいがい

の体験
たいけん

や姿勢
し せ い

を是非
ぜ ひ

足立区
あ だ ち く

にも活
い

かしていただ

こうと考
かんが

えている。ただ、残念
ざんねん

ながら今
いま

まで派遣
は け ん

実績
じっせき

はあるが、日本
に ほ ん

に帰国
き こ く

したときの連絡
れんらく

をいただいていないのが実情
じつじょう

である。そうすると、住所
じゅうしょ

が

わからないので、組織化
そ し き か

しようにもなかなかできない現状
げんじょう

がある。これは

非常
ひじょう

に残念
ざんねん

だということで、青年
せいねん

海外
かいがい

協 力隊
きょうりょくたい

を所管
しょかん

しているＪＩＣＡ（国際
こくさい

協 力
きょうりょく

機構
き こ う

）にその辺
へん

を協 力
きょうりょく

いただけるよう、機会
き か い

がある毎
ごと

にお話
はなし

をして

いる。それは現在
げんざい

課題
か だ い

と思
おも

っている。 

 

・  それに関
かん

して、確
たし

かに協力隊
きょうりょくたい

で一回
いっかい

海外
かいがい

に出
で

てしまわれるので、戻
もど

って

きた後
あと

の住所
じゅうしょ

が変
か

わるというのはあり得
え

るし理解
り か い

できる。やはり、経験
けいけん

し

た人
ひと

を組織化
そ し き か

するということであれば、まず住所
じゅうしょ

がわからないといけない

ので、それをどのようにして集
あつ

めるかという工夫
く ふ う

が必要
ひつよう

である。それは区
く

の

一番
いちばん

有力
ゆうりょく

な武器
ぶ き

として、あだち広報
こうほう

があると思う。協力隊
きょうりょくたい

経験
けいけん

した人
ひと

はわ

れわれにとっては貴重
きちょう

な方
かた

なので、せっかくなのでいろいろやりたいので

是非
ぜ ひ

ご連絡
れんらく

ほしいと、こちらから広報
こうほう

やホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で伝
つた

えるといい。個別
こ べ つ

に連絡先
れんらくさき

がわかっている人
ひと

はいいが、わからない方
かた

についてはマスメディア
ま す め で ぃ あ

を使
つか

って連絡
れんらく

してほしいというようなアピール
あ ぴ ー る

すれば多少
たしょう

違
ちが

うのではない

か。 

 

・  協 力隊
きょうりょくたい

で行
い

かれるときには、区長
くちょう

への表敬
ひょうけい

訪問
ほうもん

ということでご紹介
しょうかい

い

ただいている。その情報
じょうほう

を蓄積
ちくせき

している。個人
こ じ ん

情報
じょうほう

なのでなかなか難
むずか

しい

ところもあるが、ご了解
りょうかい

をいただきながら蓄積
ちくせき

し、今
いま

すぐにというわけに

はいかないが、時期
じ き

を見計
み は か

らって声
こえ

かけをしていきたいと考
かんが

えている。

広報紙
こうほうし

だと関
かか

わっていない方
かた

がほとんどなのでなかなか難
むずか

しいかと思
おも

う。

ピンポイント
ぴ ん ぽ い ん と

でネットワーク
ね っ と わ ー く

づくりをしていきたいと考
かんが

えている。 

 

・  ＪＩＣＡは毎年
まいとし

世界
せ か い

のいろんな国
くに

に派遣
は け ん

された方
かた

が多
おお

い。ＪＩＣＡは予算
よ さ ん

問題
もんだい

もあって削
けず

られたようだ。ＪＩＣＡの話
はなし

を聞
き

くと派遣
は け ん

人数
にんずう

がだいぶ減
へ

ってしまったとのことであった。足立区
あ だ ち く

に住
す

んでいる若
わか

い人
ひと

だけではなく、

技術力
ぎじゅつりょく

を持
も

っている医療
いりょう

の専門家
せんもんか

なども派遣
は け ん

されている方
かた

もいるので、

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の問題
もんだい

もあるが、経験者
けいけんしゃ

の方
かた

がそういった国々
くにぐに

を紹
しょう

介
かい

していただ

ければと思
おも

う。 

 

・  先
さき

ほどのリレー
り れ ー

専門家
せんもんか

相談会
そうだんかい

について、参加
さ ん か

させていただいている側
がわ

から
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の意見
い け ん

である。先
さき

ほどおっしゃっていた天候
てんこう

の部分
ぶ ぶ ん

もかなり影響
えいきょう

があると

思
おも

う。私
わたくし

どもも、毎年
まいとし

Ａ-フェスタ
ふ ぇ す た

で相談会
そうだんかい

をさせていただいている。昨年
さくねん

は比較的
ひかくてき

天候
てんこう

が良
よ

かったので、２日間
ふつかかん

で４２件
けん

の相談
そうだん

があった。単純
たんじゅん

に割
わ

る

と、１日
にち

あたり２１件
けん

ということになる。 私
わたくし

も午前中
ごぜんちゅう

から夕方
ゆうがた

４時
じ

くらい

までやっているので、こちらでもそれだけ長
なが

くやっていてもこちらの件数
けんすう

よ

りも少
すく

なかった。そして、もう少
すこ

し分析
ぶんせき

を、ということをおっしゃっていた

が、何
なに

を見
み

てこの相談会
そうだんかい

に来
き

たのかということをよく精査
せ い さ

されたほうがよろ

しいのではないかと思
おも

う。 私
わたくし

どもは、インターネット
い ん た ー ね っ と

だったり、あるいは

あだち広報
こうほう

に掲載
けいさい

させていただいたり、新聞
しんぶん

の折込
おりこみ

チラシ
ち ら し

をやっている。

精査
せ い さ

する前
まえ

は、新聞
しんぶん

の折込
おりこみ

チラシ
ち ら し

というのはかなり高額
こうがく

で、やっている意味
い み

があるのかという意見
い け ん

もあったが、よく精査
せ い さ

すると、折込
おりこみ

チラシ
ち ら し

を見
み

て

相談会
そうだんかい

に来
き

たのは４２件
けん

のうちの三分
さんぶん

の一
いち

あった。つまり１４件
けん

あった。

意外
い が い

と効果
こ う か

があるということにもっと早
はや

く気
き

がつけばよかったのだが、それ

がわかったという次第
し だ い

である。いろいろと広報
こうほう

の手段
しゅだん

というのがあると思
おも

う

ので、その辺
あた

りを精査
せ い さ

されていくと相談
そうだん

件数
けんすう

が増
ふ

えたりすることがあろうか

と思
おも

うので、参考
さんこう

にしていただければと思
おも

う。 

 

・  リレー
り れ ー

相談会
そうだんかい

当日
とうじつ

に来
き

ていただいた外国人
がいこくじん

の方
かた

にアンケート
あ ん け ー と

を行
おこな

ってい

る。何
なに

をご覧
らん

いただき、こちらに来
き

ていただいたのかということを分析
ぶんせき

させ

ていただいたところ、やはり口
くち

コミ
こ み

が多
おお

かった。広報紙
こうほうし

を見
み

て来
こ

られた方
かた

は、広報紙
こうほうし

が多言語化
た げ ん ご か

していないので割
わり

と少
すく

ない状 況
じょうきょう

にあった。今後
こ ん ご

、外国
がいこく

の方
かた

には、口
くち

コミ
こ み

がインターネット
い ん た ー ね っ と

の利用
り よ う

と合
あ

わせて大
おお

きな情報
じょうほう

伝達
でんたつ

の

手段
しゅだん

であると考
かんが

えている。日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

教室
きょうしつ

やエスニック
え す に っ く

料理店
りょうりてん

等
とう

の協 力
きょうりょく

もいただきながら、来
き

ていただくというより、まずは知
し

っていただ

くことが大事
だ い じ

なので、チラシ
ち ら し

を配布
は い ふ

したり、ポスター
ぽ す た ー

掲示
け い じ

に力
ちから

を入
い

れてい

く。 

 

・  ２１ページ
ぺ ー じ

の「（１）コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
し え ん

」の中
なか

の三本柱
さんぼんばしら

のうちの一
ひと

つとして、「③日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

教室
きょうしつ

の充実
じゅうじつ

」ということを挙
あ

げてくだ

さっている。私
わたくし

もボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

教室
きょうしつ

に関
かか

わっているので、実際
じっさい

にいま区
く

が

どのように力
ちから

を入
い

れてくださっているかは、ある程度
て い ど

具体的
ぐたいてき

にわかってい

るつもりではいるが、このように文言化
もんごんか

されているということでは、どのよ

うなことをこれから考
かんが

えていらっしゃるのか。 

 

・  日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

教室
きょうしつ

については、グループ
ぐ る ー ぷ

がない地域
ち い き

がある。足立区
あ だ ち く

の中
なか

で外国人
がいこくじん

の方
かた

は偏在
へんざい

していないということが実態
じったい

調査
ちょうさ

でわかったの

で、外国人
がいこくじん

の方
かた

が地域
ち い き

の情報
じょうほう

を手
て

に入
い

れていただくという観点
かんてん

から、まず

は区内
く な い

実施
じ っ し

空白
くうはく

地域
ち い き

をなくしていくために、その充実
じゅうじつ

を考
かんが

えている。それ

と併
あわ

せて、代表者
だいひょうしゃ

会議
か い ぎ

を開催
かいさい

させていただいているが、横
よこ

の連携
れんけい

、

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の強化
きょうか

をさせていただきたいと考
かんが

えている。やはり情報
じょうほう

とい

うものは会
あ

って話
はな

さないとわからないところがあるので、代表者
だいひょうしゃ

会議
か い ぎ

に限
かぎ

らず、現在
げんざい

区
く

では「日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

中 級
ちゅうきゅう

講座
こ う ざ

」を開
ひら

かせていただいて

いるが、各ボランティア
か く ぼ ら ん て ぃ あ

の方
かた

が情報
じょうほう

交換
こうかん

できる講座
こ う ざ

づくりで協 力
きょうりょく

させてい
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ただければと考
かんが

えている。 

 

・  ２１ページ
ぺ ー じ

に「（･･･児童
じ ど う

・生徒向
せ い と む

け日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

養成
ようせい

講座
こ う ざ

の

実施
じ っ し

）」と書
か

いてあるが、これはすでに一度
い ち ど

実施
じ っ し

したものであると思
おも

う。こ

のときに、 私
わたくし

の属
ぞく

しているボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

の人
ひと

たちがちょっと心配
しんぱい

したのは、これはどういう場
ば

でボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

ができるのか、それこそ学校
がっこう

に

出
で

かけて行
い

って自分
じ ぶ ん

たちが学校
がっこう

生徒
せ い と

についてやらなければならないのか、そ

れとも学校
がっこう

の教室
きょうしつ

を借
か

りてボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

をするのか、その点
てん

がよくわ

からないと言
い

っていてそのままになっていた。次
つぎ

の年度
ね ん ど

もこれは引
ひ

き続
つづ

き

行
おこな

われるのか。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

がよくわかっていない。 

 

・  児童
じ ど う

・生徒向
せ い と む

け日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

養成
ようせい

講座
こ う ざ

は平成
へいせい

２０年度
ね ん ど

実施
じ っ し

させて

いただいた。今年度
こんねんど

は、中 級
ちゅうきゅう

講座
こ う ざ

に力
ちから

を入
い

れていきたいということで実施
じ っ し

の予定
よ て い

には入
はい

っていない。こちらはどんな需要
じゅよう

があるのかということがまず

あると思
おも

う。外国
がいこく

から来
こ

られた児童
じ ど う

については、かなり早
はや

い時点
じ て ん

でことばに

ついては困
こま

らなくなる。これはお子
こ

さんの適応
てきおう

能力
のうりょく

が非常
ひじょう

に高
たか

いというこ

ともあると思
おも

う。ただ、高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

など、年齢
ねんれい

が高
たか

くなればなるほど、

日本語
に ほ ん ご

を学習
がくしゅう

する能力
のうりょく

や適応
てきおう

が難
むずか

しくなる。そういったところもあるの

で、児童
じ ど う

・生徒向
せ い と む

け日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

養成
ようせい

講座
こ う ざ

の実施
じ っ し

は現在
げんざい

検討中
けんとうちゅう

であ

る。去年
きょねん

参加
さ ん か

いただいた方
かた

の意見
い け ん

を踏
ふ

まえて検討中
けんとうちゅう

となっている。実際
じっさい

に

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

として活動
かつどう

の機会
き か い

があるかどうかということも教育
きょういく

委員会
いいんかい

の

学校
がっこう

教育部
きょういくぶ

と 連携
れんけい

し て 検討
けんとう

し て い き た い 。 い ま あ る 日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

の活動
かつどう

をサポート
さ ぽ ー と

するような形
かたち

での講座
こ う ざ

を 考
かんが

えて

いきたいと思
おも

う。もしお子
こ

さんがグループ
ぐ る ー ぷ

にいらっしゃるのであれば、機会
き か い

がないとも限
かぎ

らないので、日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

が行
おこな

いやすい環境
かんきょう

づくりに協 力
きょうりょく

で

きる児童
じ ど う

心理
し ん り

の分野
ぶ ん や

などの講座
こ う ざ

を検討
けんとう

していきたいと考
かんが

えている。 

 

・  そうすると従来
じゅうらい

やっていた形
かたち

ではなく、児童
じ ど う

・生徒向
せ い と む

けというところは

落
お

とさないでこれからも工夫
く ふ う

をしていこうというわけか。だからこの文言
もんごん

は

落
お

とさないというわけか。 

 

・  そうである。 

 

・  その次
つぎ

の「（･･･日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

・マナー
ま な ー

などを学
まな

べる日本
に ほ ん

のくらし講座
こ う ざ

の実施
じ っ し

）」についても、昨年
さくねん

実施
じ っ し

していて継続
けいぞく

ということであったかと思
おも

う。 

 

・  去年
きょねん

は残念
ざんねん

ながら外国
がいこく

の方
かた

の参加者
さんかしゃ

が少
すく

なかった。今年度
こんねんど

はその反省
はんせい

を踏
ふ

まえ、日本
に ほ ん

のくらし講座
こ う ざ

の実施
じ っ し

を考
かんが

えている。生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

・マナー
ま な ー

は日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

において、地域
ち い き

の中
なか

で学
まな

ぶ機会
き か い

が多
おお

いので、区
く

は

日本人
にほんじん

でもわかりにくい国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほ け ん

の加入
かにゅう

や制度
せ い ど

のご案内
あんない

、資源
し げ ん

ごみとそ

の他
た

ごみの分
わ

け方・出
だ

し方
かた

などについての講座
こ う ざ

を３月
がつ

くらいに開催
かいさい

させて

いただこうかと考
かんが

えている。 

 



委員
い い ん
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・  そのほうがいいかもしれない。 

 

・  ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

で行
おこな

っていることについては、お願
ねが

いしていると

ころがある。そして、われわれができるところ、行政
ぎょうせい

が得意
と く い

とするところ

については行政
ぎょうせい

がやらなければならないので、そのようにしていきたい。 

 

・  １９ページ
ぺ ー じ

にある「都内
と な い

には３１のエスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

（２００９．２．

１７現在
げんざい

）があります。」とあるが、前回
ぜんかい

の資料
しりょう

では「都内
と な い

には２９」と確
たし

か書
か

いてあった。またこれは足立区
あ だ ち く

に特化
と っ か

することではなく、東京都
とうきょうと

にある

ということなのでこのリスト
り す と

はないのか。そして、最後
さ い ご

の行
ぎょう

に、「各種
かくしゅ

行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

が届
とど

くようにエスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

との連携
れんけい

も考
かんが

えていく必要
ひつよう

があり

ます。」ということだが、さきほどのパブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

であるとか、いろ

いろな情報
じょうほう

を集
あつ

めていくことができると思
おも

うのだが、具体的
ぐたいてき

に連携
れんけい

を考
かんが

え

ていく必要
ひつよう

があって考
かんが

えておられるのか。 

 

・  エスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

のリスト
り す と

について、今回
こんかい

載
の

せなかった。東京都
とうきょうと

は

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

でリスト
り す と

を掲載
けいさい

しているが、このリスト
り す と

を計画
けいかく

に掲載
けいさい

してもよ

いかと尋
たず

ねたところ、「使用
し よ う

目的
もくてき

を限定
げんてい

しているので、計画
けいかく

への掲載
けいさい

は了解
りょうかい

しない。」とのことだった。そこで現状
げんじょう

のエスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

の数
かず

を載
の

せ

ている。また、エスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

との具体的
ぐたいてき

な連携
れんけい

としては、災害
さいがい

時
じ

や

緊急
きんきゅう

時
じ

に威力
いりょく

を発揮
は っ き

すると思
おも

われる。東京都
とうきょうと

は、昨年
さくねん

流行
りゅうこう

した新型
しんがた

インフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

の流行
りゅうこう

の案内
あんない

を行
おこな

っていた。大地震
だいじしん

等
など

が発生
はっせい

したときにも

エスニック
え す に っ く

・メディア
め で ぃ あ

が威力
いりょく

を発揮
は っ き

すると思
おも

われる。東京都
とうきょうと

がエスニック
え す に っ く

・

メディア
め で ぃ あ

の調整
ちょうせい

、取
と

りまとめを行
おこな

っているので、連携
れんけい

しながら相互
そ う ご

発信
はっしん

を

していきたいと思
おも

う。去年
きょねん

の「あだち国際
こくさい

まつり」についても、エスニック
え す に っ く

・

メディア
め で ぃ あ

が集
あつ

まる会議
か い ぎ

で積極的
せっきょくてき

にＰＲしてきた。今年度
こんねんど

もできればそのよ

うにしていきたいと考
かんが

えている。 

 

・  去年
きょねん

の暮
く

れに東京
とうきょう

日本語
に ほ ん ご

ボランティアネットワーク
ぼ ら ん て ぃ あ ね っ と わ ー く

（ＴＮＶＮ）の総会
そうかい

に

出席
しゅっせき

した。そこで、他
た

の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の代表
だいひょう

の方
かた

から発言
はつげん

が出
で

た話
はなし

で、震災
しんさい

時
じ

の防災
ぼうさい

危機
き き

管理
か ん り

についてみなさんどう思
おも

うかということで聞
き

かれた。要
よう

は

緊急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

について、外国人
がいこくじん

の方
かた

、日本語
に ほ ん ご

の不自由
ふ じ ゆ う

な方
かた

、日本
に ほ ん

に来
こ

られ

てまだ間
ま

もない方
かた

をいかにサポート
さ ぽ ー と

するかということに関
かん

して、２３区
く

やそ

の他
た

各市町村
かくしちょうそん

で必
かなら

ず外国人向
がいこくじんむ

けの冊子
さ っ し

を作
つく

っている。各々
おのおの

がお金
かね

をかけ、

手間
て ま

をかけて作
つく

ってどれも似
に

たり寄
よ

ったりしている。同
おな

じような文面
ぶんめん

があっ

てそれを翻訳
ほんやく

しているわけだが、それに意味
い み

があるのか。そんなに個別
こ べ つ

にお

金
かね

をかけてやる意味
い み

があるのか。ばらばらということもあると思
おも

うが、そも

そも統一
とういつ

したとしてもあの冊子
さ っ し

を本当
ほんとう

に読
よ

むかと思
おも

う。たとえ英語
え い ご

、

韓国語
かんこくご

、中国語
ちゅうごくご

で翻訳
ほんやく

されたものでも、あの文面
ぶんめん

ではなかなか読
よ

まないし、

日本語
に ほ ん ご

で書
か

いてあるものをそのまま訳
やく

しているのでなかなか読
よ

む気
き

になれ

ない。最終的
さいしゅうてき

にいろいろ学習者
がくしゅうしゃ

と意見
い け ん

交換
こうかん

しているときも、やっぱり

一番重要
いちばんじゅうよう

なのはやさしい日本語
に ほ ん ご

で緊急
きんきゅう

時
じ

に本当
ほんとう

に大切
たいせつ

なことだけをいかに

やさしく日本語
に ほ ん ご

でゆっくりと伝
つた

えるかということだろうと思
おも

う。日本語
に ほ ん ご

でま
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司会
し か い

 

 

 

 
 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

 

ず書
か

いてある文面
ぶんめん

のうち、何
なに

が大切
たいせつ

かを日本語
に ほ ん ご

が不自由
ふ じ ゆ う

な方
かた

でもわかるよう

いかにやさしく要点
ようてん

だけを伝
つた

えるかという冊子
さ っ し

を作
つく

る必要
ひつよう

があるのではな

いかと思
おも

う。要
よう

するにただ書面
しょめん

でずらずら書
か

くのではなくて、本当
ほんとう

に大切
たいせつ

な

ことをやさしく伝
つた

えるための冊子
さ っ し

みたいなもの、結局
けっきょく

は書
か

いたものになる

のだろうが、そういう部分
ぶ ぶ ん

が必要
ひつよう

だという感
かん

じがした。そして、先
さき

ほど

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

に出
で

ていたが、やっぱり実際
じっさい

に訓練
くんれん

でやってみないとわ

からない。やってみてわかることがたくさんある。それを一番
いちばん

やれるのはや

っぱり日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

だと思
おも

う。また民団
みんだん

やいろいろ団体
だんたい

もあるので、ある程度
て い ど

大
おお

きなかたまりで、外国人
がいこくじん

の多
おお

い団体
だんたい

にお願
ねが

いして、年
ねん

に１回
かい

か、あるいは

統一的
とういつてき

でなくてもいいからとにかくあなたのグループ
ぐ る ー ぷ

でやってみてくださ

いと、日本語
に ほ ん ご

のグループ
ぐ る ー ぷ

は今
いま

１７グループ
ぐ る ー ぷ

あるので、やり方
かた

の大枠
おおわく

は決
き

める

けれども、グループ
ぐ る ー ぷ

で一度
い ち ど

やってみていただくということを伝
つた

え、どういう

反応
はんのう

があって何
なに

が問題
もんだい

だったかを出
だ

してくれという形
かたち

で一回
いっかい

みんなにお願
ねが

いして実際
じっさい

にやってみることが重要
じゅうよう

なのではないかと思
おも

う。防災
ぼうさい

訓練
くんれん

があ

るので何月
なんがつ

何日
なんにち

来
き

てくださいといってもなかなかそう集
あつ

まらない。日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

なら教室
きょうしつ

で定期的
ていきてき

に集
あつ

まるグループ
ぐ る ー ぷ

があるんだったら、その集
あつ

まりの

時
とき

に年
ねん

に一回
いっかい

、一日
いちにち

それにあててみてくださいというようなお願
ねが

いをしてや

ってみたらどうかという気
き

がする。 

 

・  外国人
がいこくじん

の方
かた

の災害
さいがい

訓練
くんれん

については、一番
いちばん

いいのは町会
ちょうかい

・自治会
じ ち か い

・学校
がっこう

が

拠点
きょてん

となっている避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

訓練
くんれん

に日本人
にほんじん

と一緒
いっしょ

になって参加
さ ん か

していただ

くことが実態
じったい

に合
あ

っているのかと思
おも

う。今後
こ ん ご

は災害
さいがい

対策課
たいさくか

から、日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

に避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

訓練
くんれん

の開催
かいさい

日時
に ち じ

をご紹介
しょうかい

させていただ

ければというお話
はなし

があった。ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

でも見
み

られるようになっている

が 、 な か な か た ど り 着
つ

く の が 大変
たいへん

だ と 思
おも

う の で 、 日本語
に ほ ん ご

ボランティアグループ
ぼ ら ん て ぃ あ ぐ る ー ぷ

の代表者
だいひょうしゃ

会議
か い ぎ

でのご紹介
しょうかい

をさせていただければと思
おも

う。それで日程
にってい

が合
あ

えば、避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

訓練
くんれん

にご参加
さ ん か

いただくよう働
はたら

きかけ

を行
おこな

っていこうと考
かんが

えている。総合
そうごう

防災
ぼうさい

訓練
くんれん

はいいが、実
じっ

生活
せいかつ

からすると

やはり避難所
ひなんじょ

運営
うんえい

訓練
くんれん

が一番
いちばん

適
てき

しているかと思
おも

う。 

 

・  日本語
に ほ ん ご

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

はいろんな活動
かつどう

で活躍
かつやく

されているので、日本
に ほ ん

の制度
せ い ど

だ

けではなく、日本
に ほ ん

の生活
せいかつ

について指導
し ど う

や災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

もみなさんいろいろと

教
おし

えておられると思
おも

う。区
く

と連携
れんけい

して、この時期
じ き

には防災
ぼうさい

訓練
くんれん

があると

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の方
かた

に知
し

らせていただければと思
おも

う。 

 

・  ２５ページ
ぺ ー じ

の「５ （仮称
かしょう

）多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

センター
せ ん た ー

機能
き の う

の検討
けんとう

」について、

これは「検討
けんとう

」ということをずっと継続
けいぞく

して検討
けんとう

してくださっているのか。

今
いま

までは少
すこ

し具体的
ぐたいてき

にあの施設
し せ つ

を使
つか

おうかと思
おも

っているというのが聞
き

こえ

てきた。その後
ご

どうなっているのか。大体
だいたい

いつごろを目指
め ざ

しておられるの

か。それはまだなんとも言
い

えない状態
じょうたい

なのか。また、２４ページ
ぺ ー じ

に「４ 

（仮称
かしょう

）多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

条例
じょうれい

の制定
せいてい

」とあるが、これと並行
へいこう

して進
すす

んでい

るのだろうと思
おも

うが、条例
じょうれい

の制定
せいてい

がなければセンター
せ ん た ー

はないと考
かんが

えるの

か。これについて教
おし

えていただけるか。 
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・  多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

センター
せ ん た ー

については、ベルモント
べ る も ん と

公園
こうえん

にある陳列館
ちんれつかん

が使
つか

えな

いかということで、庁内
ちょうない

関係
かんけい

部署
ぶ し ょ

にあたったりしたけれども、やはり公園
こうえん

の

中
なか

に建
た

っている施設
し せ つ

ということで、目的外使用
もくてきがいしよう

ということがなかなか難
むずか

し

い。面積的
めんせきてき

にも狭
せま

いということであの場所
ば し ょ

での検討
けんとう

は中止
ちゅうし

した。そこにも書
か

いてあるように、公共
こうきょう

施設
し せ つ

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

の中
なか

で設置
せ っ ち

を検討
けんとう

していくことで、新
あら

たに施設
し せ つ

を建
た

てるというのがなかなか財政
ざいせい

状 況
じょうきょう

とか 難
むずか

しい状 況
じょうきょう

であ

る。公共
こうきょう

施設
し せ つ

を転用
てんよう

するといった中
なか

で、建物
たてもの

・場所
ば し ょ

が出
で

てくればそこを使
つか

う。併
あわ

せて、その器
うつわ

に沿
そ

った機能
き の う

の検討
けんとう

になるかと思
おも

う。事実上
じじつじょう

、公共
こうきょう

施設
し せ つ

の再編
さいへん

検討
けんとう

の中
なか

で、生
う

み出
だ

せるところが今
いま

のところ出
で

てこないということ

で、機能
き の う

の検討
けんとう

も進
すす

んでいないという状 況
じょうきょう

である。そして、いまお話
はなし

のあ

った条例
じょうれい

と一緒
いっしょ

なのかということについては、必
かなら

ずしも一緒
いっしょ

というわけで

はないが、多分
た ぶ ん

足立区
あ だ ち く

議会
ぎ か い

の考
かんが

えや意見
い け ん

によると、条例
じょうれい

とセンター
せ ん た ー

はある

程度
て い ど

一体的
いったいてき

に進
すす

めていかなければならないのかと考
かんが

えている。 

 

・  条例
じょうれい

について、先日
せんじつ

大阪市
おおさかし

の市長
しちょう

と岡山市
おかやまし

の市長
しちょう

が、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意味
い み

を

理解
り か い

していないというか、自分
じ ぶ ん

の文化
ぶ ん か

が集
あつ

まっている、共存
きょうぞん

しているとい

うような意味
い み

で発表
はっぴょう

している。そうすると、市長
しちょう

がその程度
て い ど

の理解
り か い

なので、

一般
いっぱん

の国民
こくみん

や市民
し み ん

はほとんど理解
り か い

していないのではないか。だから、

パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

などはいくらやっても意見
い け ん

が集
あつ

まらないと思
おも

う。それ

で、足立区
あ だ ち く

としては、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

について、ほかの件
けん

とかどのように考
かんが

え

ておられるのか。資料
しりょう

を見
み

ても理念
り ね ん

がはっきりしていない。本当
ほんとう

に世界的
せかいてき

に

発表
はっぴょう

してもみなさんが共鳴
きょうめい

するような理念
り ね ん

を打
う

ち出
だ

したほうが必要
ひつよう

なので

はないか。ただいろんな民族
みんぞく

の違
ちが

いを認
みと

めよう、そして共
とも

に生
い

きていこうと

いう程度
て い ど

の理念
り ね ん

しかでていない。そうすると、やっぱり理解者
りかいしゃ

が出
で

てこない

のではないかという気
き

がする。ちょっと大
おお

きすぎるが、もう少
すこ

し世界
せ か い

に通用
つうよう

するようなものを足立区
あ だ ち く

から出
だ

してみたらどうか。 

 

・  貴重
きちょう

なご意見
い け ん

だが、検討
けんとう

の第
だい

１回
かい

の中
なか

で言
い

っていただけばよろしかったか

と思
おも

う。理念
り ね ん

も前回
ぜんかい

検討
けんとう

し、なおかつ理念
り ね ん

の基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

というものも４

ページ
ぺ ー じ

に記載
き さ い

している内容
ないよう

でここまで来
き

てしまった。今日
き ょ う

この理念
り ね ん

で計画
けいかく

改訂版
かいていばん

をまとめていこうという確認
かくにん

の第
だい

３回目
か い め

なので、いまおっしゃったも

う少
すこ

し世界
せ か い

に誇
ほこ

れるような理念
り ね ん

を掲
かか

げたらというのは３年後
ね ん ご

に第二次
だ い に じ

計画
けいかく

をまた検討
けんとう

する機会
き か い

があるので、そのときに反映
はんえい

させていただければと思
おも

う。ちょっとこの段階
だんかい

で理念
り ね ん

そのものをもう少
すこ

し発展
はってん

というか、世界
せ か い

に誇
ほこ

れ

る内容
ないよう

ということにするには難
むずか

しいのではないかと思
おも

う。 

 

・  日本
に ほ ん

でもあちこちでデリバラティブデモクラシー
で り ば ら て ぃ ぶ で も く ら し ー

というのが言
い

われてき

ている。そういうような意見
い け ん

の集
あつ

め方
かた

を区
く

のほうでもやっていただければよ

ろしいのではないかと思
おも

う。日本人
にほんじん

はあまり意見
い け ん

を言
い

わないというような

性格
せいかく

があるので、そのような機会
き か い

を作
つく

っていただけたらと思
おも

う。区
く

の広報
こうほう

で

ＰＲしても行
ゆ

き届
とど

かないところがあるのでお願
ねが

いしたいと思
おも

う。 

 



委員
い い ん

 

 

 

 

 

事務局
じむきょく

 

 

委員
い い ん

 

 

 

 

 

 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

 

 

 

 

 
 

事務局
じむきょく

 

 

 

 

 

 

 

 

・  足立区
あ だ ち く

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

実態
じったい

調査
ちょうさ

の報告書
ほうこくしょ

詳細版
しょうさいばん

について、前回
ぜんかい

もおっしゃっ

ていたが、インタビュー
い ん た び ゅ ー

をいろいろ実施
じ っ し

されてその内容
ないよう

が最後
さ い ご

に出
で

ていて

大変
たいへん

興味深
きょうみぶか

い。このインタビュー
い ん た び ゅ ー

した人
ひと

のリスト
り す と

が３２９ページ
ぺ ー じ

に出
で

ている

が、これは実際
じっさい

インタビュー
い ん た び ゅ ー

された方
かた

に配布
は い ふ

されるということはないのか。 

 

・  インタビュー
い ん た び ゅ ー

にご協 力
きょうりょく

いただいた方
かた

にお配
くば

りしている。 

 

・  実態
じったい

調査
ちょうさ

の詳細版
しょうさいばん

の４１４ページ
ぺ ー じ

に在留
ざいりゅう

資格
し か く

別
べつ

人口
じんこう

推移
す い い

がでているが、

それを見
み

て興味深
きょうみぶか

かったのが、永住者
えいじゅうしゃ

が１９９７年
ねん

に１，３００人
にん

だった

のが、２００９年
ねん

には５，９００人
にん

になっている。約
やく

５倍弱
ばいじゃく

になっている。

他
ほか

は大
たい

して変
か

わりがないが、永住者
えいじゅうしゃ

が特
とく

に２００５年
ねん

から２００９年
ねん

にか

なり増
ふ

えた理由
り ゆ う

は何
なに

か。 

 

・  足立
あ だ ち

区内
く な い

に１９９７年
ねん

には、韓国
かんこく

の特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

の方
かた

は多
おお

かったが、外国人
がいこくじん

の方
かた

が少
すく

なかった。この１０年
ねん

、１５年
ねん

くらいの間
あいだ

に外国
がいこく

の方
かた

が大勢
おおぜい

日本
に ほ ん

に

入
はい

ってきて、特
とく

に足立区
あ だ ち く

は都営
と え い

住宅
じゅうたく

があったり家賃
や ち ん

が安
やす

いので、大勢
おおぜい

の

外国人
がいこくじん

が住
す

むことになった。また大体
だいたい

１０年間
ねんかん

日本
に ほ ん

で生活
せいかつ

していると、生活
せいかつ

が安定
あんてい

してきてみなさんは永住
えいじゅう

の在留
ざいりゅう

資格
し か く

を取
と

ることになった。というこ

とは、足立区
あ だ ち く

にもいま安定
あんてい

して生活
せいかつ

している方
かた

が増
ふ

えてきたという状 況
じょうきょう

で

ある。理由
り ゆ う

は、例
たと

えば留学
りゅうがく

で日本
に ほ ん

に来
き

て、日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

となっても、在留
ざいりゅう

資格
し か く

は１年
ねん

に１回
かい

、あるいは３年
ねん

に１回
かい

更新
こうしん

・変更
へんこう

という手続
て つ づ

きはとても

大変
たいへん

なので、永住者
えいじゅうしゃ

を取
と

れば、在留
ざいりゅう

資格
し か く

を取
と

らなくても日本
に ほ ん

にずっと住
す

む

ことができる。それでみなさんは手続
て つ づ

きしなくてもずっと日本
に ほ ん

に長
なが

く住
す

むこ

とを望
のぞ

んで永住者
えいじゅうしゃ

に変更
へんこう

している方
かた

が多
おお

い。また、いま日本
に ほ ん

で住
す

む状 況
じょうきょう

と

しても、足立区
あ だ ち く

は大変
たいへん

有利
ゆ う り

なので、外国
がいこく

の方
かた

は１０年前
ねんまえ

から持
も

ち家
いえ

を建
た

てて

いる。自宅
じ た く

を所有
しょゆう

する方
かた

は日本
に ほ ん

に住
す

みたいから永住者
えいじゅうしゃ

の方
かた

が多
おお

くなった。 

 

・  時間
じ か ん

も残
のこ

りわずかだが、他
ほか

の委員
い い ん

あと一
ひと

つか二
ふた

つくらい意見
い け ん

があるか。久
ひさ

しぶりの集
あつ

まりで、今日
き ょ う

はいろいろな意見
い け ん

が出
で

て、また以前
い ぜ ん

の問題
もんだい

について

も意見
い け ん

があり、大
おお

いにみなさんが議論
ぎ ろ ん

して意見
い け ん

を出
だ

していただければと思
おも

う。後
あと

はこれを完全
かんぜん

ではないが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

について修正
しゅうせい

したり、あるい

はいいものを取
と

り入
い

れていくとみんなのものになる。みなさんの意見
い け ん

を取
と

り

入
い

れるとより現実的
げんじつてき

ないいものになると思
おも

う。最後
さ い ご

に事務局
じむきょく

から何
なに

かある

か。 

 

・  先
さき

ほどオールドカマー
お ー る ど か ま ー

、ニューカマー
に ゅ ー か ま ー

のところで説明
せつめい

が漏
も

れていて申
もう

し訳
わけ

ない。平成
へいせい

２１年
ねん

６月
がつ

に実施
じ っ し

した多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

実態
じったい

調査
ちょうさ

の特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

の方
かた

は、すべて韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

籍
せき

の方
かた

であった。日本
に ほ ん

での居住
きょじゅう

年数
ねんすう

は２０年
ねん

以上
いじょう

の方
かた

が９３．１％で、回答者
かいとうしゃ

の「生活
せいかつ

で困
こま

っていることや不満
ふ ま ん

なこと」の第
だい

１位
い

は「特
とく

にない」、それと同列
どうれつ

で「日本人
にほんじん

からの偏見
へんけん

・差別
さ べ つ

」が３１％で並
なら

ん

でいる。３位
い

は「年金
ねんきん

」で２７．６％、第
だい

４位
い

は「住居
じゅうきょ

」で２０．７％、第
だい

５位
い

は「病院
びょういん

・医療
いりょう

」で１３．８％であった。「ことば」については３．

４％であり、困
こま

っていない方
かた

が多
おお

かった。特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

２９名
めい

の方
かた

のご意見
い け ん

だ



 

 

司会
し か い

 

 

区民
く み ん

課長
かちょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会
し か い

 

 

った。 

 

・  それでは、会議
か い ぎ

の閉会
へいかい

にあたり、亀村
かめむら

課長
かちょう

からあいさつをいただく。 

 

・  お手元
て も と

に資料
しりょう

６という平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

の施策
し さ く

の事業
じぎょう

計画
けいかく

がある。特
とく

に新規
し ん き

事業
じぎょう

はないが、新計画
しんけいかく

に則
のっと

った事業
じぎょう

をこのような形
かたち

で進
すす

めていきたい。

予算
よ さ ん

は、平成
へいせい

２１年度
ね ん ど

については、実態
じったい

調査
ちょうさ

やくらし講座
こ う ざ

の委託
い た く

などで合
あ

わ

せて１，０００万円
まんえん

くらいあった。それが平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

にはなくなるので、

１，７００万円台
まんえんだい

であった予算
よ さ ん

が見
み

かけ上
じょう

７００万円台
まんえんだい

になるが、実質
じっしつ

は

２１年度
ね ん ど

と２２年度
ね ん ど

の予算
よ さ ん

に変更
へんこう

がない。中身的
なかみてき

には、平成
へいせい

２２年度
ね ん ど

から始
はじ

まる多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

計画
けいかく

に基
もと

づいて事業
じぎょう

を充実
じゅうじつ

させていきたいと考
かんが

えて

いる。今日
き ょ う

も大変
たいへん

活発
かっぱつ

なご意見
い け ん

をいただき、これを２２年度
ね ん ど

の計画
けいかく

の実施
じ っ し

に

活
い

かしていきたいと思
おも

う。みなさんには一年間
いちねんかん

この推進
すいしん

計画
けいかく

の策定
さくてい

にあた

り、推進
すいしん

会議
か い ぎ

に参加
さ ん か

いただき感謝
かんしゃ

する。推進
すいしん

委員
い い ん

の任期
に ん き

は今年度
こんねんど

で、また

来年度
らいねんど

選出
せんしゅつ

させていただきたい。 

 

・  それでは、本日
ほんじつ

の会議
か い ぎ

はこれで終 了
しゅうりょう

する。 

（以上
いじょう

） 
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